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　　　Introduction







　無機質な面差しと、冷たい音の連なり。

　タスクの感覚はいつだって、その二つを追い求めている。




　他の悉ことごとくはなぜか遠い。

　薄皮一枚隔てた向こうの出来事で、認識することは難しくなくとも、どこか自分とは無関係という思いが拭えない。だから、昔からたびたび周囲より注意や叱しつ責せきを受けてきた。

「もっとちゃんとしろ」「よく人の話を聞いて」「テキトーなこと喋しやべるな」

「なんでそんなに、いつも散漫なんだ？」

　分からない。根本的な原因はタスク自身にだって。

　物心ついたときから、タスクは『そう』だった。世界の大半は常にフィルターが掛かったみたいに色いろ褪あせていて、不思議と『温ぬくもりの無いモノ』だけが鮮明に認められた。

　ゆえに、意識が注がれる比重も推して知るべしで、誰だって他ひ人と事ごとめいて思える諸もろ々もろなんかより、身近に感じられるモノのほうが良いに決まっている。人と人との繫つながり、他者との関係というものに、タスクはとことん無頓着だった。

　自分のそんな感性が、周囲からズレていると気づいたのは、たぶん六歳の頃。

　実家の屋や敷しきで働いていた女中が、ある日、突然いなくなってしまったとき──タスクは生まれ持った己の性さがをはっきりと自覚した。

　今でも憶おぼえている。桜色の髪と、白い着物。そして静せい謐ひつな貌かんばせ。

　機体名を捩もじって『カナエ』とだけ呼ばれていた彼女の、あの透き通り過ぎてあとには何も残らないような無表情が、幼いタスクの胸にいつも安らぎと高鳴りを運んできた。

　母を早くに亡なくし、政治家だった父は家を空けがちだったから、きっとそこに団だん欒らんの幻でも見ていたのだろう。あるいはもっと別の、子供心に芽生えた淡い感情ゆえのことだったか。

　どちらにしてもそれは、世間一般の常識で計れば、誤り以外の何物でもなかった。

　温ぬくもりの無いモノに、温ぬくもりを求めるなんて。




　──カナエなら処分したぞ。かなり古い機体だったからな、アレも。




　泣きながら広い屋や敷しきや裏庭を一日じゅう探し回り、タスクのあまりの必死さに使用人たちも揃そろって口を噤つぐむなか、果たして深夜になって帰宅した父がそう真相を語った。

　息子が喜ぶに違いないといった風ふ情ぜいで続けて父は、「お前の誕生日には最新のモデルを買ってやる」と言いまでした。

　だからタスクも、そのとき初めて理解したのだ。

　自分にとっての『好き』は、他の人間たちからすれば、ほいほい捨てたり、新しくしたり、そういった真ま似ねが簡単にできてしまうもので。

　カタチが同じでも人間に向ける感情は『愛情』で、タスクの気持ちは単なる『愛着』で片づけられてしまうものなのだと。

　人形偏愛ピグマリオン・コンプレツクス。

　タスクこと輪りん堂どう祐たすくは、魂のない機械ヒトガタに惹ひかれる、魂を持った壊れ物だ。




　　　　　　　　　　○




「──スク！　タスク・リンドウ！　何を呆ほうけている!?」

　アントワーヌ学園の広い実験室に、クールヴェ教師の神経質な叫びが谺こだまする。

　例によって例の如ごとく心ここに在らずの状態に陥っていたタスクは、そこでようやく寝台に載せられている精巧な裸身から目を逸そらした。

　こちらを取り囲んでいるのは、物問いたげな視線の群れ。

　どこか手術室にも通ずる雰囲気の部屋のなか、人種がてんでバラバラの少年少女たちと、骸がい骨こつじみた一人のフランス系が、揃そろってタスクのほうを注視しているではないか。

　いけない。そういえば今は授業の真っ最中だったっけ。

「あ……は、はい。なんでしょう、先生？」

「なんでしょう、ではない！　きみは私の話を聞いていたのかね!?」

　もちろん、びたいち聞いちゃいなかった。が、それを素直に白状しようものなら、途端に授業は説教大会に早変わりだ。入学して二ヵ月もすれば、教師の傾向も概おおむね知れてくる。

　なので、やはりここは例によって得意の曖昧な笑顔アルカイツク・スマイルで通すことにした。

「すいません。ついこの『教材』に見とれてしまって」

「……ふん、またそれか。日本人は都合が悪くなると決まってその顔だな？」

　クールヴェ教師は、怒らせていた肩を幾ぶん戻し、

「きみは今のところ実習では、良い評価を得ているようだが、調子に乗って授業態度が疎おろそかになるようなら、私の科目では容赦なくＥをつけるぞ。苦労して取った『国際二種』の資格を返上し、スイスからニッポンにとんぼ返りしたいのかね？」

「せんせー、間違ってます。ヘルヴェティア共和国ですよ、ここは。この国がスイスって呼ばれてた時代なんて、ナポレオンが暴れ回ってたときに終わってる」

　そう言ったのはタスクではなく、同じように寝台の周りに集まった、同学年の生徒たちの一人だった。タスクに助け舟を出してくれたわけではなく、根っからの愛国者であるクールヴェをからかいたいだけらしい。事実、初老教師の皺しわだらけの顔が梅うめ干ぼしさながらに変わった。

　スイス地方が『カントン』という自治州の集まりで、まだ明確に国の体ていさえ為なしていなかった頃、隣国のフランスに押しつけられて成立した共和国制を、クールヴェは今でもひどく疎うとんでいると噂うわさなのだ。彼が生まれる遥はるか以前、二世紀以上も前の話だというのに。

「……下らないお喋しやべりはもういい。それより授業を続けるぞ」

　自分でボロを出したくせに──とは思ったものの、おかげで嫌味も終わってくれた。

　ただ、周囲からは依然くすくすと忍び笑いの気配。嘲笑の対象には、古時計じみたクールヴェだけでなく、タスクまで含まれているらしい。「彼、いつもあんな調子よね？」「話しかけてもつき合い悪いし」「目の前の『教材』に夢中だったんだろ」「やだ、もしかしてお人形さんの裸に興奮しちゃうクチ？」些いささか以上にうんざりする内容だ。

　だが、クールヴェはもう生徒たちにつき合わなかった。寝台を挟んで居並ぶこちらにひと睨にらみだけくれ、あとは速やかに今日の授業の本題へと踏み込んでゆく。鶏にわとりの脚を彷ほう彿ふつとさせる彼の指が、寝台の縁へりをコツコツと叩たたいて示した。つまり、そこに載せられた『教材』を。

　そこに、少女がいた。

　金髪碧へき眼がんの典型的なヨーロピアン・コーカソイド。

　瞼まぶたを閉じ、あられもない姿で、寝台の上に仰ぎよう臥がしている。ピクリとも動く気配はなく、完璧に整ったプロポーションは、どこか非人間じみた美しさを伴っていた。

　さもありなん。実際、彼女は人間などではない。

「──どうだ、素晴らしいだろう？」

　クールヴェが言った。今しがたまでの不機嫌ぶりが噓うそのように。

「我が国が世界に誇るドールメーカーの雄、『マニフィック・アングルナージュ』の傑作機たる〈Hadaly Mk-6〉だ。既に型落ちではあるが、未いまだに世界中に愛好者がいる。きみたちからすれば『ハダリー・シックス』の名のほうが通りが良いかな？」

「確か、何代目かのボンドガールも務めた機体っすよね？　ンで、人類最初の『歌唱人形オルドール』って言われてる、ハダリー・ワンの正当系譜機」

「然様さよう。そして遡れば、今こん日にち、我が国が『オルゴール技術の先進国』として発展を遂げた、その所以ゆえんでもある」

　クールヴェは宜むべ々むべしく頷うなずいたのち、

「『オルゴール技師』を志し当校の門を叩たたいたきみたちも、直じかにムーブメントを目にするのはこれが初めてだろう。何しろムーブメント──歌唱人形オルドールの中枢装置は、ブラックボックス化が国際法で義務づけられており、もし違反して内部の機構を検あらためようものなら、たちまち各企業へその旨むねが信号として送られるからな。場合によっては国連軍すら動く」

「その……この機体は、法的に大丈夫なんですよね？」

「無論だとも。信号は切ってあるし、何よりきみたちは既に国際二種を取得している。『オルゴール・ジェネレーター』に触れることは許されないが、そのメカニズムに耽たん溺できし、学ぶことはできる。さあ、もっと近くに寄りたまえ」

　歌唱人形オルドール。オルゴール技師。そして、オルゴール・ジェネレーター。

　それらの言葉の意味は、寝台の上の眠り姫を見れば、万人が納得するところだろう。

　ハダリー・シックスの胸元──小振りな乳房の谷間がぱっくりと左右に割れ、身体の内側を余さず照明の下に晒さらしている。そこにグロテスクさはない。血や肉、匂いといった生物的な要素が、綺き麗れいさっぱり欠落しているからだ。

　代わって人工皮膚の隙間から覗のぞくのは、億に届こうかという大小無数の歯車。束ねられた人工筋肉。張り巡らされた擬似神経。強化シリコン、カーボンナノチューブ、シャフトに軸受、スプリング、冷却液、循環液、その他た諸もろ々もろの機械パーツの山。

　そして、それらの向かう先、機体の中心部。

　人間でいえば、ちょうど心臓に当たる位置に、ソレは収められていた。

「ッ、これが……」

　オルゴール・ジェネレーター。

　現社会の主流エネルギー『重力子』の制御機関。自ム動ー演ブ奏メ機ン構ト。

　今や巷ちまたに溢あふれ返るあらゆる機械に搭載され、自動人形オートマタを含むロボット工学分野においては、「画期的な発明だが、現人類の宿題でもある」と語られる叡えい智ちの結晶。

　歌唱人形オルドール──『オルゴール・ドール』の名の由来。

「すげえや。ぱっと見は普通のオルゴールと変わらないじゃん」

「なのに、これが『ＭＤ波』を発生させるんだよね？」

「そのはずだよ。正確には、ＭＤ波形を構成してる『レゾナ粒子』を、だけど」

「エキゾチック粒子なんでしょ？　月面都市ハンドレツドフエイスの新型加速器でもまだ未発見だっていう」

「いや、加速器とか絶対ムリだって。なんで今の社会が『電気離れエレクトロ・パージ』に踏み切ったと思ってんだ。レゾナ粒子は極端に電荷が変われば、余剰次元のどっかに消えちまうんだぞ？」

　さきほどまで軽口を叩たたき合っていた学生たちが、たちまち技術者エンジニアの卵らしい顔つきに変わって、開きにされた哀れな少女の秘な密かを無遠慮に眺め回す。

　タスクもまた、この場においては、エチケット知らずの一人だ。

　あまりに精せい緻ちなムーブメントはまるで一個の芸術品のようで、曲がりなりにもその道に分け入らんとする者にしか解かいし得ない、膨ぼう大だいな技術の集積が驚くほどの密度でそこに在る。

「……ほんと、すごいな」

　金色のオルゴール・シリンダーと、それを取り巻く無数の櫛くし歯ば。

　なるほど。確かに無知な者が一見しただけならば、単なるオルゴールと判ずるだろう。

　だがその実、シリンダー部は高分子素材の七重構造変形高速回転型。櫛くし歯ばに至っては一本一本が人の目ではしかと捉えられない、繊せん毛もう状じように配されたナノテクの産物だ。

　赤ん坊の脛すねほどのサイズしかないこの古臭いオルゴール機械が、けれど毎秒数十万にも達する驚異的な音の連続を生み出し、人工声帯を通したのち旋律メロディーに変えて大気中に発散。そして、そこに含まれるＭＤ波が次元の壁を突破するなどと、いったい誰に想像できるだろう？

「まさに夢の産物だ」

　教え子たちの反応に気を良くしたか、クールヴェが両手を広げて熱っぽく語る。

「我々人類はこのオルゴール・ジェネレーターを用い、理論上の存在でしかなかった物質の究極的単位、一〇次元に存在する『超弦』への干渉に遂に成功した。重力子を始めとする様々なエネルギーを操り、宇宙開かい闢びやくの謎に大きく近づいた」

「……『魔弾テルミナイズ』っていうんですよね？　ＭＤ波で超ちよう弦げんを操ることを」

「うむ。人じん智ちを超えた弦を震わす、魔の弾き手というわけだ」

　クールヴェはハダリー・シックスのジェネレーターに手で触れながら、

「だが──諸君、忘れてはなるまいぞ。この素晴らしき発明は、残念ながら我々『現人類』の手になるものではない。それ以前の段階で何者か等らによって開発された品を、我々はただ解析し、実験し、劣化コピーとして蘇よみがえらせたに過ぎないのだ」

「アンティキティラ島の発見……」

　思わず呟つぶやいてしまったのはタスクだった。クールヴェは感に堪たえないとばかり顎あごを引くと、やおら寝台に置かれていたリモコンで、閉め切られていた部屋のカーテンを開け放つ。

　地上四七階という高さにあるアントワーヌ学園の実験室。その展望パノラマじみた大窓の外に広がっていたのは、言わずもがなヨーロッパの青い空──ではなかった。

　いや、確かに空は存在する。

　けれど、それ以上に極大の異物が目について、他の風景が霞かすんでしまうのだ。

「見たまえ、あの雄姿を！　あれこそが我らの悲願！　あれこそが我らの課題！　今ある社会のオルゴール文明の発端にして、過去の賢人たちが創つくり給たもうた機械美の極致！」

　抜けるような青空の彼方かなたに、何か途方もないモノが浮かんでいた。

　学こ園こからだとかなりの距離があるはずなのに、その驚異的なスケールは誰であれ見る者を圧倒する。初見の人間など、この場にはいないはずだが、それでも畏い怖ふは変わらない。

　黄金色の球体。輝かしき天体。人工物特有のロジカルな曲線。

　夜になっても姿を隠さぬ、出しゃばりな第二の太陽。

〈スフィア〉。

　直径一〇〇キロメートルにもなる、オルゴール仕掛けの巨大な構造物。

「……一九世紀中頃、ギリシャはアンティキティラ島が近海で、大量のオルゴール機械と共にあの〈スフィア〉は発見された」

　クールヴェが苦々しげな口調で語る。この世界で生きる誰もが知っている事実だったが、その今更な情報を笑って聞き流す者はいない。タスクもさすがに神妙な心地になっていた。

「話によれば、あの〈スフィア〉は発見者たちが手で触れるや突如起動し、沈んでいた海底から重力制御で独りでに浮かび上がったらしい。以来、ああして一定速度かつ不規則なルートで以もって、高度三万メートル付近を何をするでもなく飛行し続けている」

　そう、〈スフィア〉は常に地球上を移動しているのだ。今日この日、学園から〈スフィア〉が拝めたのは、ただの偶然でしかない。更にいえば、製造者は不明。用途も目的も不明。周囲の空間を歪わい曲きよくさせているため、人類はあのオーパーツに手出しすら叶かなわない。

「……発見から二○〇年余りも経過していながら、だ！」

　クールヴェが半ば癇かん癪しやくを起こしたように壁に拳を打ちつけた。

　アンティキティラ島で見つかった機械群は、最低でも紀元前一五〇年ほど昔に製造された物と考えられている。そんな太古の人間が、機械技術はおろか物理の知識でさえも、現代人を凌りよう駕がしていた虞おそれがあるのだ。知識人としては当然屈辱だろう。

　だがそこで、不意に学生たちのなかから、ツンと澄ました声があがった。

「ムッシュ・クールヴェ。〈スフィア〉のことは現状どうにもなりませんわ」

「む？」

「それより、アンティキティラ島の機械のなかには、もう一つ──〈スフィア〉と同じくらい重要で、それ以上に学生のわたくしたちにとって注目すべき品があったはずですが」

　脱線しかけた話の軌道修正を試みたのは、タスクの知らない金髪の女子生徒だった。

　たぶん、今日初めて授業が一緒になった相手だろう。他者の陰になってしまい顔はよく見えないが、以前、学内のどこかで見かけていれば、すぐにそれと気づいたはずである。

　なんというか、一人だけ住んでいる世界が違う娘だったからだ。

「そうか、その話がまだだったな……うむ。いずれ〈スフィア〉の謎は解き明かさねばならないが、きみたち学生はまず先に学ばねばならんことがある」

　金髪の女子生徒に促され、クールヴェが再び寝台のハダリー・シックスを示した。

「これよりゼンマイ・キーでこの機体を起動させる。だが起動させるに当たって、きみたちは歌唱人形オルドールをカタチ作る技術のなんたるか、その焦点を正しく理解しなければならない」

「オルゴール・ジェネレーターじゃないんですか？　重力子を用いてパワーアシストとか、姿勢制御とか、機体重量の軽減を行おこなってるんですよね？」

　別の生徒の回答。けれど、クールヴェは緩くかぶりを振った。

「確かにジェネレーターは歌唱人形オルドールの根幹だ。だが、それだけでは不充分だ」

「他に重要な、って言ったら『頭脳部ギア・ブレイン』でしょ？　バベッジ式の階差・解析機関の発展型思考機械。今じゃ小型化されてケータイにだって使われてる」

「確かにチャールズ・バベッジは偉大だ。だが、彼とその弟子エイダ・バイロンが完成させた思考機械も、結局、より大きな知識の流れに飲み込まれた一支流でしかない。……いや、悔しいかな。今の自動人形技術、ロボット工学の殆ほとんどが、敗北者といえるのだ」

　果たして、そこで声をあげたのはタスクだった。

「──答えは『すべて』ですよね？」

「ほう？」

「歌唱人形オルドールを成り立たせている『すべて』が重要であり、そして異質なんだ。少なくとも僕たち現人類の独力では、人間のように動き、喋しやべり、理解する機械の開発なんて、もっと遥はるかに時間が掛かっていたはずですから」

　現在は二一世紀半ば。だのに、世界は既にオルゴール式の機械で埋め尽くされている。

　歌唱人形オルドールなど今のご時世『一家に一台』が当たり前で、それ以前の社会を上う手まく想像できないタスクたちの世代は、俗に『ドール世代』などと評されるほどなのだ。

　だからタスクや同級生たちも、それぞれ故郷を離れ、ここ、ヘルヴェティア共和国にいる。

　正確には、国際都市ジュネーヴを真向かいに望むレマン湖──そこに浮かぶ人工島メガフロートの上に建造された、世界最高峰のオルゴール技術専門校である、この国立アントワーヌ学園に。

「オルゴール・ジェネレーターに限らず、今の自動人形に関するあらゆる技術も、アンティキティラ島の発見がブレイクスルーになってる。そこが『歴史と文明の転換期パラダイムシフト』だからです」

　クールヴェが口くち端はを吊つり上あげた。同時に周囲からは、なぜか驚きの声。

　それは、あの金髪の女子生徒も同様だ。視界の隅で、ハッとこちらを顧みる気配があった。

「いい答えだ、タスク・リンドウ。今は集中しているな？」

「へ？　あ～、えっと……まあ」

「そう。だからこそ、このハダリー・シックスなのだよ」

　クールヴェは言いながら、やおらハダリー・シックスの首の後ろに手を回すと、長い髪で隠されていたゼンマイ穴にキーを差し込んだ。

「現人類オリジナルの歌唱人形オルドール、その第一号であるハダリー・ワンは、マニフィック社が国連主導のもと、『彼の人形』を解析して製造した機体だからな。ゆえに以降のシリーズ機にも、随所にそのルーツが見え隠れする。きみたち学生の教材には持ってこいというわけだ」

「………………」

「タスク・リンドウ。まるで恋する少年のような目をしているぞ」

　ハダリー・シックスの起動を今か今かと待ち詫わびていたタスクは、いきなりクールヴェにそんなことを告げられてぎくりと身を竦すくませる。だが、そこに揶や揄ゆ的な響きはなかった。

「歌唱人形オルドールがそれほど好きかね？」

「……はい、とても」

　たとえタスクの『好き』が、クールヴェの言う『好き』とは、相あい容いれないものだとしても。

「よろしい。ならば、きみが口にしたまえ。きみたち若き技術者が、初めて歌唱人形オルドールのメカニズムに触れる栄はえあるこの日、すべての機械仕掛けの乙女マシンナリー・マドモアゼルの『母』となった人形の名を」

　ここに至れば既に生徒たち全員が、クールヴェの示し唆さするところを悟っていた。

　ゆえに、タスクも厳おごそかに言う。

　さながらそれは、祈るような気持ちにも似て。




「────〈ガラテアの娘〉」




　そして、その言葉を合図にクールヴェが、ゼンマイ・キーを回した。

　一度でもゼンマイを巻いてしまえば、あとは自動巻き装置によって歌唱人形オルドールは動き続ける。スリープを命じられるか、緊急シークエンスに入るか。でなければ壊れるまで。

　ほどなく、ハダリー・シックスが目を開けた。

　初めはややぎこちなく、けれど次第にスムーズに。寝台の上から降りて、羽毛の如ごとき軽やかさで、リノリウムの床に立つ。重力制御がもう働いているのだ。

　開きっぱなしの胸の隙間スリツトの奥では、今しもオルゴール・ジェネレーターが回転を始め、本来なら機体内部に封じられて遮音される、通常駆動時のオルゴール音を室内に響かせていた。声帯機構を通さないそれは、ヒィィィィン、と氷の刃を震わすように涼やかだ。

　歌唱人形オルドールなど見慣れているはずの生徒たちも、稼か働どう中ちゆうのムーブメントを目の当たりにしながら、となればまた違った感慨が湧いてくるのだろう。小さなどよめき声があがった。

　次いで、ハダリー・シックスが丁寧に腰を折る。

「おはようございます、皆様。本機〈Hadaly Mk-6〉は、グリニッジ標準時一〇時二六分現在を以もって再起動。以降、命令があるまで通常モードに移行します」

　一糸纏まとわぬ姿であることに羞恥も見せず、真っ先に義務として人間へ挨拶と報告を。

　そして続けて、

「何かご用はおありでしょうか？　皆様」

　彼女はそう言って、淑しとやかに微笑ほほえんでみせた。

「……っ」

　その笑みに、タスクは打ちのめされる。

　数瞬前までの興奮が、なぜか急速に冷めてゆく。

　分かってはいた。分かってはいたが、どこかで期待もあった。

　閉鎖的な気風の大日本帝国では、あまりお目にかかる機会がない、外国産の歌唱人形オルドールならばと。傑作機と呼ばれるハダリー・シックス、あのハダリー・ワンの裔すえならばと。

　だが、結果は無む惨ざんだった。これまでと同じように。

「へえ。一世代前の機体なのに、達者に動くじゃん」「馬鹿ね。第六世代ならこのくらい当然でしょ」「うん、あんまり『不気味の谷』も感じない」「動作機構がいいんだろ、たぶん」

　周りの生徒たちが口々に言う。皆、一様に感心しきりだった。

　当然か。彼らは正しく歌唱人形オルドールの本質を捉えている。

　つまり、どれほど人間そっくりでも「所詮は機械でしかない」と考えている。

　誰もハダリー・シックスから微かすかに漂う違和感──自然物と被造物を分ける境界、『不気味の谷』など気にも留とめない。それはあって然しかるべき差異でしかないからだ。

「どうだね、タスク・リンドウ。素晴らしいだろう？」

　クールヴェが訊きいてきた。六歳の誕生日にカナエの代わりを買ってきた、父とよく似た種類の面おも持もちを浮かべていたように思う。

「……はい、とても」

　先刻と同じ返答をするのがやっとだった。




　　　　　　　　　　○




　そう、タスクこと輪りん堂どう祐たすくの抱えた問題は、少しばかり根が深い。

　ピグマリオン・コンプレックスとは語ったものの、それは『人形を愛する』という一点だけから見た広義の括くくりでしかなく、厳密にはまた別種の心の病を患わずらっているといえる。

　なぜなら本来、ピグマリオン・コンプレックスとは、『心を持たないヒトガタ』を愛することだからだ。

　即すなわち、無機的であればあるほど良い。個性が無ければ無いほど十全。

　けれど、タスクは違う。

　タスクは『心を持ったヒトガタ』を愛している。

　いや、求めている。

　それは断じて人間のことではない。あくまで心を備えた人形──意図デザインされた道具マシンでありながら、意図デザインされていない感情ココロを宿した──そういう矛盾した存在を求めている。

　無論、これまでの人生のなかで、そんな歌唱人形オルドールに出会ったことはない。また、どうして自分がそうなってしまったのかも定さだかではない。

　初めは違ったのだ。

　カナエを失い、自分の性癖を知り、人形に惹ひかれて。

　けれど、そのうち次第に『ただの人形』では我慢できなくなった。

　与えられた命令以外には何も出来ず、基本、主人の言うことは手放しに肯定。ただ模倣エミユレートされた感情で、それらしく振る舞うだけの、子犬みたいに従順なオトモダチ。

　隷属的な笑み。

　カナエは笑わなかった。

　かなり時代遅れな歌唱人形オルドールだったから、元より大して高性能でもなかった表情機能が、タスクの一番古い記憶のなかですら既に磨ま耗もうし切っている。

　が、それでも笑わなくてもいいときに笑うハダリー・シックスのほうが、タスクにはもっとずっと何倍も機械的に感じられてならなかった。

　要約すれば、タスクは我わが儘ままなのだ。

　どうしようもなく自己中心的で、あまつさえ夢見がちなのだ。

　心がないのが嫌なら、真っ当に人間に靡なびけば良いものを、なぜかそれができない。かといって露骨に人間に似せられると、それはそれで鼻について辛しん抱ぼうならない。人形らしく人形のままに、人形の定義を超えて欲しい。こちらの一方通行の感情にどうか応えて欲しい。

　そんな無茶なことを願っている。とてもエンジニア志望とは思えないことを。

　だから、タスク自身もう諦めていた。ハダリー・シックスへの期待を最後に割り切ろうと考えていた。

　自分が望む人形は、この世にはいない。

　いずれ技術的に可能になるのかもしれないが、今はまだ知性と呼べるだけのものを自ら育み、感情を獲得できるだけの高度な人形は生まれ得ない。

　ならばいい。いずれ自分の手で作ろう。元々そのために留学を決意したのだから。

　オルゴール技術は多岐の分野に渡るが、タスクはもちろん人形開発の道に進む気だった。

　学園で基本的な知識と技術を身につけて、卒業後はマニフィック・アングルナージュ社を筆頭とした業界ビッグスリーのいずれかに雇ってもらい、そこで新型機の製造に携わったのちノウハウを盗んで、ゆくゆくは『タスク・リンドウ』の看板ブランドを立ち上げる──

　野の放ほう図ずな夢だ。いったい何年かかるのやら。

　それまで我慢するのか？

　興味を持てない人も間のに取り囲まれ、興味を持てる人モ形ノにすら満足できず。




　孤独のなかで一人、息を殺して生きるのか？

　これから先もずっと？




　仕方がないではないか。他に方法がないのだから。

　なのに──




　　　　　　　　　　○




　なのに、出会ってしまった。

　理想の人ヒ形トに。

「……な」

　薄暗い室内は、静まり返っていた。背後では小一時間ほど前に出会ったばかりの少女が、とうとう鳴器サウンドバレルも破壊されて床に組み敷かれている。

　敵は暗殺用の歌唱人形オルドールが三体。ただの人間には分ぶが悪過ぎる相手で、少女はもちろんのことタスクだって、数秒後にはミンチになっているかもしれない。

　どうしてこんなことになったのか？　そんなものはタスクのほうが知りたい。

　けれど、どのみち今のタスクには己の命の危機さえ瑣さ末まつ事だった。

「ん、て……」

　息を吞のむ。言葉が上う手まく続かない。さきほど後方で少女か敵が魔弾テルミナイズで炎をぶち撒まけたものだから、部屋のなか全体が熱を持ってしまって眩暈めまいがする。動どう悸きもおかしい。不整脈なのか、やけに早鐘を打っていて、他者の耳にまで音が届きそう。疼とう痛つうのようなものさえ感じた。

　否。誤魔化すのはやめよう。もう分かっている。

　この胸の高鳴りは、かつてカナエに覚えたものと同種の、けれどもっと強烈で確信的な感情だ。もう二度と抱いだくことはないと諦観していた想おもいだ。

「なんて……きれいな……」

　ただの一言。

　それを搾り出すために多大な労力を費やしたこちらへ、




「ありがとうございます、マスター」




　果たして、淡々とした礼の言葉が返った。

　花開いた柩ひつぎから今しも外に出され、タスクの手で息を吹き込まれたヒトガタが。

　人間でもない、人形でもない、少なくともタスクのなかにある常識では、どちらとも判別つけ難がたい美しい女性の輪りん郭かくが。

　にこりともせずに、けれど完璧な所作で以もって、花のようなお辞儀カーテシーを為なす。

「──わたしは、ガラテア・シスターズ[image: №]Ⅶ／リフレイン。今このときより、貴方あなたの『花嫁』です」

　ガラテア。その名前に戦慄を覚えることすら忘れて。

　タスク・リンドウは、目の前に佇たたずむ『彼女』に、ただただ心を奪われ続けていた。




　あぁ、まったく。本当に。

　どうしてこんなことになったのだっけ？
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　　　A verse［engage］







　最後の護衛機が、今、敵の一撃に斃たおれた。

　が、元より護衛とはそうしたもの。敵対者の撃退ではなく、護まもることが任である以上、要人を身を挺ていして庇かばうのは当然、場合によってはそれで死にもする。

　ましてや、それが単なる道具であるなら、感情を動かす必要さえない──

「……ごめん、タバサ！」

　にも拘かかわらず少女が謝罪を口走っていたのは、敵の魔弾テルミナイズでムーブメントを破壊されて崩れ落ちた歌唱人形オルドールが、自分が生まれたときから知っている機体だったからだ。

　長年の愛着から休ませてやることを良しとせず、一五歳になっても未いまだにメイド兼ボディーガードとして己の近辺に侍はべらせていたのだが……失敗した。もはや戦闘に耐え得るスペックではなかったのだ。連れて来ないか、でなければ素直に永眠シャットダウンさせてやるべきだった。

「お嬢様、お早く」

　それがタバサの最後の言葉だった。

　歌唱人形オルドールは泣かない。苦く悶もんに喘あえぐこともない。無表情など論外、今では逆に不自然だ。

　だから、やはりタバサも笑っていた。笑ったまま永久に動かなくなった。

「ちっくしょう！　あんたたち、絶対に許さないから！」

　少女は怒鳴り声をあげながら駆ける。タバサをきちんと看み取とりもせずその場に残し、その更に後ろから追ってくる複数の人影から、今だけはと培つちかった淑しゆく女じよの嗜たしなみも捨て去って、もはや脇目も振らずひたすら脱だつ兎との一いつ途と。すぐそばを絶え間なく銃弾が掠かすめてゆく。

　夜だ。

　ジュネーヴの夜。そして、人ひと気けのない裏路地。

　自分が誘導されているのは分かっていた。ヘルヴェティア共和国の首都ルツェルンから、真空チューブ列車に乗って一時間半、ジュネーヴに到着したのはつい数分前のことだ。土地勘のなさが祟たたって、あれよあれよという間に寂れた場所まで追い立てられ、ひっきりなしの攻撃に端末でマップも開けない、位置情報も取得できない。まったく以もって最悪だった。

「待ち伏せどころじゃない……ッ！　たぶん、ルツェルンから尾つけられてたんだわ！」

　計画的な襲撃だった。タバサはともかく、最新鋭の戦闘用歌唱人形オルドールを二機も引き連れていたというのに、その各センサーを騙だまし果おおせて長時間尾行を行おこなうなど、どう考えてもプロの手て際ぎわだ。おまけに後ろの連中、今はこちらを本気で仕留める気がないらしい。

「……戦闘型の歌唱人形オルドールが難なく無力化された。なのに、あたしはまだ生きてる。つまり、あいつらはこっちを生け捕りにするのが目的なんだ……」

　それは最悪の二乗だった。単に捕まって政治的な交渉材料に使われる程度ならまだいいが──いや、ほんとは全然良くないが──『このタイミングでの襲撃』という点を加味すれば、弥いやが上うえにも相手の真の狙いが読めてきてしまう。

「まずい……まずいって！　アレを奪われるのはまずい！」

　喚わめきながら少女も応戦。手にした馬鹿でかい鉄の塊、鳴器サウンドバレルと呼ばれる戦闘用のオルゴール武器を、殆ほとんどまともに狙いもつけず背後に向ける。

　次いで容よう赦しやなく引き金を絞れば、機関部に収められた使い捨ての小さなスティック状シリンダーが、瞬間的に円周を磨すり減へらすまで高速回転。音楽性など一切皆無の、けれど無駄のない美しさを有した、独特の旋律が夜の闇に解き放たれた。

　超ちよう弦げん奏そう曲きよく。

　オルゴール・ジェネレーターを用いて、一〇次元上の超弦ちようげんを震わすための曲。

　正確には、その曲のなかに含まれるＭＤ波こそが重要であり、だがＭＤ波は人間の耳では決して聞き取れない。だが、聞き取れずとも齎もたらされる効果は劇的だ。

「喰くッ……らえ！」

　ＭＤ波によって弾奏された超ちよう弦げんの振動は、速やかに三次元で物理現象となって顕あらわれる。

　少女の構えた鳴器サウンドバレルから猛烈な一射が飛んだ。超ちよう弦げん奏そう曲きよくの配列を凹凸で示す円周部をすべて失い、あとは捨てられるばかりだったシリンダー・スティックが、しかし弾体となって少女の真後ろにできた電磁場の渦に突入、ローレンツ力で一挙に加速されて光の矢となったのだ。

　ＭＤ波を構成するレゾナ粒子が電荷に弱いため、既に人類社会は主流エネルギーを重力子に切り替え、俗にいう『電気離れエレクトロ・パージ』をほぼ完了させている。

　しかし、だからこそというべきか。敵のオルゴール兵器による即応を妨げるため、電磁気を用いたこの手の攻撃は、今でも戦闘においては非常に有効なのだった。

「こっちは『弓きゆう聖せい』の名を継いでるんだから！　弾くのはお手の物なんだっての！」

　光の矢──即ち、極小規模のレールガンが、闇を真っ二つに引き裂いた。

　シリンダー・スティックは即座に空気摩擦で燃え尽きるが、その一瞬のあいだに増大した質量が高速移動によってエネルギーを生む。

　隘あい路ろに衝撃波が吹き荒れた。石畳が少女のいる一点から後方に向けてすべて捲めくれ上がった。

　轟ごう音おんと烈風によって、路地の脇に並んでいた建物の窓が砕け散り、濛もう々もうと白煙があがって視界を塞ぐ。自分で起こした激げき甚じんな一撃に、少女のほうがたたらを踏んだ。

　これが魔弾テルミナイズだ。

　オルゴール・ジェネレーターと、ＭＤ波形を含む超ちよう弦げん奏そう曲きよく。概おおむねこの二つを要して行使される、現社会を支える基盤ともいえる業わざ。

　人間が携行式の鳴器サウンドバレルを使って小規模に行おこなおうが、自律機械が内蔵ジェネレーターで大規模に為なそうが、根本的な部分で違いと呼べるほどの違いはない。

　そして、ほどなく立ち込めていた煙が晴れてみれば。

「……？」

　あとには少女一人だけが残されていた。

　様変わりを遂げた裏路地に、今はもう動く者の気配はない。

　今の一撃で全滅させた？　と考えるのはムシが良過ぎる。ならば、恐れをなして逃げた？

　それこそまさかという気分ではあったが、どちらにしても詮索している暇はなかった。少女はただちに踵きびすを返かえして再び路地を走り始める。

　繰り返すが、土地勘はない。

　けれど、目印ならば先刻からずっと視界に映り続けていたから。

「国立アントワーヌ学園……ッ！」

　歴史を感じさせる家々の屋根から、すっくと空に伸びた巨大な影。彼方かなたにそびえ立つあの摩ま天てん楼ろうこそ、少女が辿たどり着つかねばならない目的地だった。




　　　　　　　　　　○




　どこかで轟ごう音おんが聞こえた。

　いや、聞こえたような気がした。

　分からない。空耳だったかもしれない。タスク・リンドウは首を傾かしげた。

　何しろ時刻は夜の八時。街はいよいよ活気づいてくる頃合いで、大通りからほど近い商店街に店を構えたオルゴール工房、『アトリエ・デフュール』も忙しくなる時間帯だ。

　アーケード風のクラシックな通りには、老ろう若にやく男なん女によが入り混じりごった返し、壁や石畳の至るところから突き出た音響パイプは、店々が業務用ジェネレーターを回し始めた証──排音処理された超ちよう弦げん奏そう曲きよくの残ざん滓しを辺りに零こぼす。中継用の共振ピラーが震え、重力制御で浮かぶ公共端末の鍵けん盤ばんが弾はじかれ、空には大気を歪ゆがめて作ったスクリーン。空間篆てん刻こくされた動画映像が、ポップなメロディーと共に、歌唱人形オルドールのアイドルを起用したＣＭを流す。毎度のように商店街が『歌い』出す。とても遠方の事柄にかまけている余裕はなかった。

「ま、気のせいだよな」

「おい、ぼさっとしてんなタスク！　お客を待たせんじゃねえ」

　背後から胴どう間ま声ごえが掛かった。その声量のまあデカイことデカイこと。カウンターに座って客の対応に努めていたタスクだけでなく、道行く人々までもが一斉にビクッとなる始末だ。

「……親方、もうちょいボリューム下げてくださいよ。近所迷惑ですから」

「やっかましい。オメエが呆ほうけてんのが悪いんだろうが」

　背後を振り返ればそこには、作業台で一人、手て際ぎわ良く依頼品の修理をこなす、頑がん固こ一いつ徹てつといったふうの中年がいた。

　ちなみに、店内はひたすら狭い。入り口から作業台まで一ひと繫つながりで、仕切りさえ置かれていない。あとは工具や作業機械、計器、棚にはパーツやちょっとしたオルゴール細工が並ぶだけの、いかにも下町のオンボロ工房といった趣おもむきだ。

「呆ほうけてなんかいませんって。僕が仕事中に気を抜くはずないでしょう？」

「はん、一いつ端ばしの口を利ききやがる。逆に仕事以外のときゃあ、歩きながら居眠りするんじゃねえか、ってくらいボケボケしてやがるくせによ」

「毎晩、大いびきで人の安眠妨害してくれる、どっかのドワーフよりかは幾分マシです」

　この工房の主、ジェローム・デフュールは、『商店街に住まうドワーフ』の異名を取る、界かい隈わいのちょっとした有名人だ。昔むかし気かた質ぎの職人で言動は荒っぽく、おまけに偏へん屈くつ者ものでもあるため、オルゴール技師のくせに歌唱人形オルドールはおろか、なんと携帯端末さえ所有していない。

　ただ、その厳いかつい見た目に反して仕事は繊細そのもので、彼の腕を頼って今日も既に何人もの客たちが、オルゴール機械を店に持ち込んできていた。

「ほんと、ジェロームさんのお店は大助かりよ。メーカーに修理をお願いすると、時間もお金も掛かるもの。個人経営で腕のいい職人さんって意外と少ないし」

　そう言ったのは、カウンターを挟んでタスクの前に立つ、身なりの良い老婦人だった。

　少し離れた場所にある高級住宅街から、わざわざ車でこの商店街までやって来る常連で、ジェロームの腕をよほど買っているらしい。

　彼女の背後には燕えん尾び服ふくを着た歌唱人形オルドールの執事が控えており、そのまた背後にはディスク式の古いオルゴール自動車。老婦人が胸に抱いたチワワは──……うん、ただの犬だ。

「僕としては、なんで親方ほどの技師が個人でやってるのかが不思議ですよ」

　実際、ジュネーヴに来たばかりの頃、偶然、通りかかったこの店の軒先から、ジェロームの仕事ぶりを見て驚いたものだった。技量は素人しろうと目めにも一級品、オルゴール技師に必須の音感もピカイチ。おまけに店も学園から近いとなれば、もう放っておく手はないわけで。

「ったく……入寮する予定だった学園の寮をキャンセルして、『ここで住み込みで働かせてくれ！』なんて今どき流は行やんねえだろ。馬鹿なガキだ」

「でも、最後には折れてあげたんでしょう？　ジェロームさん」

「渋々ですがね。このガキが店先で『ドゥゲザー』とか変なポーズ決めるもんですから」

「……土下座です、親方。その発音だと『togetherトウギヤザー』に聞こえますって」

　地面にやおら這はいつくばって「一緒にトゥギヤザー！」と要求する自分を脳裏に思い描く。

　変態か。

「とかなんとか言ってるあいだに──はい、終わりましたよ。どうぞ」

「あら、ほんと？　早いわね」

　老婦人の依頼は無線式ワイヤレスの小型クリーナーだった。一定使用ごとにシリンダーを交換するタイプで、おそらくジェネレーターはどこも問題なし。吸引力の低下はファンの故障である。

「オルゴール・ジェネレーターの不調じゃない限り、僕でも直せるんでパパッとやっちゃいました。親方を頼って来てくれたのに申し訳ないんですけど」

「やだ、別にいいのよ、そんなこと」

　渡されたクリーナーを満足そうに眺め、老婦人は頰ほおに手を当てて品良く微笑ほほえむと、

「ただ……今日はもう一つお願いしたい品があるの。ほら、コレよ」

　そう言って彼女が示したのは、背後に控えていた例の執事だった。

　主人にコレ呼ばわりされても不平一つ洩もらさず、青年型の歌唱人形オルドールが前に進み出て右の手袋を外す。歌唱人形オルドールが必ず右手の甲に刻まれる、人の道具であることの証あかしを提示したのだ。

　ギアハート・マーク。そう呼ばれる刻印だった。

　小さなハートを歯車型のサークルで囲み、そのなかに暗号化された型番モデルナンバーや機体番号シリアルコードを記した意匠。傍はた目めにはちょっとポップな魔法陣のようにも映る。

　別に敢あえて見せなくても──とは思ったものの、言ったところで詮せん無ない話だ。人間と人形を取り違えるなど、自分なら「絶対にない」と断言できるのだが。

「……この機体、『Ｂ＆Ｅディファレンス・インターナショナル』の〈Servant-2 typeL〉ですよね？　まだ新しいモデルだけど……ん～、ちょっと左足の感じがおかしいな」

　老婦人が目を丸くした。「え、どこが？」とでも言いたげな顔つきだ。

「挙動にはまったく違和感ねえぞ。分かるのか？」

　店の置で作業していたジェロームもやって来た。タスクは頰ほおを搔かきながら頷うなずく。

「はい。まあ、なんとなくですけど」

「……ふん、『なんとなく』ね」

　なぜか気に食わなさげな表情である。タスクは怪け訝げんに思いつつも老婦人に向き直り、

「マドモアゼル、自己診断プログラムは？　メンテに出そうと決めたってことは、何か問題があったからなんですよね？」

「え、ええ……擬似神経の一部が断線、とか言ってたわ」

　自己診断プログラムで分かるのは大おお雑ざつ把ぱなところまで。あとは実際に診てみなければなんとも言えない。一口に擬似神経の断線と言っても色々あるのだ。

「どうします、親方？」

「分かった。そこを重点的に診てみる」

「……へ？　いや、でも……素人しろうと判断ですよ？」

「自分で言うな。外れた例ためしがないじゃねえか、オメエの素人しろうと判断」

　やはりどこか不機嫌そうに呟つぶやいて──まあ、大抵いつも怒ったような表情と口調なのだが──ジェロームが老婦人と依頼のやり取りを始める。

　この店に下宿して早二ヵ月。タスクもそこそこ仕事に慣れてきた自負はあるが、未いまだ技術者としてペーペーである事実は変わらない。さすがに歌唱人形オルドールの修理となると手に余るから、ジェロームたちの会話に入れなくて、なんとなく代わりに執事の彼に水を向けてみた。

「良かったね。買い替えとか、そんな話にならなくて」

「……はい、然さ様ようでございますね」

　反応にタイムラグがあったのは、言葉の意味を図り損ねたため。だから、こちらの表情や声のトーンから、パターン化されたアルゴリズムを実行したのだろう。人間が喜んでいて、おまけに何か言われたら、とりあえず追従しておく。歌唱人形オルドールらしい対応だった。

　そこはかとなく侘わびしさが募るものの、タスクはからりと気持ちを切り替える。

　人形は好きだ。ならば、今はそれでいい。

　今日の昼間、学園でクールヴェ教師のあの授業を受け、ハダリー・シックスに色々思い知らされて──今のタスクは少しだけ疲れていた。本当に、少しだけだが。

　ふと、空を見上げる。店の屋根に隠れ、今は月が見えない。

　だからアーケードの天井、ガラス張りの向こうに映るのは、夜でも輝く人工の太陽〈スフィア〉だけ。今では随分小さな点になっており、あのぶんだと明日にはもう隣国フランスだろう。

「この世界には、あんなに凄すごいオルゴール機械があるのになぁ……」

　なのに、タスクの求める人形だけが、どこにもいない。




　午後一一時。仕事終わりの時刻となった。

　最近だと商店街でも深夜まで開いている店が少なくないが、基本、アトリエ・デフュールはこれくらいの時刻になると店を閉めてしまう。……『基本』とか『くらい』とか微妙に曖昧なのは、厳密には閉店時間など定まっていないからで、店主の人柄が知れようというものだ。

　とまれ、タスクはといえば、なんと今から外出である。

「……今日も行くのか？」

　二階の自室で制服に着替え、今しも一階に降りたタスクに、ジェロームが呆あきれた目を向けてきた。彼は職人だから定位置はいつだって作業台で、その作業台の上には預かった例の執事の歌唱人形オルドールが寝かされている。早くもメンテナンス中のようだった。

「はい。遅くなると思いますんで、勝手口の鍵は閉めといてください」

「必要ねえよ。どうせ俺も徹夜になる」

「？　難物なんですか？」

「難物じゃない歌唱人形オルドールなんてあるかよ」

　含蓄のある言葉だった。感心していると、続いてジェロームが、

「しかし、オメエも大概タフだな。なよっちい見た目してやがるくせによ。昼間は学校、夜は店の手伝い、ンで深夜はまた学校か。倒れても知らねえぞ？」

「別に無理はしてないですよ。明日は幸い日曜ですし。それに深夜のバイトはたまに、先生に頼まれたときだけですから」

「……ふん、またクールヴェの野郎か」

　ジェロームはアントワーヌ学園のＯＢで、更に言うとクールヴェの同期なのだそうな。

　片や中年、片や初老と、二人の年齢が離れて見えるのは、単にクールヴェが実年齢に比べて老ふけ過ぎなだけで、彼がまだ四十代だとジェロームから聞かされたときは驚いた。

「昔からそうなんだ、あいつは。気に入った奴やつを酷使する。オメエを雑務に駆り出すのも、学園の地下施設を見せたいとか、きっとその程度の理由なんだろうぜ」

「へえ。じゃあ、意外と目をかけられてるんだ、僕」

「……あの青びょうたん、俺のこと何か言ってやがったか？」

「僕が親方のところに下宿してるなんて話してませんよ。犬猿の仲なんでしょ？」

　タスクは、いい歳としこいて反目し合う二人を、内心ちょっと面白がりながら、

「僕は割と感謝してますよ。学園の地下施設なんて、普通、学生は入れないんだから」

「やらされるのはどうせ掃除やら倉庫整理だろ？　奇き特とく過ぎるぜ」

　ジェロームは大仰に肩を竦すくめ、タスクが身に纏まとった制服を顎あごでしゃくる。

「アントワーヌ学園も変わったな。昔はそんな制服なんぞなかったし、学園の地下施設っていったら、何があっても『生徒ごときは絶対不可侵』が常識だった」

「そうなんですか？」

「当たり前だろ。ジュネーヴの街に溢あふれてる有線式の機械、その殆ほとんどのエネルギーを賄まかなってる大型のオルゴール・ジェネレーターがあるんだぞ？」

　無論それは知っている。もっとも、存在するのは地下といっても最深部に近い位置なので、浅い階層で雑務をこなすだけのタスクは、一度も現物を拝んだことはないのだけれど。

「だもんだから、昔は『地下全体が迷宮になってる』とか『眠り姫が勇者の到着を待ってる』とか、そんな下らんオカルト話もよく聞いたもんでな」

「ん～、迷路ってのは分かるけど、眠り姫には会ったことないなぁ」

「……今日の昼間、会ったとか抜かしてなかったか？」

　ハダリー・シックス。

　確かに、スリープ中の彼女はお姫様のようだった。その話をジェロームにもした。

　だけど。

「満足できなかった、か？」

「っ」

　心臓を鷲わし摑づかみにされた思いで、タスクはハッと息を詰める。

　ジェロームは既に作業に戻っていて、けれどそのままの体勢で続けた。

「オメエ、さっき執事コイツに話しかけてたな。買い換えられなくて良かったとか」

「………………」

「いい加減、人形に感情移入すんのはやめろ。歌唱人形オルドールはただの道モ具ノだ」

「……分かってます」

「ああ、そうだな。オメエは『分かってる』。分かってるくせに、人形に心なんてもんを求めてる。だからこそ、俺としちゃおっかなくて仕方がねえよ」

　こんな場所で工房を開いているのが信じられないくらい腕が立つジェロームは、若造であるタスクの抱えた悩みも歪ゆがみも何もかもお見通しだったらしい。

「もしもオメエの求める人形が──設定された機械的な思考じゃなく、はっきりと『知性』と呼べるだけのもんを身につけた人形が、この世に生まれたらオメエはどうするんだ？」

「どうするって、そんなの僕にも……」

「目の前に人間と、何もかも人間に瓜うり二ふたつの人形がいたとして、その両者が同時に死にかかってたら、なあタスク。オメエ、どっちを助ける？」

　怖いことを訊きく。本当に怖いことを。

　訊きいてどうするのか。言わせてどうなるのか。

　知りたいのか？　その答えを。

　タスク自身ですら今まで掘り下げることを拒んできた解答を。

「職人は多かれ少なかれそういう面を持つが、オメエの場合はちっとばかし度が過ぎてる。そのあたりが、あの妙ちくりんな特技に繫つながってるのかもな」

　特技？　と一瞬だけタスクは眉を顰ひそめたが、すぐになんのことか理解した。

「や、あれは別に特技とかじゃないですよ。あくまで、なんとなく──」

「歌唱人形オルドールやオルゴール機械に限りだが、どんな故障でも見ただけで一発看破。そして的中率は一〇〇パーセント。これが、なんとなくってレベルか？」

「……一〇〇パーセント？」

「ああ。分バ解ラしてみたら、オメエの指摘した箇所に、今まで誤りはなかった」

　そうだったのか。てんで知らなかった。まあ、自分の場合、他のことは大抵ずぼらなので、歌唱人形オルドールのことくらい、ちょっとは敏感でもいいけれど。

「……親方。僕は頭おかしいですかね」

「だいぶな」

　ジェロームは作業台に向かったまま、もうこちらを振り返らなかった。




　その後、タスクは店を出た。確か一一時ちょい過ぎくらいのことだったと思う。

　ジュネーヴに来てから購入した中古のオルゴール・スクーターに跨またがり、歴史を感じさせる石造りのレトロな街並みと、最新のオルゴール機械が連なる独特の景観のなかを、鬱うつ々うつした気持ちを振り切るように思い切り走った。

　ジュネーヴは古い街だ。

　だが、ヘルヴェティア共和国においてはまだ新参者といえる。

　神聖ローマ帝国の支配に始まり、元々周辺諸国の事情や宗教に振り回されがちだったものが、二五〇年ほど前、ウィーン会議の決定でようやく共和国に仲間入りを果たした。武装中立国であるヘルヴェティアに任せることで、国際機関の本部などをこの地に集結させ、主に欧州の情報中心地として扱うためである。ジュネーヴが国際都市と呼ばれる所以ゆえんだった。

　しかし同時にそれは、表立った企たくらみこそ各国の拮きつ抗こう状態が防ぐものの、ある意味ではより始末に負えない暗闘の類も生み出す。

　汚けがれた政治。スパイ活動。場合によってはテロリズム。

　何しろジュネーヴは、国際都市であると同時、世界随一のオルゴール都市だ。

　オルゴール産業はヘルヴェティア全体でも相当なものだが、交易も盛んなジュネーヴは情報や資材の行き来が豊富であるため、今や日進月歩どころか秒びよう進しん分ふん歩ほの速さで成長を遂げるオルゴール技術と市場の要求条件に、土地柄があらゆる面でマッチしていたわけである。

　そしてオルゴール・ジェネレーターは、単に生活エネルギーとしてだけではなく、強力な兵器にも転用し得るテクノロジーだ。

　各国が情報戦に苦心するのも頷うなずける。稀まれにテロが起こるのも無理からぬ。

　ゆえにこそ、その対策だって充分に講じられているのだから。

　ジュネーヴ州警察の装備は軍隊並みで、街には二四時間体勢で国連軍が駐留。更には、貴重な技術を学ぶ国際的教育機関にも、技術漏ろう洩えいの防止や、教員および生徒の守護──事によっては監視もだが──を担になうべく、安保理から専門のチームが派遣されている。

　オルゴールAllgorl 技術総合Marshall　保安対策部隊Packaged force、略称〈ＡアＭンＰプ〉。

　つまり、彼らのことである。

「──そこのきみ、止まりなさい！」

　ちょうどヴィルソン通りまでやって来たときだった。レマン湖に浮かぶ人工島メガフロートはもう目と鼻の先で、その人工島へと続く連絡橋の出入り口に設けられた検問所で、武装した〈ＡＭＰ〉の隊員に呼び止められたのだ。声をかけてきたのは女性で、その周りには他数名の隊員、戦闘用の歌唱人形オルドール。そして彼らの背後には、二機の『インセクタロス』が控えていた。

　インセクタロス。

　簡単に言ってしまえば、機械仕掛けの昆虫である。

　ただし、サイズは乗用車並み。いずれも有人式なので当然といえば当然だろう。

　今、タスクの目の前にいるのはアメンボ型の水陸両用機〈Blood slider〉で、他には翅はねを備えた『羽ばたき飛行機オーニソプター』の如ごとき空戦用の機体なども存在する。現在の軍の主力兵器だった。

「こんな時間に学園になんの用？」

「ガスパール・クールヴェ先生の手伝いです。これ、学生証」

　タスクが慣れた手つきで学生証を渡すと、女性隊員が暗号読み取り機コードリーダーを取り出し、ナノマシン篆てん刻こくによる個人情報をピピッと照会。すると、コードリーダーに緑の光が点滅した。

「……うん、確かみたいね。入校許可が出てる」

　頷うなずいて、女性が仲間たちに手で合図を送った。隊員たちが銃火器や鳴器サウンドバレルを下ろし、インセクタロスも構えを解く。大丈夫と分かっていても、ちょっと冷や冷やする瞬間だ。

「相変わらず厳重ですね。まるで戦時中みたいだ」

「そりゃねー。このところ物騒だし。何かあったら洒しや落れじゃ済まないし」

「洒しや落れじゃ済まない？」

「ちょっと被害が出るとか、そういうレベルじゃないくらいの惨劇だって、この街と学園じゃ起こり得るってこと。新型ジェネレーターの開発とか実験を、あちこちで年中やってるんだもん。きみ、日本人ヤパーナーでしょ？　『ブラックドーン事件』とか他ひ人と事ごとじゃないわよ、ほんと」

　さもありなん。タスクの故郷のように、第二次大戦で枢すう軸じく国こく側がわについた国にとっては、一世紀近くが経たった今でも、全然まったく他ひ人と事ごとではない事件である。そして、ドイツ系らしい目の前の女性隊員にとっては、もっと無関係ではない話のはずだった。

「あ、ちなみに私の家はユダヤ系だから。そもそも昔の話だし。振り返らない主義だし」

「……さいですか」

　話題を振ってきた相手に「知るか」と言い切られてしまった。自分にどうしろと？

　で、それから検問所を抜けて、タスクは四車線の幅広の橋を渡り、ようやく目的地のアントワーヌ学園へ。

　さて──多くの人間が言うことなので、タスクも敢あえて真ま似ねしてみるのだが。

　国立アントワーヌ学園の校舎の外観は？　と尋ねられたら、ずばりこう答えればいい。

「ピーテル・ブリューゲルの『バベルの塔』を思い出せ」

　全高四〇〇メートル弱。地上部だけなら七六階。ただし、地下にも大規模な施設が存在。

　遠くから見ると、漏ろう斗とを逆さまにしたような、極端に裾広がりな形状。しかしながら、近くに寄ってみると、今度はさしずめプリンの如し──つまり、やたらめったら幅があるため、円えん錐すい台に見えてくるということだ。

　人工島メガフロートの面積は更に広い。それはイコール学園全体の敷しき地ちの広さでもある。

　オルゴール機械関連のあらゆる研究を行おこなうため、敷しき地ちのなかには箱型建造物が幾つも並び建ち、飛行艦かん艇てい用の大型ポートまで備える万全ぶりだ。

　生徒数はおよそ七万。五年制で、卒業までに『第一種オルゴール・ジェネレーター取り扱い資格』の取得を目指す。優秀な生徒ならば、課程の終了後、学内の研究機関にも進める。

　マンモス校。という枠組みでは到底収まらない規模だろう。

「……ま、当たり前か。世界中から生徒がやって来るんだもんな」

　国立の名が示すとおり、元はヘルヴェティア共和国政府が、オルゴール技術奨励のために設立した教育機関だったのだが、年々オルゴール機械の需要と受験者が増してゆき、遂ついには国連が警備の名目で監視も兼ねて介入。現在では殆ほとんど安保理運営の学校みたく見なされている。

「設立はいつ頃だっけ？　確かハプスブルク家がどうとかって話だった気が……」

　ぶつぶつ呟つぶやきながらも、全長五〇〇メートルの連絡橋を、やっとこさ渡り切った。

　視界には学園の施設群。まだどれも人工発光物質の明かりが灯ともっている。右手の方向に視線を転じれば、そこにはジュネーヴのシンボル『レマン湖の大噴水』。

　タスクはその大噴水を遠目にしつつ、一旦スクーターを止めて額ひたいの汗を拭った。

　アントワーヌ学園の入学時期は、偶然にも日本のそれと同じで四月。それから二ヵ月経たった今は六月ということになる。が、東京に比べて格段に涼しいかというと、これっぽっちもそんなことはない。ジュネーヴ周辺の標高がさしたるものではないからだ。

「日本を出るときは、もっと過ごしやすい街だろう、って思ってたんだけどな」

　想定外は他にもあった。言語の問題だ。ジュネーヴは公用語にフランス語が用いられると聞いていたのだが、実際にはかなりドイツ語も多かったのである。

「ドイツ語、フランス語、イタリア語にロマンシュ語。色んな言語が入り乱れる国だってのは知ってたけどさ……まさか国全体だとドイツ語の割合のほうが多かったなんてなぁ」

　ドイツ語なんてまったく勉強していなかった。息子が同じ政治家の道に進むことを望んでいた父の猛反対を振り切り、半ば勘かん当どう同然の沙汰を言い渡されて単身海を渡ったにしては、ちょっと情けなさ過ぎる体ていたらくだろう。

　もっとしっかりしないと。

　そう考えながらスクーターを再発進させようとしたとき、

「──こんばんはグーテン・ターク」

　不意に横から声が掛かった。

　タスクは思わずうへえと舌を出す。ほら来た、言ってるそばからドイツ語だ、と。

　学園の関係者にもドイツ語を扱う者は多い。というか、それしか喋しやべれない奴やつすらいる。授業を全部ドイツ語でやる教師とか、ほんとにもう勘弁して欲しい感じだ。

　できればこの声の主は、フランス語か英語ができると信じたいところ──

「？」

　淡い期待を抱きつつ振り向くと、顔の前に小さな丸い穴が空いていた。

　その丸い穴の向こうには、目を眇すがめた少女の姿。金髪碧へき眼がんの小柄な娘で、たぶん年齢は同じくらい。案の定、北欧系を感じさせる面おも差ざしで、身に纏まとった服は仕立てが良く、頭にはキャスケットを被かぶっていて、背中にはデイバッグ。そしてなぜか全体的に薄汚れている。あと、マラソン大会を途中で棄権してきたのか、と疑うくらい汗だくなのも印象的だった。

　とまれ、その少女が意志の強そうな瞳で告げてくる。

「……貴方あなた、ドイツ語は？　分かる？」

「きみ、フランス語は？　できればそっちで」

　惚とぼけた切り返しにでも感じられたか、少女が微かすかに眉間に皺しわを作る。だが、幸いなことに次の台詞せりふは、とても流りゆう暢ちようなフランス語だった。

「貴方あなた、ここの生徒よね？　だって制服を着てるもの」

「違うよ。見ず知らずの学校の制服を、私服にするのが趣味なだけだよ」

「噓うそ」

「まあ噓うそだけど。ちなみに、きみは生徒じゃないよね？」

「お仕着せに逆らう反抗期真まっ只ただ中なかなだけよ」

「噓──と断言できないだけのオーラはあるかも。アマゾネスって知ってる？」

「……知ってる。そして、どういう意味よ」

　今度こそはっきりとイラッときたような表情。と同時に「まずった……変なのに声かけちゃった……」とでも言いたげな後悔の色。なかなか失礼な娘だと思う。

「ねえ、なに貴方あなた？　さっきからわざとやってる？」

「何が？」

「そのふざけたような受け答え。っていうか、根本的にあたしと会話するのが億おつ劫くうでしょうがないみたいな、すっごいテキトーな感じに喋しやべってない？」

「うん、それは他の人にもよく言われる。きみが人形なら話は違ってたと思うんだ」

「……人形？　あたし、昔から『お人形さんみたいね』って褒められるけど？」

「ハッ」

「鼻で嗤わらわれた!?」

「カー、ペッ」

「唾まで吐いた!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげた少女が、とうとう眦まなじりを吊つり上あげた。そして手に持った鉄の塊──タスクの顔に今も向けられている、あの『丸い穴』を更にぐっと近づけてくる。

「……あんた、ちょっと現実が見えてないんじゃない？」

「見えてるよ。だって近いもん。逃避したいとは思ってるけど」

「駄目ねー。若いんだから戦わないと」

「無茶言うなぁ……拳銃を向けられる現実なんてどうしろってのさ？」

　少女が八重歯を剝むいて笑う。タスクは膝が笑っている。

　なんとか理性を保とうと、ここまで必死に口を動かしてみたけれど、やっぱり恐怖は拭い去れなかった。誰だって怖いものは怖い。タスクだからこの程度で済んでいる。

「なのに、あたしのことアマゾネスとか言っちゃうわけ？」

「僕、インテリだからさ。暴力的な女の子は全部アマゾネスに見えるんだよ。アマゾネスって弓を上う手まく引くために乳房を片っぽ取っちゃうらしいけど……きみは両方取ったの？」

「悪かったわねッ！　無いのは生まれつきよ！」

「え、生まれつき取れて……？」

「取・れ・て・な・いッ！　つーか、マジで勇気あるわね、あんた!?」

　勇気などあるわけがない。ただ、こうやって自然な流れで相手に大声を出させれば、誰かが聞きき咎とがめてくれるかもと期待しているのだ。まあ、学園の建物はオルゴール機械を扱うため殆ほとんどが遮しや音おん性せいだし、連絡橋の検問所にいる〈ＡＭＰ〉たちも距離があり過ぎるけれど。

　そして、そうこうするうちに。

「……あたしはミーネ。ただのミーネ」

　不審者の少女──ミーネが、一転して静かに言った。

「あたしを、この学園の地下まで案内して」




　　　　　　　　　　○




　──あんた、『クレイドル・ルーム』って聞いたことある？

　要約してしまうと、それがミーネの行きたい場所であるらしかった。

　──たぶん地下施設のどっかに存在する、隠し部屋か何かだと思うんだけど。そんなに深い階層ではないはずよ。ジェネレーターが設置されるより、ずっと前に作られた部屋だから。

　クレイドル・ルーム。まったく聞き覚えがない名前だ。

　そもそも他ひ人とに銃まで突きつけておいて、正確な場所が分からないとはなんだ。ふざけてるのか？　こっちはクールヴェとの約束まで破ってしまったというのに。

　──そうね、悪いとは思ってる。けど、こっちも余裕ないのよ。追われてるの。だから早く目的の物を入手しないと……ところで、クールヴェって誰？

　あぁ、畜生。彼は時間にも約束にもうるさい性た質ちだから、今頃ヤカンみたいになっているに違いない。なんで夜に学校に来ただけでこんな目に？　というか〈ＡＭＰ〉は何をやってたんだ。危険人物に侵入されてるじゃないか。インセクタロスとか張はり子この虎かよ。

　──うん。それに関しては、あたしもちょっと不可解なのよ。なんであんなに簡単に警戒網を突破できたのかしら？　あんた、分かる？

　知るか。僕に訊きくな。アマゾネスの嗅覚でなんとかしろ。

　などと口では不満たらたらだったし、クレイドル・ルームなる名前は、確かに聞いたこともなかったのだけれど────




「着いたよ。たぶん、ここだと思う」




　実のところタスクには、『上の階層』『隠し部屋』の二点に関してなら、業ごう腹はらではあるものの心当たりがあった。というわけで、案内も簡単に済んでしまった。マル。

「…………なんで知ってるのよ？　あんた」

　件くだんの部屋の前でタスクが振り返れば、依然、銃を保持したままのミーネが震えていた。

　学園の地下施設、そのとある一画だ。照明の光量は限りなく絞られており、背後には未塗装らしき鈍にび色いろの通路。床にはあちこち薄うっすらと埃ほこりが積もっていた。

「逆に訊ききたい。ちゃんと連れてきてあげたのに、どうして不機嫌になってるのさ？」

「あ、あんたに道案内を頼んだのは、学園に侵入して最初に出会ったのが、あんただったからってだけよ！　どうせクレイドル・ルームの場所は知らないだろうから、知ってそうな奴やつのところまで連れて行かせる気だったのに！　なに、さくっと辿たどり着ついてんのよ!?」

「良かったじゃない。手間が省けて。じゃ、もう帰っていい？」

「駄～目っ！　ちゃんと説明しなさい！」

　非常に面倒くさい。とは思ったものの仕方なく、

「……青写真の写しを持ってるんだよ。この辺り全体のフロアの。ある先生が『迷わないように』って内緒でデータをくれてさ。で、前から構造に少し違和感があったっていうか」

「構造に違和感？　そういうのって簡単に分かるものなの？」

「さあ、どうだろ。ただ、埋設された伝音パイプとか通信ケーブルとか、よく見るとあり得ない配置になってたから。一箇所、変な具合にスペースが空いてたんだよね」

「……そ、そう」

「計算してみたら、かなり広くてさ。初めは実験用の空間かとも思ったんだけど、ジェネレーターの真上でやるのなんて変じゃないか。そういう施設は、普通、別棟になるものだし」

　もっとも、これまでは訝いぶかしく思うだけで、別に隠し部屋を探そうとか、そういう気にはならなかった。ただ、地下施設には何度か足を運んでいるのもあって、青写真ならもう既にしっかり頭に叩たたき込こんである。あとは、さして興味もなかった探検にえっちら精を出すだけだ。

「まあ、思ったより大変な道のりだったけどさ」

　違和感の中心へ真まっ直すぐ進もうにも、必ず壁に阻はばまれて遠回りを強いられた。非常用の狭苦しい通路や、キャットウォークまで歩かされた。一旦エレベーターで上の階に昇って、別のエレベーターでまた降りる、という作業をさせられたときは、さすがに辟へき易えきしてミーネを置き去りにできないものかと悩んだ。ジェロームの地下迷宮云うん々ぬんという話は真実だったらしい。

「明らかに人を迷わせる造りになってる。何度も増改築した跡が見られるから、そのたびに意図的に複雑化したんだろうね。やたらとローテクな隠し方だけど」

「言ったでしょ、古い部屋なのよ。人工島も学園もまだなかった頃の、レマン湖に浮かんでたちっちゃな──って、あんたに話してもしょうがないか」

「うわ、手伝わせておいて言うことかな」

　ミーネは応じなかった。こちらに銃口を据えたまま前に出ると、いかにも分厚そうな部屋の扉の脇に設しつらえられた、認証用のタッチパネルに近づく。古くからある部屋という話だったが、設備の類などは一新されているらしい。周りの壁や床も強化複合素材だった。

　指紋認証、血液認証、網膜認証。ミーネがセキュリティーを一つ一つ解除してゆく。

　そして最後に。

「──『Ｔ』の血族が希こいねがう。この手に世界の林りん檎ごを射落とす矢を」

　キーワードと声紋認証。言葉はドイツ語だった。

　がちんっ、とロックが外れる重々しい音。次いで扉が滑なめらかに横にスライドした。

「「っ」」

　室内は薄暗かった。解かい錠じようと同時に明かりは自動で点ついたものの、たぶん非常用の照明しか備わっていないのだろう。赤い光が天井から仄ほのかに零こぼれる程度で、部屋の様相を詳つまびらかにはしてくれない。だが、ミーネはそのなかに躊躇ためらいなく踏み込んで行く。

　ここまで来れば、さすがにタスクも気になった。なので、彼女のあとに続いて室内へ。

「ねえ。さっきのセキュリティー、きみの生体情報が登録されてたけど、それをやったのはきみじゃないよね？　この部屋の正確な位置を知らなかったわけだし」

　ならば誰が？　と促してみると、先を行くミーネは歩調を緩めぬままに、

「……お父様よ。あたしは代理なの」

「代理？」

「頼まれたのよ。ここに置いてあるモノを、代わりに取ってきてくれ、って」

「ふうん。要はお使いか」

「その言い方は引っ掛かるけど……しっかし、あんたも大概変わってるわねー。逃げようとか思わないわけ？　あたし、今そっちに銃を向けてないわよ？」

「いや、足音で気づくでしょ普通に。それとも見逃してくれるの？」

「見逃さない。めっちゃ撃つわ」

　そら見ろ。だったら、せめて自分が何に巻き込まれたのか、それぐらいは知っておきたい。

「心配しなくても全部終わったら解放してあげるわよ」

「ほんとに？　口封じとかしない？　なんかさっきからペラペラ情報喋しやべってるけど？」

「しないしない。約束する。人手が要るから今はまだ駄目だけど」

「あぁ、なるほど。つまり、そこそこ大きい代物を運び出す気でいるん──」

　だね？　と言い終わるよりも先に、その件くだんの代物が目の前に現れた。

　部屋はタスクの見立てどおり相当な広さだったが、殆ほとんど物は何も置かれていないようでがらんとしている。で、そのがらんとした室内の中程にナニかが鎮座していたのである。

「……箱？」

　の、ようなものだ。

　正直、素材がなんであるかも判然としない。銀色の正立方体だった。

　一辺につき一メートルぐらいはあるだろうか？　まったく凹凸がないつるりとした表面をしており、非常灯に照らされたタスクたちの姿が、ぼんやりとだがそこに映り込んでいる。

　どことなく不気味な風ふ情ぜいだ。けれど、ミーネにとっては違ったらしい。

「あった！　ＣキＵユＢーＥブ！」

　彼女がいきなり駆けた。そのまま箱に縋すがりつく。まるで映画キネマトグラフのワンシーンみたいに感動的な雰囲気。うん、まんま過ぎる名称はいかがなものかと思うけれど。

「……何ソレ？」

「ＣＵＢＥよ！　容いれ物もの！　これ大事！　とても大事！」

「なんか退行してない？　それともアマゾネスの地が出たの？」

「あああっ、でもこれじゃ嵩かさ張ばるし、重過ぎる！　なかから出さな──」

　いと！　と、やはり言い終わるよりも先に、あっさりと箱が開いた。

　ほぼ一息。継ぎ目などどこにも見当たらなかったのに、床に接地している面以外のすべての面が突如として稼か動どう。ルービック・キューブみたいに複雑な動きで以もって、縦たてや横にパーツが移動・変形・伸長・展開、あっという間に原型を失って八方に広がってゆく。おそらくミーネが触れたことで何かセンサーが反応したのだろう。

　最終的に、ＣＵＢＥは花開いた大輪の形で、一切の動きを止めた。

　その花の中心に、ひっそりと蹲うずくまる白い影がある。

　一瞬、それが何か分からなかったものの、直後、ＣＵＢＥの置かれている一点にだけ、通常の照明の光がサッと天井から差し込んだ。さながらスポットライトのように。

　白い影の正体が暴露される。膝抱えの姿勢で花弁のなかに座り込む、それは四肢を備えた世にも美しい──…………。

「ッ!?」

　呼吸が途絶した。

　思考も、心臓も、時間すらも凍りついた。




　────カナエがそこにいた。




　本当に寸すん毫ごうのあいだだけだが、そのような勘違いを起こした。

　なぜかはタスクにも分からない。淡たん紅こう色しよくの長い髪が彼女を彷ほう彿ふつとさせたからだろうか？　けれど、髪の色以外の点においては、寧むしろ似ている部分は殆ほとんどなかった。

　まったく別の。しかし確かに。

　それは、少女のカタチをした人形だったのである。

「ア、アンティーク・ドール？　いや、それにしてはクオリティが……」

「違うわ。歌唱人形オルドールよ」

　ミーネの断言に眉を顰ひそめる。彼女の声は微かすかに上うわ擦ずっていた。

　歌唱人形オルドール？　確かに、外見の精巧さは最新機レベル、いや下へ手たをするとそれ以上だが。

「でも、だったらそんな高級な歌唱人形オルドールが、どうしてこの部屋のなかに？　アントワーヌ学園が設立される前から存在する空間って話だったのに」

「とても……とても古い、歌唱人形オルドールなのよ」

「？　？？？」

　なおさら意味が分からなくて、タスクは思わず目を白黒させた。

　謎の歌唱人形オルドールは、背中を胎児のように丸め、顔を両膝のあいだに落としている。だから面差しは判別できない。できるのはサイドテールに纏まとめた髪と、複雑な作りをした白い衣装と、僅かに露出した肌だけ。ただ、それだけでもやはり、充分、恐ろしい出来であることは窺うかがえた。

　これが『古い』機体？　どのへんが？

「とにかく、運び出さないと。あんたも手伝って」

「え？　歌唱人形オルドールならゼンマイ・キーを巻けば……あ、ないのか」

「いいえ、あるわ」

　ミーネが懐ふところからゼンマイ・キーを取り出す。マスター認証も兼ねているのか、持ち手の部分にはナノ篆てん刻こく。そして何やら『Model-G』という文字が書かれていた。

「でも無理。この機体、壊れてるらしくって、ゼンマイを巻けないのよ」

「壊れてる……？」

「ええ。だから、場所を移して修理しな──ッ!?」

　異変は出し抜けだった。

　ミーネが俊しゆん敏びんな動作でやにわに反転、背後に向けて拳銃を発砲したのだ。

「……へ？　う、うわわ!?」

　自ら名前を名乗ったり、事情を明かしてみたり──まだ小一時間ほどのつき合いだが、彼女が割とお人ひと好よしな性分らしい、ということには気づいていた。気づいていたからこそ、銃なんて実は威い嚇かくだけで撃てないのでは？　とタスクはどこかで疑っていたのだ。

　とんでもなかった。

　彼女はいきなり扉のほうへ銃を連射し、弾が尽きるや今度は背負っていたバッグから、何か黒塗りのパーツを幾つも取り出す。そして、それを即座に組み立てて構えた。

　デカい。ライフル並みのサイズとおぼしき機械だ。

「ッ、鳴器サウンドバレル!?」

　最新鋭の携行軍用火器。一般販売はされておらず、民間人が所持したくば法を犯すしかない、ちょっと凶悪過ぎる代物である。

　次の瞬間、ミーネが鳴器サウンドバレルの引き金を絞り、薄闇のなかに光こう刃じんが走った。

　反射的に頭を庇かばっていたタスクは、閃せん光こうの向こうにミーネの行動の理由を見る。いつの間にか室内に、自分たち以外のシルエットが三つ、地を這はうような姿勢で現れていたからだ。

　いや、正しくは三体。明らかに人間離れした動きだった。

「ええい、やっぱ暗殺特化の歌唱人形オルドールか！　電磁対策も完璧にしてやがるわ！」

　魔弾テルミナイズでレールガンをぶっ放したらしいミーネが忌いま々いましげに叫ぶ。事実、三体の闖ちん入にゆう者たちは止まらなかった。予測演算と素早い身ごなしで電磁砲の一撃を避よけたのである。

　男性型が一、女性型が二。いずれも漆黒のボディースーツ姿で、顔には能面のような薄い笑み。敵対者を精神的に揺さぶるため、あの手の人形は人間心理学に基づいた、不快な表情や音を戦闘中故意に作り出す。けたたましい金切り声が三重奏で鼓膜を叩たたいた。

「ミ、ミーネ!?　どういうことだよ、あれ！」

「言ったでしょ！　あいつらが追っ手よ！　あたしの敵！」

「追っ手!?　このタイミングで!?　おい待てっ、それってもしかして──」

「……ええ。たぶん、泳がされたわね」

　ミーネは苦々しげに肯定したのち、新たなシリンダー・スティックを装そう塡てん。再び魔弾テルミナイズを行おこなう。鳴器サウンドバレルの先端から今度は、爆発的に濃霧が広がった。

　遮しや蔽へい物がないこの開けた空間で戦うのを厭いとったのだろう。化学合成による単純な煙幕だ。ただし、敵の複合センサーに対応するため、赤リンや金属片、音響素子などを混ぜ込んであるらしい。あらかじめデコイを封入したシリンダー・スティックを用いれば可能なのだ。

　続いてミーネは、タスクの傍かたわらに屈かがみ込こみ、こんなことを囁ささやいた。

「──あたしが時間を稼ぐ。そのあいだに、あんたはコイツを起動させて」

「ッ!?」

　思わず目を剝むく。手のなかに握らされたのは、一本のゼンマイ・キーだった。

　ゆえに、『コイツ』とは他でもない。目の前で体育座りをしている、この白い歌唱人形オルドールのことなのだろう。ミーネ自身が「壊れている」と評した機体である。

「直して。あんた、この学園の生徒なんでしょ？」

「ばっ──」

　予想どおりの理不尽を要求され、タスクは今度こそ本気で卒倒しかけた。

「ア、アホか！　出来るわけないだろ!?」

「出来なくてもやるの！　でなきゃ、目撃者のあんたも消されるわよ!?」

　言い捨ててミーネが駆け出す。煙幕のなかに突入し、その後ろ姿が見えなくなる。そして一拍後、室内のどこかから激しい戦闘音が響き始めた。

　タスクは白い歌唱人形オルドールに向き直る。

　一瞬の躊ちゆう躇ちよ。だが、すぐに作業に取り掛かった。他に手がなかったからだ。

「くそっ、失敗した……こんなことなら、撃たれるリスクを覚悟してでも、なんとか逃げておくんだった！　そっちのほうが何百倍もマシだった！」

　技師の卵だから、最低限の道具は、常に身に帯びている。ウエストポーチから眼鏡めがね型のデータグラスと、幾つかのツールを取り出すや、慎重に、かつ可か及きゆう的てき速すみやかに、白い歌唱人形オルドールの丸まった背中に手を掛ける。衣装を僅かにずらし、皮膚下のボタンを押し込めば、ナノスキンがざわりと形状を変えて、手が入るくらいのスリットが開いた。

　本格的に修復しようと思えば、歌唱人形オルドールのメンテナンス・ハッチは普通身体の前面にあるし、でなければオーバーホールという流れになる。けれど、今は時間がなさ過ぎた。

「ッ……なんだよ、この人形……」

　白い歌唱人形オルドールの内部は、現行のそれから大きく隔たっていた。

　ミーネがこの状況で「起動しろ」などと言うものだから、てっきり戦闘用なのかと思えばさにあらず。あまりにも人間の肉体に酷似し過ぎている。分子素材ナノマテリアルを多用しているとおぼしき生物めいた機体内部、肺や胃など不必要なはずの各種人工臓器、筋肉や骨格も再現度が高過ぎるうえ第一素材が分からない。カーボンナノチューブや強化シリコンではない。

「オーダーメイド品だってここまでやらないぞ……よっぽどの趣味人が、それこそ『人間を丸ごと機械で模も倣ほうしよう』とでも思わなきゃ、こんなの作りようがないだろ……？」

　そもそも今の技術で可能なことかも怪しかった。強度や声帯機構など一部オリジナルを超えた部分はあれど、全体で見れば人間の身体のメカニズムに人形はまだまだ遠く及ばない。というより、そこまで完璧な模も倣ほうを目指す理由がないのだ。

「頭脳部ギア・ブレインがどうなってるのか、すっごい気になるんだけど……」

　だが、それもやはり猶ゆう予よがあればこそだった。今は言っている場合ではないだろう。

　タスクは誘惑を意志の力で引き剝がし、スリットのなかにゆっくりと手を差し込んでゆく。

「大丈夫……大丈夫だ、やれるっ……ただ『直す』だけだ。親方も僕の特技だって言ってた……そんなに難しい作業じゃない。問題はもう分かってるんだ……」

　ぶつぶつ呟つぶやきながら手を進める。もしミーネが聞けば疑問符を並べただろうし、タスクも我ながら意味不明だなと思った。

　問題はもう分かっている？　いったいどうやって？

　それが稼か働どう中の人形であり、挙動に不自然さが出ているとか、内部から異音が聞こえてくるとか、そういうことならまだ分かるのだ。けれど、完全に機能停止状態の機械、何一つ機構が作動していない歌唱人形オルドールの故障を、外側から眺めただけで理解するなど、専門家でなくとも呆あきれてお手上げのポーズを取るだろう。

　タスクとて理屈は分からない。なぜか見当がついてしまうのだ。

　昔からこういうことはよくあった。

　一番分かりやすいのは歌唱人形オルドールで、次がそれ以外のオルゴール機械。三番は他の一般的なマシン類で、四番は建物や都市などの構造。反して、生物に関してはまったく駄目。

　正しい動作・配置・順列、そこから外れた違和感。

　だから、今この瞬間もその違和感を──脳裏でふわりと垂れ下がった、一本の『弦』のような奇天烈なイメージを、タスクは躍起になって手た繰ぐり寄せてゆく。

　外界が遠ざかる。白い歌唱人形オルドールしか認識できなくなる。

　人間として生きるうえで、それではあんまりだからと、普段はなるべく周りの事々にも回している神経を、このときばかりは一点に注そそぎ込こむ。

　そして、ほどなく。

「っ」

　折り畳み式のピンセットの先が、その違和感の根源に微かすかに触れた。

　ゆっくりと摘まむ。他のパーツに干渉しないよう、細心の注意を払いながら摘出する。

　ネジだった。

　一ミリにも満たないサイズのネジだ。

　存在したのは、歯車が密集するムーブメント付近。そこに、このネジが挟まっていたのである。データグラスの拡大機能で確認すれば、ネジの頭の側面にはなぜかドイツ語で、

「『彼女が二度と目覚めませんように』……？」

　と刻まれていた。

　つまり、作為的に誰かが仕込んだ物らしい。

　いったい誰が？　と気にはなったものの、思索の時間はなかった。背後で一ひと際きわ大きな爆音があがり、むわっとした熱気が押し寄せて来て、室内の煙幕が払われてしまったからだ。

　タスクは慌ててスリットを閉め、歌唱人形オルドールに衣装を着せ直した。

　そして、長い髪を搔かき分わけ、首の後ろのゼンマイ穴に、ゼンマイ・キーを差し込む。

「動け──────ッ！」

　ゼンマイを一巻き、二巻き、だが三巻きしたところで。

　不意に、背後からぞっとするような気配。

「後ろッ！　逃げなさい！」

　ミーネの警告が聞こえたが、間に合うわけがない。肩越しに振り向くのがやっとだった。

　暗殺人形はもはや眼前。魔弾テルミナイズによる重力制御で、床を滑るようにこちらへ。右手に握られている高周波振動ナイフが、今しもタスクの首を搔かき切りにかかる。

　絶対の死。それは逃れ得ない運命のはずだった。

　そのとき、振り下ろされたナイフを、誰かが止めていなければ。

「な……？」

　床に腰を落とし、首だけ捻ひねった体勢のタスク。その後ろからぬっと伸びた細腕が、暗殺人形の手首を鷲わし摑づかみにし、間一髪でナイフを押し留とどめていたのだ。

　続いて、今度は足。

　タスクの横顔を舐なめて放たれた豪速の蹴りが、薄笑いを浮かべたままの敵の顔面を強したたかに捉える。ぐしゃりと鈍い音がして、暗殺人形が吹っ飛んだ。

　一拍後、顔を潰された人形が辛からくも床に着地。誰かの手足も速やかに後ろへ引かれる。

　斯かくして、奇跡のような静寂がクレイドル・ルームに満ちた。

「…………………」

　誰も言葉を発さなかった。危ういところで命を拾ったタスクは固まっていたし、ミーネは鳴器サウンドバレルを破壊されて床に組み伏せられている。今しも蹴り飛ばされた一機と、残る二機の殺人機械たちも、判断を下しあぐねる状況なのか、哄こう笑しようをやめてこちらを注視していた。

　と。

「──お怪け我がはありませんか？」

　至近からドイツ語で、第三者の声。

　タスクは、オイルを差し忘れた古い機械のように、ぎちぎちと首を前に戻す。

　間抜けな話になるが……鼻の先っちょが少し触れてしまった。

　つまり、それぐらいの距離だった。

「申し訳ありません。緊急を要する事態のようでしたので、自己判断によって戦闘モードに移行しました。敵という確証がなかったため、破壊しないよう出力は絞りましたが」

　宜よろしかったですか？　と小鳥が囀さえずるような、けれど淡白な口調で問われ、タスクは忘我のまま相あい槌づちを打つ。またぞろ間抜けな話だが、首の動きに合わせて互いの鼻が擦こすれた。

　ペールピンクの瞳が僅かに揺れる。

　さすがに近過ぎますね、と女の子が困るみたいに。

「事後確認となってしまいますが──」

　目線の高さが変わる。タスクの窮きゆう地ちを救うため、座り込んだまま最小の攻撃動作を取ったモノが、今ようやく自前の足で立ち上がったからだ。

「わたしのゼンマイ・キーを巻いてくださったのは、貴方あなたで間違いないでしょうか？」

「………………うん」

「お名前を聞かせて頂いても？」

「……タスク……リンドウ」

「使命タスク、ですか。了解しました。マスター登録します」

　マスター？　あぁ、主人マスターのことか。

　当たり前だ。それがなければ、基本、人形は何もできない。

　自己判断で動いた、と語る異例が、なぜかここに存在するけれど。

「……な」

　心よりも更に深い部分で、魂が震えていた。そんな感覚を生まれて初めて味わった。

　現行機を凌しのぐレベル──などという次元ではない。淡たん紅こう色しよくの髪も、同色のつぶらな瞳も、きめ細かな肌も、すべてが人造の域を超えていた。

　正常に稼か動どうしている姿を見て、その瑞みず々みずしさがやっと理解できた。

　華きや奢しやな肢体を押し包む純白の衣装は、要所にボディースーツと装甲の質感を有す、ウェディングドレスの如ごときそれ。ヴェールの類はなく、代わりに頭には、風変わりな髪飾りオーナメント。外見年齢の設定はタスクと同じくらいだが、落ち着いた物腰のため随分と大人びて見えた。

「ん、て……」

　けれど、何より目を惹ひくのは、その表情。動作の機微。端はし々ばしの挙きよ措そだ。

　人間的なのは当然。元来、歌唱人形オルドールとはそうしたものである。

　だが、同時にソレはどこか『機械的』でもあった。

　ぎこちない、という意味ではない。寧むしろ逆だ。まるで人間が、意識して機械のフリをしているような、そんなちぐはぐな印象がある。だから却かえって異様に生々しく感じられる。

　起動したのは自分。簡単にではあるが内部機構も検あらためた。

　だのに、タスクは目の前のソレを一瞬、人間なのか人形なのか計り損ねた。

「なんて……きれいな……」

　ただ、綺き麗れいだった。

　綺き麗れいなヒトガタがそこに在った。




「ありがとうございます、マスター」




　果たして、少女の姿をしたナニかが、優雅な仕草でお辞儀カーテシーを為なす。

　礼は言えども笑みはしない。人間のご機嫌取りをするため、今の歌唱人形オルドールは総じてよく笑うものなのに。そのように設定されているはずなのに。

　だって、わたし機械ですし。

　とでも言いたげな、頑張った無表情。

「──わたしは、ガラテア・シスターズ[image: №]Ⅶ／リフレイン。今このときより、貴方あなたの『花嫁』です」

　ガラテア。その言葉に戦慄を覚えることすら忘れて。

　タスク・リンドウは、目の前に佇たたずむ『彼女』に、ただただ心を奪われ続けていた。




　　　　　　　　　　○




　スポットライトの中心で見詰め合う二つのヒトガタ。

　一方は人間、一方は人形。どちらもまったく動かない。動けない。

　少なくともタスクはそうだ。身体が甘い金縛りにかかっていた。脳は綿わた菓が子しみたいにふわふわで、『運命の出会い』なんて馬鹿丸出しの文句を、今だけは信じても良いとさえ思った。

　けれど、やがて。

「マスター」

「っ」

　焦じれたように呼びかけてきた謎の歌唱人形オルドール──リフレインの声によって、タスクは見けん当とう識しきを取り戻す。髪と同じ桜色の瞳がじっとこちらに何かを訴えていた。

　思わずたじろぐ。頰ほおが熱くなってくる。

「な、なに……かな？」

「早く、最初のご命令を」

「へ？」

　意図が読めず目をぱちくり。と同時に、遅ればせながら彼女の言葉が、フランス語になっていることに気づいた。どうやらタスクに合わせてくれたらしい。

「命令？」

「はい。あの三機の歌唱人形オルドールたちは、交戦の構えを見せています」

　告げられて、はたと状況を思い出す。そして、そこから一気に脳が活動を始めた。

　泡を食って立ち上がり、再び後ろを振り返れば、幸いミーネはまだ生きていた。というより鳴器サウンドバレルが失われ、脅威度が著いちじるしく下がったので、後回しにされたのだろう。服をナイフで床に縫い止められ、身動きだけを封じられている。

　代わって、三機の不気味な暗殺人形たちは、既に標的をこちらに移していた。

「う、うわっ！　なんか来てる!?」

「ですから『早く』と。アレを迎撃しても？」

「で、できるの!?　できるんだったら是非お願──」

　猟犬さながらの低い姿勢で突っ込んで来る三機に、しかしリフレインはなお輪を掛けて速かった。タスクが是ぜと応じるや、白い残像となって敵に急迫、衣装をばさりと大きく翻ひるがえす。

「──いしたいんだけど！」

「了解しました」

「ああっ、よろしく頼……あれ？」

　というやり取りと、三度の打撃音、三度の破砕音が、重なって聞こえた。

　あまりにも瞬時に行おこなわれた急スタートからの攻防に、タスクの認識力が事態を順序立てて把握できなかったのだ。気づいたらタスクは一人になっていて、気づいたら暗殺人形たちが三方向に吹っ飛ばされていて、気づいたらリフレインがその中心に佇たたずんでいた。

　敵のなかに飛び込み、彼女が何かをやった。

　タスクに遅れて理解できたのは、せいぜいその程度のことである。

「……なるほど。これが現行の歌唱人形オルドールのスペックですか」

　リフレインが呟つぶやく。今しがたの攻防の感触を確かめるように、自分の手を握ったり開いたりしながら、だ。

　本人は気づいているか知らないが、それはおおよそ機械の仕草ではなかった。

　その間かんに、吹っ飛んだ三機の暗殺人形は、早くも次のアクションに移っていた。今度は無闇に接近戦を仕掛けてくることはせず、三方向から円を描く軌道でリフレインに肉薄する。同時に、その口元が小さく開かれ、鋭い呼気のような『歌』を周囲に──

「ッ、魔弾テルミナイズだ！　避よけろリフレイン！」

「すみません、却下します」

「ええ!?」

　再考を要求します、とかってレベルではない。マスター登録した人間の指示に、歌唱人形オルドールが歯向かったのである。正直、背中から刺された気分だった。

「非効率的なので」

　そう言って、リフレインがやおら手を掲げる。

　次の瞬間、タスクは我が目を疑った。彼女の手中にまったく脈絡なく、何か長大な物体が出現したからだ。

　砲身みたく重厚な本体と、玩具めいて小さな取っ手ハンドル。全長はなんと二メートル近くもあり、音おん叉さを思わす二又の穂先が備わっている。それは、あまりにも歪いびつな『槍やり』だった。

「……ッ、閉鎖空間に武器を収納して!?」

　タスクの驚きよう愕がくを余よ所そに、リフレインが召喚した得え物ものを、小枝のように軽々と振るう。

「戦闘用外部デバイス『バイデント』──調ちよう弦げん駆く動どう」

　直後、彼女の口から何か短い超ちよう弦げん奏そう曲きよくが放たれ、バイデントという名前らしき音おん叉さ槍やりが、ヒィンッ、と鳴くように虚こ空くうを一ひと薙なぎした。

　その行動によって今度は、いったい何が起こるのか。

　大いに身構えていたタスクだが……しかし、結論から言えば何も起きはしなかった。否、この場合、何も起きないことこそが問題だったのだ。

　暗殺人形たちが、たまらず動きを止める。短詠唱の魔弾テルミナイズを行おこないながら、三方向より同時に白兵戦を仕掛け、犠牲を出してでも標的を無力化する。おそらくそのような目もく論ろ見みでいたはずだからこそ、肝心の魔弾に失敗してしまえば彼らの戦術は瓦が解かいするしかない。

　魔弾テルミナイズの失敗。

　ただし、それは暗殺人形たちのミスが原因ではなかった。

「そ……相そう殺さい、した？　ＭＤ波を!?」

　ＭＤ波とはつまりが『波』であり、『波』である以上は同じ『波』をぶつけてやれば、当然ながら相そう殺さいすることができる。そう、あくまで理屈のうえでは。

　だがＭＤ波形とは、厳密にはレゾナ粒子──『超弦子レゾノン』と呼ばれる未観測粒子によって構成される特異パターンなのだ。

　この未観測という点が非常に厄介で、単に結晶内の振動を表す音子フオノンとは性質が異なるのは必然、あらゆる要素がまだ曖あい昧まい模も糊ことしている。おそらくスピン数が整数のボーズ粒子。おそらく力を伝えるゲージ粒子。おそらく電荷はゼロで、おそらく開かい閉へい弦げん物ぶつ質しつ。物理学とは概おおむねそのように、仮定に仮定を上塗りしてゆくものであるがゆえに。

　しかし、だからこそ。

「解析もできないパターンの相そう殺さいなんて、いったいどうやってやるんだよ!?」

　それともまさか、相手の超ちよう弦げん奏そう曲きよくを完璧にトレースすることで、結果的にＭＤ波を再現してみせたとでも？　いやいや不可能だ。リフレインは明らかに敵より短い詠唱だったし、何より戦闘用の超ちよう弦げん奏そう曲きよくには情報隠いん匿とくのため、幾つもの予防を仕込んでおくのが常識である。

　分からない。彼女が何をしたのか。まるでタスクには。

　そうこうするうちに、三機の暗殺人形が混乱エラーから立ち直る。魔弾テルミナイズが駄目ならばと、両の掌てのひらから単分子ワイヤーを解き放った。リフレインがそれに素早く対応する。

「内蔵兵器と欺ぎ瞞まん装置の搭載を優先して作られた人形……オルゴール・ジェネレーターの出力を犠牲にしているんですね」

　今度は攻防も見えた。宙を乱れ飛ぶワイヤーが悉ことごとく躱かわされ、捌さばかれ、バイデントの一振りで破断させられてゆく。リフレインは喋しやべる余裕さえあり、迅じん速そく華か麗れいに、あくまで優雅に、襲い来る極ごく細ぼその刃をあしらってゆく。銀の雨のなかで花嫁が舞いに舞う。

「マスター、一つお尋ねしたいことが」

　と、そこで不意にタスクに水が向けられた。ワイヤー攻撃もすべて徒労に終わり、続けて通常火器に切り替えた三体と争いながら、リフレインが抑揚のない声で尋ねてくる。

「この部屋に複数の足音が接近しています。敵でしょうか、味方でしょうか」

「ッ!?」

　タスクは顔色を変えた。おそらく学園の関係者たちだろう。いや、間違いなく〈ＡＭＰ〉と見ていい。いくらクレイドル・ルームが隠された区画にあるとはいえ、さすがにここまで暴れてしまっては爆音などで位置もバレる。

「ど、どこまで来てる!?」

「まだ上の階にいますが、そう長くはかからないかと。やはり新手ですか？」

「違う……けど、見つかるのはマズイ！　絶対に拘束される！」

　巻き込まれただけ、という言い訳は通じるだろうか？　いや、通じても大日本帝国に強制送還といった流れは考えられる。留学してまだ何も為なしていないというのに。

「つまり、治安維持組織の類ですね？　マスターに嫌けん疑ぎが掛かる虞おそれがある、と」

「あ、あぁ……うん。たぶん、そうなると……思う」

「では逃げましょう」

　あっさりと提案され、へ？　とタスクは自然と俯うつむけていた顔を上げる。

　見れば、リフレインが足を止めていた。暗殺人形たちは未いまだに襲いかかっていたが、それをバイデントと腕のみで迎撃している。あまつさえ、人形のくせにぶつぶつと独白まで。

「即そく時じ戦闘終結、逃走経路の確保、あと証拠の隠滅も……少々派手になりますね」

　言って、リフレインが喉に手を当てた。首を一度だけ傾ける。

　ひさしぶりだけど上手にできるかしら？　そんなような風ふ情ぜいだった。

　次いで。

「──────────────────────────」

　リフレインが今度こそ本物の超ちよう弦げん奏そう曲きよくを解き放った。

　否。それはもはや『曲』ではなく、正しく『歌』と評すべきだろう。先刻のＭＤ波の相そう殺さいなどとはわけが違った。

　一○次元上にある超ちよう弦げんにアクセスし、特定の現象を精せい妙みようかつ大胆に行使しようと思えば、ＭＤ波の構成も桁違いに複雑になる。人間の歌手がそれぞれ、母音と子音を使い分け、情感などを乗せて『歌』を形成するように、波形のパターンにより際きわ立だった『個性を持たせてやる』必要が出てくる。しかし、だからこそ。人間オリジナルを超える声帯機構を通した魔弾テルミナイズは、鳴器サウンドバレルなどの単なる利器を用いたそれとは、規模も精度も明確に一線を画するのだ。

　戦闘用の歌唱人形オルドールが、サイズやコスト込みで、『最良の兵器』と呼ばれる所以ゆえんだった。

「ッ！」

　直後、またしてもタスクは事象を追い切れなかった。

　なんとか理解できたのは、耳を聾ろうする爆音が突然、周囲で連鎖的に発生したことだけ。

　ミーネが絹を裂くような悲鳴をあげ、タスクも負けじと大声で悲鳴をあげた。それ以外にできることなど何もなかったから、人間らしく自己保存の原則に従って我が身を惜しんだ。

　そして、爆音が止やんでみれば。

「………………!?」

　絶句するしかない光景が目の前に広がっていた。

　穴だ。クレイドル・ルームの壁に、馬鹿でかい大穴が空いている。

　直径五メートルくらいはあるだろうか？　強化複合建材の金庫みたいに分厚い壁が、無む惨ざんな破砕跡を晒さらし、ぶすぶすと煙をあげ、物の見事にぶち抜かれている。

　いや、その穴の向こうにも更に穴が。更に向こうにも穴が。穴が、穴が、穴が。

　まるで巨大なドリルで適当に掘削したみたいに、横方向一直線上の壁という壁に延々と大穴が連なっていた。

　スプリンクラーが作動する。火災警報が鳴り響く。タスクはがくがくときていた。

「な、ななな、何が起き……？」

「地上まで直通の、昇降装置のものらしき空間がありましたので、邪魔な障害物を取り除いて手早く経路を設けました。生体反応はなし。周辺フロアの構造に致命的なダメージもなし。敵対勢力も無力化済み。この部屋のマスターたちの痕跡も既に拭き取ってあります」

　けろりと語るのはリフレインだ。相変わらず表情は凪なぎ切っているが、気のせいか少し得意げな風ふ情ぜいである。瓦が礫れきだらけの床を見回してみれば、例の三体の暗殺人形が倒れており、いずれも完全に機能を停止していた。なぜか胴体部分が奇妙な歪ゆがみ方をしている。

「ど、どどど、どうやっ……？」

「ピンポイントで対象のオルゴール・ジェネーレーターを消滅させました。その後、発生した熱放射──あぁ、今は『ホーキング放射』と呼ぶんですね？　を制御して壁の爆破を。周囲の水素と酸素で水を化合し、スチームを生んで部屋もクリーンに」

　言っている意味が分からない。いや、もちろん内容は理解できるのだが。

　そっくりそのまま鵜う吞のみにするとなると、リフレインは今、とてつもなく恐ろしい真ま似ねに及んだことになってしまう。世の技術者たち全員の理性を試すような真ま似ねを、だ。

　続いてリフレインはこちらに近づいて来ると、

「失礼します、マスター」

　とタスクを簡単に担かつぎ上あげてしまった。まさかのお姫様抱っこである。

「う、うわわ！」

「振り落とされないように、しっかり摑つかまっていてください」

「ちょ、ちょっと待った！　あたしは!?」

　と、これは蚊か帳やの外に置かれていたミーネの主張。あぁ、そうか。忘れていた。

　リフレインはふいっと彼女を顧みて、

「マスター。彼女はマスターのご友人でしょうか？」

「違う……けど、だったらどうするつもり？」

「相応に対処します。マスターの情報を洩もらす危険性がありますので」

　マスター登録した人間の安全を優先する──このあたりは従来の歌唱人形オルドールと変わらないらしい。平気で法を逸脱した機能を有すわ、たまに命令も却下するわのくせに。

　相応の対処というのが、まさか剣けん吞のんな意味とは思わないが。

「……彼女も連れていけないかな？　途中で適当に降ろしてくれればいいから」

「マスター、それは愚かな選択で──」

「頼むよ」

　自分を巻き込んでくれたアマゾネスだし、タスク・リンドウは人間にあまり興味がない。けれど、このまま放置して行くのも寝覚めが悪かった。

「……選択の余地さえあれば、僕だって人助けぐらいしますよ、親方」

「？」

　リフレインがほんの少しだけ不思議そうな顔をした。

　けれど、すぐに彼女は「了解しました。それがマスターの意向ならば」と頷うなずき、ミーネの元まで歩いて行ってナイフを弾はじき飛とばす。タスクを肩に担かつぎ直し、ミーネは小脇に抱えられた。

　次いで、リフレインは部屋の中央で展開したままの、あのＣＵＢＥに顔を向けると、

「『ランパス』──自律モードに移行」

　命じれば、再びＣＵＢＥが変形した。ただし、今度は箱型にではない。

　犬だ。

　毛並みも何もありはしない、銀色の金属的光沢剝むき出だしの、けれど俊敏そうなシルエットの犬。犬種モデルはおそらくシェパードだろう。サイズも同じくらいだった。

「うっそ……ＣＵＢＥってこんな機能あったんだ……」

「ああ、『アニマドール』だ。たぶん彼女リフレインの支援デバイスか何か──って、きみは知らなきゃ駄目だろ!?　ミーネ！」

「知らないわよ！　犬になるって知ってたら『箱ＣＵＢＥ』なんて名づけるわけないでしょ!?」

　アニマドール。正式には『亜人形デミドール』という括くくりになる人形である。インセクタロスも公的文書などでは亜人形デミドールに分類される。人型でもなく有人式でもないとなると、オルゴール・ジェネレーターの出力や、魔弾テルミナイズの精度はさしたるものではないはずだった。

「ランパス、貴方あなたはこの建物に残ってください。空間歪わい曲きよくによる迷彩で秘密裏に行動し、マスターたちの足そく跡せきを可能な限り消すこと。いいですね？」

　ランパスという名の犬型アニマドールが「バウッ」と一声鳴く。次いでリフレインがやや長めに喉を震わせ、その姿を風景に溶かすように透明化させた。最初の超ちよう弦げんへの干渉を親機リフレインが手伝ってやれば、あとは子機ランパスだけでも操作された空間を維持できるらしい。

「ではマスター、行きます。他者に気け取どられないよう速度を出しますのでご留意を」

「う、うん。よろしくお願──────ッッッ!?」

　直後、風景がどろりと溶けた。そう錯覚するぐらいの猛加速だった。

　当たり前に足で『駆けた』のではない。重力制御で横なりに『翔かけた』のである。

　リフレインはそのまま壁の大穴を次々に抜け、エレベーターシャフトに辿たどり着つくと方向を転換、ノンストップで今度は垂直に上へ上へと昇ってゆく。

「うわあああああああああああ!?」「ぎゃあああああああああああ!?」

　タスクは今こ宵よい、何度目かの悲鳴をあげた。ミーネも蛮ばん族ぞくらしく喚わめき散らしていた。

　慣性やＧ、空気抵抗などは感じないが、それにしたって速過ぎる。狭いシャフト内に張り巡らされた柱やケーブル、装置の合間を縫うような飛行だ。リフレインは余裕を持って飛んでいるのかもしれないが、安全ベルトなしのジェットコースーターと大差がない。途中、動いているエレベーターを通り越しもした。

　けれど間もなく。

「ッ」

　シャフト内の天井に到着。地下施設を抜けて地上部へ、更に校舎の最上階まで昇ったか、観音開きの鉄てつ扉ぴを蹴破れば、その先にはリノリウムの広い廊下。

　だが、リフレインはなおも止まらなかった。廊下を突っ切って行き止まりの壁に向かうや、窓ガラスを体当たりで割ってそのまま外に飛び出す。

　外。

　即すなわち、地上四〇〇メートルの中空へ。

「────!?」

　もはや声もあげられないタスクに、無数のサーチライトが浴びせられる。

　学園の上空を飛行するインセクタロスから。地上に部隊を展開したかなりの数の兵隊から。

　屋外には既に〈ＡＭＰ〉が勢せい揃ぞろいしていたのだ。

『おい！　今、校舎の窓が割れたぞ!?　何か見えたか!?』

『いいや、センサーにも反応はなしだ！』

『まさか標的が脱出したのか!?　くそっ、地下施設に降りた班は何をやってる!?』

　すぐそばで無線のやり取りが聞こえた。リフレインが傍ぼう受じゆしているのだろう。更に言えば、彼女は自分とミーネを抱えて飛んだまま、空間迷彩も併用しているらしいことが窺うかがえた。

　これが『古い機体』だって？　起動直後にこれほどの真ま似ねができる歌唱人形オルドールが？

　ミーネ、何かの冗談だろう。ギャグとしか思えないぞ。

「あぁ、今は夜でしたか」

　リフレインが語る。お荷物が二人いるし、その姿は他者から見えないが、月をバックに夜空を舞う彼女は、さぞや絵になることだろう。それが確認できないのが残念だった。

　なぜならば。

「ひさしぶりの再起動です。速やかに情報の齟そ齬ごを埋めなくては。マスター、この場を脱出したあと、色々とご面倒をおかけ──……マスター？」

　もう限界だったからだ。

　知らない少女に拳銃を突きつけられ、小一時間も道を先導させられ、更には見たこともない人形の修理を押しつけられ、その人形となぜかマスター契約を交わし、一緒にジェットコースーターにも乗った。何度も死にかけ、何度も悲鳴をあげた。

　もう本当に、掛け値なしの待ったなしに……タスクは限界だったのである。

「意識を失ってしまいましたか。疲れていたんですね」

　だから、ここから先はすべて与あずかり知らぬこと。タスクはもう気絶していたから、何も見えなかったし、何も聞こえなかった。そういうことにしておくのがいい。

　たとえそれが。

「……寝顔、ちょっと可愛かわいいですね。マスター」

　気の緩みから馬脚を露あらわした、何者かの独り言であっても。
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　　　B verse［strange days］







　階下から誰かの談笑する声が聞こえてくる。

　タスクはそれで目を覚ました。

「……？」

　手狭な自室。アトリエ・デフュールの二階にある、まだ二ヵ月しかつき合いがない部屋。床には工具や機械、雑誌などが投げ出され、やや散らかり気味の感がある。店たな子この手前、掃除しなければと思いつつも、忙しくてなかなか手がつかない。廃材を利用したお手製の机にはタブレット型の端末。一つきりの窓にはレースのカーテンが引かれていた。

　だが、そのカーテンを透かして差し込む日差しが妙に強い。空気も朝のそれとは程遠い。

　時計を確認すれば、時刻は正午を回っていた。おまけに曜日の表示は『日dimanche』。

「ぅあ……まずい、やっちゃった……完全に寝坊だこれ！」

　タスクは一挙に青くなり、慌ててベッドから跳ね起きる。そのまま部屋を飛び出した。

　アトリエ・デフュールは当然もう開店している時刻だったし、たとえ休日でなくとも朝は色々と準備を手伝うことになっている。この店で住み込みで働かせてもらう際に、ジェロームと取り決めたルールの一つだった。それを二ヵ月で早々に破ってしまったのだから、何はともあれ真っ先に謝罪をと焦あせった次第なのである。

　まあ、あとになって考えれば、さすがに寝ぼけ過ぎだったとは思う。

　着替えを忘れることもそうだが、何より自分がそのとき着ていた服が、パジャマではなく制服であることにも、まったく気づけなかったわけだからして。

「す、すいません親方！　今からすぐに手伝いま──」




「あっはっは！　そうかよ、あいつとそんな出会い方したのか」

「はい。タスクさんはとても勇敢でした」




　一階に降りて店に入れば、アリエナイ事態が進行していた。

「………………は？」

　カウンターの内側、そこに二人の人物がいる。

　一人はもちろんジェロームだ。いつもの仏ぶつ頂ちよう面づらはどこへやら、今日はやけに機嫌が良さそうで、「あっはっは！」とか何事かと思う。いや事件か。事件は店で起きているのか。

　けれど、それに倍ばい増ますぐらいの異常が、カウンター席に座っていた。

「でも、あの……本当によろしかったんですか？　わたしまで住まわせてもらう、なんて」

「ああ、構うな構うな。どのみち部屋はまだ余ってんだ。あんたぐらいの別べつ嬪ぴんがいれば客寄せにもなる。俺としちゃあ断るほどの理由はねえやな」

「ありがとうございます。本当に助かります、ジェローム親方」

　といった具合に対面に立つジェロームと会話している。その格好は、昨日と打って変わって普通の洋服姿で、キャミソール風のワンピースを身につけていた。髪はやはりあの髪飾りオーナメントで緩く纏まとめていて、色は相変わらず淡たん紅こう色しよくだったものの、昨さつ今こんこの程度の染め毛は珍しくもない。

　ゆえに、タスクも雷に打たれたように思い出したのだ。

　昨日の──いや、正しくは今日の、か──深夜に起きた出来事を。学園の地下施設で巻き込まれた諸々を。『彼女』の姿を呼び水として何もかも。

「リフ、レイン……？」

　知らずその名を呼べば、彼女とジェロームがこちらを見た。

　そして、花のような笑みがタスクを迎えた。

「おはようございます、タスクさん。お目覚めになられたんですね？」

「……っ」

　混乱する。なぜ彼女がここに？　という疑問も当然あったが、それより何より──たった今向けられた笑顔が、あまりにも作り物めいていて、タスクは一瞬、相手が別の機体なのではないかと疑った。ジェロームの「オメエ、制服のままかよ」という言葉も耳に入らなかった。

　そう、別の『機体』。

　彼女──リフレインは歌唱人形オルドールだ。それは間違いない。

　学園の地下に隠されていた謎の機体で、常軌を逸した機能を幾つも有している。同じく出所不明の、しかし明らかに高度な出来だった暗殺人形を三体、まるで赤子の手を捻ひねるように無力化した。タスクの命を救ってくれた。火急につき自分が彼女の所有者マスターとなったからである。

　けれど、しかし。

「……本当に、昨日のきみ……なのか？」

「？　はい、そうですが」

　昨晩のタスクの感動が丸きり噓うそであったかのように、今の彼女はどこにでもいる単なる人の道具に成り果てていた。ただ、ひどく精巧なだけの、普通の人形に。

　擬人特有の、『不気味の谷』など微み塵じんも感じずとも、タスクにはそれがよく分かった。

　そんな馬鹿な。よしてくれ。

　せっかく……せっかく『出会えた』と思ったのに。

　足場が崩れてゆくような感覚に、半笑いめいた表情まで浮かんでしまう。

「タスク、オメエも隅に置けねえなあ」

　と、固ってしまったこちらに、ジェロームが言ってきた。

「歌唱人形オルドールしか興味のねえ朴ぼく念ねん仁じんかと思いきや、まさかこんな綺き麗れいな嬢ちゃんを拾ってくるとはよ。いや、却かえって安心したぜ、俺は」

「？　拾って……？」

「おお。昨日、学園のほうで何か事故があって、そのとき嬢ちゃんを助けたんだろ？　身を挺ていして庇かばってやって、それから熱烈に口説いたそうじゃねえか」

　庇かばった？　口説いた？　自分が、リフレインを？

　いやいや、それ以前に！　昨晩のあの大騒ぎが『事故』だって!?

「クールヴェの野郎も心配して、今朝方、通信を寄越して来やがった。オメエが俺ンとこに下宿してると、生徒名簿を見て初めて気づいたらしい。適当に言い訳しといてやったぜ」

「そ、そう……ですか。どうも」

　おかしい。何かがおかしい。いや、寧むしろおかしな点が多過ぎる。

「親方。それで、あの……彼女のことは……？」

「それも聞いた。アントワーヌ学園の転入生なんだろ？　ほんとは今期生のはずだったが、家の事情で入学式に間に合わなくて、今もまだ手続きが済んでない。ただ、それでも自分が近々通う学園のことが気になって、昨晩遅くに一人で見に行ってみたんだが──」

「はい、不注意でした。連絡橋の袂たもとまでのつもりだったんですが、そこで事故を見に来た野次馬に囲まれてしまって……タスクさんに助けてもらわなければ、怪け我がをするところでした」

　肩を縮こまらせてリフレインが語る。タスクは啞あ然ぜんとしてしまった。

　無論、話の内容にではない。リフレインが何かそういう噓八百ストーリーをでっちあげて、ジェロームを丸め込んだらしいことは、さすがにもう大方の察しがついている。驚きだったのは、ジェロームがこうも簡単に『丸め込まれてしまったこと』自体についてだった。

「タスクさん、どうされました？」

　こちらの疑問を嗅ぎ取ったか、リフレインが呼びかけてくる。そして、何気ない仕草でカウンターの上に右手を置いた。その甲を認めたタスクは喉の奥で小さく呻うめく。

　昨晩は指先まで覆うボディースーツめいた衣装を着ていたため気づけなかったのだが。

　彼女の右手には、ギアハート・マークがなかったのである。

「そ、そんなっ……」

　ギアハート・マークは歌唱人形オルドールに必ず刻まれる区別のための措置だ。国際法で所有者にそう義務づけられている。特殊な軍用機などを除けば、例外は不正品だけである。

　己が現在進行形で法を犯している、というのは、なかなか衝撃的な事実ではあった。

　けれど、やはり一番の問題は『そこ』ではない。

　タスクにとってもっとも重要だったのは、ギアハート・マークの有無程度で──あろうことかジェロームが、リフレインを人間と取り違えていることだった。

「お、親方。ほんとに気づいてないんですか？」

「？　なに言ってんだ、オメエ？」

　どうやら完璧に騙だまされているらしい。あのジェローム・デフュールが。アントワーヌ学園の卒業生で、達人マイスタークラスの腕前を誇るとおぼしきオルゴール技師が。

　今のリフレインは、こんなにも人形臭くて、こんなにも胡う散さん臭くさいのに。

「……ま、いいやな。とにかく天涯孤独の身の上である嬢ちゃんが、昨日の事故で財布やらカードやらを無くしちまったのは哀れだ。タスクがようやく興味を持った人間の女でもあるし、店の手伝いをしてくれるなら好きなだけ居てくれていいぜ」

「ご厚意ありがとうございます、親方」

　意外と美人に弱いタイプだったか、ジェロームが照れ臭そうに頰ほおを搔かいて席を立つ。そのまま店の奥に引っ込んでしまった。たぶん、本人は気を利きかせたつもりなのだろう。

　代わって、ようやく二人きりになったタスクは、リフレインを問い詰めんと向き直った。

「……ねえ。きみ、どういうつもり？」

「これが現状、我々の取り得る最良の選せん択たくと判断したまでです、マスター」

　再び息を吞のむ。ジェロームがいなくなった途端、彼女が活いき活いきとし始めたからだ。

　いや、より正しくは──活いき活きと『人形の真ま似ね』を始めた、である。

「や、やっぱり、さっきまでのは、ぜんぶ演技だったわけ？」

「？　はい。わたしの対人コミュニケーション機能は万全ですから。話を円滑に進めるために適切な思考ルーチンに切り替えました。良い腕の技師だったようですが、気づかれなかったはずです。それが、何か？」

「コミュニケーション機能が万全って……どこが？　見てられなかったよ」

　リフレインが無表情のまま僅かに視線を泳がせる。「そ、そんなはずは……わたしはどこからどう見たって人間だったはず……」とでも言いたげな仕草である。モロ分かりだった。

　それでホッとした。

　昨晩、タスクが見み蕩とれたままのリフレインがそこにいたからだ。

「良かった。僕の勘違いじゃなかったんだ」

「……失礼ですが、マスターは不明瞭な言動が多い方ですね」

「はは、そうかも。いや、ほんとに安心したからさ」

「安心？」

「うん。きみとこうしてまた会えた」

　その言葉をどう受け取ったか、彼女は再び視線をやや泳がせ、

「……そうですか。いえ、喜んでもらえるのは、わたしとしても幸いですが」

「？　ひょっとして僕が、きみに『二度と会いたくない』とか言うと思ってた？」

「はい、忌き憚たんない意見を申し上げれば。マスターは昨夜、あの場にイレギュラーとして居合わせたものと、そのように状況から推察していたものですから」

「当たり。でも、きみのマスターになったことは後悔してないんだ。不思議とね」

　余人には「馬鹿か。違法まっしぐらの歌唱人形オルドールだぞ？」と罵倒されるかもしれない。実際タスク自身、こんなに簡単に彼女のことを容認していいのかと思わないでもない。

　ただ、そういった当たり前の理屈でハイサヨナラをしてしまうには、タスク・リンドウは人形に情熱を傾け過ぎる壊れ者だったし、リフレインという存在はあまりにも惜し過ぎた。もちろん、昨晩みたいな命懸けの展開はゴメンだけれど。

「だから、まずは事情を説明してよ。でないと今後のことも決められない」

「了解しました。そして、ありがとうございます。マスターは理解ある方ですね」

　次いで、気が抜けたことで心に余裕も生まれたか、タスクは改めてリフレインをよく観察してみることにした。昨晩は状況が状況だったため、殆ほとんどそんな暇がなかったからである。

「じ～………………」

「？　なんでしょう、マスター」

　美しい。

　本当に、美しい歌唱人形オルドールだった。

「……マスター？」

　造形美も圧倒的だし、機能美も素晴らしい。だが何より、人間の女性が一番輝く時期であろう青春時代のそれを、空気ごと切り取って搭載したかのような、このなんともいえない瑞みず々みずしさ。どうやったら、こんな表現に至れるのだろう？

「あ、あの……」

　もちろん頭脳部ギア・ブレインが違うのだろうし、表情機能や動作機構も並みではあるまい。しかし、それにしたところで解げせない。こちらの熱ねつ視し線せんに耐えられなくなったように頰ほおを染めてみたり、素知らぬふうに顔を背けて髪をくるくるしてみたり、でもやっぱり耐えかねて胸の前で手をあわあわ交差させてみたり、終しまいにはそれを突き出してこちらの目元を覆ってみたり、これらの自然過ぎる反応はいったいどのように──あれ？

「急に真っ暗になったんですけど？」

「…………あ、あんまりじっと見ないでください」

　手で目隠しをされたまま首を傾かしげる。意味がよく分からなかった。

「そりゃまたなんで？」

「そ、そんなの恥ずかしいからに決まっ──」

「恥ずかしいの？」

「──などということは微み塵じんもなく、ただ、わたしがいかに巧妙に人間社会に溶け込んでみても、マスターが不審な行動を取っては台無しということです」

　ふうん、と要領を得ずにタスクは生返事。不審な行動とか言われちゃったけれども。

「なら、もうそんなにガン見はしない。約束する」

「はい。それが宜よろしいかと」

「代わりに、手を触ってもいい？」

　ふえっ？　という間の抜けた声が聞こえ、けれど許可を貰もらうよりも早く、タスクは自分の目を覆っていた、リフレインの両手を手に取っていた。

　すべすべした手だった。柔らかいうえに温かい。おまけに摂取するか、体内で発生した水分を分泌させているらしく、少しだが汗まで搔かいている。感触をもっと念入りに確かめたくて、頰ほお擦ずりしたり、息を吹きかけたり、舐なめてみたりもした。すると。

「あれ？　なんか手がすっごいぶるぶるしてる」

「～～～～～ッ」

「って、うわ!?　どうしたのリフレイン！　きみ、顔が真っ赤になってるぞ!?　汗もだらだら搔かいてるし、太ふと股もももそんなにもじもじさせて！　まさか故障!?」

「～～～～～ッ（ぶんぶんぶんぶん）」

　とうとう涙目になって勢い良くかぶりを振るリフレイン。昨晩の戦闘でどこか傷めていたのかもしれない。そうタスクが考えたところで、彼女がこちらの手を振り払った。そして呆あつ気けに取とられる間もなく、席を蹴って店の奥に消えてしまう。凄すさまじいスピードだった。

「お、お手洗いを！　お手洗いをお借りします、親方！」

「へ？　そ、そりゃ構わんが……」

　そんなやり取りが聞こえ、やがてバタン！　とトイレの扉が閉まる音。

　タスクはぽかんとしたまま、けれど一つだけ合点もいって、

「……なるほど。『そういう方法』でも水を体外に排出するわけか。勉強になるなぁ」

　なお、のちのちこの話を聞いたとあるアマゾネスは、「手を愛あい撫ぶするだけで人形をイカせるとか、どんなテクニシャンよ……」と大いに呆あきれることになるのだが。




「理解しました。マスターはいやらしい人なんですね」

「……いい加減、許して欲しいんだけどなー」

　午後二時。ジェロームに発注した部品の受け取りを頼まれ、タスクはリフレインと共に店を出た。今はアーケード風の商店街を二人で連れ立って暢のん気きに歩いている。

　が、その距離感はといえば甚はなはだ微妙なものだ。

　リフレインが一定よりこちらに近づいて来ないからである。

「理解しました。マスターは変態なんですね。わたしは変態の所有物オモチヤになったんですね」

「き、聞こえが！　聞こえが悪いよ、リフレイン！」

　あれからリフレインは暫しばらく口を利きいてくれなかった。どうやら自分がやったことが原因らしいとタスクも気づき、「……ごめん。そんなに怒るとは思わなかったんだ。だって僕はもう修理のとき、きみの体な内かの体な内かまで確認しているわけだし……」と謝罪したら、今度は目も合わせてくれなくなった。更にそこからひたすら謝り倒し、どうにか会話はしてもらえるようになったものの、未いまだに嫌味を言われ、警戒までされている。だから追及すべき事柄もまったく追及できていない。そういう次第なのである。

「……あれ？　僕、マスターのはずなのに、すごい立場弱くない？」

「自じ業ごう自じ得とくです。マスターはもっと反省すべきかと」

　ツンと澄ました態度で言うリフレイン。表情と声にあまりブレが生じない以外は、相変わらず感情表現が豊かな歌唱人形オルドールである。わざわざ思考ルーチンの切り替えなどしなくとも、充分このまま人間社会に溶け込めることだろう。少なくともタスクはそう思う。

「ま、用事を言いつけられたのは、ある意味ラッキーだったよな。何しろ親方の前じゃおいそれと大事な話もできなかったし……っとと」

　商店街は休日だと昼間でも人が多い。同じくらい歌唱人形オルドールも溢あふれているから、その合間を縫って歩くのは割と大変だ。家事用、業務用、介護用に公共用。ヒトガタに限らなければ、道をちょこまか動く自走式の掃除ロボットや、国土計測中とおぼしき政府の空くう撮さつドローンまで。

　途中、宙に浮いていた空間篆てん刻こくビジョンに頭から突っ込み、集まっていた子供たちにブーイングを貰もらったりもした。インセクタロスの格闘試合バトリングを放送中だったらしい。

「──あ、そういえばリフレイン。さっき工房の裏手を覗のぞいてみたら、僕のオルゴール・スクーターが停とまってたんだけど、あれはきみが取って来てくれたの？」

「はい。犬型アニマドールランパスの報しらせを受けて、夜明け前に学園のほうまで回収に」

　詳しく聞けば、ジェロームは昨日の夜、結局、仕事の途中で寝てしまったらしく、そのあいだにリフレインは工房に侵入。タスクを二階に運んだり、証拠隠滅したり着替えたり、それらしい話を創作したりと、色々忙しく動いたのだという。

「そっか。ありがとう。助かったよ」

「礼には及びません。マスターを不利益から護まもるのも歌唱人形オルドールの務めです」

「……いや、あのさ？　細かい指示もなしに、そこまで気配りができる人形とか、聞いたこともないから。不法侵入からして普通はまず無理だから」

　リフレインがムッと鼻白む。しかし、すぐに再びキリッと無表情。

「では、わたしが特別ということです。マスターは特別な人形がお嫌いですか？」

「ううん、寧むしろ大歓迎」

「ならば問題はありませんね」

　まったくだ。そして、それと並行してタスクは、ふと考えつくことがあり、

「ねえ、リフレイン。物は相談なんだけどさ、その『マスター』ってのはやめにしない？」

「？　ですが、今の社会でも歌唱人形オルドールにはマスター認証が用いられているはずですが」

「うん、そうだね。……っていうか、そういうの知ってるんだ？」

「はい。昨晩、再起動された直後から無線ネットワークを通じ、情報のマッチングは随時行おこなっていますので。上位次元を利用した重力子通信が、ここまで社会に浸透しているとは驚きです。おかげでスムーズに知識を獲得できています」

　リフレインは滔とう々とうと語ったのち、次いでほんのりと柳りゆう眉びを曇らせ、

「……いえ、寧むしろスムーズ過ぎるくらいです。これではまるで、わたしたちガラテア級のいずれかが、いつなんどき目覚めてもいいように、誰かが意図的に社会基盤のテクノロジーを、オルゴール技術主体になるよう調整していたとしか……」

「ん、ぶつぶつどうしたの？　何か問題？」

「あぁ、いえ……差し当たってマスターが気になさるようなことは何も」

　彼女が少し慌てたように手を振る。タスクは釈然としないものを感じつつも、

「ま、要はあれだ。リフレインは昔に作られた機体らしいけど、現代知識のあれこれに関しては特に心配は要らないと」

「はい、概おおむねにおいては。情報のみの理解では不備が出る虞おそれもあるため、なるべく己のセンサーで『見て』『聞いて』『実感する』のがベストですが」

「うん、いいこと言った。つまりさ、マスターって呼び方は日常生活で用いると不自然なんだよ。そりゃ特殊な性癖の持ち主とかなら、それでもＯＫなんだろうけど……」

「特殊な性癖？　たとえば人形の手を舐なめるような？」

「まだ根に持ってるね!?　そうなんだね!?」

　とまれ、いくら歌唱人形オルドールの行動がマスター認証方式で縛られるにしても、そっくりそのままの呼び方で通すのはやはり社会的に見て少数派だろう。ぶっちぎりの違法品であり、そしてリフレイン自身も『人間として』社会に馴な染じむことを望んでいるなら、尚なお更さらわざわざ目立つリスクを増やす必要もない。普段から注意しておくべきだった。

　と、そのような説明を丁寧にすれば、リフレインも素直に納得できたらしく、

「了解しました。では──これからは『タスクさん』とお呼びします」

「……………………」

「なぜポワワ～ンとなるのですか、タスクさん」

「……やったぜ僕。勝ち組だ。歌唱人形オルドールのガールフレンドができたよ……」

「できてません」

　といったような他愛もない会話を交わしながら、タスクたちは商店街のなかにあるドールショップを順に巡った。

　修理専門のアトリエ・デフュールとは違い、最新の歌唱人形オルドールやそのオプションパーツを扱う店々である。いずれも企業と提携しており、メーカーへのメンテナンスの中なか継つぎなども請け負っているから、本来であれば個人経営のアトリエ・デフュールはいい顔をされない。が、そこはさすが『商店街に住まうドワーフ』というべきか、

　──いやぁ、ジェロームさんにはいつも世話になってるからなあ。この前もウチの端末を直してもらっちゃったし。

　──あたしのとこなんか旦那の義腕を格安で診てもらったよ。調子が良くなったってさ。

　──へえ。ジェローム親方、義体の整備まで出来るのか。あの人、何者だい？

　といった具合に、日頃の行いもあって恙つつがなく話が進むわけである。

　で、そんななか。行く先々で皆の注目を集めたのは、案の定、タスクの隣に佇たたずむ見慣れない美少女だった。

　──誰だい、その可愛かわいい子？　は？　親方のとこの新しい居い候そうろう!?

　──なに、タスクちゃんの彼女かい？　どういう馴なれ初そめかオバサンにお話しよ。

　──タスク！　お前はオレの同志じゃなかったのか!?　『生身の女はみんなクソ。オレらの現実は二次元だ』の誓いはどこへやった!?

　などと、まあ騒ぐこと騒ぐこと。最後の誓いに至っては完璧に寝耳に水である。

　そのたびにリフレインは、例の『作り物めいた笑顔』を周囲に振ふり撒まき、同時にタスクもいつもの愛想笑いアルカイツク・スマイルと、テキトーな会話で質問攻めを凌しのいだ。

　その後、二人きりになったとき。

「？　タスクさんも、思考ルーチンを切り替えているんですか？」

　とリフレインに真顔で問われてしまい、さすがに胸にズシリときたものだが。




　また、リフレインは見るもの聞くものすべてに興きよう味み津しん々しんのご様子で、無感動な態度を装よそおいながらも方々で足を止めてはタスクにあれこれ尋ねてきた。本人も言っていたとおり、ネットで安易に情報を入手することを、どうやら極力避けているらしいのだ。

「タスクさん、あの歌唱人形オルドールの名前は分かりますか？」

「あれは〈Matrona〉シリーズのカスタム機かな。ロシア製の人形。姿勢制御に優れてるって話だけど、それ以上にロシア製って表情機能が秀しゆう逸いつなんだよね」

「では、あそこの歌唱人形オルドールは？」

「Ｂ＆Ｅの〈Elizabeth〉。元はイギリス女王への献けん上じよう品ひんだった機体だよ」

「そのＢ＆Ｅとは『Ｂ＆Ｅディファレンス・インターナショナル』のことですよね？　説明をお願いしてもいいですか？」

「思考型機械の産みの親たるチャールズ・バベッジ──の、愛まな弟で子しだったエイダ・バイロンが設立したメーカー。『Ｂ＆Ｅ』っていうのは世間的に通りが良かった二人の『バベッジ２ｎｄネーム』と『エイダ１ｓｔネーム』の頭文字から取られてる。業界ビッグスリーの一角だね。現ＣＥＯもエイダ・バイロンが務めてて、アントワーヌ学園にも彼女の血縁者が一人いる」

「待ってください。『エイダ・バイロンは一九世紀の人物』とわたしの知識データベースには……」

「噂うわさじゃ今も生きてるらしいよ？　当時はまだ拙つたなかったはずの義体化技術で晩ばん年ねん延命して、それから徐々にバージョンアップを重ねてさ。──ま、さすがに噓うそくさいから『話題作りのための別人なんじゃないか』って言われてるけど」

「……時代の変へん遷せんを直じかに見続けてきた人物……なるほど、少し気になりますね」

「？　なに、エイダ・バイロンに興味あるの？　なんだったら、明後日あさつて、学校の課外授業でＢ＆Ｅの研究施設にお邪魔するから、噂うわさの真相を訊きいてきてあげようか？」

　とか。

　他にはこんなこともあった。

「タスクさん、あそこの角にアイスクリーム屋がありますね」

「うん、ほんとだね」

「七段重ねチョコミントバニラピーチストロベリーキャラメル抹茶とは、いったいどのようなスイーツモンスターなのでしょうね」

「どんなのだろうね」

「学術的好奇心が湧いてきませんか？」

「ううん、全然」

「………………………………………………………………………………」

「分かった！　分かったから、その無言の圧力やめて！　っていうかリフレイン、物とか食べられるの!?　水分くらいはイケるだろうなって思ってたけど！」

「味覚、食道、消化器官、いずれも完璧に再現されています。なので、ご心配なく」

「や、僕が一番心配してるのは財布の事情なんだけど……」

「それもご心配なく。わたしが今着ている服の代金、どこから来たものかお考えには？」

「……あれ、ほんとだ!?　今気づいた！　お金どうしたの!?」

　とか。

　他にはこんなこともあった。

「タスクさん、あそこの空間篆てん刻こくビジョンで流されている映像はなんでしょう？」

「あぁ、たぶん『ＥＣＨＯエコー』のプロモか何かじゃない？」

「ＥＣＨＯ？」

「そ。世界的な歌唱人形オルドールのアイドル。最近じゃ『アイドール』とも呼ぶんだっけか」

「……歌唱人形オルドールが芸事であれほど大々的な活動を？」

「正しくは、そのマスターが大手芸能プロダクションと契約していればこそ、かな。ヘルヴェティア出身の歌姫だ～って、今、世間じゃすごい人気があるんだよ」

「ですが、タスクさんはあまり関心がなさそうですね？」

「うん、正味のところね。なんか人形人形し過ぎてて微妙というか……」

「わたしには、モーションも表情機能も他の人形より、秀ひいでているように見えますが」

「あ～、寧むしろだからなのかも。さっきリフレインが親方と話してたときも、なんかソツがなさ過ぎてすごい違和感があったし」

「？　よく分かりませんが──ではタスクさん。今のわたしはどうでしょう？」

「え？　可愛かわいいけど？」

「…………」

「すごく、すご～く可愛かわいいけど？」

「…………………………」

「あれ？　なんで急に赤面して早歩きになるの？　お～い」

　とか。

　なんともはや気難しい歌唱人形オルドールなのだった。




　さて、そんなこんなで一刻が経過。頼まれたパーツのなかで、唯一、商店街の外にある店で発注された品を受け取りに、現在、タスクとリフレインは近くの繁華街まで来ていた。

　いかにも下町といった雰囲気の商店街に比べると、この辺りは一挙に猥わい雑ざつさを増して治安も悪くなる。休日だからか、真っ昼間から酔漢の類も見受けられ、際きわどい格好をした歌唱人形オルドールもちらほらと。こういう場所に子供を近づけないようにとか、その手の気配りはしてくれないのがジェロームという男だ。タスクももう慣れたものだった。

「──へえ。つまり、昨日の一件は『実験中の事故』って扱いになってるんだ？」

「はい。わたしが学園の地下に隠されていたことや、タスクさんの手で既に起動されている事実を、どうやら隠いん蔽ぺいしたがっている勢力があるようです」

　繁華街を進みつつリフレインと言葉を交わす。何気ない会話だが内容は剣けん吞のん極まりない。

　しかし、いつまでも有う耶や無む耶やにはしておけない話でもあった。本来もっと早く掘り下げておくべきだった話題を、朝起きてから遠回りに遠回りを重ね、今ようやく片づけにかかっているわけである。ぶっちゃけ、リフレインの機嫌が直ってきたがゆえに。

「わたしがランパスに痕跡を消させるまでもなく、昨日の夜、タスクさんが人工島に渡ったという事実それ自体が、学園のサーバーのログから抹消されていました」

「ログ？　あぁ、検問所で〈ＡＭＰ〉に確認取られたっけ……」

「他にも監視カメラの映像などもあったはずです」

　監視カメラ、というのは検問所や連絡橋に仕掛けられているものだけを指しているのではあるまい。普通に考えれば、地下施設の秘ひ匿とくフロアなど、見張られていて当然なのだ。

「……誰だろ？　国連とかかな？」

「調査中ですが今はなんとも。わたしもまだ現代社会に、完璧に適応できていませんから」

「だろうね。すぐ物珍しそうに周りをきょろきょろしたりするし」

「そ……それは計算された行動です。今のわたしはジュネーヴに来たばかりのフランス生まれの女学生という設定なので、そこはかとなく田舎いなか娘むすめを演出するルーチンを実行しています」

　えらいピンポイントな思考ルーチンである。つーか絶対に噓うそだ。

「なるほどね。昨日の今日でいきなり襲われたりしないのは、つまりどっかの誰かが僕らを庇かばってくれてるからなわけだ。結果的にそうなっている、と」

「はい。わたしたちを監視する者などは、今のところまだ確認できていませんが」

「リフレインはさ、そういうことってあり得ると思う？　つまり、その……自分を狙ってどこかのお偉いさんたちが、裏でみんなして綱つな引ひきしてるみたいな？」

「あり得ると思います。わたしが現行の歌唱人形オルドールを大きく上回るスペックなのは、タスクさんとて既に理解していらっしゃるのでは？」

「……まあね」

　言葉を濁にごす。昨晩の大立ち回りが、またぞろ脳裏をよぎった。

「今度は逆にわたしがお尋ねしたいのですが──タスクさんは怖くないのですか？　わたしのような来らい歴れきも分からない歌唱人形オルドールのマスターになってしまって」

「怖いよ。昨日みたいなのはもう勘弁だ」

「その割にはずいぶん平然としていらっしゃるように思うのですが……」

「単にお国柄なだけだよ。日本は先の大戦で枢すう軸じく国こく側がわの中心国だったからさ。当時あそこまで追い詰められておきながら、最終的に戦争が半端に終わっちゃって、大日本帝国も明確に敗北を経験できなかった。だから僕の故郷は、未いまだに軍国主義を引ひき摺ずってる」

　もっとも、その日本とてドイツに比べれば、まだしも近代的な思想に傾いてはいるが。

「更につけ加えると、僕は政治家の息子でもあるんだよ」

「政治家の？」

「そ。父さんはリベラルな政治家でね。民政党──えっとつまり、中道左派的な政治派閥の重じゆう鎮ちんなんだ。だもんだから、昔から政界の汚いところを間近でよく見せられた」

　そして、軍国主義が根強く残るがゆえの必然として、極右や暴走した一部の軍ぐん官かん僚りようなどに命を脅おびやかされる、といった事態も当たり前に発生し得る。実家の屋や敷しきが武装した連中に取り囲まれたこともあるし、タスク自身も銃を向けられた経験が二度ほど……いや、昨夜の件で三度になったのか。とにかく、今までよく無事でいられたものである。

「つまり、荒事や政治絡がらみの話に強いということですか？」

「っていうほどでもないんだけど、たぶん一般人よりかは耐性がある。と思いたい」

「……なるほど」

「リフレイン、きみは自分が学園の地下で眠っていた理由とか分かる？」

「いえ。さすがに機能停止していたあいだのこととなると……」

　だろうな、とは思う。そして当然、そのあたりのことは彼女も真っ先にネットなどで調べたはずだ。にも拘かかわらず分からないとなると、やはり公には知られていない事情なのか。

「ん～、やっぱりあれだな。本題を暈ぼかしたままじゃ駄目か」

　タスクは嘆息。場所は目的のドールショップの店先である。壁やら屋根やらの色調がちょっとドギツい感じの店構えで、タスクはドアノブに手を掛けたところで止まっていた。

　振り向いて、背後のリフレインに尋ねる。




「──『ガラテア・シスターズ』ってどういうこと？」




　それは、ここまでの道すがら二人揃そろって、どこかで避けていた話題だった。

　なぜか？　タスクに関しては単純だ。『ガラテア』の名があまりにも有名過ぎるため、正直腰が引けていたのである。エンジニア志望にとっては、なかなか踏み込み難がたいワードだろう。

　逆に、リフレインに関しては分からない。『ガラテア』の名が今の社会において如い何かに特別なものか既に理解しているからか。それとも別の理由からなのか。

「リフレイン、きみは古い歌唱人形オルドールなんだろ？」

「……はい」

「でも、そのくせ現行機を凌しのぐ能力を持ってる。普通に考えれば、ちょっと信じられない」

「はい。タスクさんの疑念はもっともだと思います」

「もし本当に古い機体なんだとしたら、いったい『いつ』『どこで』そして『誰が』きみを作ったのか。そういう根っこの部分が分かれば、きみが二一世紀の今、学園の地下で目覚めた理由とか、誰に狙われているとか、そういうのも見えてくると思うんだけど」

「そうですね。そうかもしれません」

「なら、聞かせて欲しい。ガラテアっていうのは、僕の知ってるガラテアのこと？」

　リフレインの返答は打てば響くようだった。

「そうです。一九世紀中頃、アンティキティラ島で発見された〈スフィア〉を含むオルゴール機械群──そのなかに存在した〈ガラテアの娘〉のことです」

「……それは、当然、ガラテアって名前を冠しただけの、別のシリーズとかプロトタイプって意味じゃなくて……」

「はい。わたしも〈ガラテアの娘〉なんです。彼かの機体と同じ『ガラテア級』の一機です」

　分かってはいた。分かってはいたが、いざ断言されると、少しばかりこたえた。

　通称〈ガラテアの娘〉。現在、世界に存在するあらゆる歌唱人形オルドールの原型オリジナル。

　昨日クールヴェも授業で言っていたとおり、現人類は〈ガラテアの娘〉を解析することによって、現行の歌唱人形オルドールの第一号たるハダリー・ワンを完成させた。動力のオルゴール・ジェネレーター自体は、同時に見つかった他の機械──駆動するものが存在していたといわれる──のおかげで漕こぎ着つけたらしいが、ことロボット工学・人形分野における他の技術は、その殆ほとんどが未いまだ〈ガラテアの娘〉のデッドコピーに留とどまっているといえる。

　なのに、ガラテア級？

　至高の一機と目されていた歌唱人形オルドールに、あろうことか姉し妹まい機きが存在していた？

　発見当初、既に著いちじるしく損壊していたアンティキティラ島のガラテアとは違い、こうして過不足なく駆動する理想的な状態のガラテアが他に？

「……噓うそだろ……信じられない」

「そう仰おつしやられるのも無理はないと思います。実際、わたしも調べてみて驚きましたから。まさか『彼女』が──ガラテア級の一番機が、破壊されながらも原形を留とどめて発見され、それが人類社会の発展の大きな一助になったなんて」

　待て、破壊された？　それに今の口振り。リフレインはやはり、アンティキティラ島で見つかったガラテア──昨日の彼女の名乗り上げに則のつとるなら、『ガラテア・シスターズ[image: №]Ⅰ』とでもなるだろうその機体を、同系機ゆえに知っているということか？

「いや……いやいや、それ以前にッ！」

　もし噓うそ偽いつわりなくリフレインが〈ガラテアの娘〉だというなら、彼女は『すべての答え』を弁わきまえているのではないだろうか？

　つまり、あの超ちよう弩ど級きゆうのオルゴール機械〈スフィア〉の秘密も。

　それを製造した類たぐい稀まれなる技術を有す、過去に存在した『何者か等ら』の正体も。

「も、もし知ってるんだったら教えてくれ！　〈スフィア〉ってなんなんだ？　きみたちガラテア級や、他のオルゴール機械を作ったのって、いったい誰なんだ？」

　衝動的にドアノブを放して詰め寄ってしまう。リフレインが何事かと目を丸くした。

「タ、タスクさん……？」

「……世界中の色んな学者が二世紀近くも議論して、それでもまだ満足のいく解答を得られてないんだ。オルゴール機械のおかげで、僕らの世界はすごく豊かになった。月や火星にも既に生活圏を広げてるし、宇宙インフレの謎にも迫れてる。なかには『人類がなんの心の準備もできてないのに、技術的テクノロジカル・特異点シンギユラリテイが数世紀ぶんも前倒しされた』って警告を発してる学者だっているっ。なのに、世界をここまで激変させた技術の出発点が、まるで分からないっていうのは……な、なんかもやもや来るんじゃないか！」

　タスクが肩を摑つかんで熱弁を振るえば、驚いていたリフレインがその双そう眸ぼうに、徐々に興味深げな色を乗せてゆく。こちらのヒートアップの理由が純粋な知的好奇心によるものと悟ったからだろう。「この人、こういう一面もあるんですね」とでも言いたげな目つきだった。

「だから教えてほしい！　リフレインが本当に〈ガラテアの娘〉なら知ってるんだろ!?」

「いえ、その……タスクさんのお気持ちはよく分かるのですが、残念ながらわたしが貴方あなたのご期待に沿えることはたぶん──」

　と、そのときだった。

　出し抜けに窓ガラスの割れる音。しかもタスクのすぐ後ろで、だ。

　ぎょっと振り返れば、これから自分たちが入店する予定だった、あのドギツい色調のドールショップの窓が割れており、路上に歌唱人形オルドールのパーツが投げ出されていた。

「タスクさん、下がってください！」

　リフレインが素早くこちらを庇かばえる位置に出る。店内からは誰かの悲鳴と複数の怒声、そして何かが壊れる荒々しい音。あからさまな暴力の空気に、騒ぎを聞きつけた通行人も、足を止めてショップを眺める。割れた窓から店内の様子が窺うかがえた。

「やめてっ、やめてちょうだい！　ワタシの店に何するのヨ、アンタたち！」

　カウンターの席で縮こまって悲鳴をあげているのは、ガタイが良いくせに妙に弱腰なオネエ言葉の白人男性。タスクも面識がある、この店のオーナーだった。

　そんな彼の制止の声も虚むなしく、店内では四人の男たちが、金属バットや鉄パイプを手に、好き勝手に無法を働いている。

　強盗ではない。男たちはいずれも一般的な風体で、金品を持ち去ろうともしない。

　ただ壊していた。

　店内に展示されていた歌唱人形オルドールを。あるいは仮マスター権で命を受け、来客に性能を披露していた機体を。あらゆる人間以外のヒトガタを。

　男たちは憤ふん怒ぬの表情で、ただひたすらに──壊していたのである。

「ッ、ネオ・ラッダイト運動……！」

　タスクが事の次第を理解して呻うめけば、リフレインがネットで単語を検索したか、

「ネオ・ラッダイト運動。一九世紀初頭、イギリスで起こった機械破壊運動『ラッダイト運動』になぞらえてそう呼ばれる、ハイテク社会に対する批判的行動の総称。歌唱人形オルドールに職を奪われたことなどを理由に近年増加しつつある──なるほど、そういうことですか」

　リフレインが両の目を眇すがめる。次いで、ワンピースの裾を翻ひるがえし、どこか決然と前に出た。

「タスクさんは避難してください。わたしのセンサーでも今まで察知できなかった以上、客に成り済まして事に及んだ計画的犯行です。彼らは人間にも危害を加える虞おそれが」

「………………」

「この状況を傍観しかねるなら、わたしに一言命じてください。ただちにあの無法者たちを止めてみせ──タスクさん!?」

　だが、タスクは向けられる忠告も一切聞かず、気づけばリフレインの傍かたわらをすり抜け、感情の赴くままに店のなかへ踏み込んでいた。

　四人の暴漢に滅多打ちにされるヒトガタたちのなかで、店のオーナー個人の所有物であり看板娘でもあった歌唱人形オルドールの『サーラ』が、涙も流せず、助けも呼べず、「やめてください。やめてください、お客様」と──微笑んだまま請こうているのを見て、もはや居ても立ってもいられなくなってしまったのだ。

　いいや、もっと単純に『キレた』と言い換えてもいい。

「……ふざけんな、お前らッ！」

　だから、タスクは腹の底から大だい喝かつをあげ、サーラに暴行を加えていた大男に、横からタックルを仕掛けた。労働者か何かなのだろう目め方かたのある相手が、不意打ちの体当たりを受けて床に倒される。馬乗りになったこちらを見て、なんの冗談かと目を瞬しばたたかせていた。

「な……なんだ、てめえ!?　俺らの邪魔をしようってのか！」

「当たり前だろ！　寄って集たかってナニ恥ずかしい真ま似ねしてんだよ！」

　大男が下から拳を突き出してくる。それに頰ほおを打たれながら、タスクはなおも叫んだ。

「歌唱人形オルドールはなッ、基本、悲鳴もあげられないし、人に手も出せないんだぞ!?　社会に不満があるなら他にやりようだってあるのに、反撃してこない相手を率先して狙うとか、いい大人がどういう神経してんだよ!?　同情だってできるか、お前らみたいなの！」

「ッ……このガキ、何様だ！　ドール世代が言いたい放題！」

　歌唱人形オルドールが生まれたときから身近に存在したタスクたちティーンエイジャーが、ドール世代と呼ばれて回顧主義者やハイテク批判者に毛嫌いされるのは知っていた。単なるモノに仕事を奪われたネオ・ラッダイト運動者たちともなれば、若造でそのうえ歌唱人形オルドールを庇かばうタスクも一緒くたに憎ぞう悪おの的まとなのだろう。でも、こんなのってないと思った。

「暇なら職安にでも行けよ！　ヘルヴェティアにだってあるだろ、それくらい！」

「黙れ、クソガキ！　『ショクアン』なんぞ知るか！」

　体格差があり過ぎるから、あっという間に立場が逆転する。服の襟を摑つかまれて引き倒されるや、今度は上からでかい拳が降ってきた。鼻び骨こつや前歯くらいなら簡単に折れそうだ。

　けれど、その拳がタスクに触れるよりも先に、巨漢の姿が視界から消えた。

「え？」

　と反射的に瞑つむってしまった瞼まぶたを開ければ、そこには掌てのひらを突き出したリフレインの姿。どうやら張り手で相手を突き飛ばしたらしい。例の大男は壁かべ際ぎわで目を回していた。

「あ、ありがとう。助かったよ、リフレイ──」

「タスクさん、貴方あなたは愚かです」

　だが、礼を言いかけたところで、そう静かに叱責を受けて、タスクは何事かと思う。

　こちらに手を貸し、立ち上がらせてくれるリフレインは、なぜか今まで以上に頑かたくなな面おも持もちをしていた。まるで石せつ膏こうで塗り固めたように、改めて『表情が抜け落ちたフリ』を。

「歌唱人形オルドールを、人間のように扱うのは……間違っています」

「？？？　なに言ってるの？」

　意味が分からず首を傾かしげる。本当に告げられた内容が理解できなかったからだ。

　リフレインは微かすかに吐息。次いで緩くかぶりを振って、残る三人の男に向き直った。仲間の一人がやられたと見て、彼らがにじり寄ってきていたからである。

　しかしながら、リフレインが何か行動に出るよりも早く、

「は～い、そこまで！　いい歳としこいてはしゃぐのはお終しまいよ、貴方あなたたち！」

「「「!?」」」

　一触即発だった店内の空気を、不意に軽薄な声が叩たたき切きった。

　視線を転じてみれば、割れた窓の向こう──つまり路上に、誰かが佇たたずんでいる。

　亜あ麻ま色いろの髪の二〇代半ばとおぼしき白人女性で、くっきりした顔立ちと稚ち気きに富んだ目元が好印象の人物だ。身につけている物こそよくある風だが、掲げた手には一般人らしからぬ身分の証明、三つのアルファベットが並んだバッジが握られていた。

「ッ……〈ＡＭＰ〉だと!?」

　暴漢の一人が大きく目を瞠みはる。やや遅れて仲間の二人も口々に、

「な、なんで〈ＡＭＰ〉がこんな場所に……？」

「あの目め障ざわりな学園の警備が仕事だろ、テメエらは！」

「そのとーり。けど、出くわしちゃったものを見過ごすわけにもいかないでしょ？　私だってほんとは非番の日にこんなことしたくないし。正直、ババ引いちゃった気分だし」

　どうやら偶然この場を通りかかっただけらしく、女性は何やら特徴的な語尾でぶーたれたあと、今度はタスクのほうに視線を投げてくる。弓なりに笑んだ目がいやに意い味み深しんだった。

「それにまあ、巻き込まれてる男の子が、どっかで見た顔とあっちゃねー」

「？」

「また会ったわね、きみ。殴られたとこ平気？」

「は、はあ……大したことない、ですけど」

「そ。な～ら良かった。お姉さんも出しゃばった甲か斐いがあるってもんだわ」

　などと気さくに話しかけられるのだが……はて、誰だろう？　まったく憶おぼえがない。

　そうこうするうちに、〈ＡＭＰ〉の隊員らしき女性が、窓枠を越えて店内に踏み込んでくる。非番だからか銃は所持していないようで、けれど油断のない目つきで男たちを睥へい睨げいした。

「一応、釘くぎ刺しておくけどさ。主しゆ任にん務むが学園の警備とはいっても〈ＡＭＰ〉は歴れつきとした国連軍の部隊だから、犯罪者の身柄を押さえとく権限くらい持ってるからね？」

「……ち、畜生っ！　ズラかれ、お前ら！」

「いや、それよりもこの女を畳たたんじまえば……ッ！」

「だーかーらー、無駄だっての。貴方あなたたち、店のカメラにもう顔が──あぁんもう！」

　この場を無難に収めさえすれば、男たちはあとで警察が捕まえれば良いと、そのような目算でいたのだろう。だが、相手が思いのほか向こう見ずだった。出口へ駆け出した二人はともかく、一人が己に突っ込んで来たため、やむなく女性も対処せざるを得なくなる。

　けれど、そこはやはり現役の軍人ということか。

「──ヒュッ！」

　気だるげな様子から一転、猫科の肉食獣めいた動きで突進をいなし、交錯しざまにまず顔面へ肘鉄の一撃。カウンター気味に入った猛打に、男が鼻血を噴ふいて仰のけ反ぞれば、その隙に背後を取って腕を極きめ、瞬またたく間まに床に組み敷いてしまったではないか。

　そして残りの二名。店外へ踵きびすを返かえした男たちだが、

「どこへ往ゆかれるおつもりですか？」

　そちらは、きっちりとリフレインが制裁を下してくれた。

　氷ひよう刃じんもかくやの声音が紡つむがれたときには既に、彼女が男たちの進行方向に回り込んでいたのである。無論、歌唱人形オルドールだとバレないぎりぎりの速度で、だ。

「……後悔してください。わたしのマスターに手を上げたことを」

　その後、男たちの身に降りかかった災いに関しては、取り立てて語るに及ぶまい。

　ただ、一言つけ加えるなら──リフレインはきちんと手加減してくれた。タスクにはそのことが何よりも嬉うれしかった。




　　　　　　　　　　○




　──ありがとネ、タスクちゃん！　あと、そこの綺き麗れいなのにメチャ強つよなアナタも！

　──え？　あぁン、お店なら平気よゥ。最近の歌唱人形オルドールって頑丈だし、保険にも入ってるから簡単な修理なら、メーカーが無償で請け負ってくれちゃうし！

　というのが、男たちを警察に引き渡したあとの、オーナーの極めて軽い発言だった。

　彼、いや彼女？　の太たい鼓こ判ばんどおり、店の歌唱人形オルドールたちも特に大事はなく、サーラも人工皮膚や頭髪に多少の損傷はあれど、概おおむねいつもどおりに「抱いてください、タスク様」とけろりとしていた。……一応、断っておくがタスクとサーラはそういう間あいだ柄がらではない。単にオーナーの趣味で変な言動をする人形なだけだ。

　また、例の〈ＡＭＰ〉の女性隊員については、

　──や～、すごかったわねえ、最後のやつ。軽く叩たたいたみたいにしか見えなかったのに、三人の強面こわもてさんを次々に昏こん倒とうさせちゃって。何アレ、東洋の神秘？

　──ともあれ、無事に済んで良かったし。御おんの字だし。

　──けど、そこのきみ！　日本人ヤパーナーの少年っ！　ど～も厄介事に嵌はまりやすい性た質ちみたいだから、今後はもうちょい気をつけるように！　お姉さんとの約束よ！

　といった具合にやはり、さもタスクと面識があるかのような口を利きいて、その後、マイペースにどこかへ姿を消してしまった。本当に何者なのやら。

　で、これだけなら「一件落着めでたしめでたし」で話は丸く収まったのだが。

　他方で。

「あの～……リフレインさん？　何をそんなに苛いら々いらきてらっしゃるのでしょうか？」

「別に苛いら々いらなどきていません。敬語もやめてください」

　どういうわけか、リフレインの態度が再び硬化するという弊害が。

　事が終わったあと、タスクの身体を音波スキャンで簡単に検あらため、頰ほおに再生パッチを貼ってくれたまでは良かったのだが、それから妙にぴりぴりしていて絡からみにくいったらない。面おも持もちもやはり輪を掛けて無表情で、「わたしは人形、わたしは人形……」と、自己暗示している幻聴まで聞こえてきそうだった。

　とどのつまり、本人はそれくらい頑張ってキャラを作っている。

「……なんだろーなぁ。この『リアルに厨ちゆう二に病こじらせて自分が人形だと思い込んじゃってる残念な子』感。ファッション不気味の谷、とでも呼べばいいのかなぁ？」

「ファ、ファッション不気味の谷!?」

　どうやら『不気味の谷』という言葉は既に知っていたらしい。リフレインが繁華街から帰る途中で愕がく然ぜんと振り返る。その手のなかには機械部品の詰まった段ボール箱が二つ。タスクも一つだけ持っているが結構重たい。これだけでも彼女が人間と違うのは疑いがないだろう。

「なのに、どうしてそう自分から機械っぽく機械っぽく振る舞おうとするかな？」

「……『っぽく』ではありません。わたしは紛れもなく機械です」

「知ってる。けど、今は歌唱人形オルドールだって周囲にバレるのは、まずいってリフレインは判断してるんでしょ？　また昨日みたいに、どっかの刺し客かくが現れるかもしれないから」

　だったら、と続けかけたところで、彼女がこちらの言を制してくる。

「それはつまり、思考ルーチンを常に『対人コミュニケーション用のもの』に、切り替えておけということですか？　ですが、それだと有事の際に即応が──」

「いやいや違うから！　そうじゃなくて！」

　というか、あんな露骨に人形臭いのは、タスクのほうが勘弁である。

「もっと自然に振る舞えばいいじゃない。それで済む話だよ」

「……歌唱人形オルドールにとっての『自然な振る舞い』は、極力無駄を排した合理的なモーションと決まっています」

「七段重ねのアイス食べたのに？」

「ッ」

　痛いところを衝つかれた、とばかりにサッと顔を逸そらす、自称『自然な振る舞い』の人形。

　世のメーカーに「舐なめてんのか？」と怒られそうなほど高度なポンコツぶりである。

「第一、最近の歌唱人形オルドールの常識でいえば、無表情なんて却かえって目立つのに……」

　どうもリフレインは独自の誤った人形観を持っており、それを己に課すことを至上と考えている節ふしがある。まったく、困ったものだった。

「とにかく、タスクさんは少し反省してください」

「何を？」

「あんな危険な場所に、自ら進んで飛び込んだことを、です」

　リフレインはぴしゃりと言い放ち、歩みを再開しながら重ねて続けた。

「それに、今だって荷運びは全部わたしに任せてくださればいいものを、『女の子にだけ荷物を持たせたら悪いから』などと言って自分から段ボールを持って……」

「僕は一個だけじゃない。きみのほうが多い」

「わたしは三つでも四つでも平気です。人間の仕事を肩代わりし、効率化を図ることが道具の真価で、歌唱人形オルドールはその最たるモノなのに……マスターのほうがそんな調子では、人形も十全に役目を果たせません。もっと自覚を持ってください、タスクさん」

「う～ん、そう言われてもなぁ……」

　タスク・リンドウは人間よりも人形が好きなので、当然、常識的な見地から外れようが人形には気を遣つかうし心配もする。そこに駄目出しされても、どうすればいいのやらだ。

「──タスクさん。人形は殴られても蹴られても、何も感じたりはしません」

　リフレインが言った。ごく平へい坦たんな声で、道理を語るように。

「たとえ高性能の擬似感覚を有した機体であっても、痛覚をカットしてしまえばそれで終わりです。歌唱人形オルドールエンジニアを志す貴方あなたなら、諭されるまでもないことでしょう？」

「だったら……心は？」

「同じです。無いものは痛みようがありません。響くことさえない」

「いや、リフレインの心だよ。リフレインも感覚さえ切っちゃえば、あとは何をされたって平気？　嫌だなーとか、苦しいなーとか、そういうふうには思わない？」

　彼女の返答に一瞬だけ躊躇ためらいの間まが生まれた。

　けれど、すぐに。

「はい。もちろんです。わたしも人形ですから」

「そっか。じゃあ、リフレインに何かあったら、僕が勝手に自己満足で助けるよ」

「ッ……貴方あなたは」

　リフレインがまた足を止め、厳しい眼差まなざしを向けてくる。

　だが、タスクは全然へこたれなかった。心が『無い』ヒトガタを助けるのなど今までにも何度か経験はあったし、リフレインには心が『有る』と確信し切っていたからだ。

　なぜ、と問われても困る。

　タスクには『分かる』としか言いようがない。

　と、そこでタスクは繁華街の出入り口にあるカラクリ時計が、ちょうど三時を指し示そうとしていることに気がついた。今しも超ちよう弦げん奏そう曲きよくの時報が鳴り渡れば、時計盤ではささやかながらも技巧的な人形劇が演じられ、下町の花売り娘と毒舌の言語学者が悲ひ喜き交こも々ごも。魔弾テルミナイズの小さな花火が、ぱらぱらと盤上に散る。

　それを見ていたタスクは、なんとなく思い立つことがあって、

「リフレイン、ちょっと寄り道して行かない？」

「……はぐらかさないでください。今はそんな話をしてるわけじゃ……それに、トラブルに巻き込まれて、だいぶ遅くなってしまったので、早く工房のほうに戻らないと」

「大丈夫だよ。親方にはさっきケータイで連絡を入れたしさ。ほら、こっちこっち」

「ちょっ、タスクさん？」

　リフレインの手を取って足早に進む。商店街に続く道を脇に逸それ、下着同然の格好をした風俗店の歌唱人形オルドールや、リアルに動く立体広告を搔かき分わけて、オルゴール・ディスクを回す自動操縦の一両トラムに、走行中にも構わず二人で飛び乗った。遅れてアナウンスが『なるべく最寄りの駅からご乗車ください』と注意。リフレインが「え、え？　あの……え？」と動揺。しかし二、三分もしないうちにすぐにまたトラムを降りて、そこから先は緩い傾斜が続く坂道をひたすら駆け上がる。その頃にはさすがに息も切れてかけていた。

「はあ……はあ……」

「あの、どこに向かっているかはさて置き、すぐそこに動く歩道オートスロープがありますよ？」

「い、いやいや、あれはバリアフリーだから駄目……それに、やっぱりこういうのは自分たちの足で風を切って走ってこそでしょ」

「こういうの？」

「女の子の手を引いて街なかを、って憧れのシチュエーション！」

　途端、リフレインがまた憮ぶ然ぜんとなった。「……わたしは女の子じゃありません」と控えめに訂正してくる。けれど、タスクは敢あえて気に留とめなかった。

　そして、ほどなく視界が開ける。

　坂を登り切った先は高台になっており、ちょっとした憩いの場が設けられていた。

　ベンチに望遠鏡、屋根つきの四阿ガゼボ。無料の給水機ウオーターサーバー。人工の芝生や温室まである。休日にも拘かかわらず利用者は疎まばらだったが、反面、手て摺すり越しの眺めはなかなか壮観だった。

「わぁ──」

　リフレインが思わずといった調子で感嘆の声をあげる。

　高台より望める周辺の街並みは、煉れん瓦が作りと最新建築のいわばごった煮。通りをゆく人間と歌唱人形オルドールも、ここから見れば区別なし。揃そろって縮尺模型ミニチユアのようだった。

　街の各所では、書き入れどきほどではないにしろジェネレーターが幕なし騒ぎ、空間篆てん刻こくで描かれる映像エフェクトは地表で瞬またたく星屑グリツトもかくや。少しワイドに視界を確保してみれば、空には飛行艦かん艇ていが重力制御で何隻も浮かび、加えて彼方かなたにはオルゴール・ディスクを二枚背負った、ひときわ大きな艦かん影えいが認められる。月面にある人類総合都市『ハンドレッドフェイス』行きの旅客艦だろう。ジュネーヴに国際宇宙港があるのだ。

「なんだか……すごいですね。上う手まく言えないですけど、エネルギッシュで」

　リフレインが素直に感想を述べた。頰ほおが僅かに上気している。

「ひっちゃかめっちゃか過ぎて、逆にわくわくしてくるでしょ？　近場だと、ここからの眺めが一番好きなんだよ、僕」

　何かにつけて出で鱈たら目めで、いつだって気き忙ぜわしくて。必要なものを一つところに、ぎゅっと力づくで押し込んで──なのに、不思議と調和が取れた景観。

　古いのに新しい。新しいのに懐なつかしい。

　まるでオルゴールのムーブメントみたいだと来るたびにタスクは思う。

「でも、タスクさんはなぜ急にこちらへ？」

「続・憧れのシチュエーション」

「……え？」

「気になる相手と、好きな景色を見る。男女共通のロマンじゃないかな」

　すると、なぜかリフレインが手て摺すりに突っ伏して、大きな大きな溜ため息いきをついた。

　これまで見たなかでも、いっとう人間臭い反応である。

「……タスクさんは、困ったマスターです」

「いやあ、それほどでも」

「褒ほめてませんっ」

「うん、だと思った。──それでどう？　今の時代は好きになれそう？」

　さらりと告げてやれば、リフレインが息を吞のんだ。驚いたように顔を上げ、こちらを見詰めてくる。タスクは照れ隠しに頰ほおを搔かきながら、

「長いこと寝てたんでしょ？　僕としてはそのあたり少し心配でさ」

「……タスクさん。人形には時代を『好き』も『嫌い』もないんですよ？」

「知ってる。でも、リフレインは特別な人形なわけだし」

　一拍後、リフレインが再び溜ため息いきをついた。ただし今度のそれは、どことなく許容のニュアンスがあって、口元がほんのりとだが緩んでいる。

　たぶんそれは、タスクが初めて見る、彼女の『自然な笑顔』だった。

「もう……ほんとに困ったマスターですね？」

「参ったな、照れるよ」

「いえ、ですから褒ほめてないんですってば」

　可愛かわいく窘たしなめられてしまうのだが。

「──あのさ、リフレイン」

「？　はい」

「もしかしてきみは、自分が作られた経緯とか、まったく知らないの？」

「っ」

「いや、その……さっき繁華街でそんなような口振りだったから」

　唐突に物事を切り出すのは、タスクの悪癖であり十お八は番こだ。

　高こ台こに来たのは話を仕切り直す意図もあったため、このまま楽しいお喋しやべりだけで時間を、というわけにはやはり残念ながらいかなかった。

「……はい、情けない話ですが」

　リフレインがこちらに身体ごと向き直る。ワンピースの裾が風に煽あおられて、真っ白な太ふと股ももが露あらわになった。状況も忘れて少しドキリとしてしまう。

「タスクさんの仰おつしやっていた『いつ』『どこで』『誰が』──そのいずれにおいてもわたしは答えを持ちません。記録が初めから存在していないんです」

「それは、リフレインだけ？」

「いえ、おそらく〈ガラテアの娘〉全機が同じ仕様ではないかと。わたしが初めて起動したのは今から約三〇〇年前ですが、そのとき出会ったガラテア級もやはりそうでしたから」

　他のガラテア級、というのは実に気になるワードだった。

　が、それ以上にタスクが引っ掛かったのは、

「……三〇〇年前に起動？　じゃあ、そのときも僕と同じように？」

「はい。当時は女性のマスターでしたが」

「なら、そのあとは？」

　ふるふるとリフレインが首を横に振った。

　つまり、三〇〇年前に目覚めたあと、なんらかの要因で一旦機能を停止し、昨晩、タスクの手によって再起動されるまで、ずっと眠りっぱなしだったということだ。

「そのうえ、アントワーヌ学園の地下にいた理由も『不明』……」

「はい。他者の手によって元いた場所から、ＣラＵンＢパＥスごと移動させられたようです」

「……なるほどね、ほんとに謎だらけってことか」

「いえ、一つだけ確かな事実もあります」

「？　というと？」

「わたしはやはり人形だということです。自分の出自が分からなくとも、自己の過程が定さだかでなくとも──『なんのために作られたか』という一点だけは疑いがありません」

　確かに。機械は無意味には作られない。目的もなく生まれてくるのは生物の特権だろう。

「ソレは、わたしのみならずガラテア級すべてにとっての、絶対的な存在理由レゾンデートルなんです」

「……訊きいてもいい？　その存在理由レゾンデートルが何か」

　リフレインの人工の瞳に、微かすかに逡しゆん巡じゆんの気配がよぎる。

　だが、それも一瞬だ。彼女は真しん摯しにこちらを見て、桃色の艶あでやかな唇を開いた。

　否。開きかけたのだけれど、




「──〈ハルモノフィア〉の実現、でしょ？」




　そこで出し抜けに、第三者の声が会話に割り込んだ。

「っ!?」

　タスクは弾はじかれたように首を巡らせる。反してリフレインは自若じじやくとしたまま、ゆっくりとそちらに振り返った。

　高台の広場に、いつの間にか一台のオルゴール自動車が停とまっていた。

　黒塗りの高級リムジンだ。後部座席のドアが開いており、そこから洒落しやれたブーツが覗のぞいている。ややあってそのブーツが石畳を踏み、車内から見覚えのある矮わい軀くが現れた。

「……どこか動きが不審なクルマでしたので、何かあるかもと警戒はしていましたが……貴女あなただったんですね」

「ええ、そうよ。ごきげんようグーテン・モルゲン？　麗うるわしき〈ガラテアの娘〉」

　リフレインの台詞せりふに応じたその相手は、勝気そうな空気を纏まとった少女だった。

　砂色の金髪、翠すい緑りよく色いろの目。可か憐れんな面おも差ざし。汗まみれの埃ほこりまみれだった昨晩に比べると、今は随分と身み綺ぎ麗れいにしている。値の張りそうなブラウスにミニスカートを合わせていた。

　そして、ややあって高級リムジンから、更に二つの人影が降りてくる。

　エプロンドレスを身につけた歌唱人形オルドールで、従者を装よそおっているが骨格フレームですぐに分かった。どちらも軍用だ。マニフィック社の最新鋭機〈Leonie maggi〉である。

「一応、言っておくけど。連れて来てるのは、この子たちだけじゃないから」

「そのようですね。広場を中心に半径三〇〇メートル圏内で、同時に動きを見せた歌唱人形オルドールが七機。上空にインセクタロスが二機。なかなかの布陣です」

「っ…………そ、そうよ！　話が早くて助かるわね」

　余裕ぶって居い丈たけ高だかに言う少女だが、その頰ほおはしっかりと引ひき攣つっていた。

　まあ、無理もあるまい。ステルス状態にあるはずのそれだけの軍用機を、こうもあっさり索敵・発見されては敵かなわないだろう。だが、タスクも今はそれどころではなかった。

「き、きみは……っ！」

「？　あぁ、あんたもごきげんよう。こっちが巻き込んじゃった手前、一応、怪け我がとか大丈夫だったか、ちょっとだけ心配して──」

「昨日のアマゾネス！」

「──よし、殺すわ」

　直後、アマゾネスがリムジンの後部座席から鳴器サウンドバレルを引っ張り出す。だが、それを構えようとしたところで、両脇の歌唱人形オルドールに羽交い絞めにされた。

「こら、ちょっ……放しなさい、あんたたち！　はーなーしーなーさーいーッ！」

「落ち着いてください、お嬢様」「オチついてますね？　お嬢様」

「まだついてない！　いや、着いてるわよ！　だから放しなさいアイツ八つ裂きにするオチつけるんだから！」

「「どっちですか、お嬢様」」

　いや、もう充分オチはついていると思うのだが。ヘッポコな具合に。

　とりあえず、二体の歌唱人形オルドールのおかげもあって『落ち』『着き』はしたらしい、ドイツ系アマゾネスが仕切り直すように告げてくる。肩でぜーはーと荒い息をつきながら、

「と……というわけで、また会ったわね！　あたしの用件はもちろん、分かってるわね!?」

「はい。なんとなくで良いなら」

「というか、きみの名前なんだっけ？　本気で忘れちゃったんだけど」

　タスクとリフレインがそう応じれば、今度こそアマゾネスがばったりと倒れた。




　暫ざん時じの沈黙が場を支配する。

　倒れて動かなくなったアマゾネス、それを介抱する二体の歌唱人形オルドール。なんとも形容しにくい状況ではあった。

　なので、その間かんにタスクとリフレインは、二人でちょっとだけ内緒話をば。

「……本当にあの方の名前、憶おぼえていらっしゃらないんですか？」

「……うん。とりあえずアマゾネスでドイツ系で、あと胸がないのは記憶してるけど」

「……すごいぼんやりですね。拳銃で脅された、とか仰おつしやってたのに」

「……いかんせん人間だしなあ。それに、やっぱり胸がないのが致命的だよ。せめてリフレインの半分くらいは欲しかった」

「……タ、タスクさん!?」

「あたしだって、もうちょいあるわよッッッ！」

　件くだんのアマゾネスが復活した。どうやら全部聞こえていたらしい。

　歌唱人形オルドールたちに支えられながら、鳴器サウンドバレルを杖つえのようにして立ち上がり、凄すごい形相でこちらを睨にらみつけてくる。ちょっと夢に見そうな感じだ。

「ッ、あたしはミーネ！　ただのミーネよ、二度と忘れんな！」

　と怒鳴りつけてくるのだが、別に忘れても構わないと思うのだ。通り魔のことなんて。

　少なくともタスクは、率先して記憶に留とどめ置こうという気にはなれない。

「──ま、正直どこかで接触してくるだろうとは思ってたけどさ」

　タスクは独りごち、次いで傍かたわらのリフレインに尋ねた。

「というか、あっさり『抹消けしました』とか言われるのが怖くて、僕もなかなか訊きけなかったんだけど……昨日あのあとミーネをどうしたの？　リフレイン」

「タスクさんが彼女の身を案じているようでしたので、あまり手荒な真ま似ねもできないかと拘束だけして市外に放置しました。わたしとしては、甘過ぎる措置かとも思ったのですが」

　昨晩、学園の地下の秘密区画に〈ＡＭＰ〉が押し寄せた際、ミーネを「友人ではない」と否定しておきながら「連れて逃げて欲しい」と頼んだのはタスクだ。そのあとこちらが気絶してしまったことを思えば、人柄もまだよく知れないマスターの曖昧な下げ知じを、リフレインが自分なりに嚙かみ砕くだいて実行したのは自然だろう。

　もっとも、彼女はマスターの命令に逆らうこともできるはずなのだが。

「……僕のお願い、そのときは『却下』しなかったんだ？」

「はい。歌唱人形オルドールが人間を害すれば、最悪、マスターに法的処分が下りますので」

　おそらく建前だ。リフレインがミーネを傷つけなかったのは、ネオ・ラッダイト運動者に手心を加えたのと同じ理由──彼女の感情的な問題のようにタスクには思われた。

　が、もちろん今はその点を追及している場合ではなく、

「そーよ、そのとおりよ！　こっちはあれから大変だったんだから！」

　ミーネが地じ団だん駄だを踏みながら言った。

「意識失っちゃって目が覚めてみたら、ぜんぜん知らない場所だわ、ケータイもぶっ壊されてるわ、挙句の果てに財布までなくなってやがるわッ！」

「……って言ってるけど、リフレイン？」

「さ、先立つ物が必要かなと……その、やむにやまれず」

　なるほど。彼女が今着ている服の代金が、どこからやって来たのか判明した。

「おかげで、縛られたままイモムシみたいに街まで這はって、道行くオッサンに媚こび売って助けてもらって……ぐぎぎぎぎぎ！　このあたしによくも恥かかせてくれたわね!?」

「そりゃ悪かった。けどさ、何事も命あっての物種でしょ？　きみ、リフレインに危ないとこ助けてもらってるわけだし」

　それに、とタスクは軽く息をつき、

「……そんな恨うらみ節ぶしをぶつけるために、わざわざ来たわけでもないんだろ？」

「当然でしょ!?　タスク・リンドウ、四の五の言わずにあたしについて来なさい！」

「は？　リフレインを返せ、とかじゃなくて？」

　少し意外に思って目を瞬しばたたかせる。ミーネはあのクレイドル・ルームという隠し部屋に生体情報が登録されていた人間だ。ゆえに、順当に考えればリフレインもまたミーネの──あるいはミーネが昨日語っていた『お父様』とやらの──所有物である可能性が高くなる。

「だから、てっきり僕からマスター権を取り返しに来たものとばかり」

「もちろん、リフレインは返してもらう！　けど、あんただって捨て置けないわ！」

「あ～……要は口封じか。やっぱり〈ガラテアの娘〉とかの話って、一般人が知っちゃいけない類の情報だったんだな……」

「馬鹿っ！　あんたのために言ってやってんのよ！」

　ミーネが切りつけるように叫ぶ。続いて僅かにその語勢を弱めた。

「……あたしもどうかしてたわ。リフレインを『直せ』なんてね。他に手がなかったから駄目元で頼んだんだけど……あんたはそれを成功させるばかりか、リフレインのマスターにまでなっちゃった。もう分かってるんでしょ？　リフレインが普通の歌唱人形オルドールとは違うって」

「一応ね。どこまで理解できてるかは自信ないけど」

　タスクがそう返せば、ミーネが従者の歌唱人形オルドールから、何かの書類を受け取った。

「あんたの経歴、少し調べさせてもらったわ。……まさかニッポンの民政党の大おお御ご所しよ、あのマサタカ・リンドウの実子なんてね。でも、ある意味ツイてる」

「ツイてる？」

「マサタカ・リンドウの息子って肩書きが、あんたの身の安全をある程度までなら保障してくれるってことよ。ニッポンの軍国主義への本格的な回帰なんて誰も望んでない。だから、それを押し留とどめている民政党のキーマンは、諸外国にとっても今はまだ必要な人材だもの」

　タスクは思わず舌打ちしたい衝動に駆られた。それが子供っぽい反抗心の発露だということは自覚しているので意地でも堪こらえたが。

「だから──タスク・リンドウ、あたしについてきなさい。そして、リフレインのマスター権を渡して。機密事項を弁わきまえてるってだけなら、あんたはまだ大した問題にならずに済む」

「……そういうきみは何者？　どうも『ただの』ミーネって感じじゃないけど」

「それも、こっちの言うとおりにすれば、包み隠さず教えてあげる」

　ミーネは既に鳴器サウンドバレルの引き金に指を掛けていた。脇に控えた二体の歌唱人形オルドールも戦闘シークエンスに入ったか、処理の負担を減らすため表情機能が止まっている。数少ない広場の利用者たちも、揉もめ事ごとの気配をひしひし感じたか、とっくにみんな姿を消していた。

　下手な返答が命取りとなる静寂のなか、果たしてタスクは腕組みして黙考したあと、

「リフレイン、きみはどうしたい？」

　と、傍かたわらのリフレインにまず話を振ってみた。

「？　どう、とは？」

「僕がマスターのままでいい？　それともアマゾネスと一緒にひゃっはーしたい？」

「……それを決めるのは、タスクさんです」

　まあ当然だろう。歌唱人形オルドールはしょせん個人の資産だ。使うか捨てるか、その決定権もマスターの側がわにある。そう、一般的なマスターと歌唱人形オルドールの関係ならば。

　けれど、リフレインがここで事務的な返答をするのは、ちょっとズルイ気がした。

　というわけで、タスクは彼女以上にズルイ手を使うことにする。

「なら、僕は『僕がマスターをやめるか否いなかの権利』をリフレインに委ゆだねるよ」

「ッ!?」

　さしものリフレインもこれには啞あ然ぜんとなった。ミーネも同じく「ちょっ……何言ってんの、あんた!?」と目をひん剝むいて騒ぐ。だが、タスクとしては肩を竦すくめるしかない。

「タ……タスクさん、貴方あなたはッ！」

「いや、僕の答えは決まってるんだけどさ。でも、嫌がる相手に無理強いってのは好きじゃないんだ。だから、リフレインに決めてもらおうかなと」

「何度言ったら分かるんです！　人形には嫌がるも何も──」

「かもね。それはさて置き、急ごうかリフレイン。早くしないと僕、あっちのアマゾネスにボコボコにされそうだ」

　実際、ミーネたちは既に動き始めていた。リフレインに選択を一任する時点で、タスクの回答など丸分かりだったのだろう。二体の〈Leonie maggi〉がエプロンドレスをはためかして突撃してくる。タスク的にはそろそろポーカーフェイスを保つのも限界だ。

「……ッ！」

　だが、次の瞬間、リフレインが動いた。

　一小節もない超ちよう弦げん奏そう曲きよくを口から解き放ち、手中に忽こつ然ぜんと現れた音おん叉さ状の巨きよ槍そう──バイデントを大上段から振り下ろす。狙ったのは己の足元、広場に敷き詰められていた石畳である。

　凄すさまじい轟ごう音おんが響き渡った。盛大に足場が砕かれ、風圧で砂煙が巻き上がる。

　そして、視界が俄にわかに閉ざされたその隙に、リフレインはこちらの身体を抱き締め、手て摺すりを越えて高台から即座に身を投げた。

「うわっ……むぐ!?」

　かなりの力で胸元に引き寄せられ、口から零こぼれかけた悲鳴が遮られる。いや、この非常時に我ながらどうかと思うのだが……リフレインのそれはかなり豊かなので、深い谷間に顔が埋まって嬉うれしいやら恥ずかしいやら。おまけに息もしづらいため動転してしまう。

　けれど、そのおかげで高速で空をゆく恐怖は幾ぶん和らいでくれた。

「タスクさん、貴方あなたはやっぱり愚かな人です！」

　こちらを抱えながら空を翔かけるリフレインが、切迫した合間に批ひ難なんを浴びせてくる。重力子の制御は、声帯機構を用いない機体内部でのみ帰結する魔弾テルミナイズ──専門的には『内部弾奏』という──だけでも行おこなえるため、『歌い』ながらでも口を自由に使えるからだ。

「なぜあんな危険な真ま似ねを!?　わたしのマスター権を譲りたくないなら、敵勢力の撃破を命じてくだされば済んだはずです！　それなのに……っ！」

「や、だからさ。マスターだからって理由で、無理強いしたくなかったんだって」

「重要な決断をわたしに丸投げにするのだって充分無理強いですッ！」

　うん、さもありなん。というより殆ほとんどムチャ振りだ。

　タスクは顔半分をリフレインの柔らかな双丘に突っ込んだまま笑う。

「ごめん。確かにちょっと綱渡りだったよな」

「謝るくらいなら二度とやらないでください！　そんなにガタガタ震えまでして！」

「あ、やっぱり分かる？　情けないことに、まだ収まんなくてさ」

　土台一五のガキである。対してミあーちネらは軍用機まで持ち出す本気ぶり。相手に弱みを見せないのが交渉事の基本とはいえ、上うわっ面つらだけ平然と構えてみせるのも一苦労なわけで。

「わたし、タスクさんはちょっと性格に問題があると思います！」

「うん、それもたまに他ひ人とに言われる。……ま、血は争えないってことかな」

　タスクは最後の一言だけ低い声で吐き捨て、

「──で、リフレイン。結局きみは『選んだ』の？　それとも状況に押されて『選ばされた』だけ？　もし後者なら高台に戻ろう。たぶん僕は酷ひどい目に遭うけど関係ないよね？」

「ほ、ほんとに性格悪い!?　みなまで言わせないでください！」

「ＯＫ。じゃあ逃げよう」

　あと、そろそろ突っ込むけど、化けの皮、もう完璧に剝がれ落ちてるからな？

　とかなんとかやり合いつつ飛行しているあいだに、

『止まれ！　止まらなければ撃つ！』

　という拡声器越しとおぼしき大だい音おん声じようがどこからか浴びせられた。

　辺りに視線を巡らせども声の発生源は不明。おそらく空戦用のインセクタロスだろう。空間を歪ゆがめたフィールドで音源や熱源をカットし、更に光の進路を曲げることで身を隠しているのだ。俗に『空間迷彩』とも呼ばれる手法で、フィールドの外面に篆てん刻こく技術による変動テクスチャーを張りつけ、まったく別の機体に擬態することもできる。歪わい曲きよくフィールドはそのまま障壁にもなるため、現代の空戦においては必須の魔弾テルミナイズだった。

「うっわ……絶対、第六世代機じゃん。えげつないモノ出してきたなぁ……」

『速やかに地上に降りて投降しろ！　お嬢様はきみを傷つけたくないとお考えだ！』

　再びの勧告。ミーネはやはり甘い性分らしい。アマゾネスのくせに。

　だが。

「──バイデント、調ちよう弦げん駆く動どう」

　並みの敵を相手取るならばともかく、ガラテア級の七番機を謳うたう超絶人形オーバーテクノロジーに対して、そういった甘さはつけ入る隙にしかならない。

　リフレインの口から独特の貫くような旋律が紡つむぎ出された。

　直後に訪れたのは、昨晩、謎の暗殺人形たちが直面した、あの不条理の再演だ。

『な!?』

　空の二点がじわりと揺らぎ、その向こうからハチの姿を模した、二機の灰色のインセクタロスが姿を現す。同時にやかましい羽音や超ちよう弦げん奏そう曲きよくまでもが暴ばく露ろされた。

　マニフィック社の〈Silence aiguille〉だ。

　厚さ数ミクロンの四よん枚まい翅ばねを視認不能の速度で震わせ、重力制御との併用で驚異的な戦闘機動マニユーバを描き出す、ヘルヴェティア空軍正式採用の多目的戦闘機マルチロール・フアイター。

『な、なんだ!?　何が起きた!?』

『歪わい曲きよくフィールドを外部から強制解除したのか!?　そんな馬鹿なっ！』

　安全圏から引きずり出され、泡を食う二機のインセクタロス。拡声器を切り忘れているから声がだだ洩もれだ。そこへタスクを抱えたリフレインが迸はしる。追い詰められて『生け捕り』の名目が頭から消し飛んだか、敵機から怒ど涛とうもかくやの銃撃が放たれた。

　が、届かない。

　無数の飛沫しぶきとなって広範囲に撒まき散ちらされ、飛来途中で形状を『針』へと変える、秒間二万発強の液体金属フレシェット弾が、ただの一発もリフレインの身体に届かない。彼女も既に魔弾テルミナイズによって歪わい曲きよくフィールドを周囲に展開していたからだ。

　迷彩もきっちり纏まとっているのか、敵機はタスクたちを見失っていた。航こう空くう管かん制せいとデータリンクぐらいしているはずなのに、それでもこちらを即座に発見することできないらしい。

　あまつさえ、対人制圧火器とはいえ戦闘機インセクタロスの攻撃を、歌唱人形オルドールが片手間のフィールドで全弾逸そらしたのである。埋め難がたい技術レベルの差を窺うかがわせた。

「リ、リフレイン！　できればパイロットには怪け我がを負わせないで！　あと街の被害も！」

「はい、承知しています！　ですが、穏便に無力化しようと思えば、多少面倒な手順を踏まなければいけません！」

「だったら、あそこ！　あそこを狙って！　機体の胸部と腹部のつけ根！」

　タスクがそう指示すれば、リフレインが「え？」と眉を寄せた。

「たぶん、あそこに〈Silence aiguille〉のエネルギー変へん換かん機構がある！　そこをピンポイントで壊せれば、重力子の暴走を防ぐために安全装置セーフテイが働いて、ジェネレーターが緊急停止するはず！　連中は残った動力で着陸するしかなくなる！」

「ま、待ってください！　どうして軍用機の設計をそんな詳細に──」

「いいから早く！　僕、もう割とグロッキーだから！」

　タスクの身を慮おもんぱかってか、リフレインは現在、あまり速度を出していない。インセクタロス二機も街の上空だからか同様だ。低速度でも問題なく追随できていた。

　が、だとしても事は、現行機を遥はるかに凌しのぐスーパー歌唱人形オルドールと、最新インセクタロス二機の空中格闘戦ドツグフアイトである。生身のタスクがそう長く保もつはずもない。

「ッ……了解しました！」

　とりあえず疑問は棚上げにすると決めたか、リフレインが歪わい曲きよくフィールドを維持しながら、まったく別の超ちよう弦げん奏そう曲きよくを同時に歌い始める。

　重複発声シングル・コーラス。人間オリジナルを超える人工声帯膜ならではの離れ業だ。

　直後、リフレインが掲げたバイデントの穂先に、周囲から銀色の針状の物質が集まって剣山を為なした。敵のフレシェット弾の何割かを、己のフィールドに接触した際、重力コントロールで捕獲していたらしい。

　一定のＭＤ波に反応して変形する液体金属が、リフレインの歌う旋律に合わせて無数の針状弾体フレシエツトから、たった二本の長い円筒形へとその姿を変える。

　いや、円筒形というよりもそれはまるで──

「ミサイル!?」

　タスクがまさかと刮かつ目もくした瞬間、ミサイル型の弾体が猛速で宙を翔かけた。

　歌唱人形オルドールがミサイル攻撃を行おこなうなど、完全に想定の外だったのだろう。二機のインセクタロスは咄とつ嗟さにマニューバで回避しようとするも、擬似ミサイルは白線の尾を引きながら蛇行し、当然の如ごとく敵機を追跡ホーミングして着弾。

　だが、爆発は──ない。

　タスクが指示した箇所に命中した瞬間、擬似ミサイルが液状へと戻ったためだ。

　おそらく軟弾頭を用いる対人火器と同様の原理なのだろう。人体に潜り込むと弾頭が自おのずと変形して銃じゆう創そうを拡大させるアレだ。

　擬似ミサイルに事前に熱エネルギーでも付与していたか、温められて赤熱した液体金属が機体の内部に侵入し、インセクタロスのアキレス腱けんを最小被害で溶解させる。

『くそっ……馬鹿げてる！　ケーファー２、離脱するぞ！』

　ややあって、二機の鋼こう虫ちゆうが機首を翻ひるがえした。

　余剰動力でぎりぎりまで喰くらいついて、最悪、パイロットだけが脱出し機体は破棄──そんな無茶を仕掛けてくるかもと気を揉もんだが、やはり眼下に街を置いたこの状況では離脱するしかなかったらしい。機体を人里に墜落させるわけにはいかないからだ。

「……鮮やかな引ひき際ぎわですね。賢明な方々だったようで何よりです」

　リフレインが肩から力を抜く。が、タスクとしてはいまいち納得がいかなかった。

「い、いやいや今の何!?　ミサイルなんてどうやって!?」

「常時バイデントで精製・備び蓄ちくしている分子機械ナノマシンを用いて、ミサイル状に成形した液体金属に加工を施ほどこしました。誘導装置それ自体は単純な仕組みのもので事足りましたから」

「？　ナノマシンの精製と、備蓄……？」

　見れば、確かにリフレインが握ったバイデントの、銃床にも似た石突部分が僅かに開放されていた。そこにナノマシン群が収納されていたのだろう。

「ひとまず街に降りましょう。索敵範囲外にも新手が控えているかもしれません」

「地上はまずくない？　たぶん戦闘用の歌唱人形オルドールが──」

「いえ、そちらはランパスに粗あら方かた片づけさせました。一応、修復可能なレベルで行動不能にしてあります。タスクさんは、人形もなるべく壊したくないでしょうから」

　リフレインは、邂かい逅こうしてからの短いあいだでタスクの傾向を把握し、こちらが何を指示するまでもなく最適な行動を取ってくれたらしい。至れり尽くせり過ぎて言葉もなかった。

　現行の技術を置き去りにする各メカニズム、規格外の魔弾テルミナイズを発生させるオルゴール・ジェネレーター、一を知って十を知る柔軟な頭脳部ギア・ブレイン──まさしく『あり得ない工芸品オーパーツ』。

　彼女が〈ガラテアの娘〉という話もいよいよ信しん憑ぴよう性を帯びてきた。

「これはもうあれだな。帰ってリフレインのこと、一度じっくり整備してみないと」

「……いいですけど、整備にかこつけて変なことしないでくださいね？」

「しないしない。っていうか、変なことって何？」

「も、もう忘れたんですか!?　わたしの手を舐なめたじゃないですか！　今だって平気で胸をクッションにして！　またトロみのあるオシッコが出たら、どうしてくれるんですかっ！」

「よし分かった落ち着こう！　そして言葉選んで!?」

　やいのやいの言い合いながら、タスクたちは徐々に高度を下げてゆく。

　だが、はっきりいって問題は山さん積せきだった。この場はどうにか切り抜けられそうだが、ミーネは決してリフレインのことを諦めまい。そのうえ空軍のインセクタロスが彼女の命めいに従っていた点も気に掛かる。早急に当面の方針を固める必要があった。

「……向こうも事を大っぴらにはできないだろうけど……こりゃ下手したらお尋ね者だな」
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　標的を取り逃がした。

　そのような報告が、都市郊外に不時着したインセクタロスの操縦者から齎もたらされ、ミーネは思わず腕に巻いたウェアラブル端末を壊しかけた。場所は未いまだ高台の広場である。

「ッ、なんで逃げるのよ!?　どうしてマスター権を渡さないのよ!?」

　端末の立体画像を収め、ミーネは苛いら々いらと髪を搔かき毟むしる。主人のそんな姿など見慣れているのか、傍かたわらに残った二体の歌唱人形オルドールは、リムジンの前で楚そ々そと微笑ほほえむばかりだ。

「あいつ……タスク・リンドウ！　政治家の息子なら、こんな場当たり的な行動に出ても意味はないって、すぐに分かるでしょうに！」

　何しろタスクは巻き込まれただけ──いや、正しくはミーネが巻き込んだ、か──の一般人なのだ。こちらが政府関係者であることを匂わせ、武力を提示して如い何かに本気かを見せれば、素直に言うことを聞くだろうと踏んでいた。

　なのに、いざ蓋を開けてみればどうだ？　相手はこちらの申し出を拒否するばかりか、用意した戦力すべてを蹴散らし、リフレインと共に逃走に至る始末である。

　ふざけている。馬鹿げている。

　あのマサタカ・リンドウの息子ともあろう者が。

「……意外と強したたかな奴やつ、ってことなのかしら？　リフレインの性能をもうかなり正確なところまで摑つかんでいて、危険を冒してでも手元に残して……いや、待って！　それより父親とまだ繫つながってるって線は!?　資料には『義ぎ絶ぜつ状態』ってあったけど、もしそれが単なるポーズなら……あ、あいつまさかリフレインをニッポンの保有機にするつもりじゃ!?」

　なるほど。それならばタスクの奇妙な行動にも合点がいく。

　そして同時にまずい。まず過ぎる。

　下手をすれば、反応弾や重力波砲より厄介な抑止兵器にもなり得る〈ガラテアの娘〉が、先の大戦で枢すう軸じく国こく側がわについた大日本帝国の手に渡るなど。

「ッ、エリーゼ！　ブリギッテ！」

　ミーネは荒々しく舌を打ち、次いで二体の歌唱人形オルドールを呼ばわった。

「連中が寝泊りしてるらしいって工房は!?　今も見張ってる!?」

「はい。お嬢様のご命令どおり、監視と呼ぶには些いささか以上に消極的なマークですが」

「お嬢様、敢あえてご進言いたしますが、やはり衛星をお使いになられては？　少ない人員で無線による連絡まで禁じて、とあってはさすがに無理がございます」

「駄目よ。ガラテア級を侮あなどらないで。監視衛星なんて一発でバレるわ」

　監視員でさえ厳選し、動体センサーなどに捕まらないよう、足運びや目配りを意図的に『乱せる』タイプの人間を配置したのだ。機械装置の投入など論外である。

「とにかく、マークだけは絶対に外さないで。そのあいだにわたしたちは、空路と海路の警戒を強化させる。タあスいクつを国外に逃がさないようにしないと」

「街のほうはいかがいたしましょう？　騒ぎになっておりますが」

　嘆息する。それも問題だったからだ。リフレインは終始透明化していたから良いものの、示じ威いのために連れてきたはずだった二機のインセクタロスは、ステルスを剝がされて衆目に晒さらされてしまった。空軍機が頭上で戦闘らしきものを繰り広げていたと、早くも高台から見下ろせる街のそこかしこで声があがっている。あとのことを考えると頭が痛かった。

「……お父様に批難が行くわね。裏で評議会に突き上げを食らわなきゃい──っ!?」

　だが、そう言ってミーネがリムジンに乗り込もうとしたときである。

　なんとウェアラブル端末に、その父から通信が入った。

　暗号回線とはいえ相手が〈ガラテアの娘〉では、それもどこまで信用に足るか分からない。だから、なるべく相互連絡は控えるようにという指示だったのだが。

「……はい。なんでしょう、お父様？」

　恐る恐るといった調子でケータイに出てみれば、父はいつもどおり余計な挨拶を抜きにして、開口一番、端的にまず結論から切り出してきたものだった。

『作戦を一時中断する』

「ッ」

『時間切れだ、ミーネ。嗅ぎつけられた』

　厳かにそう告げられ、一瞬、ミーネは二の句を失った。

　いったい誰に？　なぜこれほど早く？　多くの疑問がたちどころに渦巻いたが、そんなものは父も予想していたのだろう。問とい質ただすまでもなく続けて解が寄越された。

『国連だ。正しくは国連を通じて別の者が介入してきた』

「別の者……？」

『ああ。イギリス大使として国連に席を置いていたのなど、もう一〇年以上も前のことだというのに、未いまだに安保理を顎でこき使えるらしい。相も変らぬ女め狐ぎつねぶりだ』

「な、なら!?」

『然様さよう』

　と父は返答に薄く怒気さえ滲にじませながら、




『──エイダ・バイロンだ。Ｂ＆Ｅが動いている』




　Ｂ＆Ｅディファレンス・インターナショナル。

　オルゴール産業における世界ビッグスリーの一角。イギリスに本拠を置く巨大企業メガ・コーポ。

　単純な業績では他二社に劣り、三番手に甘んじているものの、国際連合に独自の太いパイプを有すなど、政まつりごとの場では何かと名が挙がる企業である。

　ミーネ個人の意見としては、ヘルヴェティア共和国の評議会との癒ゆ着ちやくが懸け念ねんされるマニフィック・アングルナージュ社や、『月の裏の支配者』とも呼ばれる業界二位のミレニアム・オーケストリオン社などより、遥はるかに得体が知れずキナ臭いものを感じさせる。

　エイダ・バイロン。Ｂ＆Ｅ設立当初からの最高経営責任者ＣＥＯ。

　社交界で面識もある、あの齢二〇〇歳超えの少女が、兎と角かく、一筋縄ではいかないのだ。

『アントワーヌ学園にバイロン一族の末まつ裔えいが在籍しているだろう？　それと昨晩の学園での騒動を絡からめ、警備体制の見直しと事件解決を口実に、ふっかけてきた』

「……額面どおりの意味、ということは？」

『ない。自身の縁者に累るいが及びかけた、などという理由だけで、あの女め狐ぎつねがわざわざ動くものか。タイミング的に見て七番機リフレインの存在を、以前から弁わきまえていた可能性が高い』

「じゃあ、昨日あたしを襲った人形たちは……」

『あり得ん話ではないな。が、そうなると別の問題も出てくる』

　ヘルヴェティア共和国は永世中立国だ。そしてジュネーヴは国際都市。各国の間かん諜ちようが昼夜問わず暗躍し、情報が光の速さで飛び交う場所だ。

　そんななか、留学生を多数受うけ容いれている世界的な教育機関の地下に、ヘルヴェティア政府が強力な兵器を秘蔵していたなどと知れたら──論ずるまでもなく事態は最悪へと転がる。

『隣国ドイツで臨戦気分が高まる今、これ以上、事を荒立ててはあとに差さし障さわる』

「……分かりました。では、あたしも急ぎ首都そちらへ──」

『いや、その必要はない』

「は？」

『リフレインの奪還は一時断念する。だが、秘密裏に監視を置くだけではもはや不充分だ。ゆえに、ここから先はお前にもっと公式オフイシヤルに動いてもらうぞ』

　幸い年齢的にも問題はないしな、という父のつけ加えた言葉に、ミーネは知らず首を傾かしげてしまった。




　　　　　　　　　　○




　翌朝。

　問題は山河を築くほどにあれど、何はともあれという気分で、アントワーヌ学園に登校したタスクは──しかし現在、視線の先にトンデモナイ幻覚を見ていた。

「え～、季節外れではあるが、転入生を紹介する」

　クールヴェ教師が当惑ぎみに声をあげる。アントワーヌ学園は大学などと同じく単位制なので、決まったクラスというものは本来ないのだが、ソイツは一時限目の授業が始まるやクールヴェと共に教室に現れ、日本の古き良き漫画様式コミツク・スタイルを踏襲するかの如ごとき展開をやってのけた。

「……きみ、自己紹介を」

「は～い」

　甘ったるい声。媚こび媚こびの笑顔。

　真新しい制服に身を包み、壇上に立って奇妙なポーズ──頭の悪いアイドルみたいなやつ──を決める、さすがにもう忘れてはいないが、叶かなうなら忘れたいどっかの誰か。

　明らかに『やらされている感』があり、タスクとしては鳥とり肌はだものの風ふ情ぜいだったが、当人も内心ではかなりキているご様子。口元が小刻みに痙けい攣れんしていた。

「初めまして！　今日から皆さんと一緒に学ばせていただくことになりました──」

　痛々しく、半ば自や棄けで、誰へともなく挑発的。

　だが、何かしら存在するだろうそういった裏の事情とは別に、壇上に佇たたずむ少女はさきほどから熱心にタスクへと視線を注いでいる。

　曰いわく「全部あんたのせいでこうなったんだから」と。




「──ヘルミーネ・Ｔ・クロイツです！　よろしくお願いします！」




　教室が俄にわかにざわめいた。タスクも表情を凍りつかせる。

　宜むべなるかな。少女の名乗ったフルネームには、確かにそれだけの威力があった。

　Ｔ・クロイツ。

　もし偶然の一致でないとすれば、それはヘルヴェティア共和国における国家元首──『総裁』ボルティザーク・Ｔ・クロイツとの関係を匂わす名前だったからだ。

「……まさか、クロイツ総裁の娘……？」

　啞あ然ぜんとタスクが呻うめけば、いったいどんな地獄耳か、転入生──ミーネが口角を吊つり上あげた。

　その瞬間に浮かべた笑みだけは、実にアマゾネスらしいものだったと思う。

「皆さん、い～っぱい仲良くしてくださいね♪」
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　　　C verse［empty fortress］







　歌唱人形オルドールたる者、片時もマスターのそばを離れるべからず。

　それは人形の義務であり、道具の責務であり、リフレインの矜きよう持じだ。……いや、歌唱人形オルドールが矜きよう持じを有する時点で「何かがおかしい」という気もするが。

　とまれ、そんなわけで。

「……この制服、ちょっと胸がきついですね」

　現在、リフレインはアントワーヌ学園に来ていた。

　大手を振っての登校──では、まさかない。生徒に成り済ましての潜入である。

　マスターであるタスクが通っている以上、いずれは学園に正式に席を置くべきだろうが、あいにく今はまだ必要な書類が用意できていない。戸籍、経歴、社会保障番号。それらを完璧に揃そろえようと思えば、そこそこ手間も金も時間も掛かる。

　ゆえに、差し当たって今日は、こっそりお邪魔しようかと。

「とはいえ、大変な時代になったものです。昔はもっと色々簡単だったのに……この制服一つ取っても手に入れるのに苦労しましたし」

　ぼやきながらリフレインは学園の敷しき地ちを歩いてゆく。

　今はどうやら『昼休み』という時間帯らしく、校庭やベンチ、人工の芝生など、屋外のあちこちに生徒の姿が見受けられた。

　学園に入り込んだのは朝のことなのだが、当のタスクが昼休みになって教室を出たため、それを追ってリフレインも移動中なのだ。

「ですが、なんというか……妙に周りの視線を感じますね？」

　なぜだろう？　すれ違う生徒が男女区別なく、高い確率で自分のほうを振り返る。

　学園の生徒でないことがバレている──わけではないはずだ。もしそうならとっくに〈ＡＭＰ〉とかいう、あの警備隊が飛んで来ているだろう。

「どうしてでしょう？　わたしの行動アルゴリズムに何か不備が？」

　途中、友人と談笑しながら後ろ向きに歩いている少年がいて、足を縺もつれさせ転倒しかけたので、「大丈夫ですか？」と優しく支えてあげたら、顔を真っ赤にして逃げ出してしまった。

　何気にちょっと傷つく。そして謎は深まる一方である。

「ま、まあ、三〇〇年も経たってますからね。人間の仕草や行動原理を勉強し直しませんと」

　言いながら更に歩き続ければ、ほどなく目的の建物が見えてきた。

　カフェテラス風の食堂、というものらしい。立体映像の案内図にさきほどそうあった。

　まだタスクの姿は視覚センサーで捉えられないものの、人工島の敷しき地ち内にいる限りその所在や音声はリフレインに筒抜けである。

　タスクと──そして例の彼女は、今現在、次のような会話を交わしていた。

『にしても驚いたわ。昨日あんなことがあったのに、まさか普通に登校してくるなんてね。あんた、どういう神経してるわけ？』

『……別に。きみたちはリフレインの所有権を声こわ高だかに主張できない、何か面倒な事情があるみたいじゃないか。だったら、寧むしろ人目につく場所にいたほうが安全だ』

『なら、あんたの下宿先は？　あたしがあのボロっちい工房を狙うとは思わなかったの？』

『心配してもらわずとも、そっちはリフレインに任せてきたよ』

　そして、わたしはランパスに任せてきました、ごめんなさいタスクさん──と内心でちょっと謝るリフレイン。

　仕方がなかったのだ。タスクとジェローム、両者を同時に護まもることはできず、歌唱人形オルドールとしては前者マスターを蔑ないがしろにはできない。となれば必然、工房周辺の警戒はランパスが担当し、リフレインは隠れてタスクの警護をと、そういう役割分担になってしまう。

「……タスクさん、『僕のことはいいから親方をお願いね』とか危機感がなさ過ぎます」

『ふん、どっちにしろ肝が太いことに変わりはないじゃない。いい根性してるわ』

『そりゃどうも。街なかで軍用機をけしかけてきたお嬢様に言われると、僕も捨てたもんじゃないなって少しだけ鼻が高いよ』

『……可愛かわいくないっ……どうしてリフレインもこんな奴やつに……』

　二人の会話は険悪なムードのまま続いていた。が、少女が今しも憤ふん懣まんやるかたなしと零こぼした独白は、そっくりそのままリフレインの疑問でもある。

「ほんとに、どうしてでしょうね？」

　昨日、タスクに判断を委ゆだねられ、自分は彼をマスターに『選んだ』。

　戦闘が始まってしまったためやむを得ずとか、マスター権を有しているうちはとりあえずとか、そういう生半可な気持ちではなかったように思う。

　リフレインはあのとき確かに「タスクがマスターであって欲しい」と感じていた。

　能力的に相応ふさわしいと判断したわけですらない、「そのほうが嬉うれしい」というような人形にあるまじき理屈で動いてしまった。

　マスター登録して間もない彼を……いったい、なぜ？

「困ったマスターだからでしょうか？」

　人間には対応がなおざりのくせに、歌唱人形オルドールには気き遣づかいが見て取れて。飄ひよう々ひようとした摑つかみどころのない性格のようでいて、オルゴール技術のこととなると熱く語り始める。そのうえ、知り合いの歌唱人形オルドールに危害が及べば、自身の危険さえ顧みない。

「おまけに、わたしのことを普通の女の子みたいに扱いますしね……」

　困ったマスターだ。重ね重ね言うが、困ったマスターだ。

　そして、更に困ったことにリフレインは、どうも彼のそんな『困った性分』を、口ではあれこれ窘たしなめながらも、あまり嫌いになれないらしい。

「……駄目ですね、わたし。マスターに感情移入してしまって。これじゃ三〇〇年前と何も変わっていません……」

　間違いだと分かっているはずなのに。

　人間と人形の関係は、『信頼』ではなく『使用』こそが正しいと、前のマスターで懲こりているはずなのに。

　ガラテア・シスターズ[image: №]Ⅶ／リフレイン。

　誰とも知れぬ創造主より与えられたその機体コンセプトは──『花嫁』。

　良くも悪くも、どこまでも付きまとう、それは己の性さがだった。

『で、ミーネはまたどうしてアントワーヌ学園に？　まさか僕への嫌がらせ？』

　やがてタスクの姿が視覚センサーに映る。食堂の外に並んだ席のうちの一つ、もっとも奥まったテーブルに、件くだんの少女と向かい合って座っていた。

　少女のほうが有名人のためか、人目につきにくい席にも拘かかわらず、遠巻きに結構な数の視線を集めている。そのせいか二人とも声量を抑え気味だった。

『違うわよ。嫌がらせだけで、こんな真ま似ねできるほど、あたしも暇じゃないっての』

『うわー、なんという説得力のなさ。自分が誰だか分かってる？』

『……るっさいわねえ。色々あんのよ、こっちにも』

　タスクの言い分ももっともである。少女の素性は、既にネットを通じて概容だけなら把握してあるが、どう考えてもこんな場所にいて良い人間ではない。

　リフレインは、ピックアップして纏まとめた情報を、改めて口に出して確認してみる。

「──ヘルミーネ・Ｔ・クロイツ。ヘルヴェティア共和国の現総裁、ボルティザーク・Ｔ・クロイツの娘。一五歳。兄弟はナシ。若くして父親ボルティザークの右腕を務めているとの噂うわさがあり、事実、非公式ながら国際会議などの場において、これまで幾度かその姿が目撃されている。ボルティザーク総裁が既に離婚していることもあり、『クロイツ家のファーストレディ』なる異名で呼ばれることも」

　ネットワークから落とした画像には、どこかの講堂とおぼしき場所で演説するボルティザークと、舞台袖でその後ろ姿を見詰める少女の姿。

　着ている服や髪型、雰囲気は別人さながらだが、よく見れば確かに似ていた。

　今、視線の先でタスクと会話している彼女──『ただのミーネ』に。

「……でも、これはもう殆ほとんど詐欺ですね。こうして見比べてみても、すぐにはお二人がイコールで結びつきませんし」

　無論、一見の印象はどうあれ、人相認識システムを有すリフレインなら、他者の変装を見破るぐらい造作もない。が、タスクが気づけなかったのは仕方がないだろう。

　リフレインは更に情報を再確認してゆく。

「注釈：真偽は不明ながら、クロイツ家は旧スイス独立のきっかけを作ったとされる、一四世紀初頭の英雄、弓聖ヴィルヘルム・テルの末裔を名乗っており、ミドルネームの『Ｔ』がその証あかしであるといわれている。今日こんにち、クロイツ家は政治家一族として広く知られ、歴代の総裁や政府高官を多く輩出しているが、いずれも国民から高い支持を得ており、それはヴィルヘルム・テルのネームバリューに因よるところも大きいとされる」

　半ば伝説上の人物にも拘かかわらず、旧スイス時代から現在に至るまでヘルヴェティア国内で絶大な人気を誇る、弓聖ヴィルヘルム・テル。

　彼にまつわる情報を追ってゆくと、リフレインにとっても無視できないワードが続出する。

「神聖ローマ帝国……ハプスブルク家との因縁……トゥーレ協会、及びナチス……ヒトラー暗殺……〈ウルティマ・トゥーレ〉……ブラック・ドーン事件……」

　と、そこで。

『──ブラック・ドーン事件よ』

　奇くしくもミーネがそんなことを言った。リフレインは二人のいる位置から死角になる階段の縁石に腰を下ろし、二〇〇メートルほどの距離を隔てて会話の内容に耳を欹そばだてる。

『ニッポン人のあんたが知らないはずないわよね？　あの事件がなけりゃ大日本帝国は、先の大戦で惨ざん敗ぱいしてたはずなんだから』

『もちろん知ってる……けど、それが今何か関係あるの？』

『大アリよ』

　たっぷり数秒の溜ためを置いたのち、ミーネは神妙な口振りで言った。

『ブラック・ドーン事件はね、〈ガラテアの娘〉が起こした惨劇だっていわれてるの』




　　　　　　　　　　○




　ブラック・ドーン事件。

　第二次世界大戦末期、ポーランド国内で発生が認められた、未み曾ぞ有うの高重力現象。

　ベルリンへの侵攻を目前に控えていた旧ソビエト軍ごと、ポーランド国境沿いの半径二五〇キロメートル余りの土地が吹き飛び、ドイツ国内への被害も甚じん大だいであったとされる、歴史上、他に類を見ない最大規模の──オルゴール・ジェネレーター暴走事故。

　そう、アレは『事故』だ。

　事件とは呼ばれていても、厳密には事故であるはずだ。

　当時は「追い詰められたドイツ軍が、なんらかの新型兵器を用いた」などとも騒がれたらしいが、技術レベルの点から見るとそれは十中八九あり得ない。

　何しろ事故が起きた一九四四年、爆心地では『擬似ブラックホール』らしき重力異変が確認されており、それが『黒き太陽ブラツク・ドーン』の名の由ゆ来らいともなっているくらいなのだから。

　機械越しとはいえ、人間が遠方から目視できるサイズの、擬似ブラックホール。

　そんなもの……大戦から一世紀経たった今でも、生成することは不可能だ。

　できるとしても、せいぜいシュバルツシルト半径が極小サイズのものが関の山。大量破壊兵器の重力波砲と比してすら、エネルギーの桁が違い過ぎて話にならない。

　だから事故。

　原因不明の、けれどそれ以外に考えられないため、ジェネレーターの暴走であろうと目されている、人類史上もっとも忌いまわしい事故。

　およそ一○〇〇万人もの犠牲者を出し、問題が地球全土に関わる虞おそれもあるためと、急きゆう遽きよ、連合軍側がわと枢すう軸じく国こく側がわで折衝点が設けられ、第二次世界大戦を終結へと導いた──結果として日本やドイツを敗戦という顚末より救った──オルゴール技術が持つ負の象徴。

　なのに。

「……それを〈ガラテアの娘〉が引き起こしたっていうのか？」

　タスクは訊きいた。ミーネが先の言葉を発してから、かなり間を挟んでの返答だった。

　さすがに動揺していたのだ。ブラック・ドーン事件の名は、日本人としても技術者の卵としても到底聞き流せない。

「そうよ。元からドイツ国内にあったのか、それともナチ共が例によって例の如ごとく、他よ所その国からかっぱらって来たのか……それは分からないけど、とにかく連中は当時ガラテア級を手に入れた。手に入れて、起動させて、そして使ってしまった」

「リフレインとは別の機体、だよな？」

　ええ、とミーネは丸テーブルに頰ほお杖づえをついたまま頷うなずき、

「寧むしろ納得でしょ？　わたしは物理学にあんまり詳しくないけど、ブラック・ドーン事件ってただの事故だって考えると、説明できない箇所がわんさか出てくるらしいじゃない」

「……まあね。本当に伝わってるとおりの規模のブラックホールなら、発生した時点で伊だ達てでも比喩でもなく地球終了のお報しらせだ」

　けれど、そうはならなかった。

　ブラック・ドーン事件で確認された擬似ブラックホールは、最終的に発生したときと同様の唐突さで収束して事なきを得た。当時の資料にはそう記されている。

　なぜか？

「それが『制御されたブラックホール』だったからよ。あんたなんか、リフレインの性能の一端を目の当たりにしてるんだから、そこそこ真実味も増すんじゃない？」

「………………」

　思い出されるのは、リフレインが三体の暗殺人形を沈黙させ、地下施設の壁に幾つも大穴を穿うがったあの魔弾テルミナイズだ。規模こそ段違いなものの、あれはやはり──

「……その話、確度のほどは？」

「ほぼ間違いない。でも、情ソ報ー源スについては教えられないわ」

　この期に及んで、とはタスクも言わなかった。リフレインを欲ほつしているミーネが、なぜ学園に転入してきたのかは不明だが、自分に今こんな話を聞かせる意図は明白だからだ。

「いい？　タスク。あんたはまだ状況が理解できてないでしょうから、あたしに許される範囲でこれから情報を教えてあげる。だから、断片的でも文句言わないこと」

「分かった……つまり脅しか。それとも僕を試してるだけ？」

「どっちもよ。あんたがビビッてリフレインのマスター権を手放すならそれに越したことはないし、手放さないなら最低限、何があっても揺らがないってとこ見せて欲しいわね」

「力づくで奪うのはやめにしたんだ？」

「……言ったでしょ？　やめざるを得ない事情ができたのよ」

　ミーネは苦虫を嚙かみ潰したような表情になりながら、

「リフレインの存在を嗅ぎつけてる奴やつが、当初こっちが想定してたよりも多かったの。で、今そいつに公式な手段で横よこ槍やりを入れられかけてる。地下施設の一件を事故って処理しただけでも苦しいのに、ここで下手な動き方したら今度こそアウトだわ」

　やはりあの一件を揉もみ消けしたのはミーネ、ないしボルティザーク総裁であるらしい。

「相手に介入の大義名分を与える、か」

「そういうこと」

「ついでに言うと、その相手って国連の人間か、もしくはそれに関係ある人？」

「さすが。腐っても政治家の息子ね。話が早くて助かるわ」

「でも、だからって総裁の娘がアントワーヌ学園に転入とか……」

　何しろミーネ──いや、ヘルミーネ・Ｔ・クロイツは、タスクの知識にある限りだと、首都ルツェルンにある国立大学の法学部を、既に飛び級で卒業しているはずである。

　いかにアントワーヌ学園が世界的な教育機関であり、授業レベルも最高峰の大学のそれと遜そん色しよくないとはいっても、父親の右腕とまで称される才媛がいきなりオルゴール専門校に、とあってはさすがに不自然さは拭えないはずだ。

「い～の！　別に転入それ自体は違法じゃないし、相手もやってることなんだから！　リフレインはうちのモノなんだって、周りに睨にらみを利きかせる必要があんのよ！」

「待った。相手もやってること？」

「……ふん、ソイツにはさっき授業の合間にもう会って来たわよ。ちょっと話してみたけど、案の定、ムカつく女だったわ。お高く止まっちゃってヤな感じ」

　さて、誰のことやら。

「だから、あんたもせいぜい気を抜かないことね。この状況はあくまで一時的なものでしかないし、見てる奴やつはみんなあんたのことを見てる。リフレインをニッポンに持ち帰ろうとしたってすぐに分かるんだから」

「持ち帰らないよ。たぶんその懸け念ねん、完っ璧に的外れだ」

　どーだか、とミーネはこちらに疑わしげなジト目をくれたあと、

「──とにかく〈ガラテアの娘〉ってのは、それくらい曰いわくアリの歌唱人形オルドールなのよ。世間一般じゃアンティキティラ島の壊れた一機だけを指すけど、ブラック・ドーン事件のこともあって各国の首脳陣は大抵みんな裏の事情を弁わきまえてる」

「で、挙こぞって水面下で〈ガラテアの娘〉の奪い合いをしてる、と？」

「ビミョーね。そうしたいのは山々でしょうけど、今のところ存在が確認されてるガラテア級って少ないうえ、その殆ほとんどが過去に表舞台に現れた機体ばっかりだから。奪い合おうにも肝心の景品の所在が分からないもの」

「なら、ブラック・ドーン事件を起こした機体は？」

　と、なんの気なしに尋ねれば、ミーネはなぜか深々と嘆息。次いでテーブルの上のお冷ひやを手に取り、自や棄け酒ざけを呷あおるみたいに中身を干して、ガリガリと氷を嚙かみ砕くだいてみせた。

　暫しばらくしたあと、けったくそ悪そうに呻うめいたものである。

「……つい最近までは大人しかったのよ、連中」

「連中？　あぁ、ドイツか」

「そう。戦後あっちこっちから批難殺到で、表向きは『アーリア人至上主義』なんて寝言も引っ込めて……まあ、軍国主義のほうは相変わらずだったけど、それでもこの一世紀くらいは大人しかった。あんただって知ってるでしょ？」

　頷うなずく。世間での評価は『欧州一の危険国』というものだし、新型反応兵器の実験やら他国への威い嚇かく射撃やら色々あったが、実質的な武力衝突にはいずれも発展していない。

「だから、あたしたちも勘違いしてた」

「どんな？」

「お隣さんはもうガラテア級を保有してないんじゃないか、ブラック・ドーン事件で無茶させ過ぎて大破でもさせたんじゃないか──って」

　なるほど。何しろブラックホールの生成だ。それで壊れた、というのは説得力がある。

　が、しかし今の口振りから察するに、

「……違ったわけだ？」

「ええ、違った。甘かった」

　ミーネが硬い面おも持もちで顎を引く。その横顔は凛りん冽れつにしてどこか悲壮。歳とし相そう応おうの弱さや甘さが鳴りを潜ひそめていた。なんとはなしに脳裏で、父マサタカの厳しい顔がチラついてしまう。

　ゆえに、ようやくタスクのなかでもイメージが合致した。

　確かにこのアマゾネスは、あのヘルミーネ・Ｔ・クロイツなのだと。

　齢よわい一五で平然と政界に踏み入る、為い政せい者しや一族の純血優良種サラブレツドなのだと。

「ここから先はマジで最高機密トツプシークレツトになる。多くは教えられない。でも、そのうえでズバッと一番大事なとこだけ語るなら────……今ドイツはヤバイわ」

「………………」

「そして、だからこそクロイツ家も『禁』を破らざるを得なくなったの」

　タスクは禁という言葉にピンとくるものがあって、

「もしかしてそれ、リフレインのこと？」

「……ほんとに話が早いわね、あんた」

「初めから引っ掛かってはいたんだよ。きみはリフレインが動かない理由を詳しく知らなかったみたいだけど、あれ、原因は単にムーブメントの一部が異物を嚙かんでたからだ。確かに小さなネジではあったけど、それでも専門の機材と時間さえあれば、プロのオルゴール技師が問題を解消できなかったとは思えない」

「機材と時間さえあれば、ね……あんたはその両方ともなかったはずだけど？」

「そんなの今はいいよ。重要なのはミーネ、きみが──クロイツ家が、どうして直せる不具合を敢えてそのままにしてたのか、ってことだ」

　技術的に克服可能な問題を意図して放置するのだから、そういう場合のエラーは大概人間の側がわのいざこざにこそ原因がある。タスク的には些いささか吞のみ込こみ難がたい理屈ではあるのだが。

「ましてや〈ガラテアの娘〉だしね。口うるさい連中も多かったんじゃない？」

「そうね。一族のなかには『危険だから壊してしまえ』って極端なこと言う奴やつもいた。……けど、禁っていうのはそれとは別よ。単にしきたりだったの」

「しきたり？」

「ええ。クロイツ家がリフレインの管理を任されたとき、その相手から確約させられた起動のための条件──クロイツ家直系の、それも『Ｔテル』の字あざ名なを持つ者だけが、ゼンマイ・キーと一緒に託されてきた大切な『願い』……」

　タスクは制服の内ポケットを意識した。そこにはリフレインのゼンマイ・キーと、そして彼女の起動を阻はばんでいた例のネジが収められている。地下施設のゴタゴタのなかでも不思議となくさずに済み、それからこうして肌身離さず持ち歩いているのだ。

　ネジの頭の側面には、次の一文が刻まれている。

　彼女が二度と目覚めませんように──と。

「……その『起動のための条件』っていうのは？」

「二つある。でも秘密よ。それに関してはさすがにね」

　ミーネはなぜか寂しげに微笑ほほえみ、次いで軽やかな所作で席を立った。

　まだまだ不明瞭な点は多いものの、現段階で話せるのは『ここまで』ということらしい。

「と・り・ま……よ～く肝に銘じときなさいよ」

　制服のスカートを颯さつ爽そうと翻ひるがえし、周りの目を釘くぎづけにしながら、『噂うわさの転校生』が歩き去ってゆく。

「あんたがなんでリフレインに拘こだわるのかは知らないけど、半はん端ぱな覚悟で手なんか出したら火傷やけどじゃ済まないんだから。リスクのほうが遥はるかにおっきいわよ」

「…………女の子のために意地を張る、なんて最高じゃないか。望むところだね」

「ふん、強がり言っちゃって」

　別に強がりではないのだが、人形しか愛せない壊れ者の苦悩など、明かしたところで共感は得られまい。命の危険や政治絡がらみの厄介事はもちろん嫌だが、それらは少なくともタスクにとってはリフレインと離れる理由になりはしないのだ。

　それに何より──彼女は、自分をマスターに『選んで』くれた。

　伝説的ともいえる歌唱人形オルドール〈ガラテアの娘〉が。

　三〇〇年も昔の時代からやって来た、どこにも寄る辺べのない機械の眠り姫が。

「……頼ってくれた、って考えるのはさすがにムシが良過ぎるんだろうけどさ……」

　だとしても、向けられた気持ちには、できる限り応えたい。歌唱人形オルドールに対する誠実さまで失えば、タスク・リンドウにはもう何も残らないから。




　そのあとは、普段どおり学校生活を送った。

　昼食を摂とって午後の授業を受け、放課後になれば真まっ直すぐ帰路に。

　途中、学内でクールヴェと遭遇し、一昨日の事件のことや、ジェロームとの関係を問とい質ただされたりもしたが、他には取り立てて変わったこともなし。ミーネの言う『リフレインを狙う誰か』も白昼堂々とは仕掛けて来なさそうだった。

　アトリエ・デフュールに帰ってからは、これまた平常運転で店の手伝いを。

　ジェロームに訊きいたところ、リフレインはタスクが学校に行っているあいだ、宿泊していたホテルの引き払いや、交番への各種届出、アントワーヌ学園への編入手続きなどで、ずっと工房を空けていたらしい。また、ジェロームは昼間、店の周辺で「銀色の犬型アニマドールを見た」とも語っていた。……もうそれだけで大方の事情を察してしまったタスクである。

　なので、陽もとっぷり暮れた、午後九時。

「……リフレイン。僕のことはいい、って言ったろ？」

「仰おつしやっている意味がよく分かりません」

　ジェロームが商店街のつき合いで出払い、客足が途絶えたタイミングを見計らって、リフレインを問い詰めることにした。

　現在、リフレインは工房の作業台に仰ぎよう臥がしている。衣服はすべて脱ぎ去っており、一応、身体にシーツは掛けているものの、年頃の少年的にはかなり刺激的な絵ヅラだ。

　タスクはといえば、手には音波スキャナー、顔にはデータグラス。そして、データグラスとリンクしたタブレット型端末の画面には、スキャナーを介してリフレインの内部機構が映されており、作業台の傍かたわらに立って表示される諸々を注視していた。

　鬼──もといドワーフの居ぬ間に、かねてから考えていたリフレインの精査をと、そういうわけなのである。

「……本当ならもっとちゃんと整備なりしたいんだけど、親方に見つからずに工房の機材を使おうとしたら、今はこれくらいしかできないんだよなぁ……」

「わたしの身体は、現行の最高級機と同様にナノマシンで簡易補修が行おこなわれるため、ある程度までならメンテナンスフリーで済みますが」

「いや、単に僕が知っておきたいんだよ。リフレインのことを」

　それより、とタスクは端末の画面を睨にらんだまま、

「まだ話は終わってないよ。親方と工房のこと、僕、朝ちゃんとお願いして行ったよね？」

「……その命令なら過不足なく実行しました」

「過不足なく、ね」

「はい。もっとも適切な方法を取ったまでのことです」

　マスターの命令を自発的に曲解し、更に空とぼけてもみせる歌唱人形オルドール。

　おまけに、昨日あれだけのことがあったというのに、まだ不自然な人形の物もの真ま似ねをやめる気はないらしかった。安定のハイクオリティなポンコツぶりである。

　まあ、自分マスターのことを思っての行動である以上、タスクもあまり強くは出られないのだが。

「……でも、できれば護衛の比重は僕よりも、僕の周りの人に置いて欲しいかな」

「なぜでしょう？　状況的に誰よりも危険なのはタスクさんのはずですが」

「だろうね。けど、僕はそういう厄介事を踏まえたうえで、リフレインのマスターでいようって決めたわけだし」

「……決めたんじゃなく、わたしに昨日、丸投げにしただけじゃないですか」

　途端、ぷぅと可愛かわいく頰ほおを膨らますリフレイン。本当にすぐ剝がれ落ちるメッキだこと。

「や、それはほら。リフレインに選択を丸投げにできるってことは、僕のなかでもとっくに答えは出てたってことになるわけでさ」

「まあ……一応、それらしくは聞こえますけど」

「でしょ？　だったら、関係ない人を巻き込むのは、やっぱり極力避けるようにしないと」

　だが、そう言いつつもタスクのなかの冷静な部分は、「……果たして本当にそうか？」と自問の声をあげていた。

　何しろタスク・リンドウは、人間よりも人形を好く性た質ちだ。

　他者を巻き込みたくない、という言葉が掛け値なしの本心なのか、それとも「せめて上辺だけは人間らしく」という欺ぎ瞞まんなのか、正直、タスク自身にも判断がつかなかった。

「……しかし、そう考えると皮肉な話だよな」

　恐ろしく人間じみているくせに、敢あえて無機的に振る舞う人形。

　どこか非人間じみているくせに、偽善で道徳的に振る舞う人間。

「僕とリフレインの基本スタンスって真逆なのか」

「？　何がでしょう？」

「いや、こっちの話……とにかくさ、僕のことを心配してくれるのは嬉うれしいけど、リフレインはできるだけ他よ所そに労力を割いてよ。周りにとばっちりが行くのは嫌なんだ」

「善処はします。ですが、歌唱人形オルドールにとっての第一原則はマスターの安全です。それはタスクさんもご存知のことだと思いますが」

「それはプログラムの話？　それともリフレインの意思？」

「……無論、前者です」

　たぶん噓うそだろう。リフレインには歌唱人形オルドールの行動を縛る各規定が、戦闘用の機体と比してもごっそり欠けているらしい。まだ短いつきあいだが、それは既に承知していた。

　ゆえに、タスクもここを妥協点とするしかなかった。

　それがリフレインの自由意思による行動ならば、タスクが何より待ち望んでいた『感情を有す人形』の証あかしだ。とやかく口を挟めば己の想おもいのほうを否定する。

「オーケー。なら可能な範囲で、ってことにしておこう」

「はい。それで、あの……今度はわたしのほうから質問をよろしいでしょうか？」

「？　なに？」

「昨日のことです。あの空戦用インセクタロスとの戦闘中、タスクさんは敵機の構造的な弱点を見抜き、非常に的確な指示をくださいました。ですが、その点に関してまだ納得できる説明を頂いていません」

　タスクは驚いて端末から顔を上げた。リフレインは仰向けに寝たままの体勢で、真摯な眼差まなざしをこちらに向けている。その思いがけない迫力に些いささか怯ひるんでしまう。

「これは私見ですが……ひょっとして、どこかであの機体の設計図をご覧になったとか、そういうことではないのではありませんか？」

「え？　あ、あぁ……うん。単に『分かる』んだよ、僕。そういうのが」

「分かる、とは？」

「ん～、なんて説明すればいいんだろ？　間違い探しが上う手まいとでも言えばいいのかな？　親方なんかは『僕の特技だ』って言ってくれるけど」

「──もう少し詳しく」

「大抵はオルゴール機械に限りなんだけど、どこか故障してたり不調があったりすれば、たとえそれが外に表れない類のモノでも勘で分かるんだよ。あと昨日みたいに、意識して『構造上の問題を探そう』とすれば、それがなんとなく把握できることもある」

「できることもある、ということは絶対ではない？」

「うん、特に後者はね。すごい集中してなきゃ駄目。昨日は割と必死だったから」

「………………その特技は、いつから？」

　今度こそはっきりとぎょっとなって、タスクはリフレインの顔を見返した。

　いつから？　そんなこと、今まで考えたこともなかった。

「えっと、たぶん生まれたときから……あ、いや。カナエがいなくなった頃ぐらいからかも」

「カナエ？　どなたです？」

「や、人間じゃなくて人形。昔、実家にいた」

　タスクはそのあたりの話を語って聞かせた。リフレインとカナエの面影がどこか似通っていることは、明かすのが気恥ずかしいので伏せることにしたが。

　それから、カナエが処分された一件と、前後する出来事も根掘り葉掘り訊きかれて──

「あ」

　記憶の糸を辿たどっているうちに、タスクも一つ思い出すことがあった。

「そういや僕、あの頃、なんか事故に遭ったかも」

「……事故」

「うん。カナエがいなくなって不ふ貞て腐くされて、一時期、家に帰るのが嫌で嫌で……それで、夜遅くまで外をブラブラしてたら──そう、確かクルマに撥はねられたんだ。怪け我がなんて全然だったけど、頭を打ったから念のためにとかって、少しのあいだ入院もした気がする」

「はっきりとは憶おぼえていらっしゃらないんですか？」

「いや、だってさ。拳銃を何度も向けられたりする波乱万丈な人生を思えば、ちょっと事故に遭って入院するぐらい屁への河童かつぱだよ？　そうそう印象に残らないって」

　けど、それがいったい何？　という思いで虚こ空くうに彷徨さまよわせていた目線を戻せば、逆にリフレインはこちらから窓の外へと首を巡らせた。工房の裏手に面した窓からは、すぐそこの通りと対面にひしめく建物、そしてアーケードの天井が認められる。

　リフレインが見ていたのは、その天井の向こう──ガラス越しに映る夜空だった。

　否。

　正確には、夜空に浮かぶ〈スフィア〉を、だ。

　ヘルヴェティア共和国内を通り過ぎ、一旦、フランスまで行っておきながら、あの謎の人工天体はなぜか昨晩のうちに、再びこの地に舞い戻ってきたのである。

「相変わらず動きが読めないよなあ……規則性ってものが感じられない」

「……人類は未いまだに、アレがなんのために存在しているのか、知らないんですよね？」

「まあね。どうも地球の磁場やら宇宙線やらを操作してるらしい、ってとこまでは摑つかめてるんだけど。──そういえば、昨日は結局、そのへんの話が曖昧なまま終わっちゃったけど、リフレインはやっぱり〈スフィア〉のことも何も知らないの？」

　長い沈黙があった。とても長い長い沈黙が。

　けれど、ややあってリフレインが緩くかぶりを振る。

「タスクさんたちが〈スフィア〉と呼ぶ、あの構造体についての知識ならば、わたしのデータベースにも僅かに記述が存在しています」

「ほんと!?　なら、ぜひ教えて──」

「ですが……すみません、タスクさん。その説明は暫しばらく待って頂けませんか？」

　タスクは目を丸くした。それがひどく意外な申し出に思われたからだ。

「え、なんで？　何か不都合でも？」

「はい。合理的に判断して、今はまだ時期尚早かと…………いいえ、違いますね。わたしにまだその『勇気』が湧かないんです」

　勇気。

　自ら進んで『人形らしい人形』を演じるリフレインが、敢あえてそんな人間的な言い回しをするとなればよっぽどだ。

　昨日、ミーネが口走っていた〈ハルモノフィア〉という単語にせよ、まだまだ尋ねたいことはごまんとあるのだが、どうやら彼女にも何か葛かつ藤とうがあるらしかった。

「ただ、一つだけ──タスクさん、わたしの頭をスキャンしてみてください」

「？　頭？」

　手に持っていた無線式のスキャナーを、促されるままに彼女の額へと近づける。

　直後、タブレットに出力された映像を見て、タスクは声にならない呻うめき声を洩もらした。

「っ!?」

　リフレインの頭蓋骨フレームのなかに、本来、在って然しかるべきはずのモノが、どこにも見当たらなかったのである。

　即すなわち──ギア・ブレインと呼ばれる、歌唱人形にとっての頭脳部が。

「な、なんで……!?」

　愕がく然ぜんとなってスキャナーの角度を変え、矯ためつ眇すがめつしてみるも結果は同じ。リフレインの頭部のなかには、従来の歌唱人形オルドールには搭載されていない用途不明の装置こそあれど、肝心のギア・ブレインらしき影は確認できなかった。歌唱人形オルドールのそれは、分子サイズの歯車やパーツで構成された、どこか有機的ともいえる演算装置である。見落とせるはずはないのだが。

「もしかして、クラウド上で機体の管理を……？」

「いえ、ネットは介していません。ただ、外部とデータのやり取りをしているのは確かです。わたしの頭脳とメイン・ジェネレーターは、別の場所に保管されていますから」

「別の場所？」

「あそこです、タスクさん」

　リフレインが再び窓の外に視線を投げる。釣られてタスクもそちらへ振り返った。アーケードの屋根越しの夜空には、依然として〈スフィア〉が浮かんでいる。.

　まさか。

　という戦慄が胸の奥に浸透するまで、さすがに幾いく許ばくかの時間を必要とした。




「────わたしの脳は〈スフィア〉のなかにあるんです」




　リフレインが静かに続ける。

　こちらの驚きを知ってか知らずか、まるで何かを懐なつかしむような口調で。

「おそらく他の〈ガラテアの娘〉も同じはずです。特殊な重力子通信を用いて〈スフィア〉の側がわから、各おの々おのの機体ボデイをコントロールしているんです」

「…………………………」

「わたしたちガラテア級の『意識の保護』。それが〈スフィア〉の役割の一つですから」

　黙っていた事柄の一端を明かし、胸のつかえが取れでもしたか、締しめ括くくりに、リフレインがはにかむように微笑ほほえんだ。

　対してタスクはといえば、ただただ絶句するばかりである。

　予想だにしない真相を突きつけられ、身じろぎ一つできなかったと思う。




　その後。

　ジェロームが帰ってくる時刻になり、慌てて作業台や機材の片づけに移ったが、タスクは手を動かすあいだもやはり、暫しばらく心ここにあらずの状態が続いた。

　長径一〇〇キロにもなるオルゴール機械〈スフィア〉。

　その〈スフィア〉に収められた脳で、遠隔制御される歌唱人形オルドール〈ガラテアの娘〉。

〈スフィア〉がああして空に浮かび始めて、まだほんの二世紀ほどしか経たっていないが、察するに通信など一部の機能は、それ以前から既に稼か動どうしていたのだろう。でなければ、三〇〇年前にリフレインが動けたはずがなかった。

「けど、それにしたってさ……」

　正直、ちょっと頭がくらくらするような話だと思う。

　リフレインはまだ事の詳細を語りたくないようだが、技術者の卵であるタスクは一度抱いだいた疑問を棚上げにはできない。興奮だか寒気だかよく分からない感覚に振り回されていた。

「あの……そんなに難しく考えないでくださいね？　要は、わたしは他の人形よりちょっとだけ頭でっかちだぞー、っていうだけの話ですから」

　周囲の整理を粗あら方かた終えたところで、ますます得体が知れなくなったガラテア級の七番機が、そんな微妙なフォローを入れてきた。ばつの悪さからか、口調がだいぶ砕けている。

　振り返れば、リフレインはあられもない格好で、絶賛生なま着き替がえ中だった。

　現代衣装にまだ不慣れなのだろう。モタつく仕草がやけに色っぽい。

　ちょうどスカートを穿はこうと前まえ屈かがみになったとき、下着に包まれた乳房が暴力的かつ可か憐れんに揺れて、途端に幸せ一杯の気分になってしまうタスクである。

「……うーん、舌の根の乾かないうちから『眼福だし、可愛かわいいので、よし細かいことは棚上げにしよう』とか思えちゃうあたり、僕もいよいよ駄目人間まっしぐらかもなぁ」

「って、何フツーに観賞してるんですか!?　こっち見ないでください、って言ったじゃないですか！」

「あ、ごめん。ボーっとしてたから聞いてなかった。ところでリフレインは、やっぱり下着も白なんだね？」

「謝ってるのに反省の色がない!?　い、いいから早く、あっち向いてください！」

　涙目で怒られてしまい、渋々ながら顔を背ける。近くの壁に掛かった鏡に、彼女の艶あで姿すがたが上う手まいこと映り込んでいたので、何気ないフリをしてそちらのほうへ。

　で、そうするあいだも会話は続く。

「タスクさんは、明日も学校があるんですよね？」

「──ん？　そうだね、安産型は個人的にかなりポイント高いと思う」

「すみません、なんの話かちょっと分からないんですけど、ミーネさんの件は大丈夫ですか？　一時休戦みたいな口振りはしていましたが、あまり信用なさらないほうが……」

「うん。なんでリフレインが、僕らの昼間の会話を知ってるのかはさて置き、まあ暫しばらくは大丈夫じゃないかな？　だからこそ、ミーネも身分を明かして転入してきたんだろうし」

「と仰おつしやいますと？」

「事をぎりぎりまでオープンにして、周りを牽けん制せいするつもりなんだよ。リフレインの存在が第三者にバレてる以上、まずは奪われないことが肝要だから」

　もちろん、そうなるとミーネたち自身も、リフレインに手が出しづらくなるが、永世中立国という立場上、ヘルヴェティアが身動きに苦慮するのは毎度のことだ。却かえって今の状況はタスクたちに好都合とさえいえた。アマゾネスが勝手に危険な連中を遠ざけてくれる。

「それに、明日はどうせ課外授業だしさ。心配はいらないと思うよ」

「？　昨日も確かそんな話を……えっと、Ｂ＆Ｅの施設に行くんでしたっけ？」

「そ。しかもなんと、本社が保有してる研究所にね」

　何の気なしにそう返すと、リフレインが急に血相を変えた。危うく鏡越しに目が合いかけ、タスクとしてはひやひやものだ。

「本社の研究所にって……まさかイギリスに行くんですか!?　そ、それのどこか心配いらないんですか！　今、国外に出るなんて『狙ってくれ』って言ってるようなものです！」

「いやいや違うから。寧むしろ逆。あっちがジュネーヴまで来るの」

「…………はい？」

　リフレインが目を点にした。タスクはつい苦笑してしまいながら、

「つまりさ、明日、僕らが見学する場所って、馬鹿でっかい飛行艦なんだよ。それで分かりにくいなら『空中移動施設』とでも言えば伝わるかな？」

「ふ、船……？　研究所なのに、ですか？」

「うん。水上や宇宙も航行できる多目的艦でね。確か船体が七〇〇〇メートルくらいあるって話。主にインセクタロスの開発とか、その実験を行おこなうための艦かんなんだって」

「ま、待ってください！　じゃあ、課外授業っていうのは……」

　タスクは顎を引き、人差し指を立てた。

　示したのは、アトリエ・デフュールの天井──ではなく、その向こうに広がるもの。

「もちろん、空でやるんだけど？」

「……っ」

　思わず言葉を失ったらしいリフレインの、「そ、それじゃ護衛としてこっそりあとを尾けることができません！」みたいな表情が、いかにも可お笑かしかったものである。
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　明けて翌日。

　タスクは予定どおり艦上の人となった。

　といっても、すぐに見学先にお邪魔したわけではない。アントワーヌ学園にも飛行艦かん艇てい用のポートはあるが、七〇〇〇メートル級の艦かんとなるとさすがに手に余る。よって、まずは学園の敷しき地ち内に降ろした別の輸送艦かん二隻に乗り込み、そこからレマン湖の上空に停泊した件くだんの移動型施設へ向かう、という些いささか面倒な段取りを踏むこととなった。

　課外授業の参加者は、言わずもがな大所帯。

　生徒は一学年のうち一六〇〇名余りが。引率はクールヴェを含む教師数十名が。

　午前一○時の段階には、既に全員、中継に用いる輸送艦かんに搭乗し終え、学園を発たってレマン湖の空高く舞い上がっていた次第である。

　そして現在。

　奇くしくも雲が多い日だったため、地上からでは拝むことできなかった噂うわさの超弩ど級きゆう艦かんを、タスクはようやく目まの当たりにしていた。

「うわ～……やっぱネットの画像とは迫力が違うなぁ」

　中継用の輸送艦かん、その窓まど際ぎわの席から外を眺め、我知らず溜ため息いきをつく。

　Ｂ＆Ｅディファレンス・インターナショナル保有──『グランドネスト号』。

　その並外れた威容は、眼下に雲海を置いたこのシチュエーションも含め、さながらよくできた一いつ幅ぷくの絵画のように映えていた。周りの生徒たちも皆たじろいでいる。

　しかし、そんななか、ごく例外的に。

「ちょっと何あれ！　滅め茶ちや苦く茶ちやブサイクじゃない!?」

　などと、色々台無しな野次を飛ばす、空気の読めない野生児モンキーが一匹。

「…………あのね」

　なんの因果か──いや明らかに作さく為い的てきだが──隣の席になってしまったヘルミーネ・Ｔ・クロイツに、タスクはがっくりと肩を落として半眼を向けた。

「そういう感想は、もうちょい控え目な声で言ってくれない？」

「あによ。なんか文句でもあんの？」

　果たして、周りと同じアントワーヌ学園の制服を纏まとい、いかにも文明人でございと気取った野蛮なイキモノが、ちっこい八重歯を覗のぞかせて本性を表す。

「どーせ今は他の連中、何を聞いても右から左でしょ？　みんな窓に釘くぎづけなんだから」

「僕が気にするんだってば。鼓こ膜まくが痛いわ、品もないわで、いい迷惑だ」

「噓うそっ、ほんと!?　やりぃ♪」

「人間性がよく出ている返しをどーも」

　最初の出会いが悪過ぎたせいか、フリでもいいから仲良くしよう、という気さえお互い持ち合わせていない。そのうえ昨日からこっち、行く先々でエンカウントするものだから、なおさら関係は悪化する一方だった。タスクとしては愚痴りたくもなる。

「いくら僕の見張りだからって、何も一緒に行動しなくてもさぁ……」

「しょうがないでしょ？　あんた以外の奴やつらの前だと、ずっと肩肘張ってなきゃいけないから疲れるのよ。高貴な人間ってのはね、常に体面を重んじるものなの。分かる？」

「分からない。全部そっちの都合じゃねーか、って言いたい」

「そ・れ・に」

　ミーネはこちらの反はん駁ばくを完全にスルーし、足元のバッグから取り出したスナック菓子を、こっそり開封してパクつきながら続けた。

「あのヘンテテコな艦かんについても、あたしは別に、的外れなこと言ったつもりはないわよ」

「……まあ、普通じゃない外観なのは確かだけどさ」

　重力制御のおかげで微かすかな揺れも感じない輸送艦かんのなか、タスクは業ごう腹はらながらも彼女の言い分を認め、今一度、強化ガラスの向こうに目をやった。

　簡単にいってしまえば、グランドネスト号は船の体ていを成していないのである。

　初めはその巨大さに圧倒され、瞠どう目もくと感動を余儀なくされるも、やがて違和感のほうが先に立ち始める。そのくらい奇妙な形状をしているのだ。

「ぱっと見は『どでかい空飛ぶパイナップル』って感じね」

　ミーネの言うとおり、基本的なシルエットは、長球を縦にしたそれ。

　そして、パイナップルでいえば『葉』に当たる部分に、天使の輪のような巨大な金色のオルゴール・ディスクが備わっている。

　更にそのディスクの周りには、サブのディスクが幾重にも連なり、今こうして見ているあいだも重力制御で大おお摑づかみに艦かん全体を支え、同時に内部の区画ごとに相応ふさわしいＧを発生させて、開発・実験に最適な環境を維持し続けているはずだった。

　艦かん自体は非武装ながらも警備は厳重で、辺りの空域には無数のインセクタロス。

　積層状に凹凸ができた本体部分には、要所要所にポートが設けられ、様々な航空機械を休まず発着させ続けている。まだ距離はあるが、やはり圧巻だった。

「……でも、パイナップルは酷ひどいな。艦名からして『偉大なる巣塚グランドネスト』なんだから、せめて『スズメバチの巣の親玉』とか表現して欲しかった」

「それだってどっこいじゃない」

　ミーネはお菓子をもしゃもしゃ咀そ嚼しやくしながら、

「だいたい、幾らインセクタロスの開発がメインだからって生意気なのよ。ハチ型の機体ならマニフィック社こそ草分けでしょ。おまけに何アレ？　マジで欠片かけらも飛行艦艇に見えないんですけど。Ｂ＆Ｅの設計士ってセンス悪いわねー」

「なんでそんなにＢ＆Ｅをディスるのかは知らないけど……ま、仕方ないっちゃあ仕方ないんだよ。何しろ重力下で運用される空中移動施設ってのが、まだまだ新しい分野だからさ」

　宇宙用でなら似たような物は存在する。いわゆる『プラント艦かん』というやつだ。

　が、大気圏内で超質量を過不足なく支えられる──安定した重力制御が行おこなえるジェネレーターとなると、開発に成功したのは本当につい最近のことで、実のところ公式にもまだ『空中移動施設』なるカテゴリは存在していないのである。

「グランドネスト号は、Ｂ＆Ｅが威信をかけて開発した新造艦かんだ。それまでの飛行艦かん艇ていのサイズ記録レコードを三倍以上も更新してるし、他にも色々新しいことに挑戦してる。あちこち他と違ってくるのは当然だよ」

「……ふん、やけにＢ＆Ｅの肩持つじゃない」

「そう？　単にそっちが目の敵かたきにしてるだけだと思うけど」

「かもね。だって実際、連中は敵だし」

　その台詞せりふにタスクは眉を顰ひそめた。だが、ミーネは構わず続ける。

「あんたも他ひ人と事ごとみたいにのほほんとしてんじゃないわよ？　今はリフレインもいないし、武器だって持ち込めない。これって割と危険な状況なんだからね」

「危険って……さすがに心配し過ぎでしょ？　Ｂ＆Ｅも自分の管かん轄かつ下かで事件が起きるなんて意地でも許さないだろうし、あとから〈ＡＭＰ〉もやって来て僕らの護衛につくんだから」

「だ・か・ら！　そのＢ＆Ｅ自体が信用ならないって話を──」

　と、そこでミーネがはたと口を噤つぐんだ。

　ところ狭しと座席が並んだ艦かん内ない、その前方でクールヴェが立ち上がり、「これより着ちやつ艦かんしたあとの注意事項を、関係者の口から改めて説明してもらう！」と声をあげたからだ。

　次いで、クールヴェの隣に女生徒が現れ、走らない、喋しやべらない、立ち入り禁止エリアに踏み込まない、といったごく当たり前の注意事項を、親しげ且かつ事務的に述べてゆく。

　各客室の生徒たち全員にきちんと報しらせが行き渡るよう、個々の座席に設置された立体映像装置でもその様子は流されており、目の前の空間に篆てん刻こくされた掌てのひらサイズの女生徒を、タスクは思わず二度見してしまった。

　その生徒が非常に目立つ容姿をしていたから──というだけではない。

　どことなく記憶に引っ掛かる人物だったからだ。

「あれ？　この子、なんか見覚えがある……誰だっけ？」

「って、ちょっと!?　あんたまさか同じ学校に通ってるくせに、Ｂ＆Ｅのお姫サマを知らないわけ!?　他人に関心がないにも程があんでしょ！」

　目を剝むいたミーネに鋭く囁ささやかれ、タスクも合点がいったものである。

「あぁ、彼女がバイロン一族の。ふ～ん」

「ふ～んて!?　反応薄うすっ！」

　話には聞いていた。でも、さっぱり興味が湧かなかった。

　彼女の一族が運営している会社の、歌唱人形オルドールにならぞっこんなのだが。

『さて、もう間もなくですわね』

　バイロン家の末まつ裔えいがにこやかに語る。今やクールヴェを置き去りに、艦かん内ない放送を独り占めにしており、すわ新手の客室乗務員かと疑うほどだ。隣のミーネは何やら物騒極まりない目つきで「……やっぱムカツク。いけ好かない女だわ」などと呟つぶやいていた。

　完全規格外の〈スフィア〉を除けば、世界最大の空中移動施設がいよいよ間近に迫り、他の生徒たちも再び騒ぎ出していた。太陽がひととき遮られ、二隻の輸送艦に影が落ちる。

　直後、空に幾つも咲く大輪の花火。どうやら歓迎の挨拶らしい。

　クールヴェたち教師陣も何事かと慌てており、これが予定になかったサプライズなら、実にサービス精神旺盛なことだった。

　が、それもそのはず。まだ建造されて間もないグランドネスト号を、Ｂ＆Ｅも世間にアピールしたがっているのである。ゆえにこそ、日常的に産業スパイや情報漏ろう洩えいが憂慮される研究施設に、大勢の学生をわざわざ見学にも招いているわけで。

「──初飛行からちょうど一周年なんだっけ？　だから記念に、六日間でアントワーヌ学園の生徒を一万人近くもご招待って……裏でソロバン弾はじいた結果とはいえよくやるよ」

　この課外授業はタスクたちの学年を対象に、あくまで自由参加というかたちで行おこなわれているが、それでも膨大な人数であることに変わりはない。手間と費用を思うと頭が下がる。

「できれば、リフレインと一緒に見たかったな……」

　次々と打ち上がる花火を眺めつつ、タスクはふとそんなことを思った。

　そして、ほどなく短かった空の旅も終わる。

　二隻の輸送艦かんがゆるゆるとグランドネスト号に接近し、船体の下部から甲板のようにせり出したポートに着ちやつ艦かん。バイロンの娘が締しめ括くくりに、優雅な所作で以もって腰を折る。

『親愛なる同級生の皆さん。ようこそグランドネスト号へ』

　斯かくして、波乱の課外授業が幕を開けた。
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　何かがおかしい。

　リフレインが異常を嗅ぎ取ったのは、グランドネスト号に侵入してすぐのことだった。

　ステルス機能をフル活用して高度五〇〇〇メートルまで上昇し、周辺空域を哨しよう戒かい中だったＢ＆Ｅの小型艇に取りついて便乗、今しも帰き艦かんした船からポートに降り立ったところである。

「……？」

　背後では発着口が閉まる重々しい音。艦かん外がいで響いていた大音量の超ちよう弦げん奏そう曲きよくも、それで同時にシャットアウトされた。

　大出力のジェネレーターともなれば超ちよう弦げん奏そう曲きよくも立派な公害である。

　だから、艦かん内ないの防音が完璧なのはもちろんのこと、グランドネスト号は他の大型軍用艦かんや施設と同じように、低強度の歪わい曲きよくフィールドで艦全体を覆って、その内部で騒音をすべて封止している。大気の加熱も防いでいるため気圧の変化も生じない。

　周囲の空間が歪ゆがんでいるにも拘かかわらず、視覚センサーのみで外から艦かんを捉えたとき、光が屈折していないように見えたのは、篆てん刻こく技術によるテクスチャーのおかげだった。

「昨日、タスクさんも仰おつしやっていたとおり、自社の技術力を宣伝するために、見み栄ばえにも気を遣っているんでしょうね」

　独白しながらリフレインは辺りを見回す。哨しよう戒かい艇ていが降着したのは、一般の建物でいうところの裏口──格納庫に直通した業務用ポートだった。

　物資の搬入口にも使われているらしく、広い空間には様々な航空機が並んでいる。

　遠くにはクレーンや工作機械、組み立て中のインセクタロスなども窺うかがえ、既に完成しているハエ型の機体も見受けられた。未み塗と装そうなのでたぶん実験機だろう。

　ともあれ、ここに至ってリフレインは、違和の正体を口にしたものである。

「静か過ぎます……」

　格納庫のなかに生体反応がまったくないのだ。

　例外は、自分がタクシー代わりに使った哨しよう戒かい艇ていの、パイロット二名だけである。その二名も船から降りるなり目を瞬しばたたかせていた。

「おい、なんで誰もいない？　皆どこに行った？」

「さてね。今、学生たちが来てるから、パーティでも開いてるのかも」

「ふざけるな。そんな予定は聞かされてないぞ」

「だけど艦橋ブリツジは何も言ってなかったぜ？　トラブルなら着ちやつ艦かん許可は見送るだろ」

　真面目そうな男と、暢のん気きそうな男が、そんなやり取りを交わす。

　だが、そこで。

「っ」

　だだっ広い格納庫の脇にぽつんと設しつらえられた通路の奥から、人の気配が複数近づいてくるのをリフレインは先んじて感知した。同時に、いや増す不穏さも。

　足音から推測できる対象の体重が重過ぎるのだ。

　歌唱人形オルドールのアルゴリズムではないが、やけに規則正しい足運びで更に硬質。おまけに機械の駆動音まで混じっている。Ｂ＆Ｅの私設警備隊にしてもこれは──

「……お二人とも！　今すぐここを離れてください！　何か危険です！」

　リフレインは咄とつ嗟さに、空間迷彩を部分的に解除し、声だけをパイロットに届けていた。

　いきなり至近から響いた幽霊の声に、二人が身を竦すくませて素早く拳銃を抜く。だが、高い錬度の裏づけであろうその行動も、今はただのタイムロスにしかならなかった。

　皮切りは、パシュッ、という気の抜けた音。

　通路の陰から銃身を曲げて突き出された減音器サプレツサー内蔵型の可変式自動小銃ヴアリアブル・ライフルが、無薬莢ケースレス弾だんによる無情な先制攻撃を仕掛けた合図だった。

「ッ、なん……!?」

　警告も何も抜きにした突然の奇襲に、事前の呼びかけによる動転も相あい俟まって、パイロットの二人も今度は反応が遅れる。続けざまに驟しゆう雨うを浴びせられ、真面目そうな男がまずヘッドショットを喰くらって、あっさりと床に崩れ落ちた。辺りに脳のう漿しようがぶち撒まけられる。

　もう一方の男は、慌てて哨しよう戒かい艇ていを遮しや蔽へいに取ったが……それも無駄だった。立て直すだけの暇を相手が与えてくれなかったのである。

　あろうことか敵が、単身で通路の陰から飛び出してくる。

　しかも速い。常人の動きではない。

　ジクザクに駆けながら三〇〇メートルはあった彼ひ我がの間合いを潰し、パイロットの男が破れかぶれで応射しても多少の被弾など物ともしない。

　そのうえ、駆け込みざまに振るわれたのは、なんと武器すら持たない左腕──ただの拳でパイロットのどてっ腹を貫いてみせた。

「がっ……あ？」

　素手が人体を穿せん孔こうするという異常事態に、パイロットは最さい期ごまで暢のん気きな顔を晒さらしたまま、腕が引き抜かれるや倒れて動かなくなった。以もって、二〇秒足らずの流血沙汰である。

「……ッ」

　リフレインは口元を押さえて震えた。

　救えない命ではなかった、自分なら戦闘に介入もできた、と。

　だが、既にグランドネスト号に搭乗しているタスクの身を思えば、この謎の襲撃者たちにまで自分の存在を気け取どられるのはまずい。ゆえに、マスターの生命保護を最優先とする歌唱人形オルドールの第一原則が、軽率な挙に出かけたリフレインに「待った」を掛けたのである。

　異論はない。機械の宿命だ。

　けれど、この顚てん末まつが本意かと問われれば、答えは断じてＮＯだった。

「よくもこんなひどい真ま似ねを……！」

　ステルス用の歪わい曲きよくフィールドのなかで、リフレインは人知れず憤いきどおりの声を洩もらす。

　対して、二名のパイロットを苦もなく屠ほふった襲撃者の男は、通路の奥から現れた後続の仲間と二言三言。かと思えば今度は、宙を睨にらんで動かなくなってしまった。

　生体反応を有しながら、人間以上の身体能力で、且かつ強化服パワードスーツの類は未着用。

　おそらく義サ体イ化ボ兵ー士グというやつなのだろう。

　目の前に居並ぶ襲撃者たちは、一個小隊ほどの全員がそうであり、肉体の殆どを機械に置き換えているようだった。

　現代の軍事常識はよく知らないが、さすがにこれは異常ではないかと思う。

　隊長らしき人物が急に動かなくなったのは、内蔵された通信機で誰かとやり取りをしていたからだ。無論、リフレインはその内容を余さず傍ぼう受じゆしていた。

『射殺した？　火器は使うなと言っただろう』

『連中、なぜか先に銃を抜いていたんだ。手早く済ませる必要があった』

　自分の不用意な警告が仇あだになった──その事実にリフレインは内心歯は嚙がみする。

『それにな、こちらの不ふ手て際ぎわを責められた義理か？　お前たちがブリッジの制圧に手間取ったせいで、俺たちが今こうして尻しり拭ぬぐいに奔走してるんだぞ』

『……分かっている。二度と誰も着ちやつ艦かんなどさせん』

『だといいが。それより標的は？　例の日本人のガキは確保し──』

　交信はまだ続いていたが、そのときにはもうリフレインは駆け出していた。

　業ごう腹はらだが格納庫にいる彼らは放置だ。ここで無力化すれば、帰還しない部隊を怪しみ、相手が警戒を強めてしまう虞おそれがある。また、詳しい状況、敵勢力の規模、こんな事態が発生している経緯、それらの不透明さも一旦は置いておく。

　今もっとも重要なのは、敵の通信から否いや応おうにも察せられた二点と、観察していたことで気づいた一点──合計三点の問題だけ。

　即すなわち、

「この船はもう誰かに制御を乗っ取られてるッ……タスクさんが危ない！」

　そして。

「さっきの彼らの格好……っ！」

　二人のパイロットを殺害した襲撃者たちの装束は、現代事情に疎うといリフレインにも見覚えがあるものだった。

　間違いない、あの戦闘服は。

　アントワーヌ学園に大手を振って出入りしていた『彼ら』のものだ。




　　　　　　　　　　○




「ハァイ。ま～たまた合ったわね、きみ」

　などと気さくな調子で話しかけられても、タスクは初め相手が誰だか分からなかった。

　グランドネスト号に乗じよう艦かんしてから、せいぜい数分ほどしか経たっていない。

　てっきり艦かん長ちようが現れてまず紋もん切きり型のスピーチを一発、それから広報担当の誰それが艦かんの自慢話を始めて、やれようやく見学開始だ複数の班に分かれるぞ～、となるものとばかり踏んでいたのだが──いや実際、課外授業のしおりマニユアルには、そう書かれていたのだが。

　なぜか。

　ポートを抜けた先のロビーで、タスクを含む一六〇〇人余りの学園関係者は、物々しい一団から歓待を受ける羽目になっていた。

「え～と、どちら様で？」

「あ、ひど！　私のこと忘れちゃったの!?」

「すいません。全然憶おぼえてないです。というか、それ以前に──」

　黒いボディアーマーを身につけ、機関銃や鳴器サウンドバレルで武装した屈強な男たち。

　なのに、先頭に佇たたずむ人物だけが若い女性。茶目っ気たっぷりの笑みが印象的な白人だ。タスクに声をかけてきたのも彼女で、どうやら背後の男たちを統率しているようだった。

　おまけに、その指揮官の女性を除く全員に大きな『違和感アリ』。

　だから、相手がフレンドリーなこともあって、他にも問とい質ただすべき点は多々あるはずのに、タスクはつい興味を優先してしまう。




「──どうして〈ＡＭＰ〉に、こんなに義体化してる人がいるんですか？」




「あら、よく分かったわね？　こいつらがサイボーグだって」

　女性指揮官が目を丸くする。次いで、北欧系とおぼしき面おも差ざしが華やかに綻ほころんだ。

　そう、彼らは〈ＡＭＰ〉。

　国連から派遣されたオルゴール技術関連の専門部隊であり、取り分けアントワーヌ学園の警備と監視を主しゆ任にん務むとする特別チームである。

「でも、国連軍にサイボーグ部隊があるなんて話、聞いたことないんですけど。それに後ろの男の人たち……全身義体フルボーグですよね？」

「へえ、そこまで分かるんだ。もしかして何か特殊な道具とか使ってる？」

「や、そういうのは特に。技師の卵なんで目め利ききくらいは」

　と適当に誤魔化すものの、実際、軍用サイボーグだけあって、男たちの偽装ギリーはほぼ完璧だった。タスクだからこそ朝飯前に見分けられているのである。

　それより問題なのは、国連軍所属の特殊部隊である〈ＡＭＰ〉に、全身義体フルボーグの兵士が多数所属していることだろう。どう考えても身体的な故障などを理由とした義体化ではない。

　だが、世間一般の『生身への執着』や『機械への抵抗』が未いまだ根強く、ネオ・ラッダイト運動などと同様に社会問題にも発展し得る昨今、兵士に義体化を強要するような真ま似ねは非人道的であるとされ、少なくとも表向きは国際条約で禁じられているはずなのだ。

「それに……」

　違和感はまだ他にもある。

　一六〇〇人いる生徒の最前列に偶然いたとはいえ、相手が明らかにタスク個人に声をかけてきたこと。ロビー周辺がやけに静かなこと。他の乗組員を殆ほとんど見かけないこと。そもそも〈ＡＭＰ〉が到着するにはまだ早過ぎる時刻であること。等々。

「………………」

　タスクの胸の奥で警けい鐘しようが鳴る。隣に立つミーネも目元を険しくさせていた。

　吹き抜け構造となったロビーは広く、学園の関係者全員が今は一堂にいるが──見ようによっては、袋のネズミとも取れる構図である。さきほどポートで誘導員マーシヤラーよろしく旗パドルを振り、ここまで案内してくれた作業着の人物も、既に退路を断つように後方で拳銃を抜いていた。

「ま、待ちたまえ！　なんだね、この雰囲気は!?」

　誰もが薄々キナ臭さを感じ始めたなか、クールヴェが教師としての責任からか、声を荒げて女性指揮官の前に出る。

　が、しかし。

「──雰囲気ヘンだなーって思うなら、ちょっと引っ込んでましょうか、お爺じいちゃん」

　相手からの返答はそんな軽い台詞せりふと、無造作ともいえる銃床の一撃だった。

　女性指揮官に笑顔のまま殴おう打だされ、こめかみから鮮血を散らしたクールヴェが、タスクの眼前でくたりと床に頽くずおれる。一拍遅れて女生徒の誰かが悲鳴をあげた。続いて他の生徒や教師たちにも動揺が波及し、あっという間にロビーが恐きよう慌こう状態に陥ってしまう。

　けれど、そこでやにわに激しい銃声が。

〈ＡＭＰ〉が絶妙のタイミングで宙に威い嚇かく射撃を為なしたのだ。騒ぎ立てていた学園の皆が、魔法のように再び静まり返った。

「は～い、静かに！　おーしーずーかーにーっ！」

　硝しよう煙えんが薄く香るロビーのなか、ただ一人、凶行に及んだ当人だけが陽気だった。

　クールヴェを殴ったときに跳ね飛んだか、頰ほおに血の滴を付着させたまま更に続ける。

「こっちとしても、なるべく穏便に済ませたいところではあるけど、お仕事だから今みたいに空気を読まず行動した人には、容赦なく折せつ檻かんしなきゃいけませ～んッ！　なので、命が惜しい人は正義感とか使命感とか、そのへんの不要なものはポイしておくよーに！」

「あんた……っ！」

　倒れたクールヴェに駆け寄りながら、タスクは思わず女性指揮官を睨にらみつけた。

「どうせ狙いはリフレインと僕だろ!?　他の人間には手を出すなよ！」

「お、カッコイイ台詞せりふ。でも、それを決めるのはきみじゃないし。私たちのほうだし」

「ッ……その口調……」

　タスクは遅おそ蒔まきながら、相手が何者か思い当たった。「～だし」という語尾が二度続く特徴的な言葉遣いを、確かについ最近、どこかで聞いた覚えがあったからだ。

「──一昨日、ドールショップで助けてくれた!?」

「あはは！　思い出してくれたんだ？　そ～よお？　ついでに言うと、その前の晩、学園の連絡橋の検問所でもきみとは会ってる」

　女性指揮官がけらけら笑う。その場違いな朗らかさも、紛れもなく既知のものだった。

「私はね、たまたま学園に来たきみに、たまたま入校許可を出してあげて、そんなきみが七番機のマスターになったのを知って、ちょっと運命的なものを感じてるユダヤ系のお姉さん。ちなみに名前は、アデール・レヴェナーね。まあ、経歴も含めて全部噓うそっぱちだけど」

「な、なら！　あのとき街で会ったのは偶然なんかじゃなくて──」

「は～い、ビンゴ。要は監視の延長だったわけ。自然に接触できそうなシチュエーションだったから、直じかにきみと七番機を確かめてみようかしらん、ってね」

「……そう、そういうこと……っ」

　次いで悔しげに唸うなったのはミーネだった。

「あたしが、あの夜、簡単にアントワーヌ学園に忍び込めたのは、〈ＡＭＰ〉にスパイとして潜入してたアンタたちが、故意に警備体制に穴を開けてたからね!?　じゃなきゃ『あたしを泳がせてクレイドル・ルームまで案内させる』なんて作戦は成立しないはずだもの！」

「またまたビンゴ～♪　なのに、肝心のブツの奪取でしくじるんだから、ほ～んとお笑わらい種ぐさよね。これだから人形はいまいち信用できないっていうか……」

　女性指揮官──アデールはこれ見よがしに肩を落とし、けれど一転、今度はどこか酷薄に口元を歪ゆがめて言ったものである。

「ま、そんなわけでさ。私たちも正味のところ、もうあとがないんだなあ。いやほんと、これ以上の失敗は絶対に許されない感じでね」

「だ、だからって正気!?　こんな大それた真ま似ねするなんて！」

「でも、そのおかげでヘルヴェティア政府や、Ｂ＆Ｅは綺き麗れいに出し抜けたわ。違う？」

　ミーネが二の句に詰まる。アデールの言げんが的を射ていたからだろう。

　確かに……常識的に考えれば、あり得ない。

　輸送艦かんでミーネはしきりに「用心だけは怠るな」「Ｂ＆Ｅは信用できない」という旨むねの発言をしていたが、そんな彼女でさえ実際に何かが起こるとは考えていなかったはずだ。

　何しろＢ＆Ｅディファレンス・インターナショナルは世界的な大企業である。自ら招いた客人に無作法を働くわけがないし、他者が不ふ埒らちを働くのを黙って見過ごすはずもない。もし何かあれば責任問題として火の粉を被るのは自分たちのほうだからだ。

　だからこそタスクも、Ｂ＆Ｅが全力で護まもってくれる見学中は寧むしろ安全と、そのように考えて課外授業への参加を取りやめなかったというのに。

「……ッ」

　いったい誰に想像できる？

　まさかタスク一人のために、大勢の生徒や教師や乗組員を巻き込み、あまつさえ七〇〇〇メートル級の飛行艦かん艇ていを、丸ごとハイジャックする輩やからがいるなど……いったい誰に。

「は～い、注目注目～っ！」

　やがてアデールが拍手かしわでを打ってホールの視線を集めた。

「みんなも既に察しがついてると思うけど、今、このグランドネスト号は私たちの掌握下にありま～す！　で、ここから先の引率は先生方に代わりまして不ふ肖しようこのアデールめが！　更にスケジュールも大幅に変更して、生徒のみんなにはオルゴール機械の開発風景なんかより、もっと面白いモノを見学してもらおうと考えてま～す！」

「……その『面白いモノ』とはなんですの？」

　尋ねたのはバイロンの娘だった。いつの間にか生徒たちのなかから進み出ていたのである。

　Ｂ＆Ｅを牛ぎゆう耳じる一族に連なる身としては、自社の飛行艦かんを何者かに制圧されるなど屈辱の極みなのだろう。加えて純粋な恐怖心もあるのか、彼女の顔色は今や死人さながらだった。

「ん～、正しくは見学というより見物、じゃなきゃ観光かしら？」

「観光……って、まさか!?」

　タスクは度肝を抜かれて相手を振り仰ぐ。ミーネもバイロンの娘も最悪の展開を予期し、目尻が裂けんばかりに瞠どう目もくしていた。

　アデールが冷然と微笑ほほえむ。

　もはや人当たりの良さを完璧に脱ぎ捨て、獲物を前に舌なめずりする毒蛇のように。

「グランドネスト号はこれより北東へ針路を取るわ。そう──」

　一息。




「──きみらはドイツへ向かうの。私たちと一緒に、ね」
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「ドイツに……？　確かに相手はそう言ったのか？」

『は、はい。さきほど空軍基地にそのような通信が入った模様で。「本ほん艦かんグランドネスト号は以後ドイツへ舵かじを切る予定。航路を空けねば人質の命は保障できない」と……』

　ヘルヴェティア共和国が首都ルツェルン。

　その、ムゼック城壁をすぐ対面に望む官邸の執務室にて、ボルティザーク・Ｔ・クロイツは現在、総裁就任以来、最大最悪といえる規模の案件に直面していた。

　マホガニーの机に置かれた通信機から響いた声は、空軍基地から緊急の報を受けたという評議会議員のもので、間接的に齎もたらされたその肝心の内容──即ち「グランドネスト号を占拠し、アントワーヌ学園の関係者、及び艦かんの乗組員を人質に取った」と主張する、謎の武装勢力からの『犯行声明』は、あまりにもショッキングに過ぎるものだった。

　ドイツへ向かう。

「…………………………」

　他の事々も無論問題ではあるが、やはり最重要点は『そこ』だろう。ボルティザークは巌いわおのような面めん貌ぼうに、幾つも深い皺しわを刻んで押し黙った。

　議員の話によれば、空軍基地に入った無線は出し抜けで、しかも相手側が要求だけを告げて切れる、という甚だ一方的なものであったらしい。件くだんの武装勢力は、自分たちが何者なのかさえ表明しなかったという。

　だが。

　繰り返すが──「ドイツへ向かう」と、そう主張したのである。

　正体不明のテロリストが。否、そのような肩書きのまま通すこともできたはずの、しかし今となっては疑うべからざる彼の国の間諜たちが。

「……馬鹿な」

　ボルティザークは率直な所感を洩もらし、次いで無線機の向こうの議員や、傍かたわらに佇たたずんでいた秘書官に、矢や継つぎ早ばやに指示を飛ばしてゆく。そのあいだも思索は絶えず続け、物の数十分ほどで集まり出した断片的な情報から、ますます疑念と困惑を深めていった。

　現状、グランドネスト号はまだレマン湖上空に留まっている。だが、他の飛行艦かんや戦闘機が着艦することは、やはり既に不可能となっているらしい。

　そんななか、母ぼ艦かんに戻れず周辺空域で右往左往していた、飛行艦かんのパイロットたちの何人かから、有力な情報を得られたとの報告が挙がってきた。

「──その話、間違いないな？」

『確かです。グランドネスト号に無線を取り次いだ哨しよう戒かい艇ていのパイロットが言うには、〈ＡＭＰ〉は予定よりもかなり早い時刻に当該空域に現れたそうで。また、その兵数や構成、装備も事前にあった話とは異なっていたと、入れ違いで艦かんを発たった者が証言を』

「だが、その〈ＡＭＰ〉のチームがグランドネスト号に乗り込んだあと、今度はなぜか時間どおりに別の〈ＡＭＰ〉のチームが到着した、と？」

『はい。ただし、あとから到着したそのチームは、ブリッジに着ちやつ艦かんを拒否されています。「手違いが発生したため、暫しばらく待機していて欲しい」と言い渡され、やむなく今もなお付近で旋回飛行を続けていると本人たちが……』

　なるほど。ブリッジはその時点で既に制圧されていたわけか。

　そして後続のチーム──つまり本物の〈ＡＭＰ〉は、そのまま事態の推移から取り残され、状況もロクに把握できないまま、現在に至るといった流れであるらしい。

『〈ＡＭＰ〉の本部にも問い合わせましたが、やはり派遣したのは一チームだけだと』

「ならば確定だな。先にグランドネスト号に乗艦したチームこそが犯行グループだ。もう随分前から〈ＡＭＰ〉を隠かくれ蓑みのに、ヘルヴェティア共和国内に潜伏していたのだろう」

　しかし、そうなると尚なおのこと解げせない。

　なぜ彼奴きやつらは「ドイツに向かう」などと、素性の暴露に等しい声明を出したのか。

　一介のテロリストの仕業と、そういうことにしておけば、最悪、他国からの批難だけは免まぬがれたろうに。これでは自分から袋小路ふくろこうじへ嵌はまりに行くようなものだ。

　ましてや〈ＡＭＰ〉の名まで騙かたってしまっていては、もはや事はヘルヴェティア共和国のみならず、国連加盟国すべてに対する悪質な挑発──いや、もっと明確に『宣戦布告』とさえ見なせるはずである。まともに考えれば、正気の沙汰ではなかった。

「……だが」

　同時にボルティザークは、別の危機感を募らせてもいる。

　もし仮に今の状況が、相手が徹頭徹尾、冷静に事を運んだ結果ならば。

　それはつまり『全世界を敵に回しても勝利をもぎ取れる』という確たる見込みがあってのことではないのか？

「無根拠な自信、と一笑には付せまいな」

　何しろ相手は先の大戦で国力差から戦いの長期化を招き、ソ連とイギリスの二正面戦争で窮地に追い込まれたドイツである。ここで同じ轍てつを踏むとは考えにくい。

　そう……ドイツ連邦共和国。

　いや。正確にはその中枢に今なお居座り続ける、とある非公式機関こそが厄やく種だねなのだ。

　第二次大戦で頭角を現し、国全体を熱病に罹り患かんさせた、あの誇大妄想狂の忘れ形見。悪名高き労働者党が、前身に回帰するかたちで生まれた、第三帝国の残ざん骸がいにして後任。

「一世紀の沈黙を破り、遂ついに動き出すか……〈遙けき彼方の境会ウルテイマ・トウーレ〉」

　と、そこで。

　不意に机の上の通信機が、内線のランプを点滅させた。

　ボルティザークは、未いまだ交信中だった部下に断りを入れ、一旦そちらに回線を切り替える。空間篆てん刻こくビジョンに現れたのは、事務室で連絡の処理に当たらせている秘書官だった。

『そ、総裁！　たった今、ある方より通信が！　至急、対応してください！』

「誰だ？　大使館からか？　ならば、あとで追って掛け直すと伝えろ。今はこちらも込み入っている。それより評議会の招集と空軍の準備はまだ──」

『Ｂ＆ＥのＣＥＯからですッ！』

　ボルティザークも顔色を変えた。即座に襟元を正し、慌てる秘書に応じる。

「……分かった。音声だけだな？　よし繫つなげ」

　再び回線が切り替わり、通信機から歳とし若い少女の、けれど妙に老成した声音が、執務室に響き始めた。

　先の七番機リフレインの件に関する水差しにせよ、今回のグランドネスト号のハイジャックにせよ、兎とにも角かくにも因縁のある相手だ。ボルティザークは挨拶もそこそこに、慎重かつ大胆な論法で以もって、Ｂ＆Ｅの事実上のトップ、エイダ・バイロンの手札を切り崩しに掛かる。

　だが、現局面における会話の優先権イニシアチブは、どうやら相手が握っていたらしい。

　その質しつ実じつ剛ごう健けんの政治姿勢から『不動』などとも評されるボルティザークが、一分もしないうちに自身ですら終ついぞ憶おぼえがない狼ろう狽ばいを呈す羽目になった。

「…………今、なんと？」
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　レマン湖上空。高度一万メートル。

　分厚い雲の海が眼下に広がる蒼そう穹きゆうを、現在、多数の航空機が低速で飛び交っていた。

　小型・中型の飛行艦かん艇てい。空戦用インセクタロス。なかには、時代錯誤ながら重力制御を用いない、ティルローター式の輸送機の姿なども窺うかがえる。

　いずれも所属は違えど、グランドネスト号への着ちやつ艦かんおよび帰き艦かんを予定していた航空機類であり、メインブリッジが応答しなくなって、かれこれ小一時間は経たとうかというところである。

　当のグランドネスト号はといえば、己を取り巻く矮わい小しような航空機の群れなど薮やぶ蚊か程度にしか感じていないのか、依然として持ち前の巨体を空に誇示し続けていた。

　悠々と。泰然と。

　まるで己が何をするのもしないのも、すべては自由だと主張する傲ごう岸がんな王のように。

「……ええい、くそっ！　なんだってんだ、いったい？」

　腹立ち紛れに目の前のコンソールをぶっ叩たたいたのは、そんな王者の顔色を窺うかがう役を押しつけられた一人──空戦用インセクタロスのパイロットだった。

　トンボ型の高速戦闘機〈Dragon storm〉を駆る彼は、今日この日、グランドネスト号を警備するはずだった〈ＡＭＰ〉の隊員の一人である。

　付近には、アントワーヌ学園の生徒たちの護衛として共に乗じよう艦かんする予定だった、やはり〈ＡＭＰ〉所属の歩兵一個中隊を乗せた輸送艦かん、更には同じ〈Dragonf storm〉によって編成されたおよそ四個小隊フオー・エレメントが、やはり彼同様に足止めを食って空を彷徨さまよっている。

　パイロットの苛いら立だちの理由は明白だった。同時にそれは、この場にいる〈ＡＭＰ〉全員の総意でもあったことだろう。

　事実、プロにあるまじき叫びをオープンチャンネルでぶち上げた彼に、これまで寡か黙もくに徹していた仲間たちが次々に愚痴混じりの返答を寄越してきた。

『本当になんなんだろうな？　まるで状況が摑つかめん』

「……ハッ、とびっきりのアクシデントには違いないんだろうが」

『さっきの本部からの連絡を聞いたか？　「そちらは既にグランドネスト号に乗じよう艦かんしたのか？　違うなら他にチームを編成していないか？」だとさ。どういう意味の確認なんだか』

『本部も混乱してるらしいな。見ろよ、Ｂ＆Ｅの船もあたふたしてる』

　実際、状況は不透明さを極めていた。グランドネスト号は沈黙を貫き、航空管制からの応答も歯切れが悪い。何か異常事態ならば、さっさと帰還命令を出して、状況を打破する新プランを練れば良いものを、「そのまま待機せよ」では時間を浪費する一方だ。

「ジェネレーターのシリンダーだって無タ料ダじゃねえってのに……」

『おいおい。あんた、アメリカ出身だろ？　みみっちいこと言ってんなよ』

「馬鹿言え。国連運営費の四分の一も合衆国ウチから出てんだぞ？　笑い話じゃ済まねえ」

『あ～……でも、そういった意味じゃ今回、一番ご愁しゆう傷しよう様さまなのはアデールじゃないか？』

『だな。いい迷惑だろ実際。ヘルヴェティア育ちなんだろ、あいつ？』

　アデール・レヴェナー。

　今日は本部で留守番だが、同じ〈ＡＭＰ〉の隊員である。

　国連軍に入った時期は知らないものの、まだ若い。故国はドイツだが、軍国主義ゆえの貧乏生活に嫌気が差し、幼い頃、家族と共にヘルヴェティア共和国に移り住んだ──と本人からは聞かされている。当時、少し騒がれたドイツの移民問題の当事者であるらしい。

　けれど、そういった事々とは別にして。

「……アデール、か」

　身内についてとやかく言いたくはないが、彼はどうもあの同僚のことが苦手だった。

　いや、もっとはっきりと「気に食わない」と断じてもいい。

　美人で、明るく、ユーモアも解かいし、女だてらに腕も一流──とくれば、当然〈ＡＭＰ〉内での評判も上々で、そういった概容だけを見れば、非の打ちどころがない相手ではある。

　しかし、駄目なのだ。

　そんなアデールの『ナニか』が、いつも彼の感性にチクリと障さわる。

　喩たとえるなら、学生の頃、必ずクラスに一人はいた、あの『妙に冷めたタイプ』。

　人当たりが良く、皆と共に笑いもするが、薄皮一枚剝いだその裏には「ハイハイ、楽しい楽しい。仕方ないから自分も笑っておいてあげるね？」とでもいうような、ひどく傲ごう慢まんで達観した顔を隠し持っている気がするスカした手合い──

　無論、すべては憶測に過ぎない。

　けれど、当たらずとも遠からずという奇妙な確信もあった。

「……何しろ俺の勘は、悪いほうにばかりよく当たりやがるからな」

　彼は皮肉げに独白して、もういっそコックピットで一服つけてやろうかと、つい内ポケットの煙草たばこに手を伸ばす。だが、幸か不幸か規則違反を犯す前に、

『こ、こちら管制室より各機へ！　ただちに当該空域から離脱せよ！』

「……はあ？」

　本部から突然の通信。何やら尋常でなく焦あせっている。そのうえ「逃げろ」だと？

　彼は一瞬、片眉を跳ね上げたが──それと時を同じくして。

「ッ、なんだ？」

　すっかり空の置物オブジエクトと化していたグランドネスト号に、脈絡なく大きな変化が認められた。

　グランドネスト号の歪わい曲きよくフィールドに張られたテクスチャは、内部の艦かんの姿をそっくりそのまま投影したものなのだが、その映像の、船体の中央部がやおら左右に大きく展開するや、何か複雑な形状の装置がせり出し始めたではないか。

　次いで、装置に凄すさまじい勢いで無数の光が灯ともってゆく。

　人工発光物質ではない。放電しているのだ。青白いスパークが無秩序にのたくり、見るだに膨大と知れるエネルギーが、その中心に向けて収しゆう斂れんされてゆく。

　何かがヤバイ──そう直感したのは、おそらく彼だけではなかっただろう。

　通信機からは依然、本部からの指示が届いていた。

『繰り返す！　ただちに離脱せよ！　Ｂ＆Ｅのデータに虚偽が見つかった！　グランドネスト号は非武装ではない！　国際条約に抵触する禁止兵器を……だ、大出力の「次元兵器」を搭載している！　繰り返す！　ただちに緊急離脱せよッ！』

「……ッッッ！」

　もはや彼も寸すん毫ごうとて迷わなかった。

　物も言わず操そう縦じゆう桿かんを捌さばき、自機を素早く反転させるや、歪わい曲きよくフィールドを一部解除。滅多に使わないアフターバーナーに火を入れ、〈Dragon storm〉の名に恥じぬ突風もかくやの加速を見せる。瞬またたく間まに機速はマッハ九へ達し、重力制御でも相そう殺さいし切れない急激な負荷に、耐Ｇスーツ越しにも身体が軋きしんだ。視界が赤く染まり、ひととき意識が……。

『やっほー、〈ＡＭＰ〉のみんな聞こえてる～？』

「ッ!?」

　そのとき、コックピット内に響いた通信は、やはりまったくの出し抜けだった。

　ただし今度は本部からではない。仲間たちからでもない。命からがら空を逃げ惑うすべての者に向けられた、殊こと更さらに明け透けで醜悪な何者かからの嘲ちよう弄ろうだった。

　この、声は。

『長いあいだお世話様ぁ♪　今日で私〈ＡＭＰ〉を辞めるから、みんなに一応サヨナラ言っておこうと思ってさー。もう脱出しても無駄だろうから、あの世に行っても元気でね～っ！』

「……ちっくしょう……！」

　なぜお前が？　と問うのも馬鹿らしい。もはや隠そうともしていない悪意が、何よりも雄弁に相手の立場を物語っている。ゆえにこそ、彼は臍ほぞを嚙かむしかなかった。

　そら見ろ、言わんこっちゃない。

　自分の勘はいつだって悪いほうにばかり当たるのだ、と。

「このクソアマがぁぁああああああああッ!!」

「あはははは！　バイバ～イ♪」

　直後、背後から名めい状じようし難がたいプレッシャーが到来した。

　それが何かは知らない。知ろうにもその暇さえなく、彼の意識は次の瞬間、機体ごと量子レベルにまで分解されていた。広大な射線上に存在した他のインセクタロスや飛行艦かんも、悉ことごとくが同じ憂うき目めに遭って塵ちり一つ残さず異次元の彼方かなたに消え去った。

　あとに残ったのは、遅れて空間を伝でん播ぱした、大音量の超ちよう弦げん奏そう曲きよくのみ。

　それは、まさしく破滅の調べだった。

　なんとか危難から免まぬがれ得た命いのち冥みよう加がなパイロットたちも、人工衛星のカメラで事態を目まの当たりにした首しゆ脳のう陣じんも、皆、空に座す怪物の歌声にただ息を殺して慄おののくしかない。

　やがて、グランドネスト号が動き出す。

　遅々とした飛行速度で、今や阻はばむ者のいなくなった空を、宣言どおり北東に向けて。
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　同時刻、タスクもまたその光景を目撃していた。

「……なんて、ことを……」

　グランドネスト号艦かん内ない、メインブリッジへ続く通路の途中に設置された共用端末の脇には、空間篆てん刻こく技術による小さな立体モニターが浮かんでいる。そのモニターに映し出された艦かん外がいの映像に音はない。超ちよう弦げん奏そう曲きよくも、悲鳴も、爆音も──いや、そもそも散さん華げなどという分わかり易やすい末路を迎えた者が誰もいなかった。

　ただ、消えた。

　グランドネスト号から発射されたほぼ不可視の、けれど周囲の空間を歪ゆがませながら突き進んだ力場のようなモノに吞のまれ、数十隻の飛行艦かんとインセクタロスがいきなり消滅した。

　さながら大昔の無声映画サイレント・フイルムでも見せられたような気分。

　ごく淡々と、味も素っ気もなく、下手くそな演出で以もって、臨場感すら催せず…………たった今、大勢の人間が『死んだ』のである。

　実感の伴わないマイルドな殺戮劇に、タスクは案か山か子しのように立ち尽くした。

「ヒュウ♪　すんごい威力！　見ると聞くとじゃ大違いね」

「……ッ」

　すぐ隣であがった常識を疑うような歓声に、幾ぶん己を取り戻して相手を睨にらみつける。

　端末に付属していた内線通信機で、今しもブリッジを介して〈ＡＭＰ〉の隊員たちに悪趣味な台詞せりふを投げたアデールは、相も変わらず一人だけ異様な潑はつ剌らつぶりを呈していた。

　周囲には、他十数名のサイボーグ兵士たち。そして更に、タスクと共に学園の皆から引き離され、現在こうしてメインブリッジへ連行されている最中の、ミーネとバイロンの娘の姿もある。ホールで一ひと悶もん着ちやくあったあと、リフレインのマスターであるタスクはもちろん、ミーネたちも交渉材料に使えるからと、望まぬＶＩＰ待遇を受ける運びとなったのだ。

　ともあれ、タスクは言った。

　アデールに向けて、口調が憎々しげになるのを抑えられずに、

「……よくそんなふうに笑ってられますね。スパイだったとはいえ、同じ釜の飯を食った仲間だったんでしょう？　それを平気で裏切っておいて……」

「ん～、そう言われてもねー。ただ任務のために仲良しこよしを演じてただけで、正直〈ＡＭＰ〉に思い入れとかそういうのは全然ないのよ。寧むしろせいせいしたぐらい？」

　本気かどうか疑わしい口ぶりだが、少なくとも彼女が終始この調子のまま、誰に対しても引き金を引ける人間なのは、さすがにもうタスクとて理解している。なので構わず追及した。

「じゃあ、さっきの兵器は？」

「さあ？　詳しいことは私も知らない。Ｂ＆Ｅが極秘裏に開発してた玩具おもちやで、ウチの技術者どもが言うには強力な……え～っと、電磁カスケード？　とかいうのを発生させて次元に裂け目を作る代物だって話。パイ中間子が壊れてどうとか、ガンマ線がうんたらとか、なんか色々言ってたわね～。確かＢ＆Ｅじゃ〈アダマスの鎌〉って開発名コードネームだったはず」

「じ……次元に裂け目!?　ちょっと待て、そんな兵器──」

　だが、言いかけたところで。

「っ」

　不意に背後から、パンッ！　と乾いた音が鳴り響いた。

　今度は何事かと首を捻ひねれば、ミーネが平手を横に振り抜いた姿勢で、バイロンの娘を睨ねめつけている。反して後者は、頰ほおを赤く腫らして顔を背けていた。

　どうやらミーネが、彼女を引っ叩ぱたいたらしい。

「…………最悪ね。あんたのところの会社、どういうモラルしてるわけ？」

　怒りに震える声で指弾され、バイロンの娘が顔を前に戻す。

　ミーネが烈火の眼差まなざしを向けるのに対し、射られる側がわも気丈には振る舞っていたが、同時にどこか煮え切らないものも感じさせた。行きの輸送艦かんで覚えたあの風格──他者の上に立つ者特有のオーラが鳴りを潜ひそめている。歳とし相そう応おうの少女がそこにいた。

「どうも何もありませんわ。貴女あなただってグランドネスト号が、まさか本気で非武装だなどと思っていたわけではないのでしょう？」

「……ええ、そうね。何しろこれだけの船だもの。Ｂ＆Ｅがゆくゆくはグランドネスト号を、軍事施設として各国に売り込む気なんじゃないか……その程度ならあたしも読んでた」

　ミーネは、タスクも考えていたことを、吐き捨てるように口にし、

「けど、物事には限度ってものがあるわ！　禁止兵器を積んでるってどういうこと!?　よくもそんな危険物を堂々と人の国に持ち込んでくれたわね！」

「入国の許可を出したのは、他ならぬ貴女あなたがた……ヘルヴェティア政府ですわ」

「当然でしょ！　誰がここまで舐なめた真ま似ねされると思うのよ!?」

　とうとうミーネがバイロンの娘に摑つかみかかった。それを周りの兵士たちが力づくで止めようとするが、糾弾はなおも留まることを知らない。ミーネが本気で激げき憤ふんしていたからだ。

「ちょっとくらいの武装ならって、ウチも見て見ぬフリでＯＫしたし、何かあったときに備えて〈ＡＭＰ〉も護衛につけた！　なのに、これはないんじゃない!?　おまけに、自分が通ってる学園の同級生たちを巻き込んで、テロ屋に肝心の兵器を船ごと奪われるなんて！」

「ッ……なら、わたくしも言わせてもらいますけれど！」

　バイロンの娘が、耐えかねたように声を荒げる。

「〈ＡＭＰ〉にスパイが紛れ込んでいたのは、明らかにそちらの落ち度でしてよ!?　自国内に独立した武装組織が存在するなら、それがなんであれ政府が目を光らせておくべきですわ！」

「あんたねっ！　そんな責任逃れみたいな言い草──」

「は～い、やめやめ。スト～ップ！」

　そこで気の抜けた声と、銃声が通路に谺こだました。際限なくヒートアップしてゆくかに思われた二人の諍いさかいを、アデールが彼女たちの足元に鉛弾を撃ち込んで叩たたき切きったのである。

　なす術すべもなく押し黙ったミーネたちに、アデールがやはり笑顔のまま続けた。

「貴女あなたたちは人質として価値があるから、少しくらいのやんちゃは大目に見てあげる。でも、あんまりおイタが過ぎるようなら、死なないレベルの過激なお仕置きが飛ぶから、そのあたりちゃ～んと覚悟しておくように。お分かり？」

「「………………っ」」

　暫ざん時じの間のあと、ミーネとバイロンの娘が、どちらともなく相手から離れた。お互いまだ大いに殺気立っており、隙あらば取っ組み合いキヤツトフアイトの続きを始めそうな雰囲気ではあったが。

　ただ、アデールも少女たちの不協和音に、それ以上触れることはなく、

「じゃあ余興はお終しまい。ぼちぼち行きましょうか？」

　とだけ告げて、タスクたちを伴って再び移動を開始する。艦かん外がいで起きた大惨事も、ミーネたちの問題も、すべて些さ事じだと言わんばかりの軽さで。

　タスクは兵士たちにせっつかれながら、たまらず先行する背中に尋ねたものである。

「……待ってください。今、ミーネたちは『人質の価値がある』って言いましたよね？　だったら、大して価値がない人間たちはどうなるんですか？」

「んー？　それって学園のみんなのこと？　それとも、この艦かんの乗組員とか研究者？」

「全員です。あと僕も」

「あら、きみは超大物ビツグノイズじゃない。自分を卑ひ下げしちゃ駄目よ」

　抜け抜けとよく言う。本当に用があるのはリフレインだけだろうに。

「つまり、僕は本命リフレインを釣るための餌で、それまでは丁重に扱ってもらえる、と？」

「そ～いうこと。ま、七番機さえ手に入ればきみは用済みだから、その他大勢と一緒にあとでテキトーに解放してあげるわよ」

　すぐに噓うそだと直感した。アデールはおそらく、皆を無事に帰す気など毛頭ない。

　ここまでの大事を引き起こしておいて、目撃者を生かして放ほう逐ちくするなど考えにくいし、ドイツに着いてしまえば国境の問題もある。それに今しがた見せつけられたアデール自身の悪あく辣らつさも気になった。良くて人質続行、悪ければ自分を含め全員が……。

　タスクはごくりと生唾を吞のむ。

　次いで、さすがにこの質問は突っ込み過ぎかと、些いささか及び腰になりながらも、

「なら、もう一つだけ訊きかせてください」

「注文の多い人質ねー。でも、いいわ。この際なんでも訊きいちゃって」

「──貴女あなたたちは〈遙けき彼方の境会ウルテイマ・トウーレ〉なんですか？」

　その言葉に、真っ先に過敏な反応を見せたのは、やはりというべきかミーネだった。

　次いでバイロンの娘が「……まさか」と半信半疑の眼差まなざしになり、周りのサイボーグ兵士たちのあいだにも静かに動揺の波が広がる。

　果たして、アデールが肩越しにこちらを顧みた。

「へえ」

　ぞっとする。

　弓なりに細まった彼女の目が、芯の部分でひどく凝こごっていたから。

「びっくりな名前が出てくるわね。でもそれってば、ただのゴシップでしょ？」

「……表向きは」

　けれど違う。〈遙けき彼方の境会ウルテイマ・トウーレ〉は確かに存在している。

　実家の父の書斎や居間のテーブルに投げ出してあった書類、何より通信機で他の官僚と会話している本人の口などから、タスクは日本にいるとき何度もその名を耳にした。

〈遙けき彼方の境会ウルテイマ・トウーレ〉。

　第二次大戦時の非人道的に過ぎる行いから、戦後、各国より集中した批難を躱かわすためドイツが解体したナチ党──その、亡霊だといわれている非政府組織。

　奴やつらは未いまだに、ドイツの脳幹深くに食い込んでる。

　そう語っていた父の神妙な横顔が、腹立たしいが子供心に印象的で、以降、たびたび父宛てのメールを盗み見たりもした。ゆえに断言できる。仔し細さいはともかく〈遙けき彼方の境会ウルテイマ・トウーレ〉の実在は間違いない。大日本帝国もその動向には神経を尖とがらせていたからだ。

「ふ～ん？　さすがは政治屋の息子ってところかしら。でもさ、知ってる？　テロリストの正体を言い当てちゃうのってリアルに死亡フラグよ？」

「どのみち隠す気もないんでしょう？」

「あはは。まあね～」

「……〈ガラテアの娘〉ってそこまでの歌唱人形オルドールなんですか？　こんな自滅願望があるとしか思えない暴挙に出ても、たった二機揃えただけで帳尻が合うって判断できるくらいに？」

「みたいね。少なくとも上はそう考えてる」

　タスクはぎくりと心臓を跳ねさせる。肯定されたことが寧むしろショックだった。

　横目でさり気なくミーネとアイコンタクトを取れば、同じく表情を引ひき攣つらせながらも彼女が無言で「ナイス！」と称たたえてくれる。宜むべなるかな、今のやり取りで相当数の重要な事実が判明したからだ。無論、相手が噓うそをついていなければの話だが。

　しかし、そうなるといよいよ事態は深刻だった。早急にこの状況を脱する必要がある。

「……僕が捕まってちゃ、リフレインが来てくれても、打つ手がないもんな」

　現在、自分たちが艦かん内ないのどこを歩いているのかは不明だった。

　どうやらアデールたちは、グランドネスト号を制圧する際、職員たちを各区画ごとに閉じ込めたらしく、先刻から行く先々で隔かく壁へきが降りていたり、リフトが止まっていたりといった光景を目まの当たりにする。少数部隊による襲撃である以上、艦かんの全システムを統括しているメインブリッジにまず的を絞り、人質の確保とその後の監視は効率優先で──と、そのような方法を取るしかなかったのだろう。

　タスクたちが艦かん内ないの移動装置を乗り継ぎ、徒歩を織り交ぜながら今進んでいるのも、つまるところはそれが理由だった。おかげで経路が複雑化してしまい、方向感覚にも狂いが生じている。ただでさえ不確かなタスクの『特技』も今はウンともスンともいわない。

「……けど、これって逆にチャンスでもあるんだよな」

　ブリッジに到着すれば十中八九『詰み』だ。もう挽ばん回かいの見込みはなくなる。

　何か仕掛けるなら、今をおいて他にはなかった。

「さて、いったいどうやっ──……？」

　そのときだ。

　アデールたちに連れられ、商店街の車道くらいはあろうかという通路に出たところで、フッと目の前を何か小さなものが横切った。

　虫だ。

　テントウムシ。

　小型艇ていに紛れ込むなりして、この高度まで昇ってきたのか。

　なんとなしに目で追っていると、テントウムシはやがてこちらに近寄ってきて、ふわりと耳の後ろのあたりに止まった。タスクはむず痒がゆさから、咄とつ嗟さにそれを手で払おうとする。

　が、その直前。




（──えていますか？　タスクさん。聞こえていたら、何か強く念じてみてください）




　頭のなかでリフレインの声が響いた。

　思わず仰天しかけたタスクは、しかし慌てて表情を取り繕う。幸いアデールたちには気け取どられずに済んだらしい。なので、半ば幻聴かと疑いつつも恐る恐る、

（……リフ、レイン？）

（タスクさん!?　良かった、ご無事だったんですね！）

　声に出さず言葉を強く思い浮かべれば、やはり脳裏でリフレインのいらえがあがった。

　ひさしぶりに聞く気がする、彼女の日向ひなたのような声音。

　安あん堵どする。

　だが同時に、激しい不整脈にも陥った。

（ちょ、ちょっと待って！　……え？　何コレ？　なんで今、僕たち会話できてるの!?）

　原因がこのテントウムシなのは分かる。おそらく例のナノマシンで精製したのだろう。けれど、肝心の通信法が分からない。断じて骨こつ伝でん導どうなどではなかった。

（脳波です。タスクさんの脳波と重力子通信でやり取りをしているんです）

（の……脳波!?　しかも、この状況で!?）

　グランドネスト号は研究施設であるため、勝手な情報の持ち出しを危惧してか、艦かん内ないに強固な通信妨害ジヤミングを走らせている。艦かんの各所に設置された有線式の通信機もメインブリッジで統括しており、外部・内部、いずれとの連絡にも逐一許可が要るシステムとなっているのだ。

　重力子通信──特にワイヤレスのそれは、閉へい弦げん物ぶつ質しつであるところの重力子を魔弾テルミナイズで操り、上位次元を経由させて行おこなう高度な通信法である。

　情報の行き交いに殆ほとんどラグがなく、妨害や遮断が極めて難しい反面、本気で抑止できるだけの設備を揃そろえられてしまうと、大出力のジェネレーターと専用の機材が必要になってくる。いくらリフレインが超文明の遺産といっても、こんな昆虫サイズの通信素子で、送受信と妨害の突破、更には脳波と重力波の変換までこなすなど、どう考えても現実的ではなかった。

（……いえ、そのテントウムシはあくまで補助装置に過ぎません。この通信は〈スフィア〉を介して行なっているんです。タスクさんは『特殊』な方なので、もしかしたらとは踏んでいましたが、滞りなく成功したようで何よりです）

（？　？？？）

　目を白黒させる。リフレインの説明が、びたいち理解できなかった。

　が、どのみち今は細かい部分を詮索している場合ではなく、

（すみませんでした、タスクさん。遅れてしまって）

（え？　あ、あぁ……うん）

（本当はもっと早く連絡を取りたかったんですが、敵勢力に発見されないよう各階と区画が封鎖された艦かん内ないを、となると、なかなか思うように身動きが取れず……）

（いや、いいよ。駆けつけてくれてありがとう。今はまだ声だけみたいだけど、寧むしろ早過ぎるくらいだと思うし。っていうか、その口振りだとリフレインってもう？）

（はい。既にグランドネスト号のなかにいます）

　タスクは心中で盛大にガッツポーズを決めた。一挙に活路が開けた思いだった。

　ゆえに、タスクはアデールたちに勘づかれないよう、表情や仕草に注意しながら密談を続ける。諸もろ々もろの経緯をかいつまんで話せば、リフレインもただちに応じたものである。

（分かりました。では、まずタスクさんたちの当面の安全を確保します。敵がメインブリッジへ向かうためのルートがおおよそ摑つかめましたので──）

　二言三言で手早く打ち合わせを済まし、提示された逃走プランにやや面食らいつつも、タスクは腹を括くくってすぐにそれを了承。リフレインに全幅の信頼を寄せることにした。

　そして間もなく、話にあったとおり絶好の機会が訪れる。

　通路を抜けたタスクたちの前に、やおら灰一色の光景が広がったのだ。

　これまで続いていた研究施設らしい、白を基調とした清潔な壁や床はどこへやら、重力子ケーブルや排音パイプが剝むき出だしとなった、いかにもバックヤードといった趣おもむきの区画である。

　タスクたちが今しがた出てきたドアから、左右に広いトンネルのような空間が続き、床には野太いレールが何本も敷かれている。そして、そのレールの上には単行列車を彷ほう彿ふつとさせる長方形の乗り物が数台。

　艦かん内ない長距離移動のための業務用エレベーターだった。

　水平方向にも進めるタイプで、大型の機材を積み込めるようにか、キャビン──この場合は一般的なエレベーターの『かご』に相当する部分のこと──もだいぶ大きい。

　研究者や来客用のそれとは違い、速度もそこそこ出せるはずである。

「や～っと着いたわね。あちこち進行禁止になってるから仕方ないけど、ここまでが無駄に長いったら……でも、コレに乗ればあとはじきよ」

　アデールが喋しやべりながら、キャビンに近寄って行って、ドアにひょいと手をかける。

　続いて数名の兵士が先になかに乗り込み、「さあ、お前たちの番だ」と有無を言わさぬ態度でこちらを促した。なのでタスクは、さも嫌々といったふうに歩ほを進める。

　が、次の瞬間。

「「「「「──────ッ!?」」」」」

　タスク以外の全員にとって、予期せぬ事態が発生した。

　アデールたちが乗ったキャビンが、タスクや他の兵士たちをその場に残し、どういうわけか勝手に動き出したのである。

　それと同時に、今度は別のキャビン──後方に停とまっていたそれが、ファーン！　と篭もった警けい笛てきを鳴らして俄にわかに発進。やはり独りでに切り替わったレールを跨またいで越え、タスクたちのほうへ衝突コースで突っ込んで来るではないか。

　だが、タスクは慌てなかった。脳裏でリフレインの指示が響いていたからだ。

（一、二、三……今です！）

　タイミングを計る声に合わせて、タスクはミーネとバイロンの娘を引き寄せ、前方の床に思い切り身を投げ出した。直後、無人のキャビンがすぐ真後ろに滑り込んで来て急停止する。背後に控えていた兵士たちと、こちらを分断する絶妙な位置に。

「乗って二人とも！　早く！」

「え、あの……え？　な、何が起きて……」

「あ～もう！　ぐずぐずしてんじゃないの、この高こう慢まんちき！　死にたいわけ!?」

　急転する事態についていけないバイロンの娘とは違い、戦闘訓練を受けているとおぼしきミーネはさすがだった。嫌っている同級生の腕を引き、手前側だけが開いたキャビンの自動ドアをくぐるや、反対側から窓を割って侵入して来ようとした敵に、勢いのまま飛び蹴りをお見舞い。その手から零こぼれ落おちた鳴器サウンドバレルを抜け目なく回収すらしてみせる。

　タスクも速やかに、ミーネたちのあとに続いた。

　ともすれば、三人を吞のみ込こんだキャビンが、今度は逆の方角へと動き出す。

「に、逃がすな！　撃て！　撃てぇ！」

　背後を振り返れば、兵士たちがこちらの逃走を阻止せんと、手にした銃をそれぞれ発砲していた。が、さすがに焼け石に水だろう。キャビンの各部で虚むなしく火花が散るばかりだ。

　反射的に鳴器サウンドバレルを構えようとした者もいたが、それをすかさず周りが「よせッ！　死なせたら元も子もない！」と制止する。およそ計算どおりの展開である。

「ミーネ！　魔弾テルミナイズで連中の追跡手段を奪ってくれ！」

「ッ……他のエレベーターキャビンを動かなくすればいいのね!?　分かった！」

　入手した得え物ものを早くも検あらためていたミーネが、そう請け合って割れた窓から身を乗り出す。片手で鳴器サウンドバレルを保持し、迷わず引き金を絞れば、辺りに超ちよう弦げん奏そう曲きよくが鳴り渡った。

　直後、走行中のキャビンから爆熱の塊が飛んだ。

　強い揮き発はつ臭しゆう。おそらくナフサとナパーム剤でも化合したのだろう。

　ミーネが放った火球は、トンネルじみた広さのエレベーターシャフトの天井を穿うがち、既にかなり距離ができていた後方で、洒しや落れにならない規模の落らく盤ばんを引き起こした。

　轟ごう音おんがシャフト内を劈つんざき、凄すさまじい量の粉ふん塵じんが上がる。

　頭上から雨のように瓦が礫れきが降り注いで、レールというレールが下敷きになってゆく。

　アデールたちの姿もやがて、その光景の向こうに消えた。




　　　　　　　　　　○




「やってくれるじゃない……ッ！」

　勝手に動き始めたキャビンを手動で緊急停止させ、そこから降りたアデールが状況を確認したときには、既に標的の三名は現場からまんまと逃げ果おおせていた。

　エレベーターシャフトのなかには、まだ相当量の煙が蔓延はびこっており、とろこどころ火の手も上がっている。ひどい視界不良だ。だが、築かれた瓦が礫れきの山は見落としようがない。

　キャビンのレールは見事に全滅だった。シャフトも実質塞ふさがれている状態で、これでは標的の追跡など不可能である。

「ッ……ブリッジ、どうなってるの!?　ハッキング!?」

　痛つう恨こん事じに眩暈めまいを覚えながらも、無線でメインブリッジに問とい質ただせば、

『わ、分かりません！　いえ、おそらく間違いないでしょうが、まだ問題が見つか──』

「だったら、至急調べて制御を取り戻しなさい！　アクセス経路も割り出して！」

『りょ、了解！』

　無線を切り、アデールは八つ当たりで、傍かたわらのキャビンに蹴りを入れた。

　今度ばかりはすべてが順調に進んでいると思ったのに、まさか単なる学生風ふ情ぜいにしてやられるとは吐きそうだ。自分は義体化手術を受けた十じつ把ぱ一ひと絡からげの雑ぞう兵ひようとは違う。自らの血と肉に誇りを持ち、それを上層部に認められた、生きつ粋すいのアーリア人種だというのに……。

「──いや」

　アデールはかぶりを振る。

　気を強く持てと、己に言い聞かせるように。

　問題なのはガキ共じゃない。やはりあの三人を陰からサポートした何者かだ。

　声明発表から、あまりにも早過ぎる助勢。しかも高度な技術を習得しているメインブリッジの部下オペレーターや、情報戦用に改良された歌唱人形オルドールを出し抜く手腕。加えて、どう考えても第三者とリアルタイムで連携を取っていたとしか思えないガキ共の鮮やかな逃げ足。

　そして何より、

『ア、アクセス経路が判明しました！　艦かん内ないの第二サブブリッジからです！』

　タイミング良く齎もたらされた報告に、アデールは「やはり」と唇を舐なめる。

　次いで無線越しに指示を飛ばした。

「すぐに部隊を向かわせて。着く頃にはもう相手もその場を引き払ってるはずだけど……伏兵の正体はたぶん七番機よ。心してかかりなさい」

『ッ！』

　交信中のオペレーター、周辺にいた部下たち、誰もが驚いたように息を吞のむ。

　だが、いずれも「それは本当か？」などと追認はしてこない。

　当然だ。指揮官アデールがそのように判断を下した以上、受けた命めいを実行するだけの猟犬たちに是非はない。彼らはサイボーグになった瞬間から、身も心も一片まで組織に奉ささげている。

　いわば文字どおりの『歯車』なのだ。

　栄はえあるドイツ第三帝国が中枢──〈遙けき彼方の境会ウルテイマ・トウーレ〉の歯車。

「……それと、メインブリッジ。各フロアに監禁した人質はどうなってるかしら？」

『？　いえ、そちらは何も変わりありませんが』

「じゃあ、例の装置をいつでも動かせるように準備して」

　それだけで意味は伝わったか、『了解』という返事を最後に交信が切れ、再び通信妨害が機能し始める。次いでアデールは周りの部下たちを見回すと、

「聞いたとおりよ。これからガキ共と、ガラテア級の七番機を燻り出すわ」

　憤ふん怒ぬと嗜し虐ぎやくの両者に彩いろどられた声音でそう宣言した。




　　　　　　　　　　○




　タスクも暫しばらくは追っ手を警戒していた。

　が、やがてその心配がないと分かると肩から力を抜く。人ひと心ごこ地ちつくや全身の毛穴から一挙に嫌な汗が出た。

「ふぅ……どうにか撒まけたみたいだ。良かった」

「当然でしょ。デカイの一発くれてやったもの。今頃、通行止めを食ってるわ」

　スイス独立の立役者といわれる一射必中の英雄、その末まつ裔えいである小柄な少女が得意満面で嘯うそぶく。期せずして手に入った鳴器オモチヤを、ほくほくした顔で胸に抱いていた。

　タスクは息をつき、ややあって首を巡らせる。

　エレベーターキャビンのなかは、座席が少なく広々としていた。重力制御を駆使してレールの上を進むため、殆ほとんど揺れもなく業務用とは思えない快適さだ。

　すぐ近くにはバイロンの娘。さすがに今の大立ち回りは刺激が強過ぎたか、茫ぼう洋ようとした面おも持もちで床にへたり込んでいる。同じお嬢様でもミーネとはえらい違いだった。

　ゆえにタスクは、頭でリフレインに「少し待ってて」と言い置き、まず先に、様子が心配な彼女のコンディションを確めることにした。とりあえず紳士らしく手など差し伸べてみる。

「マドモアゼル・バイロン、平気？」

「──え？　え、ええ……ご心配なく。大丈夫ですわ」

「無理しないほうがいいよ。肩すごい震えてるし」

　珍しく親切心を発揮したつもりだったのだが、その物言いはいたく彼女のプライドに障さわったらしい。バイロンの娘は尻しり餅もちをついたまま、拗すねた子供のように反はん駁ばくしてきた。

「ど、同情なら結構ですわ！　貴方あなたたち二人が平然としているのに、わたくしだけ腰が抜けて動けないなんてッ……あ、あり得ません！　自力で立てます！」

「いや、だけどさ。実際マドモアゼ──」

「不要と言っているでしょう！　あと、その呼び方もなんとかなりませんの!?」

「？　呼び方？　どこか変かな」

「同級生に敬称なんて普通使いませんわ！　ファーストネームでお呼びなさい！」

　恐怖の反動によるものか、随分とぷりぷりきている彼女に、タスクはやれ困ったなと頰ほおを搔かく。しかしまあ、本人たっての希望とあれば無視するわけにもいかず、

「じゃあ、名前は？」

「────へ？」

「きみの名前。ファーストネーム。僕、知らないから」




　途端、不思議なことが起こった。




　こちらを仰ぐバイロン何なに某がしの顔から、あらゆる表情が滑り落ちたのである。

　で、そのまま一拍、二拍、三拍、と長い長い沈黙を経たのち、今度は一転、首から上が驚くくらいに紅潮した。喩たとえるなら活火山もかくやの勢いで。

　同時、背後では弾はじけるような笑い声。なぜかそれまで黙って、タスクたちのやり取りを見ていたミーネが、今は痛快そうに腹を抱えていた。遠慮も慎つつしみもない大爆笑である。

　なんだ？　と思って首を傾かしげていたら、

「…………リン」

「え？」

「イヴリン。それがわたくしの名前ですわ」

　と目の前の彼女──イヴリン・バイロンが蚊かの鳴くような声で囁ささやいた。

　続いて、差し伸ばしたままになっていたこちらの手を、おもむろにむんずと摑つかむやキャビンの床から腰を持ち上げる。互いの目線の高さが合い、至近から相対する格好となった。

　改めて見てみると、どうにも住んでいる世界が違う。否いや応おうもなくそんな気分にさせられる少女だった。

　緩くウェーブを描えがいた豪ごう奢しやな金髪に、まるで太陽みたいに輝かしい美貌。背丈はミーネより少し高い程度だが、身体の曲線は適度にメリハリがある。一般的な性せい癖へきの男子ならば、たちどころに脳を蕩とろかされてしまいそうな相手だ。

　けれど、タスクが何より心動かされたのは──彼女の瞳。

　とっくに気づいてはいたものの、イヴリンは左目が義眼なのである。

　しかも、どういうわけか両目で虹こう彩さいが違う。生来の右が琥こ珀はく色、左が青色なのだった。

「──貴方あなたのお名前は？」

　果たして、その不ふ揃ぞろいの瞳がじっとこちらを見据えてくる。

　なぜだろう？　妙な凄すご味みを感じてしまい、タスクは我知らず後ずさりした。

「タ、タスク・リンドウだけど」

「そ～お。タスクと仰おつしやいますの。ふ、ふふふ……しかと憶おぼえましたわよ？」

「え、ええっと？」

「同じ学園の生徒であり、わたくしをバイロンの者と弁わきまえていながら、『名前を知らない』だなんて……こんな屈くつ辱じよく生まれて初めてですわ。タスクは勇気がおありですのね？」

　典雅ともいえる笑みを湛たたえるイヴリンだが、目の奥はちっともきっぱり笑っていない。距離が近いこともあって、そのままこちらに嚙かみついてくるかとさえ思った。

　いったい何がなんだか──と当惑していたところで、

（あの、タスクさん？　どうかなさいましたか？　何か新たな問題が？）

　放置していたリフレインが、焦じれたように脳裏で訊きいてきた。

（あ～……いや別に。なんでもない）

（？　そうですか？　でしたら、そのままエレベーターに乗っていてください。なんとか可能な範囲までお連れします）

（やっぱり、リフレインと合流するまでこのキャビンに、ってわけにはいかなそう？）

（はい、残念ながら。既に敵方も業務用エレベーターのシステムが、わたしにハッキングされていることに気づいたはずです）

　話によれば、リフレインは今、艦かん内ないに二箇所存在している、サブブリッジの一方にいるらしい。そこから一時的にエレベーターのコントロールを奪っているのだという。

（ただ、この艦かんの制御はどうしてもメインブリッジに優先権がありますし、わたしもまだネットワークを介した情報戦には不慣れなので……）

（分かった。なら、行けるところまででいい。よろしく頼むよ）

　続いて、タスクは簡単にリフレインから事態の推すい移いを聞かせてもらう。

　グランドネスト号の現在地は、フリブールを過ぎたあたり。遅々とした速度ながら着実にドイツ国境へ近づいているらしい。このままベルンやチューリッヒといった主要都市の上空を、大手を振って通過してゆく気なのだろう──リフレインはそんな見解を示した。

（案の定か。それが最短コースってのもあるけど、街のすぐ真上を飛んでいけば……）

（はい。ただでさえ外部から手が出しづらい状況なのに、もうグランドネスト号に不用意に攻撃を加えることもできなくなります。一歩間違えば街に被害が及びますから）

（僕らの救出は？　政府や国連軍は動いてないの？）

（さきほど空軍機が到着しましたが、グランドネスト号に止まるよう警告を発するばかりで、まだ有効な作戦などは何も……）

（外から艦内こつちに救出隊を送り込む、ってのはやっぱり無理なのかな？）

（おそらくは。グランドネスト号の歪わい曲きよくフィールドがどれほどの強度かは知りませんが、どんな方法にせよ破ればそのことは敵側にも筒抜けになるはずです）

　それに、下手な破り方をすれば、最悪、重力場にも悪影響を及ぼす虞おそれがある。全長七キロの飛行艦かんが人里に墜落する様など想像したくもなかった。

（ってことは、やっぱり艦な内かにいる人間がなんとかするしかないわけか）

（………………）

（さて、どうするかな）

（タスクさん、わたしから一つご提案が）

（ん、なに？）

　と軽い気持ちで訊きき返せば、リフレインが淡々と言った。




（──タスクさんだけを連れて、今すぐグランドネスト号を脱出する、というわけにはいきませんか？）




　一瞬。

　何を言われたのか分からなかった。

　走行中のキャビンのなかでは、先刻から黙って動かないこちらを、ミーネとイヴリンが訝いぶかしげに見ている。仄ほの暗ぐらい業務用のシャフト内に、ふと隙すき間ま風かぜめいた音が反響した。

　喉がひりつく。目の前に突然、暗幕が降りたような心地。

　まさか彼女の口から、こんな台詞せりふを聞くなんて。

（それは……どういう意味？）

（言葉どおりの意味です。現状、これが最良の選択かと思われます）

（ッ、どこが!?　僕だけ逃げろって言うのか!?）

（はい）

　衒てらいのない肯定。まるで人形みたいに。

　然しかり。リフレインはまさしく人形、最古の歌唱人形オルドールである。

　ゆえに、解決が困難な問題に直面すれば、たとえ問題そのものを放棄してでも、マスターを優先せざるを得なくなる。他の人間を見捨てようと、口にせざるを得なくなる。

　そんなことはタスクとて重々承知していた。

　承知していたからこそ、これまで感じていた不満が、とうとう爆発してしまったのだ。

（なんで……なんでそんな……ッ！）

（繰り返しますが、それが最良の選択だからです。先が読めないこの状況下で他者の命まで顧みていては、タスクさんを護まもり切れる自信がわたしにも──）

（違うっ、そうじゃなくて！）

　タスクは苛いら立だたしげにリフレインの言葉を遮さえぎり、

（なんでそんなふうに、まだ人形のフリを続けようとするんだ!?）

（……ッ）

（もういいだろ!?　きみが普通の歌唱人形オルドールと違って、システム上のルールに縛られないことくらい、僕だってとっくに気づいてる！　この期ごに及んで機械っぽく振る舞って、それがいったいなんだって言うんだよ!?）

（ち、違います！　わたしはちゃんと本心から！）

（ああ、僕の心配をしてくれてる！　それもッ……それも、分かってる……）

　だってタスクは、長年リフレインのような人形を探してきたから。人形の意思の有無に敏感な、救いようのない壊れ者だから。どうしようもなく確信できてしまう。

　リフレインには心がある。

　魂と、そう定義しても許されるだけの、高度な自律判断機能が。蓄積された膨大な経験が。確かに作り物の身体うつわに宿っている。

（なのに、それがない人形たちと同じように、物事に優先順位プライオリティーをつけてどうするのさ？）

（……人間も、優先順位くらいつけるはずです）

（けど、僕らはもっと感情に重きを置く。効率的とか合理的とか、そんな取ってつけたような小こ利り口こうさを振りかざしてみても、結局、突き詰めれば自分のしたいようにしかできない）

　だから、ガラにもなく声を荒らげてしまった。心にもない提案をした彼女に腹が立った。

　人の生き死にを確率で計るような、人形らしい人形に堕ださないでくれ、と。

（リフレインは僕を助けてくれようとしてる。でも本当は、人質になってる他の人たちも助けてあげたい。その、はずだ）

（…………）

（なら、どっちも実現できる方法を探そう？　最良っていうなら、それが最良に決まってる。じゃなきゃリフレインだって後悔す──）




（タスクさんに、わたしの何が分かるって言うんですか？）




　どこかで。

　このまま彼女を説き伏せられる、その在り方を変へん節せつさせられる、といったような、まさに小利口な目もく論ろ見みがあったことは否いなめない。

　だが、そう甘くはなかった。

　頭に届いた彼女の台詞ココロは、静かで、切なくて、断絶的な響きを伴っていたから。

（何が、分かるって言うんですか？）

（……リフレイン）

（後悔なら随分昔にしました。人形のくせに、人間に憧れて……自分なら本当にそうなれるんじゃないかって、馬鹿みたいな勘違いを起こして……そのせいで、大切な女ひとを喪うしないました）

　大切な女。そこに込められた情感ニユアンスから察する。

　おそらくそれは。

（前のマスターを、わたしはみすみす死なせたんです）

（……ッ）

（タスクさん。人形に心なんてありません。……いえ、要らないんです）

　疲れ切った声音だった。あるいは泣きゆう訴そにも似ていたかもしれない。

　街を歩けばなんにでも興味を示し、七段重ねのアイスを食べたがったり、高台からの景色に表情を輝かせたり──そんなにも情じよう緒ちよ豊かなくせに、無理して無理して無理して、自分は人形だと言い聞かせ続けて、意固地なまでに独りで突っ張って。

　いつしか、どん詰まりに嵌はまってしまった少女の、それは偽らざる本音だった。

（心があるのは人間だけ。それでいいじゃないですか）

（……違う。そんなの……）

（違いません。心があったら、それはもう、人形じゃないんです）

　お前が欲ほつしたヒトガタは偶像なのだと言う。ただの夢に過ぎなかったのだと断じる。

　矛盾は矛盾。初めから存在するはずがなかったのだと。

　だから。

（──だから、わたしに変な期待をするのはやめてください。応えられません）

（っ）

　横よこっ面つらを引っ叩ぱたかれた気分だった。

　独り善がりで「きみはこうするべきだ」なんて勝手な願望イメージを抱いて、その内容をしたためたラブレターを目の前で破り捨てられたようなもの。

　ほんの数日間とはいえ寝食を共にし、摑つかめた気になっていたリフレインの人となりが、手のなかから呆あつ気けなく逃げてゆく。情けなくて、格好悪くて、ひどく惨みじめだった。

　が、しかし。

　切羽詰まった状況は、タスクに悔かい恨こんに浸る暇さえ与えてくれない。

『あ～、テステス。ただいまマイクのテスト中～』

「……ッ!?」

　突然、キャビンのなかにアデールの声が響いたのである。

　色めき立ってタスクは辺りを見回す。発生源はキャビンの操作盤のスピーカーだった。

　どうやら艦かん内ない放送らしい。サブブリッジにも届いているのか、脳内でリフレインも息を詰めている。おそらくグランドネスト号の各所で一斉に流されているのだろう。

『逃亡中の皆さ～ん、隠れてる七番機さ～ん、聞こえてますかあ？　まあ聞こえてなくても勝手に続けるけど──え～、ごほん。メイブリッジから緊急のお報しらせがあります！』

　性懲りもなく万事を茶化すような口振りのアデールだが、心なしか先刻よりも余裕が失われているふうにも感じられる。ミーネとイヴリンも険しい表情で放送に傾けい注ちゆうしていた。

　果たして、アデールは続けた。

『ガスです！』

「……？」

『艦内で有毒性のガスが発生しました！』




　──────え？




　空気が音を立てて凍りつく。

　キャビン内に留まらず、放送を聞いているすべての人間の、心胆までもが凝結する。

『乗員は避難を開始してください！　繰り返します、乗員は避難を──って、できないんだっけ？　あはは。ゴメ～ン、忘れてた♪　でも大丈夫よ？　今のは予行演習だから』

「な、に？　何を言って……」

　イヴリンが震える声で呻うめいた。ミーネも顎を落としている。

　タスクは一足先に事態を悟り、「やられたっ」と奥歯を嚙かみ締しめた。

『た～だ～し、これから先も大丈夫でいられるかは、ちょっと私にも分からないんだな～。何しろホラ、密閉された各区画にマジで毒ガスばら撒まいて、この艦かんをアウシュビッツ強制収容所の再来にするかどうかは、私たちじゃなく「私たちに歯向かうどっかのお馬鹿さんたち」の選択にかかってるわけだし？』

（「「なっ!?」」）

　リフレインたちが絶句する。タスクも背が粟あわ立だつのを止められなかった。

　人質を盾にして相手を脅おどす──その程度なら常じよう套とう手段だ。必ず使ってくるだろうとは踏んでいた。けれど、まさか閉所で化学兵器とは。

　アデールたちがいくら少人数とはいえ、移動の手間を増やしてまで艦かん内ないの各所を塞ぎ、徹底して人質を一ひと塊かたまりで管理しているのは、さすがに度が過ぎると感じてはいたが……。

「つまり、これが狙いか……っ！」

『ほい、趣旨はもう理解できたでしょ？　猶ゆう予よは一時間ね。きみたちと七番機にきちんと人の心があるなら、内線でメインブリッジにご一報を～。そんじゃまた！』

　放送が終了する。

　直後、ミーネが怒り狂った声をあげ、キャビンの座席に拳を叩たたきつけた。イヴリンはへなへなと再び腰を落とし、その場で膝を抱えて蹲うずくまってしまう。

　次いで、移動中だったキャビンが、やおら速度を落とし始め──止まった。

（……エレベーターの制御を奪い返されました）

　リフレインの躊躇ためらいがちな報告。たぶんハッキングも二度は通じまい。

　斯かくして、あらゆる勝利の目をなくした無力な子供たちが、仄ほの暗ぐらいエレベーターシャフトのなかで途方に暮れる。

　だが、当然といえば当然の帰結だろう。相手は本職の軍人、しかも特殊部隊である。

　元より英雄になりたかったわけでもない。学園の人間や艦かんの乗員たちが危ないから、相手が危険国のスパイだから──自衛と、道徳と、良心で、なんとなく抗っていただけ。

　現実を知って、理不尽に泣く。

　ありきたりの不幸に今度こそ捕まったわけだ。

（……タスクさん。こうなってしまえば、もう迷う余地はありません）

　先の口論をまだ引ひき摺ずっているからか、非情な選択をすることが辛いのか、昏くらく沈んだ声でリフレインが呼びかけてきた。

（タスクさんお一人なら、わたしが護まもりながら地上までお連れできます。緊急用の脱出ポッドも少数ですが艦内に設置されていますので、それを使えばミーネさんたちもあるいは）

（…………）

　確かに。それが一番、賢明ではあるのだろう。

　何せ毒ガスを用いるような卑ひ劣れつ漢かんどもだ。そんな連中の手にもしリフレインが渡れば、どんな悪事を働くか知れたものではない。しかもアデールから取った言げん質ちによれば、ドイツは現時点で既に〈ガラテアの娘〉を最低一機は、保有している可能性が高いのだ。ミーネの話と擦すり合わせて考えれば、ブラック・ドーン事件を起こした機体だろう。

　ならば、ガラテア級を二機揃そろえたドイツは次に何をする？

　ブラック・ドーン事件以上の惨劇か？　もしそうだとしたらその被害は？　それはグランドネスト号の人質たちと比べて、一時の感情に流され賭けに出ても許される数字か？

　とてもそうは思えなかった。

（──タスクさんっ）

　こちらを強く促すリフレインの声。ひどく焦あせっていて、だからふと、彼女は今どんな顔をしているのだろう？　そんなことが気になった。

　間違いなく『笑って』はいまい。

　彼女は、他の歌唱人形オルドールたちとは違うからだ。そしてカナエでもない。

　きっと苦渋に表情を歪ゆがめているだろう。もしかしたら泣いている可能性だってある。リフレインは怒り、喜び、涙を流すこともできる、歴れつきとした一個の淑女レデイなのだから。

　そこまで思し惟いを巡らせたとき、ストレートな想おもいが脳裏に浮かんだ。

（……失いたく、ないな……）

（え？）

　そう、結局はそれなのだ。

　タスク・リンドウは壊れ者。初めから真っ当な感性など持ち合わせていない。

　なら──もう演技はいいだろう？

　リフレインに「やめろ」と言っておいて、自分がいつまでも人間のフリなんて、それこそとんだお笑い種ぐさだ。他者の命なんて知るか。政治がなんだ、世界情勢がどうした。

　タスクはリフレインを失いたくない。誰にも奪われたくない。

　ただ、それだけだ。

　その一点に執心するのであれば、どこまでだって残酷にもなれる。

「僕は……ッ！」

　ゆえに、タスクは決断した。




　　　　　　　　　　○




『た、隊長！　８─Ｂ区画にある……緊急用脱出ポッドが！』

　メインブリッジからそんな通信が入ったのは、アデールが艦かん内ないのとある場所を進んでいたときのことだった。さきほどの放送からまだ一〇分と経たっていない。

　周囲には部下もおり、皆、一様に色めき立っている。

「……射出されたのね？　いつ？」

『たった今です！　もう間もなく地上に！』

　緊急用脱出ポッド──それは、グランドネスト号に少数だけ備わっている名前のとおりの代しろ物ものだった。現代ではほぼ無用の長物で、使うケースはゼロに近い。僅か数人が乗り込めるだけの、そんな前時代的な機械に頼らなくとも、普通に脱出艇ていを使えばいいからだ。

「け～ど、だからこそ少し厄介なのよねー」

　その脱出艇ていを頼れないようなレアケースのための機構ゆえに、制御系が完全に独立しており手動でも作動させることができる。おまけに、艦かんに張った歪わい曲きよくフィールドとも連動しているため、射出の際にはフィールドが一部自動的に解除され、メインブリッジではどう足あ搔がいてもそれを阻止することができない。更にいえば、飛ひ翔しよう速度も相当なので撃墜さえ難しい。

「要は、使われた時点でアウト。打つ手なし。高い確率で逃げられちゃう弾丸特急ね」

『……やはり、もう少し人員を割さくべきだったでしょうか？』

「無理だってば。いくら脱出ポッドが少ないって言っても、いちいち見張りを置いておける数でもなかったでしょ？　それに、まだ標的が乗っていると決まったわけじゃないわ」

　アデールも内心ではヒヤヒヤしている。少数でこれだけの飛行艦かんをハイジャックすると決めたときから、ある程度、賭けの要素が紛れ込むことは分かっていたとはいえ、これで本当に脱出でもされていたら何もかもが水の泡だ。一旦は拘束したタスクたちを逃がしたこと、既に艦かん内ないに七番機が侵入していたこと──この二つの躓つまずきが返す返すも痛かった。

「でも、な～んとなく信頼もしてるんだなぁ、私」

　事前に上層部から渡された、七番機のプロフィール。そこから類推される彼かの機体の人格設定。そして何より、与えられた〈ガラテアの娘〉としての役割コンセプト。

　花嫁。

　ゆえに、それを確かめるためにアデールは、一昨日、街でネオ・ラッダイト運動者と揉もめた標的たちに、自身の素性が露見する危険を冒してまで接触した。

　その甲か斐いはあったと踏んでいる。ならば、あとは己の判断を信じるのみだ。

「……そうよ、番狂わせは起きない。起きるはずがない。やっとここまで来たんだもの」

　ここまで。

　アデールの愛すべき故郷、その目前まで。

　幼少時から〈遙けき彼方の境会ウルテイマ・トウーレ〉で英才教育を受け、移民に紛れてヘルヴェティア共和国に潜入し、更に国連軍に志願までしてようやく辿たどり着ついたのだ。

　長い道のりだった。だが、それもじきに終わる。

　そして、アデールの帰国は正しく『凱がい旋せん』でなければならない。アーリア人に失敗は許されないからだ。そのように幼い頃から骨身に叩たたき込こまれている。

〈遙けき彼方の境会ウルテイマ・トウーレ〉だけではない。アーリア人至上主義に狂った実の両親からも。

「……誰にも邪魔はさせない。私は帰るわ、なんとしても……ッ」




　　　　　　　　　　○




　事件開始からおよそ一時間。

　テロリストに占拠されたグランドネスト号から、一基の緊急用脱出ポッドが射出されたのを確認し、ヘルヴェティア空軍所属の一個小隊がその着陸現場に急行した。

　しかしながら、フリブール北東のサリーヌ川、その下流付近に不時着した脱出ポッドに搭乗していたのは、僅かアントワーヌ学園の女生徒一名のみ。

　その女生徒は、駆けつけたインセクタロスのパイロットらに向けて、どこか苛いら立だった様子で次のように主張したものである。

「わたくしはイヴリン・バイロン！　バイロン家に連つらなる者です！」

　ハイジャックされた自社の飛行艦かんから、身も世もなく逃げ出してきたヤワなご令嬢──にしては、あまりにも堂々たる立ち居振る舞いであり、寧むしろパイロットたちのほうが初め、大いに当惑してしまったほどだった。

　何しろ彼女ときたら、甲か斐い甲が斐いしく世話を焼こうとする周りの手を跳はね除のけ、

「今はそれどころではありませんわ！　至急、貴方あなたたちの上官に──いえ、ボルティザーク・Ｔ・クロイツ総裁に連絡を取ってくださいまし！　グランドネスト号で今何が起きているか、わたくしが知る限りの情報をお伝えしなければなりませんの！」

「そ、そりゃごもっともだが……いや、待ってくれ！　そもそもどうやって艦かんから脱出した？　テロリストたちの監視はなかったのか？」

「それに、逃げ出せたのはきみ一人だけか？　他の人質たちは？」

　当然の疑問を口々に投げかけるパイロットたち。

　だが次の瞬間、イヴリン・バイロンはやおら顔を伏せ、まるで手て酷ひどい責め苦を受けた幼子おさなごのように、全身をわななかせ始めたではないか。

　パイロットたちは、たちどころに後悔したものだった。

　貴とうとい身の上といえどやはり子供。きっと恐ろしい目に遭ったに違いない。我慢して強気に振る舞っていたのだろうに、自分たちが無神経なことを言ってしまったから──と。

　だが違った。

　全然そうではなかった。

　そのときイヴリンは、怒りのあまり立たち眩くらみに襲われていたのである。

　パイロットたちの言葉を呼び水として、またぞろ急激に思い出してしまったからだ。

「～～～～～ッ」

　よりにもよってこの自分に、「今の状況で一番お荷物なのはきみだから、囮おとりも兼ねて外部に僕らの苦境を伝えてほしい」と言い放った少年の顔を。

　おかげでイヴリンは、本来なら事件の責任を問われるバイロン一族の身でありながら、『真っ先に一人だけ艦かんを降りた卑ひ怯きよう者もの』という、不名誉なレッテルを貼られかねない役を負う羽目になってしまった。プライドがみしみしと軋きしんでいる。

「……忘れませんわ！　わたくしを二度も辱はずかしめた男！　今この瞬間より寝ても覚めても、貴方あなたのことだけを考えますわ！　学園に戻ったら憶おぼえてらっしゃい！」

　ぶつぶつと滾たぎった声を洩もらすイヴリン。聞きようによってはあらぬ誤解を生みかねない台詞せりふだが、その呟つぶやきもやはりパイロットたちの耳には届かなかった。

「だから、死んだら承知しませんわよ……ッ！　タスク・リンドウ！」




　　　　　　　　　　○




　リフレインと協議した結果、考えついた策は単純なものだった。

　タスクはそれをミーネたちに手短に語り聞かせたあと、イヴリンを説得して彼女に外部との連絡役を任せ、自分自身はミーネと共に別行動を開始。エレベーターシャフトの途中に設けられていた業務用通路を使い、監視センサーに捕まらないよう目的地へ急いだ。

「──にしても、上う手まいこと厄介払いしたわねー。あの女のこと」

　殺風景な通路を抜け、キャットウォークを渡り、壁に備わった梯はし子ごを昇っている最さ中なか、頭上からミーネがそんなことを言ってきた。彼女のあとに続くタスクは肩を竦すくめる。

「別にそういう意図があったわけじゃないよ。単に必要な役どころだっただけ」

「通信で外と連絡は取れないわけ？　リフレインでも？」

「〈スフィア〉を介した重力子通信はよっぽと特殊らしくてさ、相手の側がわにあるのが普通の通信機じゃ駄目なんだって。強度とか回線の問題じゃないみたい」

「ふうん……となると、ますますあんただけが、そんなちっこい虫型の機械一つで、リフレインとやり取りできてる謎が深まるわね」

　まったくだ。今も耳の後ろに張りついているテントウムシを意識しながらそう思う。

　この通信素子だか補助装置だかは、なぜかミーネだと用を為なさないのである。

「ま、それは置いておくにしても……あのヘタレ高慢ちきのせいで、少し時間を無駄にしたわね。『一人で下げ艦かんなんてお断りですわ！』とか駄々こねやがるもんだから」

「彼女なりに責任を感じてるんだよ、きっと」

　イヴリンはグランドネスト号の見取り図を自身の端末に入れており、エレベーターシャフトの近くに上う手まいこと脱出ポッドも存在したため、時間の都合上、やむなく一人でそちらに向かってもらった。リフレインの通信によれば、無事、地上まで辿たどり着つけたらしいが。

「というかミーネ、さっき禁止兵器のことでイヴリンと喧けん嘩かしてたけど、それも微妙にお門かど違ちがいじゃない？　まだ学生の彼女が、社の方針や計画に口出しできたとは思えない」

「かもね。けど感情的には赦ゆるせないわ。それに、少なくとも『禁止兵器がこの艦かんに搭載されている』ってことは、あの女、ちゃんと知ってたわけだし」

　ミーネは猫のようなしなやかさで、するすると梯はし子ごを昇りながら、

「だから、帰ったら絶対Ｂ＆Ｅに抗議してやるんだから！　叩たたきまくってやるわ！」

「……無理だと思うけどね」

「ッ、なんでよ!?」

「〈アダマスの鎌〉だっけ？　あんな大型の兵器、どう上う手まく偽装したって国こく際さい検けん査さ機き構こうの目から隠し通せるわけがない。にも拘かかわらず『非武装』で登録されてたなら、それは検査する側がわに問題があるってことだ。──たぶん、グランドネスト号の技術を将来的に軍事利用できるって見込んで、こっそり開発に出資した支援国スポンサーたちとかじゃないかな」

　後ろ暗いところがある以上、彼らはそれを隠そうとするだろう。そして残念なことに、ヘルヴェティア共和国は発言力が低い。問題が大きく取り沙汰されるかは疑問だった。

　一方、こちらの推論に感心したように唸うなったミーネは、しかし梯はし子ごを昇っている途中でふと動きを止め、

「ところでさ」

「？　うん」

「あたしも急いでたから、ちょっと油断してたっていうか、自分の今の格好をド忘れしてたんだけど──あんたのいる位置からって、スカートのなか丸見えじゃない？」

「そうだね。さっきから僕はきみのぱんつと喋しやべってる」

　途端に降ってきた鋭い蹴りを、タスクは寸でのところで回避した。

「～～～ッ、何ガン見してんのよ!?　あんた、人間には食しよく指しが動かないんじゃなかったの!?」

「うん、微み塵じんも。そしてミーネはロリ系のくせにぱんつ攻め過ぎだと思う」

「ぜってー殺すわッ！　あとで八つ裂きにする！」

　とかなんとやってるあいだに、ようやく二人して梯はし子ごを昇り切った。

　着いた先は、やはりどこかの業務用通路で、ただし今度はかなり広い。タスクは携帯端末を取り出し、イヴリンから貰もらった艦かんの見取り図を確認する。

「よし、道は合ってる。このまま工業区画まで進もう」

「……ね、ねえ。毒ガスの発生装置が、空調制御室にあるってのは確かなわけ？」

　長い梯はし子ごを昇り終えて疲れたか、あるいはぱんつを見られ続けて何か新たな門が開いたか、ミーネが頰ほおを赤く染めながら訊きいてくる。

「間違いないよ。なんたってそれが一番手間がない」

「なのに、空調制御室を奪還はしない？」

「うん。あとメインブリッジもね。取り返すのはたぶん難しい」

　見え見えだからだ。その両者が敵側にとっての肝である以上、厚く防備を固めていることは想像に難かたくない。藪やぶをつつくような真ま似ねは避けるべきだろう。

「藪やぶ？」

「見せしめに人質を何割か殺す──いよいよとなったら、そんな真ま似ねもしかねないってこと」

「じゃあ、現段階でまだその『見せしめ』が起きてない理由は？」

「僕たちを追い詰め過ぎないため……なんだと思う」

　完全に絶望させては意味がない。どのみち人質は一人も助からないのだと、そんなふうな投げやりな思考に陥おちいらせれば、標的タスクたちがあっさりと艦かんを降りかねない。あるいは自や棄けになって暴挙に走るかもしれない。そんな展開をアデールたちは危惧しているのだろう。

「でも、『助けられるかもしれない』って希望があるうちは、よっぽどドライなタイプでもない限り簡単には割り切れない。だから猶予も一時間たっぷり設けてきた」

　力関係がもっとはっきり傾いているなら、アデールたちは「今すぐ投降しろ」と強気に出ていたはずだ。それができないあたり、向こうの内情が透けて見える。

　イヴリンを艦かん外がいへ脱出させたのもそれが理由だった。タスクとリフレインに比べれば優先順位が劣る彼女一人のために、毒ガスを即行できるほど今のアデールたちは優勢ではない。

「けど、時間的猶ゆう予よを作ったのは巧うまい手でもある。なぜかっていうと──」

「こっちが迷っているあいだも、グランドネスト号は国境に近づいてるから、でしょ？」

「当たり。ドイツに着けば、どのみち僕らの負けだ」

「……でも、だとしたら囮おとり作戦は逆にマズかったんじゃないの？」

「いや、あのポッドに僕やリフレインが乗ってないことは、どうせすぐにバレるよ。囮おとりって言ったのはそういう意味じゃないんだ」

　こちらの言葉にミーネが眉を寄せた。

　だが、タスクがその狙いを明かすよりも先に、

（タスクさん、準備が整いました）

　頭の奥でリフレインの神妙な声が響いた。タスクははたと足を止める。

　さきほど、あんなやり取りがあったばかりのせいで、距離感が摑つかめなくなってしまって、なんと返せばいいのか分からない。あれこれ悩んだ末に結局は短く応じることした。

（……うん、お願い）

（はい）

　リフレインもまた、それだけで交信を終える──かに思われたのだが。

（あの、タスクさん）

（？　なに？）

（さっきは……ごめんなさい。失礼な口を利きいてしまって）

　彼女がそんなふうに訥とつ々とつと謝ってきた。

（自分のことを、あまり話そうとしなかったのはわたしのほうなのに、『わたしのことを何も知らない』なんて言うべきじゃありませんでした）

（……いや）

（すみません。それだけを、どうしても伝えておきたかったんです）

　こちらが口くち篭ごもっているあいだに、一方的にそう続けたリフレインが、今度こそ本当に通信を終了した。これ以上言葉を交わせば、自分はまた冷静な人形ではいられなくなるからと、まるでタスクから逃げるように。

　もどかしさが募る。それと、やりきれなさも。

「……っ」

　だから、タスクも腹を決めた。本当はリフレインの口から直接聞こうと思っていた事柄を、もはや居ても立ってもいられず背後の少女へとぶつける。

「ミーネ。きみはリフレインの……前のマスターのことを、どこまで知ってるの？」

「ん、何よ急に？　いきなり立ち止まったかと思えば」

「いいから答えてくれ。それとも、まだ機密がどうこう言うつもり？」

　タスクが強い語調で促せば、ミーネは暫しばらく迷った末、言いにくそうに応じた。

「……さあ。あたしもそんなに詳しくは知らない。何しろクロイツ家に先祖代々伝わる由緒正しい又聞きだもの。ただ、かなり複雑な関係ではあったみたい」

「複雑？」

「お姫様とその友人、大公と従者、使う人も間のと使われる人モ形ノ──世せ情じよう込みで色々あったんだと思うわ。何しろ三〇〇年前だしね」

「……お姫様に、大公……」

　言葉を反はん芻すうするタスクの傍かたわらを、ミーネがすり抜けて前に出た。

「リフレインはね、あの有名な『オーストリア継承戦争』や、『七年戦争』に投入された機体なの。その頃、ハプスブルク君主国で一番力を持ってた人間の命令でね」

「ッ、なん……!?」

「まあ、人類のそのときどきの文明レベルを計って、ガラテア級の機能に制約ロツクを掛ける〈スフィア〉の安全装置セーフテイがある以上、当時はそう大したことはできなかったはずだけど」

　タスクはさほど歴史に造ぞう詣けいがあるほうではない。

　だが、それでも挙げられた二つの戦争の名は知っていたし、それに関わったハプスブルク家の著名な人物で、しかも性別が女となれば候補はだいぶ絞られてくる。

　まさか、という気持ちで、わななくように言った。




「…………マリア・テレジア？」




「そうよ。オーストリア大公妃で、ハンガリーとボヘミアの女王。ついでにマリー・アントワネットの母親ね。その名も高き彼かの『女帝』が、リフレインの前マスターってわけ」

　タスクは口をぱくぱくと開閉させる。俄にわかには信じ難がたい話だったからだ。

　が、そのとき。

「「ッ!?」」

　出し抜けに艦かんの上層から、爆発めいた震動が伝わってきた。

　タスクたちが感じたのは微かすかな揺れと音だけだったが、遮音に殊ことのほか気を払うオルゴール機械の開発施設、しかもこれだけの規模の飛行艦かんの内部でとなると、かなり景気の良い破壊が巻き起こったはずだ。ミーネが「始まった！」と叫び、とタスクも頭上を仰いだ。

「リフレイン……っ！」










　　　　　　　　　　○




　駆ける翔かける賭ける。

　文字どおり、オルゴール・ジェネレーターを駆動させ、ときに重量制御を用いて通路を翔破し、機械の身なれど今ばかりは命を賭してひたすらに。

　身につけている衣装は、既に現代風のファッションから、戦闘用のボディースーツに改められている。右手にはスーツと同様、閉鎖空間から取り出したバイデント。二又の巨きよ槍そうを携えた花嫁が、鮮やかなピンクブロンドを翻ひるがえし、墜おちるように幅広の通路を進む。背後に追っ手もいることを考えれば、さながら式場から勇ましく逃げてきた新婦の風ふ情ぜいだ。

　もっとも、これがよくあるロマンティックな逃避行なら、自分の手を引いてくれる素敵な殿方が足りないし、何より──

「……飛び道具まで持ち出す、後ろの人たちが無粋過ぎます！」

　小鳥は逃げるから美しい。そんな男前の台詞せりふを吐いた、前マスターの顔が想起される。

　銃弾と魔弾テルミナイズの雨に晒さらされながら、つくづくテテレレジーアゼは正しかったと、リフレインは痛感したものである。美しきを追わぬ馬鹿はいないのだ。

『ブリッジ、応答願う！　目標を捕捉した！　七番機だ！』

『やはり既に艦かん内ないにいたかッ……それで被害は!?　交戦したのか!?』

『いや、イレギュラーの会敵だ！　運良く発見した！』

『敵に交戦の意思は見られず！　現在、植物プラント区画に向かっている！』

　相手方のそんな通信を傍受しながら、リフレインは反撃もままならず、邪魔な隔かく壁へきをぶち破りながら逃げ続ける。ほどなく、噎むせ返かえるような緑の匂いに突き当たった。

　植物プラント区画だ。

　今しも魔弾テルミナイズで破砕した隔かく壁へきの向こう、一・五キロメートル四方はあろうかという空間に、天井や壁が埋めつくされるほど大量の植物が繁はん茂もしている。

　いずれも見たことがない草木ばかりだが、タスクの話だと遺伝子操作による新種らしい。外部から取り入れた微量の太陽光でも、驚異的な光合成速度で酸素を作り出すのだそうだ。

「……もう殆ほとんど完ア全ー環コ境ロ都ジ市ーですね。大きい船のことだけはあります」

　そう呟つぶやくあいだにも、植物プラント区画に、次々と敵勢が雪な崩だれ込こんでくる。

　知覚センサーで捉えた駆動音のなかには、陸戦用インセクタロスのそれも混じっていた。

「こっちが逃げる一方だからって調子に乗って……っ！」

　だが、あまり応戦はできない。タスクからそのように厳命されている。

　にも拘かかわらず──「敢えて自分から敵に発見されろ」などと命じてくるあたり、現マスターもなかなか人形使いが荒い。テレーゼとどっこいだと思う。

『目標を確認！　これより鹵ろ獲かくに移る！』

「っ」

　傍受していた無線が攻撃開始の合図を告げる。

　直後、物もの凄すさまじい火線がリフレインの視界を引き裂いた。

　密集していた植物群が片っ端から薙なぎ払はらわれ、質量弾、成形炸さく薬やく、電磁砲、果ては光学兵器まで、あらゆる攻撃が怒ど涛とうの如ごとく押し寄せる。

　だが、リフレインはそのコンマ数秒早く、次のアクションに移っていた。

「このっ……!!」

　バイデントの調弦チユーニングで打ち消すには攻撃の種類バリエーシヨンが多彩過ぎ、且かつ魔弾テルミナイズを用いない原始的な発射装置も多数。更には、歪わい曲きよくフィールドを突破し易やすい振動兵器や、空間中和攻撃まで発射シークエンスに入っている。通常の回避運動だけでは凌しのぎ切れない。

　各センサーで得た情報から、そこまで先んじて展開を予測するや、リフレインは重複発声シングル・コーラスで喉を震わす。

「──────────────────────ッッッ」

　精せい妙みよう精せい緻ちに絡からみ合あった超ちよう弦げん奏そう曲きよくが、地面に曼まん荼だ羅らもかくやの風紋を描えがいた。

　刹せつ那な、リフレインは重力制御を全開にして横なりに滑空、機銃掃射や榴りゆう弾だんはほぼ無視して回避をレールガンとレーザーに限定する。同時、空間の歪ゆがみを修正しようとする中和力場のみをバイデントで相そう殺さいし、事前にナノマシンで粗製しておいた電子攪かく乱らん粒子を散布、共振兵器の一撃には強度を上げたフィールドで対処を──

「…………くっ！」

　しようとするが、やはりどうしても手数が違う。

　撒まき散ちらされた電磁パルスにＭＤ波を阻害され、フィールドが揺らいだ隙間を縫って右半身に猛射を受ける。振動兵器の持つ物質分解効果については、ボディースーツの恩恵もあって事なきを得るが、危険度の低さから度外視したガトリング砲が祟たたった。

　高速機動中に半身にだけ過剰なベクトルを貰もらい、もんどり打って慣性に振り回されながら痛覚をカット、辛からくもバランサーを駆使して体勢を立て直す。アイススケートの要領で地面を横滑りつつ、遅れて飛来した榴りゆう弾だん砲を局所的な高重圧で握り潰し、改めてフィールドの強度を再定義。二射三射と連続する質量弾を逸そらし、設置されていた浮遊機雷をバイデントで斬り払いながら、一瞬たりとも休まず歌い続ける。加速・加速・更に加速。肉にく薄はくした手近なインセクタロスに体当たりすると、そのまま力任せに押し切って引き倒し、けれどトドメも刺さず次の機体へ。身体に走る絶え間ない衝撃、大口径弾のつるべ撃ち。高出力の熱線が脇を掠かすめ、スーツもろとも腕部に損傷。特殊強化繊維の焼ける匂いとオゾン臭。だからどうしたと、見た目こそ派手に、しかし反撃は極力控えて、戦いくさ花はな嫁よめはなおも止まらない。

　そして、激戦のさなか──ふと思い出す。

　昔のことを。三〇〇年前の情景を。

「……ッ」

　あの頃、リフレインは戦いが嫌で嫌で仕方がなかった。

　マスターであるテレーゼを護まもるため、やむなく大勢の敵対者を手にかけもした。

〈スフィア〉の安全装置セーフテイで機能に制限を設けられ、センサーの低精度から虚を衝つかれる事態が存外多く、いつも都合良く犠牲者を出さずには済ませられなかったからだ。

　オーストリア継承戦争、七年戦争、公知されない数多あまたの暗闘。

　戦いに明け暮れていると、自分はやはり機械なのだと、弥いやが上うえにも再認させられた。

　悦よろこびも、痛みも、憤いきどおりも、迷いも──たとえ感じることはできても、やろうと思えば殺すのは容易たやすい。

　感情機能をただ切ってしまえばいい。事実、三〇〇年前は初めそうした。戦闘中に処理能力を遊ばせておく余裕などなかった。単なる道モ具ノとして戦った。

　戦って、戦って、戦い続けて…………けれど、いつしかそれが嫌になったのだ。

　いったい何を思い違いしたのだろう？

　せめて心を持ったまま戦えば、何かが赦ゆるされると思ったのか。悲しめば、悔やめば、死んだ者が浮かばれるとでも考えたのか。

　馬鹿馬鹿しい話だ。

　結果、余計な事々に気を割さかれ、自分がラクになるために戦った不出来な人形は、もっとも護まもりたかった女性の死、という最悪のツケを払うことになった。

　テレーゼ。マリア・テレジア。

　前マスターであり、友人でもあった女ひと。

　あぁ、なぜ今になってこんなことを思い出す？

　さっきから妙に彼女のことばかり頭に浮かぶ。再起動してからこっち、三〇〇年前の記ロ憶グはなるべく顧みないようにしていたのに。

「……決まってます！　そんなの全部タスクさんのせいです！」

　そうだ。現マスターが悪い。それ以外には考えられない。

　だから、こんなにも心中穏やかではいられない。だから、自分はまた同じ過あやまちを繰り返している。人形のくせに、人間みたく不純物だらけになって、非効率的な挙に出ている。

「ッ、逃げれば良かったんです！　タスクさんに何を言われたって、第一原則に従って逃げれば良かった！　なのに、人形がうまうま言い包くるめられて……っ！」

　ほら、これだって無駄な行いだ。

　戦闘中に口頭でくだを巻いて、それがいったいなんになるのか。

「だいたい、タスクさんは横暴です！　テレーゼ以上に我わが儘ままです！　すぐセクハラするし、責任ブン投げるし、わたしを男の子の目で見過ぎだしッ……汁っぽい性た質ちだから、挨拶して早々にヘンなの出たじゃないですか！　どんな歌唱人形オルドールですか!?」

　トロみのついたオシッコが出る、ハイクオリティなポンコツ人形。

　全部繫つなげて略すと『トロションハイポンコツ』だ。自分の設計者の性せい癖へきが気にかかる。

「感情的に動くだけじゃ失敗するんですよ！　マスターにできない非情な判断を下すのが、わたしの役目で人形の本懐なんです！　それなのにっ──……」




　──リフレインは変わらなくていい。

　──心なら僕が捨てるから。




「ッ、あんなこと言うから！」

　艦かんから脱出するよう促す自分に、あのときタスクはそう口にした。

　ズルイ台詞せりふだと重ね重ね思う。あれなら、無能ガラクタと詰なじられたほうがまだマシだった。

「現実問題できないことはあるのに！　ガラテア級にだって不可能なものは不可能なのに！　どうしてそれを、あの人は分かってくれないんですか！」

　人間は人間らしくすればいい。人形は人形らしく在ればいい。それだけのことだ。それが普遍的な価値観のはずだ。だのに、何がああもタスクを衝つき動うごかすのか。

「……さっきは通信で謝りましたけど、やっぱりタスクさんにも非はあると思います……」

　だから、訊きかねば。

　ちゃんと話し合って、彼の心意を正しく汲くまねば。

　認めよう。ガラテア・シスターズ[image: №]Ⅶリフレインは、まだまだ人類への『理解』が足りていない。少なくとも自分の現マスターは、一般の『例外』に位置する人物なのだ。

　と、そこで気づけば。

「？」

　あれほど仮か借しやくなかった敵の攻撃が、いつの間にか綺き麗れいに収まっていた。

　足を止めて辺りを見回す。嵐のような近代兵器の暴ぼう虐ぎやくに、根こそぎ伐採され尽くした木々の向こうで、こちらを包囲する敵部隊が凍りついていた。

『ぶ、分析終了……目標、損傷軽微。いずれもリペア機能で修復可能な範囲内……』

『……そんな、馬鹿な』

『対物弾を山盛りくれてやったんだぞ？　それにレーザーだって！』

　無線で響く自失の声。リフレインは一拍後「……なるほど」と合点したものである。

　二〇世紀半ばにもなる現代、既に巷ちまたにはオルゴール技術が溢あふれ返っており、〈スフィア〉の安全装置セーフテイはもう殆ほとんど機能していない。

　が、それとは別に今のリフレインは、マスターとの契約によって生じる各規約から、ジェネレーターの出力と『固有の超弦奏曲』を制限されている身だ。

　にも拘かかわらず、今しがたの攻防は敵にとって、驚異的な内容であったらしい。

「──安心しました。固有曲オリジナルナンバーが歌えないので、少し心配していたんですが」

　これなら反撃らしい反撃に出られずとも、なんとかタスクの指示オーダーをこなせそうだった。

　ゆえに一転、リフレインは身を翻ひるがえす。

　遅れて追撃に移る敵兵たちを連れ、植物プラント区画を抜けてある場所へと。




　　　　　　　　　　○




『──リフレインが一旦機能を停止したあと、どうしてクロイツ家の手に委ねられたのか、そのへんの話は長くなるから置いておくわ』

　拡声器越しとおぼしきミーネの声が、室内に設置されたスピーカーから響いた。

　場所は、工業区画の制御室。大型の工作機械類をまとめて操作する、微妙に手狭なその部屋のなかだ。

　現在、タスクは起死回生の一手のために室内で作業中。拡声器を通したミーネの声は室外の集音機が拾ったもので、彼女は彼女で別の準備を進めているはずだった。

『タスク。あんたが今知りたいのは、あくまで「リフレインとマリア・テレジアのあいだに何があったのか」でしょ？』

「……ん」

　タスクは手を止めないまま頷うなずく。まだどこか頭がふわふわしていた。

　リフレインの前のマスターが何者か、など本質的な問題ではなかったはずなのに、想像だにしなかった名前が飛び出して、のっけから気勢を削そがれてしまった気分だ。

　それに何より、今のタスクはひどく苛いら立だってもいた。

　制御室の壁を金切り用の高周波振鋸ヴイブロソーで割り開き、埋設されていた重力子ケーブルを引っ張り出しながら、胸の内の焦燥をなんとか言葉カタチにして紡つむいでゆく。

「ミーネ。きみはさっき、リフレインが戦争に加担させられてた、みたいなことを言ってたけど、あれは──」

『ほんとの話よ。たくさん人も殺したでしょうね』

　気懸かりだった点を、言葉少なに先回りされ、タスクは鼻筋に皺しわを寄せた。

「……ッ、なんで」

　なんで人間相手に〈ガラテアの娘〉の力を振るったのか、なんでリフレインに人を殺させるような真ま似ねをしたのか──タスクの怒りはいずれの意味でもあった。

　意識させられるのは、制服のポケットのなか。今も持っている、あの小さなネジ。

　彼女が二度と目覚めませんように。

　ネジの頭の側面には、そんな文句が刻まれている。

　残酷なようでいて、温かみも感じられる、どこか不思議な言葉だ。

　もし仮に、あれをネジに刻んだのが、マリア・テレジアなら。

　稀き代たいの女傑として知られる彼女が、「リフレインをもう決して人殺しの道具にはすまい」と、三〇〇年前、そのように考えてムーブメントにネジを仕込んだなら。

「……じゃあなんで、そもそもリフレインを戦争なんかに関わらせたんだ！」

『仕方がなかったのよ』

「何が!?」

『マリア・テレジアにとって生しよう涯がいを通じての宿敵だった、フリードリヒ二世の側にもガラテア級がいたんだもの。是非なんてないじゃない』

　タスクの呼吸が揺らぐ。またしてもさらりと、特大の爆弾を投じられたからだ。

　けれどミーネは、衝撃に揺れるこちらの心情など忖そん度たくせず、

『当時、プロイセン側がわについたのは一番機だったらしいわ。アンティキティラ島で壊れた状態で発見された、唯一、世間的にも知られてる〈ガラテアの娘〉ね』

「……っ」

　即座におおよその真相を悟り、タスクは今度こそ本当に棒立ちとなった。

　だが──なるほど。確かにそれはリフレイン自身も、何かの拍子に零こぼしていたことだ。

　ガラテア級の一番機は破壊されたのだ、と。

「リフレインが、一番機を……？」

『ええ。クロイツ家にはそう伝わってる』

「なら、マリア・テレジアは？　リフレインはみすみす死なせた、って言ってたけど」

『……分からない。歴史だとマリア・テレジアは、最さい期ご、熱病で倒れたことになってるけど、実際はどうだったのかしらね』

　しかし、少なくともリフレインは三〇〇年前のことを悔やんでいるらしい。

　前のマスターを護まもり切れなかったことを。

　人形に、機械に、道具に──徹てつし切れなかったことを。

　自分が心を捨て去ってさえいれば、別の終わり方もあったはずだと、そんなふうに考えているのだろう。

「けど……っ！　そんなの何か違うだろ！」

　違う。絶対に違う。その、はずだ。

　マリア・テレジアが本当に、タスクの想像どおりの人間なら。ポケットのなかのネジと、そこに刻まれた文の意味を、自分が履き違えていないなら。

　女帝の想おもいは、向けられた当の相手にこそ、まるっきり届いていない。

　すれ違いだ。だから余計に切なかった。

「……くそっ」

『荒れるのはいいけど、トチったりしないでよ？』

「誰が！　今やってるのは単なる検証だぞ!?」

『あっそ。なら、いいけど……っと。よし、こっちは終わったわよ！』

　そんな言葉が聞こえて、やおら制御室の窓に、ぬっと大きな影が差した。振り返って外を眺めてみれば、そこにはカーキ色に塗装された、歪いびつな輪りん郭かくの機械が佇たたずんでいる。

　作業用インセクタロス──重機だ。

　グランドネスト号は研究施設であるため、この手のマシンが数多く艦かん内ないに存在している。

　あちこち装甲板を継ぎ足され、工業用杭打ち機ネイルガンを装備したその姿は、いかにも不格好で頼りなかった。が、敵に発見されず入手できる『武器』となると、今はこれが精一杯である。

『……で、マジで大丈夫なわけ？　あんたの反則じみたプランは』

　ミーネが訊きいてきた。タスクも作業を終えたため、時間を確認しながら応じる。

「なに、今さら心配になった？」

『そりゃね。あんたの「特技」ってのが、あたしにはさっぱりだもの』

　タスクの特技に不発が多いのは事実だ。効果が一律でない以上、過信はできない。

　だが、こと歌唱人形オルドールや他のオルゴール機械──取り分け故障や誤作動に関しては、ジェローム・デフュールのお墨すみつきがある。

　実際、この広い艦かん内ないの道は見取り図がなくてはちんぷんかんぷんだが、ミーネの言う『反則じみたプラン』の根幹に関わる部分については確信があった。実はグランドネスト号の外観を拝んだそのときから、ずっと違和らしきものは感じていたのだ。

「僕の感覚については問題ないよ。イヴリンから貰もらったデータで裏も取れたし、脱出ポッドの造りからしても間違いない。今、配線も確認したしね」

　タスクは壁から離れて制御室を出ると、ミーネが操る重機の背によじ登りながら、

「──グランドネスト号には欠陥がある。それも、七〇〇〇メートル級って巨大さで建造された多目的艦かんならではの、分かっていても解決できない構造的欠陥が」

『だから、そこを衝つこうって？　まあ、あたしも他に案が浮かばないから従うけどさ……』

「分かってるよ。はっきり言ってイチバチだ。だから、ほんとはこんな方法、取るべきじゃないんだ。個人の裁量で選択していいことと違う」

　けれど、もう決めたのだ。

　たとえ非人間的と謗そしられようとも、リフレインに心を捨てさせるよりは、と。

「………………………」

　現在、〈遙けき彼方の境会ウルテイマ・トウーレ〉の注意を逸そらしつつ、彼らを空調制御室のある４─Ｄ区画まで誘導しているはずのリフレインには、他にも幾つか無茶な頼みごとをしてある。だが、それが理由で今は彼女も手一杯なのか、先刻からテントウムシは沈黙したままだ。

　それでも迷っている暇はなかった。タスクたちはタスクたちで動くしかない。

「始めよう」

　静かにそう宣言すれば、ミーネが機体を発進させた。脚部に備わったローラーで静せい粛しゆく性せいを保ったまま、けれど限界までスピードを上げて工業区画の外へ。

　目指すは、グランドネスト号の動力区画──機関室。

　タスクはこれから技師の卵として、やってはならないことに手を染める。

　そのことを思うと、覚悟を決めてもなお胸が痛んだ。




　　　　　　　　　　○




　ガスパール・クールヴェが目を覚ましたとき、事態はもはや一教師がどうこうできる範はん疇ちゆうを逸脱していた。

「──では、タスク・リンドウはテロリストたちの手に？」

「はい。その後、どうやら自力で逃げ出したようですが、はっきりとしたことは何も」

　居住区。

　道々に並ぶのが箱型の簡素な建物である点を除けば、殆ほとんどそのまま『街』と言い切っても良さそうな広大な空間。その、元は研究者用であったろう小こ奇ぎ麗れいな個室のなかで。

「なんということだ……っ！」

　クールヴェは頭部に巻いた包帯を、毟むしり取とらんばかりの憤いきどおりを呈した。

　次いで定まらぬ体幹を押してベッドから身を起こすや、言葉を交わしていた傍かたわらの同僚の教師が止めるのも聞かず、おぼつかない足取りで部屋のドアに歩き出そうとする。

「ム、ムッシュ・クールヴェ！　いけません、まだ立っては！」

「何を馬鹿な！　生徒が危ないというのに、私が休んでいるわけには──」

「貴方あなたの生徒は彼だけではないでしょう！　今この区画にも大勢囚とらわれている！　テロリストたちは化学兵器の使用を仄ほのめかしているのですよ!?」

　下へ手たな真ま似ねはよせと釘くぎを刺され、クールヴェはぐっと二の句に詰まった。

　無論、毒ガスの件は既に聞いていたし、相手の言い分が正しいことも、理性ではきちんと弁わきまえている。しかし、感情で納得できるかはまた別の話である。

　あまりにも歯は痒がゆい。どうしようもなく無力だ。

　教師として生徒を拐かどわかされ、知識人として暴力に屈する。これほど矜きよう持じに障さわる話があるだろうか？　瞋しん恚いの炎をどうにか収め、再びベッドに腰を戻すには、多大な労力を必要とした。

「……他の、生徒たちは……？」

「今は教員たちがそばについて各建物に。思ったよりは、皆、落ち着いていますよ。……もっとも、他の区画に連れて行かれた生徒たちは、さすがに分かりませんが」

　苦い顔つきで応じる同僚の教師は、ほんの二時間かそこらのあいだに、見違えるほどやつれていた。大の大人ですらこの有あり様さまなのだ。まだ精神的に未熟な生徒たちなど、喉元に死を突きつけられ続けるストレスで、どうにかなってしまってもおかしくはない。

　そして事実、表面的には落ち着いていても、やはり既に弊へい害がいは出始めているようで、

「……お察しのとおりです。一部の生徒がタスク・リンドウや、彼と共に連れて行かれた二人を批難しています。『諦めて早く投降しろ。でないと自分たちが毒ガスで殺される』と」

「愚かなことを……彼らが捕まっても事態はなんら好転などしないというのに」

　クールヴェは二重の意味で痛むこめかみを押さえながら沈ちん思しする。

　この状況で自分にできることがあるのかは分からない。が、ただ座ざ視しするだけというのは信条に反した。何か妙案はないものかと、持ち前の知識をフル動員して考える。

　しかし、ある可能性を思いつきかけた矢先。

「ッ、なんだ!?」

　やにわに部屋全体が真っ赤に染まり、けたたましいアラートが静寂しじまを破った。

　反射的に頤おとがいを持ち上げたクールヴェは、照明が非常灯に切り替わっているのを認め、雲行きの怪しさに同僚と顔を見合わせる。そうこうするうちに、続けて艦かん内ない放送が始まった。

『緊急事態発生、緊急事態発生。グランドネスト号の重力場に異常を確認。各員はただちに適切に対処してください。繰り返します、緊急事態発生──』

　響いたのは単調なシステム音声だった。どうやらメインブリッジを占拠している下手人たちも与あずかり知らない、真正のアクシデントがこの艦かんを襲ったらしい。

　鳴り止やまない騒音のなか、同僚の教師が青あお褪ざめ切った面おも持もちで喘あえいだ。

「じゅ、重力場に異常？　まさかジェネレーターが……？」

「でしょうな」

　得たりとクールヴェは口角を吊つり上あげた。何を悠長な、とばかりに同僚が凝視してくるが、寧むしろ喜ばない道理のほうがないだろう。

　機械は素直だ。なんの予兆もなく自然に故障するということはあり得ない。

　である以上、もし本当に今ジェネレーターに不具合が生じているなら、それは人為的なものと見て間違いないはず。そして、テロリストたちが自らの手で為なしたわけでもなく、人質もまだ誰一人逃げていないというなら、機関部に悪さをした馬鹿者も限られてくる。

「ふふ、やってくれるものだ」

　一見、艦かんを墜落させかねない危険な行為──だが実のところそれは、奇くしくもクールヴェが思いついた打開策と、まったく同じ道筋を辿たどっていた。ゆえに笑うしかない。

「見ものだな、タスク・リンドウ。上う手まくいった暁には、特別にＡ評価をやろう」

　もし彼が、クールヴェと同じ結論に達しているなら、重力場の異変はまだ序の口。

　奴やつ儕ばらにひと泡吹かせる本命は、このあとにやって来るはずだった。
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　突然の警報。続いて『重力場に異常発生』という耳を疑う放送。

　それだけでも既に浮き足立つには充分過ぎる要素だったが、直後、グランドネスト号を再び襲ったのっぴきならないイレギュラーは、空調制御室に詰めていた〈遙けき彼方の境会ウルテイマ・トウーレ〉の二個小隊を、今度こそはっきりと心胆寒からしめていた。

「ッ……お、おい!?」

「なんだ!?　揺れてるぞ！」

　激震。

　それも、ただ激しいというだけではない。明らかに奇妙な揺れ方だった。

　一度真下から突き上げるような衝撃が来たあと、間髪入れず遠雷めいて重たい震動が足元を走り抜け、揺れはそのまま徐々に大きくなってゆく。やがて義体化した兵士たちの姿勢制御機構でも対応し切れない強さとなって、部屋全体を延々どよもし始めたではないか。

「くそっ、どうなってる!?　普通じゃないぞ、これは！」

　タスク・リンドウは未いまだ確保ならず、七番機は依然のらくらと消極的に応戦しつつ、現在、この空調制御室の近くの区画まで来ているらしい。

　よもや人質たちの命を無視して、ここまで攻め込んで来る気か？

　そのように警戒していた兵士たちにとって、まさに足を掬すくわれるに等しい椿ちん事じである。

　非常灯が忙せわしなく明滅を繰り返して不安を煽あおり、四方の壁で回っていた巨大なファンすら停止すれば、さすがに平静を保てる者は一人としていなかった。

「メ、メインブリッジと連絡を取れ！　隊長に──」

　ところが、兵士の誰かが艦かん内ない通信でメインブリッジに事を問とい質ただすよりも早く、

「「「「「ッ!?」」」」」

　アラートの音がいきなり変わった。今まででも充分やかましかったそれが、より差し迫ったふうの音質へと。

　続けて、またしてもシステム音声による放送が流れた。

『４─Ｄ区画にいる全乗員に通達。グランドネスト号の航行能力が損なわれ、第一・第二サブブリッジより問題のあった区画に対して、コードＥＭＧ─７００３１５が発令されました。緊急によりシステムはこれを受諾。既に４─Ｄ区画はコードの実行に移っています』

　コードＥＭＧ─７００３１５？　必要最低限の事項だけを伝えれば良いものを、専門用語を端々に混ぜ込んでくるものだから、グランドネスト号の正規クルーではない兵士たちは、皆、すぐには意味が分からず疑問符を並べるしかない。

　だが、果たしてシステム音声は更に続けた。




『──４─Ｄ区画はこれより艦外へパージされます』




　今度こそ誰の頭でも理解できる簡潔な言葉で以もって、一瞬、艦かんのＯＳが発狂したのではないかと訝いぶかしむようなことを。

『カウントダウンを開始。当区画にまだ残っている乗員は、五分以内に他の区画へ退避してください。なお、パージを取とり止やめる場合は、所定の手順に従って再び操作を──』

「ぱー、じ……？」

　放送はまだ続いていた。何か細かな注意を述べ立てたあと、無味乾燥な調子で実際に秒読みが始まる。だが、もうそんなものは誰の耳にも届いていなかった。

　追放パージ。

　兵士の一人が今、生まれて初めて聞いたかのように口にした、その単語。

　一般用語にも『エレクトロ・パージ』という言葉があるように、総じて不要な部分を大元から切り離して捨て去ることを意味する。

　兵士たちは一様に固かた唾ずを吞のみ、ゆっくりと己の足場を見下ろした。

　怖おぞ気けを振るう地鳴りは未いまだ止やんでいない。空調制御室のみならず、その周囲、数キロメートル内にあるすべての施設が、現在、洩もれなく同じ震動に見舞われているはずである。

　自分たちがいる、この４─Ｄ区画の、一いつ切さい合がつ財さい何もかもが。

　その、あまりに埒らち外がい過ぎる事実が、正しく脳の奥に染しみ透とおったとき。

「「「「「……………………………………ッッッッッ!!」」」」」

　歴戦のサイボーグ兵士たちがあげた声なき悲鳴は──なるほど、確かにクールヴェの言ったとおり大層見ものだった。




　　　　　　　　　　○




『パージ!?　どういうこと!?』

　工業区画で手に入れた通信機から、アデールの悲鳴じみた声があがる。

　彼女たちの使っている無線周波数を、事前にリフレインから聞いておいたのだ。さすがに今はジャミングも艦かん全体から消えており、敵部隊の狼ろう狽ばいぶりが手に取るように分かった。

「──取り乱してるな。まあ無理もないけど」

　タスクは床に置いた通信機の声と、隔かく壁へきの向こうで起きている戦闘音をＢＧＭに、たった一人で黙々と作業を続ける。システム音声によるカウントダウンは残り二分を切っていた。

　場所は機関室。目の前には巨大なオルゴール・ジェネレーターがある。

『ど、どうも何も……第一と第二サブブリッジから、そのようなコードが発令され、既にカウントダウンに入っているとしか……』

『説明になってないわ！　なぜメインブリッジでその命令を取り消せないの!?』

『き、緊急時ゆえの措置です！　艦かんの航行能力に大きな問題が生じた場合、第一と第二の両サブブリッジの承認があれば、ＥＭＧコードのみはメインブリッジの決定なしで走らせることができ……そ、そのうえ安全上の都合から、パージ区画で手動による煩はん雑ざつな操作を行おこなう必要もあるため、一旦、シークエンスに入ってしまうともう遠隔操作だけでは……っ！』

『なら、その手動による装置を元に戻せばいいのね!?　そうすれば──』

『不可能です！　現在、４─Ｄ区画には七番機がいます！　既に各チームに事情を伝えましたが、いずれも阻はばまれて手動装置まで辿たどり着つけません！』

　当然だ。そのためにリフレインを４─Ｄ区画に向かわせたのだから。

　空調制御室の奪還が目的であろうと、そう高を括くくるアデールたちの裏を搔かき、４─Ｄ区画が本当に滑落するその瀬せ戸と際ぎわまで、本命のパージ手動装置を死守してもらうために。

『ッ……そもそもパージ機構なんて化石みたいなシステムが、どうして最新鋭艦かんのグランドネスト号に搭載されているの!?』

『グランドネスト号が多目的艦かんであり、他に類を見ないほど巨大だからです！　重力制御の精度が落ちた際、墜落や沈没、宇宙で放浪するような事態を免まぬがれようと思えば、なけなしの揚力・浮力・推力を活いかし切るため、艦かんの莫ばく大だいな質量を削そぎ落とすしか方法がないんです！』

　アデールはあくまで戦闘部隊の指揮官だ。ゆえに、ハイジャックする飛行艦かんの性能に細部まで精通する必要はない。そのあたりは専門の部下任せだったのだろう。

『……パージはもう避けられないのね？　なら、せめて毒ガスを今すぐ人質たちがいる区画に注入して！　ここまでやられて黙っていたら、ますます相手をつけ上がらせる！』

『それも既に不可能です！　パージ時に起こる外気の流入を防ぐため、４─Ｄ区画に繫つながる通気孔はすべて一足先に封鎖されました！』

『なら、タスク・リンドウの身柄は!?　彼を押さえておけば、まだ仕切り直しは利きく！　動力区画に向かう姿が、カメラに映ったんでしょう!?　そっちに送った部隊は!?』

『到着していますが、すぐには無理です！　標的は堅けん牢ろうな機関室のなかに立て篭もり、ジェネレーターを盾にも取っている！　そのうえ重機にまで邪魔されてはっ！』

　先刻から隔かく壁へきの向こうで響く戦闘音は、つまるところがそういうことだった。ミーネが作業用インセクタロスを駆って、敵兵たちと干かん戈かを交わしているのである。別の無線機から洩もれ伝わってくる彼女の、『おっらあああ！　命タマ、寄越さんかぁあいッ！』という蛮族まる出しのダミ声からするに、狙いどおり敵は攻めあぐねているらしい。

　無論、普通なら重機だけでここまでの無双は叶かなわない。何しろ相手は軍隊なのだ。

　しかしながら、メインブリッジの敵オペレーターが先にも述べた各要因が重なり、加えて主力をすぐには動力区画に回せない理由があるとなれば話は別だった。

『現在、こちらのインセクタロスや、鳴器サウンドバレルで武装した魔弾兵テルミナイズドチームの殆ほとんどは、脅威度の高い七番機を追って４─Ｄ区画にいます。このままでは標的の少年を捕らえるどころか……』

『ッ、まさか!?』

　そう、その『まさか』だった。

　リフレインを派手に暴れさせ、追っ手もろともに移動させたのは──即ち、ガス発生装置が置かれた空調制御室ごと、敵の大部分をパージで排除するためである。

　毒ガスと敵兵。問題の両者をほぼノータイムで一網打尽にする。

　それがタスクの考案した『策』だった。

　リフレインの代わりに、心を捨てたがゆえの非道。

　タスクは決めたのだ。まず何を置いても人質を助けたいなら、敵の犠牲に関してはもはや目を瞑つむろうと。たとえ相手がナチの系譜でも、たとえ〈ＡＭＰ〉の隊員を鏖おう殺さつした外道でも、紛れもなく一個の人間である彼らを、明確に自分の意志で駆逐しようと。

　正義感からではない。義務感からでもない。

　ただ、リフレインに機械らしく振る舞わせたくない一心で……己の都合だけで、まさしく機械のように、他者の命に値札プライオリテイーをつけたのである。

「……この人でなしめ」

　下っ腹で転がる錘おもりみたいな罪悪感に、タスクは作業を続けながら毒づいた。

　最悪だ。掛け値なしに吐きそうだ。眩暈めまいがする。

　なのに、涙は流れない。手元が狂うこともない。生まれてから後天的に育んだ人間性が偽善を抜かそうと、やはり自分の本質は至って冷血なのだ。そんな愚にもつかないことを思った。

『──待って。話がおかしいわ』

　衝撃で沈黙していたアデールが、そこでようやく再び声をあげた。

『七番機は発見して以降、ずっと捕捉し続けている。タスク・リンドウとヘルミーネ・Ｔ・クロイツは機関室にいる。イヴリン・バイロンはもう下げ艦かんした。……なら、二つのサブブリッジからコードを発令し、複雑なパージの手動操作を行おこなったのは、いったい誰？』

『ッ、そういえば……』

『普通に考えれば人手が足りない。それに、第二サブブリッジは七番機に一度利用されていて、こちらから念のために部隊を送ってもいる。その段でブリッジに細工がしてあったなら、確認した部下がさすがに気づいたはず。じゃあ、コードはそのあと部隊が退いてから、本当に誰かの手で直接……？　私たちが認識できていない敵がいる？』

　ようやくその点に気づいたかと、タスクは得意げになり切れない笑みを浮かべた。

　そのとおり。というより、その『見えざる何者か』こそが、タスクが練った戦略の根幹なのである。その存在なくして仕掛けの悉ことごとくは成立しなかった。

『……人質たちじゃないわ。逃げ出したなんて報告は受けてないし、そもそもセンサーを騙だましてサブブリッジに侵入する方法がない。なら、外部から別の戦力が密ひそかに……？』

『あり得ません！　たとえ歪わい曲きよくフィールドを越えられても、そうなったらメインブリッジに必ず異変が伝わっ──』

　ハッ、と敵オペレーターが口を噤つぐむ。同時に、アデールも答えに至った。

『──緊急用脱出ポッド！』

『射出の際にフィールドの一部が解除される！　その「穴」をくぐってポッドとすれ違うように艦かん内ないに突入してきた!?』

　しかし。

『……む、無理だッ！　フィールドの解除は一瞬ですよ!?　タイミングを合わせるのがまず人間業ではないし、第一どうやってその瞬間をあらかじめ外部に伝えるんです!?　艦かん外がいへの発信に対するジャミングは、占拠からこっち殆ほとんど解除していないのに！』

『七番機だわ……それしか考えられない』

　それもまた正しい考察だった。

　が、いかにリフレイン自身がジャミングを突破できても、その重力子通信を受け取る側に難があっては意味がない。一般的な通信機器では役者不足のはずなのだ。

　ただし、一つだけ例外がある。

　グランドネスト号の外に、リフレインが救援を要請できた存在が、たった一つだけ。

『……ガラテア級の補助デバイス。七番機は戦闘用のデバイスの他に、確かアニマドール型の自律支援ユニットを有していたわね？』

『ッ！』

　素晴らしい。少ない情報できちんと全問正解オールコンプリートするとは。

　もっとも、解答用紙を提出するのが、ちょっと遅過ぎたようだけれど。




「三、二、一────ゼロ。こっちも全工程終了オールコンプリートだ」




　いつしか放送に合わせて秒読みを口にしていたタスクが、そんなふうに締しめ括くくった瞬間、これまでで最大級の震動がグランドネスト号を襲った。

　もはや立ってもいられない揺れのなか、タスクは手にしていた工具を投げ出し、床にどっかりと胡座あぐらをかいて重い息をつく。みしみしと鋼の断末魔レクイエムを奏かなで、今しもパージが始まっているだろう当の区画と、そこに残された者たちの悲哀を思う。

　そして疲れ切った面おも持もちで、今一度、オルゴール・ジェネレーターを見上げた。

　そこに人形がいた。

　管楽器の内部を彷ほう彿ふつとさせる、金色に輝く無数の機械部品。連れん綿めんと重なり回る歯車や、外部のディスクと連動した複数基のシリンダー。伝音パイプに結晶振動子、アンクル・テンプ・ガンギ車から成る脱進機エスケープメント、擬似モノポール──それらのなかに半ば埋もれるようにして。

　女性型の歌唱人形オルドールが一体、ムーブメントに組み込まれていた。

　両の瞼まぶたを下ろし、手を胸の前で交差させ、まるで神像みたいな体勢で。

「……別段、不思議な話じゃないさ」

　そう。オルゴール・ジェネレーターとは、元からしてこういうものなのである。

　研究者たちのあいだでは『ヒューマン・フレーム問題』とも呼ばれる、未いまだに原理が解明されていない技術的な問題の一つ。

　人の鋳型ヒユーマン・フレーム──その言葉どおり、オルゴール・ジェネレーターは人間の姿形とサイズに近似したモノが直に扱わなければ、なぜか出力を落としてしまうという克服しがたき命題。

　歌唱人形オルドールが『もっとも優れたオルゴール機械』と呼ばれる理由の最たるものであり、インセクタロスなどの軍用機が未いまだに無人化できない所以ゆえんでもあった。

　そして、大型飛行艦かんの機関部ともなれば、このようにジェネレーターを駆動させる専用の人形を用意し、制御中枢としてムーブメントに組み込むのが常識なのだ。

　だからこそ、タスクのように国際二種の資格しか持っていない、まだ法的にはジェネレーターの整備もできないひよっこでも、『艦かんが墜落しないぎりぎりの一線で重力制御の足を引っ張る』などという離れ業を可能とした。

　歌唱人形オルドールに並々ならぬ愛情を注ぎ、そのメカニズムに敏感なタスクだからこそ。

　けれど、逆を言えばそれは。

「……僕は、きみの仕事の邪魔をしてしまったんだよな。自分の身勝手な想おもいのために」

　オルゴール・ジェネレーターを御するために産み出され、今も室内に美しい超ちよう弦げん奏そう曲きよくの歌声を響かせ続けている、一糸纏まとわぬＢ＆Ｅ社製の歌唱人形オルドールに寂しく笑いかける。タスクは彼女の名前すら知らないのだ。

　使った工具は本当に少なかった。作業自体もなんら大おお袈げ裟さなことはない。

　ただ、ジェネレーターの出力と発生した重力子を制御・分配する幾つかの歯車を、いつものように幻の弦を手繰る要領でささやかに弄いじっただけ。あとは、せいぜい調律ぐらいである。

　学生が短時間でそれを、となればまさに偉業だろう。

　だが、それでもやはりタスクの心中は、晴れやかな気分とは程遠かった。

「……ごめんね。ひどいことをしてしまって」

　目の前にいる彼女に心から謝罪する。

　歌唱人形オルドールに並々ならぬ愛情を注ぐ──その言葉自体が、もはや噓うそに堕だしたのだと思う。

　タスクは彼女の存在理由レゾンデートルを損なわせた。被造物である人形にとって尊厳とさえいえる部分に瑕きずをつけた。技師の卵としても、タスク個人としても、やってはならないことをしたのだ。

　リフレインを好く己のために、他の歌唱人形オルドールの価値を下げる。

　今もっとも好きな人ヒ形トのために、今まで大切だった人モ形ノを踏ふみ躙にじる。

　優先順位プライオリテイー。

　生命いのちにも、偽命イノチにも、これでタスクは背いてしまった。

　腹はとうに据えたつもりだったが……あぁ、本当にひどい話だ。

　けれど。

「──お気になさらず」

　名も知らぬ彼女は言うのだ。タスクの先の謝罪に、返答の必要性を感じたのか、

「なぜなら貴方あなた様さまは人間、私わたくしはただの人形なのですから」

「……………………」

　そんな慰めにもならない台詞せりふを口にして、やはり彼女はひたすら無害に『笑んで』いた。

　タスクはとうとう大の字に寝転がり、突きつけられた溝の深さを嚙かみ締しめる。

　人間と人形。交わらぬ分け隔て。

　どこまでも平行線の、子供みたいなすれ違い。

「……応えられない、か」

　息を嚙かむようにそう苦く呻うめいた瞬間。

　最後の震動が、グランドネスト号の船体を貫いた。




　　　　　　　　　　○




「おい、滑かつ落らくするぞ！　見ろっ、なんて光景だ！」

　ヘルヴェティア空軍が保有するトレーラー型の装甲指揮車のなか、空戦用インセクタロスが撮影しているとおぼしき映像が、篆てん刻こくビジョンにやや引いた画角で映されている。

　イヴリン・バイロンもまた、その光景を目撃した一人だった。

「……やりましたのね、タスク・リンドウ」

　一足先に単独で地上に降り、通信でボルティザーク総裁と短い会談を終えたイヴリンは、その後、Ｂ＆Ｅのスタッフやイギリス大使館の迎えをすべて断り、空軍に無理を言ってこの装甲指揮車に同乗させてもらった。たとえもう安全圏に逃れた身といえど、事態を可能な限り最後まで見届けよう、というイヴリンなりのけじめのためである。

　グランドネスト号のあとを、遙はるか後方より追跡するトレーラー。簡易指揮所となっているその貨物室のなかでは、オペレーターたちが食い入るように篆てん刻こくビジョンを注視していた。

　空中移動施設──いや、軍事利用も視野に入れ、禁止兵器まで搭載した、堅固なりし『空の要塞』グランドネスト号。

　自社の誇る超ちよう弩ど級きゆう飛行艦かんが、現在、大きな異変に見舞われている。

　皮切りはつい今しがたのこと。長球状のユニークな船体、その上層に当たる外壁の一部に、やおらハニカム模様に似た亀裂が走り、かと思えばその一部分だけが徐々に、艦かんの外へとせり出し始めたのである。

　所感として言えば、テーブルゲームの『ジェンガ』を思い浮かべると分かりやすい。

　反対側から棒状の積み木が差し込まれ、別の積み木がそれに押し出されるように──六角柱の形をした一区画まるごとが、ゆっくりと船体から抜け落ちようとしていたのだ。

　パージ機能。

　従来の飛行艦かんにとっては、既に黴かびの生えたシステム。

　グランドネスト号は巨大だ。そのうえ研究施設としての面も兼ね、小規模ながら量産設備まで有している。そのため、内部は迷路のように複雑で、ライフラインも多岐に及ぶ。

　重要な設備や装置を一極集中させるのは危険だし、実験機など潔いさぎよく一ひと括くくりでパージしてしまうには惜しいものも多い。

　ゆえに、Ｂ＆Ｅの開発陣はあのような仕掛けを考案した。

　艦かん内ないを複数の、そして同形状の区画ブロツクに分割し、有事の折、必要性の低い区画から選別して投棄できるように。二つ三つ区画が失われても、総体には累るいを及ぼさぬように。

　ごく局所的なパージ。それを過不足なく実行するために、グランドネスト号はあのような奇抜な姿をしているのである。

「……でも、外から艦かんを眺めただけでそのことを突き止め、あまつさえハイジャック犯たちを潰すための奇策に利用するなんて……」

　普通ではない。いったいどんな手品を使ったのやら。ますます興味は尽きない。

　タスク・リンドウ。一見のほほんとしているくせに、生意気で、不ぶ躾しつけで、顔立ちは可愛かわいい系だし知恵も回るようだが、やっぱりどこか気に入らないあの少年。

「あんな破天荒な男子生徒が、同じ学園に通っていたというのに、二ヵ月もノーマークでいたなんて……わたくしの目もたいがい節穴ですわね」

　用意された椅子の上で足を組みつつ、イヴリンは左の義眼に瞼まぶたの上から触れる。

　篆てん刻こくビジョンに誰もが気を取られているなか、イヴリンが口元に湛たたえるのは気品溢れる肉食獣の笑みだ。事件発生以降、弱気に憑つかれていたが、本調子が戻ってくるのを感じた。

「──ふふ、早急に彼の資料を集めなくては。大まかなプロフィールだけではなく、もっと念入りに深いところまで余すことなく」

　妙に高揚して仕方がない胸元を押さえつつ、続いてバイロンは隣の指揮官に語りかけた。

「コマンダー、段取りはさきほどお話ししたとおりですわ。理解できていますわね？」

「？　あ、ああ……歪わい曲きよくフィールドの件だな？」

「ええ。区画が滑落するときフィールドが部分的に解除されます。再び閉じるまでおよそ十数秒。艦かん内ないに兵隊を送り込むチャンスですわ。その機を逃しませんように」

　これもまた、タスクが引いた図面の内だった。

　たった一手で、敵を減らし、味方を増やす。文句のつけどころがない無駄のなさだ。

　人質はまだ拘束されたままだが、ガスを用いる関係上、大味にグループ分けされて各区画に放り込まれ、その監視も多くが機械任せとなっている。元から少なかった犯人の手勢が激減した今、人質を数人だけしょっ引いて来て、改めて盾に取るのも難しいだろう。

　畢ひつ竟きよう、残すは丸裸となった本丸──メインブリッジのみ。

「まったく小憎たらしい……ここまで見事にやり抜かれると、なんだか逆に腹が立ってきますわね。おかげで頰ほおが熱くてしょうがありませんわっ」

　赤らむ顔は怒りのため。それ以外に、理由らしい理由などないのだから間違いない。

　イヴリンはなぜかご満悦でぷりぷりしながら、とうとう件くだんの区画が船体より完全に抜け落ち、地表に轟ごう然ぜんと突き立つ様を映像で認めた。

　同時、区画が落下し切る直前、そこから人型のシルエットが飛び出すのも。




　　　　　　　　　　○




　葬送の鐘が鳴る。

　それはパージされた区画が大地に落着した合図であり、運命を共にした兵士たちの魂を慰い撫ぶする弔とむらいの音ねでもあった。

　パージが完了する間ま際ぎわも間ま際ぎわ、本当にぎりぎりの段階まで、区画で手動装置を守り続けたリフレインは、最終的に土ど石せき流りゆうみたく降り注ぐ内部の諸々をすり抜け、力業で逃走経路を即そく製せいしながら外に脱出。重力制御で気流のなかを上昇し、グランドネスト号の外壁に摑つかまった。

　次いで、強風に耳じ朶だを打たれながら、眼下を俯ふ瞰かんして事の顚てん末まつを確認する。

　４─Ｄ区画は、計算どおり人里離れた平野に落ち、そこに墓標の如ごとくそそり立っていた。無関係な巻き添えは誰も出さなかったはずである。

　また、並行して空軍機が歪わい曲きよくフィールドの『穴』を抜け、次々にグランドネスト号へ取りつくのも見届ける。どこかのハッチを破壊して、ポートから艦かん内ないに突入する気だろう。

「……なんとか成功しましたね。貴方あなたもご苦労様でした、ランパス」

　傍かたわらには、大任を果たしてくれた相棒のランパスがいる。こちらと同様、グランドネスト号の外壁にしがみつき、主の労ねぎらいに一声「バウッ」と吠ほえて寄越した。

　第一・第二サブブリッジからのＥＭＧコードの発令、及び４─Ｄ区画に二箇所あったパージ手動装置の操作。それらをマニピュレーターに変形する尻尾で成し遂げ、その後、リフレインと共に瀬せ戸と際ぎわまで粘って奮戦してくれた忠犬だ。

　元はジェロームの護衛を任せていたわけだが、リフレインがグランドネスト号に侵入し、ハイジャックの線が濃厚となった時点で、一応の用心にと艦かんのあとを陸路で追わせていたのである。結果的にそれが、タスクの策を実現させたのだから、僥ぎよう倖こうという他はなかった。

「………………」

　リフレインは、もう一度、下界を見下ろす。

　今また多くの人が死んだ。

　どうしようもなく卑劣な相手だったし、自分が直接手を下したわけでもない。だが、そんな理由で殺人をあっさり容認できるほど、リフレインの感情機能も雑ではなかった。

「でも、ここでわたしが二の足を踏んでしまったら、それは辛つらい決断をしたタスクさんへの侮辱です……っ！　行きましょう、ランパス！」

　リフレインは引かれる後ろ髪を断ち切り、ランパスを伴って再び重力子を制御、艦かんの外壁に沿って上層まで一気に飛ひ翔しようする。

　もはや隠おん密みつを心掛ける必要も、出し惜しみをする理由もない。瞬またたく間まに目当ての高度まで達すると、またぞろ魔弾テルミナイズで外壁を破壊して第一フロアに飛び込んだ。

　大部分がオルゴール・ジェネレーターと、それに関する機械で占められるフロアだ。機関室前まで辿たどり着つくのに、さして時間も掛からなかった。

「ミーネさん！」

　センサーで事前に捉えていたとおり、機関室前の戦闘はまだ継続していた。

　仲間たちを大量に失い、人質作戦も徒労に終わった今、敵グループに唯一残された道は、タスクの身柄の確保である。ゆえに〈遙けき彼方の境会ウルテイマ・トウーレ〉のサイボーグ兵士たちが、死に物狂いで機関室に続く隔かく壁へきを破ろうとしていた。

　しかし、それを一機の作業用インセクタロスが、獅し子し奮ふん迅じんの戦いぶりで退けている。

『リフレイン!?　良かった、加勢して！　もう保もたない！』

　拡声器でミーネが助力を乞うてきた。限界間近、待ったなしの声だ。

　彼女が操縦する重機はふとっちょのアリ型で、大型の工業用杭打ち機ネイルガンを胴体の下に装備していた。通路のあちこちには、累るい々るいと折り重なる兵士の山。義体化しているなら、ちょっとやそっとでは死なないと踏んだのか、かなり無茶な戦い方をしたようだ。

　だが、善戦もここまで。多数の敵に群がられて、今にも操縦席のハッチを、こじ開けられようとしていた。ゆえに、リフレインも問答無用で前に出る。

「──っ！」

　まさしく鎧がい袖しゆう一いつ触しよく。溜たまりに溜たまった鬱うつ憤ぷんの腹いせに、二個小隊はいた相手に反撃すら許さず、高速機動で順にバイデントを叩たたきつけ、四肢とジェネレーターを奪い去ってやった。

　致命的な損傷を受けたサイボーグ兵士たちが、代えの利きかない生身の器官を保護するため、強制的に休眠モードに入って床に倒れ伏す。あっという間に通路が静かになった。

　リフレインは最後に一度、辺りに索敵センサーを走らせ、

「終わりましたよ、ミーネさん。このフロアにもう敵の気配はありません」

『……ほんと？　ふう、助かったぁ……』

　当座の危機を脱したと分かり、途端、ミーネの声から緊張が抜けた。

　次にボロボロになったアリ型の重機が脱力し、背中のコックピットハッチが開いて、そこからミーネが転まろぶように出てくる。砂色の金髪も制服も汗でびちょびちょ、頰ほおにはオイル汚れがべったりと付着し、可愛かわいらしい容姿が台無しだった。

「お疲れさまでした。それで、タスクさんは？」

「まだ機関室のなかよ。通路の様子はモニターしてるはずだから、待ってればじきに出てくるとは思うけど──」

　などと喋しやべっているうちに、音もなく機関室の隔かく壁へきが開いた。

　タスクが、自分のマスターが。

　もうすぐ室内から現れる。

「…………っ」

　そう思った瞬間、リフレインの心が強く萎い縮しゆくした。

　たくさん語るべきことがあった。いっぱい衝突すべき問題があった。

　けれど、いざ本人を前にしようかという段になると、またぞろ不ふ甲が斐いなく思考回路が空転を始める。逃げ出したいという欲求が手足を絡からめ取る。

　だって……タスクは怖い。

　リフレインにとっては未知の相手だ。

　前マスター、その生涯を通じてつき従った、テレーゼとは違う。自分を「友人」と呼びながらも、必ずどこかで線引きを行おこなっていた彼女とは。

　いや、そういった意味で語るならば、タスクは他の誰とも『違う』のだろう。

　だから。

「──初めは」

「？　リフレイン？」

　リフレインは勇気を振り絞り、通路に姿を見せた彼に言った。

「初めは、ただわたしのことを『人間と思いたい』だけなんじゃないのかなって、そんなふうにタスクさんのことを誤解していたんです」

　再会するなり脈絡のない話を振られ、暫しばらく面食らっていたタスクだが、その双そう眸ぼうに徐々に納得の色を乗せてゆく。対してリフレインは、大きく深呼吸をした。

　そう、初めはよくある心得違いをしていると思ったのだ。

　ガラテア・シスターズ[image: №]Ⅶリフレインが、なまじっか完成度の高い歌唱人形オルドールなものだから、きっと外見や言動に惑わされているのだろうと。

　擬人的なその在り方に、ヒトガタという色いろ眼鏡めがねに、価値観を狂わされているのだろうと。

「でも……タスクさんは違った。そうじゃなかった」

　街なかでネオ・ラッダイト運動者たちと揉もめて、公園でマスター権を手離すか否いなかをリフレインに委ねて、遂ついには代わりに自分が心を手放すとまで言い放って。

　そういう色々なことを経ていくうち、やっとリフレインにも一つ得心がいったのだ。

「タスクさんは、わたしに心があるって言うんですよね？」

「うん」

「わたし自身にすら定義できないモノですよ？　人工的な知性なんて結局は、蓄積したデータに沿って行おこなわれる、人の物もの真ま似ねでしかないかもしれない。わたしが確固たる一つの自我を形成し、感情を湧き出させているなんて、たぶん誰にも証明できません。それでもですか？」

「おかしいかな？」

「なら……タスクさんが、心を持たない従来の人形まで気にかけるのはなぜです？　痛みも辛つらみも感じない真正ただの機械の、いったい『何を』慮おもんぱかってあげる必要が？」

　もうなんとなく察しているその答えを促せば、やはりタスクはごく自然体のまま作業で憔しよう悴すいした頰を緩ませ、

「必要とか不要とかの話じゃないんだ。ただ、僕がそうしたいんだよ」

「それは、人形が好き……だから？」

　タスクが顎を引く。だが、リフレインは思わずかぶりを振った。

　あり得ない。彼の場合、趣味嗜し好こうの範はん疇ちゆうを超えている。単に好き嫌いで語るには、タスクの行動はいずれも異常だ。それこそ『度が過ぎる』というものだろう。

　だって。

「タスクさんにとって、人形はどこまで行っても人形ですよね？」

「うん、それはもちろん」

　そう。彼は何一つ勘違いなど起こしてはいないのだ。

　人形を、人間と見なしてなど、いない。

　ヒトとモノ。

　本来、比べられるはずがないその両者を、人形を正しく器物と定義しておきながら、なお比べて後者を選べてしまうというだけで。

　人間と、人間のように振る舞う石ころを、同じ秤はかりの両皿に乗せてしまえるというだけで。

　人格のないモノに、人格を認められる──その矛盾。

「……そんなの、普通じゃないです」

「分かってる。だから僕も自分に言い聞かせてきた。人間として生まれたんだから、同じ人間を蔑ないがしろにしちゃ駄目だって。人形がどんなに大切でも、ちゃんと良識の範はん疇ちゆうで……単に『好きな道具』っていう括くくりで、愛着を持つぐらいにしとかなきゃいけないって」

「………………」

「けど、やっぱり無理だったみたいだ」

　タスクが続ける。晴れやかとは、到底、言い難がたい面おも持もちで。

「僕は今さっき、色んなものに優先順位プライオリテイーをつけた」

「……はい」

「それはとても寂しいことだけど、でも同時に幸せなことでもあるんだと思う。面と向かって明かすのは、その、さすがに少し気恥ずかしいんだけどさ」

「構いません。仰おつしやってください」

　彼は照れ隠しするように頰ほおを搔かきながら、




「──人間が異性のなかから一人伴はん侶りよを選ぶみたいに、僕もいつか人き形みたちのなかに『特別』を見つけられたらいいなって、ずっとそんなふうに思ってたんだよ」




　つまり、そういうことなのだ。

　彼にとって人形は、心の有無に拘かかわらず、皆、初めから『異性』のようなものだった。

　心はあくまで『分かりやすさ』の目安でしかない。

　自分の言葉にもっとはっきりと頷うなずいて欲しい。設定された思考ルーチンではない対応を見てみたい。人形に個性を認めずにはいられない性た質ちだから、一方通行だけでは終わらない繫つながりも感じてみたい。──そんな、常人の感性からおおよそ乖かい離りした放浪の末に、いつしか強く求め焦がれるようになった、好みのタイプであるというだけの話。

　人間のなかに在って、人形ばかりにかまけて。

　その、どちらからも満足にいらえのない生を歩んできた、ひどく孤独な少年の、それはありふれているようで、そうそうお目にかかれない恋こい煩わずらい。

「……っ」

　トクンと胸が高鳴った。

　タスクが正常な人間でないことは、機械のリフレインにさえ分かる。

　けれど、だからこそ。背筋が粟あわ立だち、震えはやがて抑え切れなくなって、ぞくぞくと全身を蝕むしばみながら、やがて思考を一つところに導いてゆく。

　あぁ、この人かもしれない──と。

「リフレイン」

「は、はい」

「区画と一緒にパージされた兵士たちのこと、きみは何も気に病まなくていいから」

「っ、それは……」

「僕はきみのマスターだ。だから、全部、僕のせいにすればいい」

　人間が責を負い、人形が実行する。

　それは正しい関係だ。リフレインが望んだ理想的な両者の在り方だ。

　けれど、タスク・リンドウが口にすれば、そこにはもっと切実な──杓しやく子し定じよう規ぎな人間と人形のつき合い方などではない、別の意図が込められているのを感じた。

　今なお人形を愛する人間。

　かつて人間に憧れた人形。

　真っ当な価値観からすれば、等しく壊れ者な二つのヒトガタ。

「なら、補い合おう」

「っ」

「自分のもっとも大切にする部分は捨てないまま、できないことは互いの信じる部分に任せてしまおう。そういう歪いびつで横紙破りな関係を、僕とこれから一緒に築いて行こう」

　ゆえに、タスクは「心を捨てる」と言った。

　彼にとっての一番は、己の人コ間コ性ロではないから。

　ようやく実るかもしれない恋の相手──リフレインの自由意思ココロだから。

「～～～～～～～～～ッッッ」

　胸の高鳴りは既にドラムもかくや。赤面機能も、発汗機能も、みんなフル稼か働どう。下半身なんか特にヤバイ。内股になって切なげに太ふと股ももを擦こすり合わせる。

　だって、どう考えても今のタスクの台詞せりふは。

「そ……そんなに都合良くいきませんよ！　自分のやることを、何もかもマスターのせいにするとか、そんな割り切り方ができるんだったら、わたしはとっくに……っ！」

「だよね。僕もそう思う。けど、負担し合えると思ったら、ちょっとはラクになるでしょ？」

　今はそんなことでいいのだと彼は言う。

　契約したてのマスターと歌唱人形オルドール。わけも分からず主従となり、互いになあなあでここまで来たものを、兎と角かくまずはスタートラインに進めようと。

　ヒトとモノが奏かなでる和音、そのまったく新しい始まりへと。

「──応えて、くれないかな？」

　タスクがこちらに近寄って来て、そっと片方の手を差し伸べた。

　応えられないと、先んじて拒否したのは、確かにリフレインのほうだ。でも今のタスクは、明らかにそれ以上のことを、こちらに要求している。もっと途方もないことを。

「わ、わたしは……」

　リフレインはたじろぐ。やはり怖い。どうしてもタスクが恐ろしい。

　知らない人間、知らない理路、知らない感覚。どれも未経験のことばかりだ。

　だから怖いし、逃げ出したい。

　けれど──同時に、ひどく惹ひかれもする。

　この人かもしれないという想おもいも、今や止とめ処どなく強まりつつある。

　テレーゼ。三〇〇年前、リフレインが初めて起動したとき、まだ型番しか持っていなかった自分に、『繰り返すモノRefrain』と名づけた前マスター。彼女が遺のこした予言めいた台詞せりふ。




　──花嫁はね、相方がいなければ、花嫁たり得ないの。




　──わたしは『友達』としても失格だったけれど、真の意味で貴女あなたに相応ふさわしいマスターは、今よりもっと先の未来に必ず現れる。

　──貴女あなたは本当なら、たぶん二度と目覚めないほうがいい。良くも悪くも人類社会に対する影響が大き過ぎるもの。けれど、もし再び起動するときが来たなら……ええ、約束するわ。

　──次に貴女あなたのゼンマイを巻く人は、きっと貴女あなたの孤独を終わらせられる人。

　──貴女あなたが無理に人間を目指さなくとも、心を持った人形ならば対等になれると、自分から隣まで来てくれるような素敵な殿方。

　──だから、今は眠りなさい。その邂かい逅こうの日を夢見て。




「ッ……わたしは」

　テレーゼが死の床とこにつく間ま際ぎわ、最さい期ごに下した命令オーダーを思い返し、リフレインは胸の高鳴りに導かれて前に進み出た。そして差し出されたタスクの手に、ゆっくりと自分の手を重ねてゆく。

　だが、指先が触れようとした、その刹せつ那な。

「────!?」

　まるで狙い済ましたかのように、リフレインのセンサーが反応した。

　何かが猛然と艦かん外がいからこの区画に突っ込んで来る。

　高度なステルス。外壁の破壊音も、ハッチの開閉音もなし。リフレインが作った先の破は砕さい孔こうを通って、今しも第一フロアに侵入したのだろう。これはおそらく空戦用の──

「タスクさん！　ミーネさん！」

　咄とつ嗟さに二人を庇かばおうとするが、タスクはまだしも後方で重機に寄りかかり、床にへたり込んでいるミーネとの距離が遠い。

　コンマ数秒、逡しゆん巡じゆんする。マスターと第三者、本来、迷う余地のない択で。

　タスクが自分のために、多くのものを捨ててまで、護まもろうとした無む辜この命。ここで一人でも潰ついえさせれば、彼が作ってくれた絆きずなをフイにする──そんな想おもいがあったからだ。

　だが、その迷った数瞬が、明暗を分ける一線だった。

「……ッ」

　未いまだ通路の先に現れない敵が、やにわに超ちよう弦げん奏そう曲きよくを発する。先んじてその旋律だけが機関室前に届き、かと思えば今度は辺りの空間に違和感が走った。

　違和感の正体は──極小レベルの『次じ元げん震しん』。

「まさか!?」

　と悟ったときには、もうすべてがあとの祭りだった。

　直後、あろうことか目の前の中空に、忽然と握り拳大の鉄塊が出現した。

　さながら空間転移テレポートでもしてきたかのように、文字どおりその場に『湧いて出た』のである。

　リフレインたちが揃そろって刮かつ眼がんした隙に、その鉄塊が凄すさまじい量の白煙と大音響、そして激しい閃せん光こうを撒まき散ちらす。視界を遮られるだけならまだしも、質量・光学・音波・熱源、ありとあらゆるセンサーに強烈なノイズ。リフレインはいっとき全感覚を失った。

「これ、センサー殺し……ッ！　目隠し榴弾ハイド・スモーク・グレネード！」

「じ、次元潜せん行こうして現れた!?」

　同時に響いたミーネとタスクの声も、壊れたラジオのようにしか聞き取れず、急ぎ魔弾テルミナイズで小爆発を起こして攪かく乱らん煙幕を吹き飛ばすものの、それとてもはや遅きに失していただろう。

　なぜなら、再び外界の様子が認識できるようになった途端、

「がっ……！」

『はは、あははははは！　油断大敵よ、七番機ィ！』

　というタスクのくぐもった悲鳴と、狂ったような哄こう笑しようが響いたからだ。

　ほんの数メートル先に佇たたずんでいたタスクの瘦そう身しんを、壁を突き破って横合いから現れた銀の機影が節足マニピユレーターで捕獲していた。広い通路いっぱいに幅を取り、床すれすれをホバリングするそれは、実験機とおぼしきハエ型のインセクタロスだ。操縦者が誰かなど語るまでもない。

「アデール・レヴェナーッ！」

『いただきぃいいい────────────ッ!!』

　頭のネジが全部まとめて吹っ飛んだかのような絶叫と共に、ハエ型のインセクタロスが装備していた電磁式の機関砲を唸うならせた。

　砲口が向いた先には、ミーネ。リフレインはその射線上に割って入る。

　歪わい曲きよくフィールドを十全に展開するゆとりもない一瞬、腕を交差させて炸さく薬やく式の火器とは比べものにならない衝撃に耐えた。毎秒八〇発の徹てつ甲こう弾だんによる滅多打ちに、ボディースーツ越しにも骨格が軋きしみ、さすがに姿勢が崩れる。ランパスも同様に膝をついていた。

『ひはは！　じゃあね、また会いましょう七番機！　次は私の故郷でね！』

　その間かんにまんまと敵が機首を翻ひるがえす。ハエ型のインセクタロスは、そのまま再び壁の穴を抜けると、猛スピードで動力区画から遠ざかっていった。おそらく艦かん外がいに向かったのだろう。

「くっ……！」

　慌てて立ち上がろうとするも、そのときジェネレーターに異常が生じた。

　先の攻撃でどうも胸まわりのフレームが歪ゆがんだらしい。それがムーブメントを圧迫しているのだ。幸いリペアで事足りる範囲の損傷だが、修復完了までの時間は七九秒。最低限ジェネレーターが駆動するレベルで切り上げても一六秒は掛かる。ぎりぎりだと下唇を嚙かんだ。

「ちくしょう、あの性しよう悪わる女おんな……っ！　仲間もグランドネスト号もみんな捨てて、タスクだけをドイツまで連れ去る気だわ！　国境を越えられたら手が出せなくなる！」

　背後ではミーネも焦あせっていた。幸い身体的には無傷で済んでくれたようだが。

　次いで彼女はこちらに向き直ると、

「……リペアに入ったのね？　なら、それが終わり次第、あの女を追いかけて！」

「で、ですが！　メインブリッジも人質の皆さんも、まだ敵に押さえられています！　既に救援部隊が突入しているとはいえ、この状況でわたしが艦かんから離脱しては──」

　そのことに一抹の不安がよぎる。心情的には今すぐタスクのあとを追いたいが、やはり彼の気持ちも無駄にはしたくなかったからだ。

　けれど。

「こ、の……アンポンタン！　マリア・テレジアの言葉を忘れたの!?」

「っ!?」

　続くミーネの台詞せりふにはたと息を吞のんだ。なぜ貴女あなたがそのことを、と。

「知ってるわよ！　全部知ってる！　クロイツ家にはね、二つの盟めい約やくが伝わってるの！　マリア・テレジアが遺のこした、あんたの起動にまつわる条件が！」

「テレーゼ、が……？」

「一つは、他のガラテア級を用いて何者かが大きな災いを齎もたらした場合！　そしてもう一つは、もしリフレインを起動させたなら、必ず花嫁としての幸福も与えてやること！　この二つが守れないなら、たとえ何なん人ぴとであれ七番機を起こすべからず、ってね！」

「ッ！」

「なのに……クロイツ家はそれを守れなかった！　ドイツで不穏な動きが目立ち始めたのを理由に、とうとう一つ目の条件だけであんたの起動に踏み切った！　この意味が分かる!?」

　ミーネは力強く断言した。




「タスクとあんたの出会いは『運命』なのよ！」




「……うん、めい……」

「誰の思惑でもない！　マリア・テレジアの意図も、クロイツ家の自己本位も、ドイツ連邦や他国の魂胆も！　すべてを超えたところで、あいつはあんたを起動させたの！」

　そんなの偶然に過ぎない──と言下に否定するのは簡単だけれど。

　運命。

　確かにそれは、無性に胸がときめく響きだった。

「そのタスクにあんたは惹ひかれてるんでしょ!?　なら、ここで花嫁が追っかけなくてどうすんの！　間女に婿マスターを盗られて、ちんたらやってんな！　人質のことは任せなさい！」

「…………はい！　ありがとうございます、ミーネさん！」

　そして、ありがとうテレーゼ。わたしのことをずっと気にかけてくれて。

　貴女あなたの狙いとは少しズレたみたいですけど、それでも約束はちゃんと果たされましたよ。わたしに『特別』な殿方ができたんです。寿ことほいでくれますよね？

　胸の内で友に語りかけ、目尻に浮いた涙を拭う。そこで、ちょうど一六秒が経過した。

「──ランパス！　貴方あなたはミーネさんの護衛を最優先に、あわよくばヘルヴェティア空軍と合流して、艦かん内ないに残る敵勢力を一掃してください！　頼みましたよ！」

　傍かたわらのアニマドールにそう言い渡し、リフレインはもはや前だけを見据える。

　次いで、重力制御を全開に。決着へ向けて最後の飛ひ翔しようを開始した。




　　　　　　　　　　○




　高度一万メートル。

　雲海のなかに紛れるようにして、機械仕じ掛かけのハエが蒼そう穹きゆうをゆく。

「ぐ、うぅうううう……ッ！」

　周囲の景色が悉ことごとく後ろに吹き飛び、過剰なＧに呼吸さえままならない。視界が何度もブラックアウトしかけ、タスクは引き潰れた苦鳴の声を洩もらした。

　ハエ型インセクタロスの、節足を模したマニピュレーターに捕らわれ、そのまま艦かん外がいに連れ出されたタスクは、現在、四肢が捥もげ飛びそうな速度域のなかにあった。

　機体の周囲にフィールドは張られているものの、インセクタロス程度のジェネレーターでは、その強度も精度も推して知るべしだったし、慣性の中和だって完璧とは到底言い難がたい。アデールは、タスクを殺さない本当にぎりぎりの速度で、機体を駆っていたのだ。

『あは、はは、ははははっ……やった、やったわ！　出し抜いてやった！　ガラテア級を物の見事に！　これで私は家に帰れる！　パパとママの元に帰れるんだ！』

　拡声器さえ切らず何やら喚わめき散らしているアデールは、意識を怪しくさせているタスクにも精神の均衡が危ういと感じさせた。とまれ、タスクは鉄壁じみた風に晒さらされながら呻うめく。

「ま、ずいな……くそっ……」

　グランドネスト号を離れるさなか、空軍機がこちらを発見してくれないかと期待したが、残念ながらそれは空振りに終わっている。戦闘用航空機の殆ほとんどが、グランドネスト号への突入に使われていたからだ。アデールは包囲の手薄を衝ついて、空域から逃げ果おおせたのである。

　このハエ型は実験機らしく、優れたステルス機能を有しているようだが、さすがにもう航空管制に摑つかまっているはずだ。だが、このままだと追撃が掛かるより先に、アデールが国境ゴールに着いてしまうだろう。なんとかしなければいけなかった。

「どう、する……考え、ろ、考えろ……っ！」

『無駄よ、無駄無駄！　私は選ばれしアーリアの民だもの！　上官にそう習ったし、パパとママにも教わった！　ユダヤを殺せ、色つきを殺せ、我々の特権だ、ってね！』

　集音機が高性能なのか、マニピュレーターに震動マイクでも備わっているのか、高速飛行中にも拘かかわらず機外のタスクの声を拾い、アデールが虫唾むしずの走るようなことを抜かす。

『生まれてこのかた、満足に一度だって褒めてくれなかったし、いつも鉤かぎ十じゆう字じを拝んでるばっかりのパパたちだったけど、私が任務に成功して帰ればきっと喜んでくれるわ！　だから、私は絶対に勝つの！　英雄になって凱がい旋せんするの！　二〇年ぶりの帰国よッ！』

「……な、るほど……ひっどい話だ、そりゃ……」

　選民思想に、洗脳的教育。アデールが切れ者の面をあちこちで覗のぞかせながらも、言動が一貫して幼稚だった理由が分かった気がした。今はもう二一世紀も半ばだというのに、ドイツはまだ裏でそんな真ま似ねをしているのか。大日本帝国や北朝鮮の比じゃないな。

「でも、同情なんか……しないぞ！　あんたはクソッタレだ……！」

『クソはきみでしょ、ニッポンのお猿さん！　ほらほら、鳴いてみなさいよ!?』

　途端、マニピュレーターが万力となってタスクの胴を締め上げる。身も世もない悲鳴が肺から搾しぼり出され、口くちの端はしからつうっと血の滴が伝った。

『黄色人種ってのは、血の色まで黄色ってほんと～？　ひはははは！』

「こ……のっ……」

『七番機さえ手に入れば、きみもお役目御免になる！　そしたらお姉さんが目一杯サービスしてあげちゃう！　私の拷問技術は絶頂ものだって評判が──……ッ!?』

　アデールの常軌を逸した言葉が、そこで不自然な途切れ方をした。

　タスクも気づく。レーダーやセンサーがなくても、ピンッ、と弦げんが爪つま弾びかれるような感覚があれば、大抵、そんなときの勘は当たっているからだ。首を巡らせて後方を窺うかがった。

「リフレインか……!?」

『はい！　お待たせしました、タスクさん！』

　という返答は、ハエ型の拡声器から聞こえた。どうやら敵の通信周波数を介して呼びかけてきたらしい。例のテントウムシはとっくに風で飛ばされていたからだ。

　数拍後、頭上で物々しい金属の衝突音。

　仰ぎ見れば、ハエ型のインセクタロスの腰よう部ぶに、ピンクブロンドをたなびかせた、最優最美の歌唱人形オルドールが取りついていた。敵機の装甲に五指を突き立て、片手でバイデントを振り上げている。狙いはハエ型の背で震える四よん枚まい翅ばねか。

『ッ、いつの間に!?　させるかぁああ────ッ！』

　アデールが雄お叫たけぶや、リフレインを引き剝がすため、出で鱈たら目めな機動を敢行した。

　錐きり揉もみ飛行でダイブを始めたハエ型に抱かれ、タスクはめくるめく衝撃と急速落下に声すらあげられない。片やリフレインも、無茶なマニューバに翻弄され、機体から振り落とされて雲のなかに没する。タスクの身が保たない、という懸け念ねんもあったのだろう。

　しかし、ようやく機体が水平に戻るなか、タスクは目め敏ざとく彼女の異変に気づいていた。

「リフ、レイン……ジェネレーターの……調子が？」

　たぶん間違いない。でなければ、一度捕ほ捉そくした敵機から、ああも簡単に離されないはずだ。

　間を置かず、雲うん中ちゆうから飛び出してきた彼女を見て、タスクはますます確信を強めた。飛行速度こそ大したものだが、微妙に姿勢が安定していなかったからだ。

「もう諦めて、タスクさんを返してください！」

『ハッ、機械が人間の所有権を主張するわけ!?　さすがはガラテア級、図ずう々ずうしいわね！』

　アデールはあくまで逃亡を選択。ターレットを三六〇度旋回させ、電磁式の機関砲で後方に弾幕を張りながら、しかし機首は断固として脇に逸そらさない。

『だったら、このまま私と第三帝国まで来なさいな！　貴女のお姉様も待ってるわ！』

「ッ、それは……！」

『そうよ、貴女あなたと同じ〈ガラテアの娘〉！　私たち〈遙けき彼方の境会ウルテイマ・トウーレ〉を首領と共に導く黒き歌い手！　姉妹水入らずで世界を大虐殺ホロコーストすればいいじゃない！』

　リフレインの表情が歪ゆがむ。自分の姉妹機がドイツ連邦につき、あまつさえ非道に加担していることが、これで確定的となったからだ。彼女にとって喜ばしい話のはずがなかった。

『へえ、やっぱりそんな顔するんだ！　三〇〇年前、一番機を壊やった張本人のくせに！』

「貴女あなたどこまで……っ！」

『大抵のことは知ってるわよ！　ドイツは他のガラテア級の情報を集めるために、一世紀余りも雌し伏ふくのときを過ごしたんだから──さァ!!』

　左方から迂う回かいするかたちで敵機の進路上に回り込もうとしたリフレインへ、ハエ型の胴体に懸けん架かされていた空間中和弾頭の空対空ミサイルＡＡＭが二発放たれる。ジェネレーターに不具合が生じている現状、不安定なフィールドで防御するには危険過ぎる代物だ。

　リフレインもすぐさまそれを悟ったのだろう。白装束をはためかせて身を捻ひねり、きりきりと大空を踊りながら、ミサイルの誘導装置に重力波をぶつけ、その蛇めいた執しつ拗ような追尾を躱かわしてゆく。だが、畳み掛けるように電磁機関砲の連射が彼女をつけ狙った。

『ガラテア・シスターズ[image: №]Ⅶ！　機体コンセプトは「花嫁」ッ！　貴女あなたは〈ハルモノフィア〉実現のために、人が持つ「愛のカタチ」を計る機体！』

「……ッ」

『貴女あなたが抱いだいている人類への親しみや慈いつくしみなんて、結局、設計者にそうなるべくして与えられたモノでしかない！　なのに、マスター以外の人間のことまで、いちいち気にかけてお笑い種ぐさよね！　偽りの人類愛で、誰だれ彼かれ構わず股を開くなんて、とんだアバズレ花嫁だわ！』

「ち、違う！　わたしは……っ！」

『あはは！　違うなら動じちゃ駄目よ～？　隙だらけになっちゃうんだから！』

　煽あおりに煽あおるアデールがひときわ語尾を高く跳ねさせるのと、ハエ型のインセクタロスが耳鳴りめいた超ちよう弦げん奏そう曲きよくを発するのは同時だった。

　だが、それによってなんらかの魔弾テルミナイズが発動するよりも早く、

「──リフレイン、七時の方向！　次元潜せん行こう兵器！」

　タスクがそのように叫んでいた。

　度重なる攻撃と口撃、そしてマスターを奪還せねばという焦燥から、いつしか周囲への警戒を怠おこたっていたリフレインが、顔色を一変させて身体を仰のけ反ぞらす。とんぼ返りの要領で高度を取った瞬間、そのすぐ真下で榴りゆう弾だんの爆発が起きた。機関室前で用いられたあの兵器だ。

『っ!?　なんで今、七番機より先に……!?』

　リフレイン以上に取り乱していたのは、無論、当の兵器を使ったアデールのほうである。

　タスクは肩で荒い息をつきながら、せいぜい嫌味っぽく告げてやった。

「……上位次元をくぐらせて、別座標に物体を転送させる技術……ついこの前まで粒子レベルでの話だったのに、野球ボールサイズの物を送るなんて……正直、驚きだよ」

『あ、貴方あなた!?』

「けど、実際に次元に出入り口を作ってるのは……このインセクタロスじゃなくて、情報を共有してるグランドネスト号のほうだ……たぶん使ってるのは、あの〈アダマスの鎌〉用の超ちよう弦げん奏そう曲きよくやムーブメント……でなきゃ開発過程で偶然、辿たどり着ついた副産物かな……」

　ボール大の榴りゆう弾だん一つを次元潜行させるのに、馬鹿みたいに大掛かりな仕組みを必要としている。研究施設の実験機による兵器とはいえ、コストパフォーマンスが滅め茶ちや苦く茶ちやだった。

　しかし、だからこそ。

「慣れれば察知しやすいんだよ……僕限定で、だけど」

　何しろ数百本近い幻の弦げんを、熊くま手でで搔かき鳴ならすような感覚だ。大型のジェネレーターを使っているだけあって、激げき甚じんな違和感が事前に発生する。見逃しようがなかった。

『そんなッ……どうやってそんな真ま似ね！　なんなの、お前!?』

　白昼に幽霊と出くわしたような口振りでアデールが叫ぶ。その無様が少し可お笑かしかった。

「……一風変わった特技を持つ、ただの壊れ者ってところかな……」

「いいえ！　タスクさんは、わたしの大切なマスターです！」

　タスクの自己評価を『却下』したのは、本来そのマスターに服従すべき歌唱人形オルドールだった。火がついたような勢いで飛ぶアデールを、後方からじわじわと着実に追い上げてきている。

「タスクさんは、わたしにもっとも相応ふさわしい──ううん、わたし自身がマスターでいて欲しいと心から願う、最高にカッコ良くてちょっとスケベな男の子です！」

　大真面目に言い切られてしまった。

　いや、そこは『カッコイイ』だけで良くない？　とかツッコミたい気持ちもあったが。

「だから、アデール・レヴェナーッ！　貴女あなたの指摘は的外れです！　わたしは確かに人類全体に奉仕的な人形ですが、それでもウェディングドレスを纏まとい、繫つながりを結んで共に歩みたいと思うのは一人だけ！　それが、わたしの意志だからです！」

『う……うるさいッ！　黙れ黙れ黙れ！　来るなぁあああああァ！』

　もはや半狂乱になって、後方のリフレインを撃墜せんとするアデールだが、使用するあの手この手に難なく対応される。リフレインの動きが次第に改善されつつあったからだ。

　おそらく今の今までリペアを継続させていたのだろう。ここにきてその終了が迫り、彼女の至る機能が精せい彩さいさを取り戻してゆく。そうなればアデールに逆転の目はなかった。

『しつこいんだよ、お前ら！　邪魔するなよ！　もうすぐっ、もうすぐなの！　もうすぐ私は帰れるの！　ガキの頃から銃持たされて、この国に放り出された挙句、スパイだとか言って他人と家族のフリさせられて……やっとここまで来たんだからぁ！』

　癇かん癪しやくを起こした子供さながらの怒鳴り声。しかし、リフレインに向けた攻撃は、その悉ことごとくが空を切る。ミサイルは端から撃ち落され、機関砲の弾はかすりもしない。

　切り札であったはずの潜行兵器すら、今のリフレインは二度に渡る先の経験と、次じ元げん震しんの前兆から一切寄せつけなかった。遂ついには僅か数メートル隣に並ばれる。

　アデールはハエ型のマニピュレーター、その内部に隠されていた高周波振動刃ヴイブロ・ブレードを伸ばし、並へい翔しようする邪魔者を斬り払おうとするが、近接戦の土ど俵ひようですらバイデントで応じるリフレインのほうが巧みだ。絡からみ合あうように飛ひ翔しようしながら空中で競せり合あい、火花を散らすたびインセクタロスが節足の数を減じさせてゆく。音速超えの剣けん戟げき音おんが連続で大気を叩たたいた。

　そして、とうとう残るマニピュレーターは、タスクを摑つかんでいる一本こっきりとなる。

　リフレインがハエ型に接近し、その一本に容赦なく手をかけた。

『……あぁ、見えた！　国境が見えたっ！』

　アデールの歓声。その言葉に釣られて彼方かなたを見やれば、確かにそこにはヘルヴェティア共和国とドイツ連邦の国境が目印、雄大なるライン川の煌きらめきが認められた。

　だが、リフレインは一いち握あくの慈悲もなく告げる。

「残念ですが、もうお終しまいです」

『ま、待って！　取り引きしましょう！　ね!?　彼と一緒に来てくれたら──』

「貴女あなたにもたぶん同情の余地はあるんでしょう。でも、わたしにとっての優先順位プライオリテイーはもう決まってしまったんです」

　リフレインは、アデールの妄言に耳を貸さず、タスクの束縛を緩めてゆく。

「わたしが護まもるべきは……タスクさんと、タスクさんが尊そん重ちようしてくれる、わたし自身の心。ゆえに、わたしは今度こそ己の心によって決断します」

『ッ！』

「──貴女あなた一人に、不幸を強しいることを」

　べきんっ、という破断音と共に、マニピュレーターがへし折られた。

　ようやく自由になったタスクの身を、リフレインが優しく抱き止めてくれる。

　彼女は続いてインセクタロスの腰よう部ぶに、バイデントで一撃を喰くらわせた。タスクが前に教えた重力子のエネルギー変へん換かん機構。このハエ型も同じ部位にそれがあるとスキャンで悟り、ピンポイントで破壊してみせたらしい。その後、速やかに敵機から距離を取る。

　耳元では、彼女の甘やかな呼びかけが聞こえていた。

「タスクさん、ご無事ですか？」

「うん……まあ、ぼちぼち。何度も骨折らせて悪いね、ほんと」

「い、いえ、そんな……新郎が略りやく奪だつ愛あいの対象になるっていうのは、なかなか斬新な筋書きだったと思いますよ？　現代の恋のトレンド。今後のための、いい勉強になりました」

　相変わらずポンコツ臭の漂う受け応えだ。そのうえ、なんか新たにスイーツ成分が補充されている気がする。タスクは朦もう朧ろうと笑うしかなかった。

　と、そこで。

『……どうするのよ』

　アデールの声が響いた。視線を転じれば、彼女の駆るインセクタロスが、すぐそこでホバリングしている。エネルギー変へん換かん機構を壊された今、もう着陸するしか他に手はないはずだ。

『帰れなく、なっちゃったじゃない……目の前なのにッ！　もう見えてるのにッ！　私、家に帰れなくちゃったじゃない！　お前たちのせいで！』

「──見当違いな糾きゆう弾だんはやめてください」

　殆ほとんど涙声と化しているアデールに、しかしリフレインはにべもなかった。

「帰りたければ、帰ればいいでしょう？　別に止めませんよ」

『できるわけないでしょう!?　数撃ちゃ当たるの理屈で、あちこち他よ所その国に潜入させられてたスパイの一人が、偶然巡ってきた重要任務で大失敗したのよ!?　このまま帰ったって私は処刑される！　パパもママも！』

「気の毒ですね。でも、わたしにできることは何もありません」

　リフレインは揺らがなかった。感情機能を切って応じているのではなく、自らが崖っぷちまで追いやった相手だからこそ、慙ざん愧きの念など決して見せまいとするように。

　それは、確かに彼女の成長の証あかしといえた。

『ふ、ふふふ……』

　アデールが低く笑う。もはや同情に訴えることすら無理なのだと悟り、その声色が絶望と悲憤から黒く染まってゆく。いつなんどき暴発するか分からない不ふ発はつ弾だんめいた気配。

　否、それも間違いだ。なぜなら暴発の瞬間はすぐに訪れたのだから。

『……メインブリッジ！　〈アダマスの鎌〉を起動しなさい！』

「ッ!?」

　タスクはリフレインの胸に抱かれながら目を剝むいた。

　未いまだ敵の手中にあるらしきグランドネスト号のメインブリッジ、そこに手負いの獣と化したアデールが次元兵器の使用を命じる意味──「まさか!?」と全身の産うぶ毛げが逆立った。

『目標マスターの拉ら致ち失敗により、現時点を以もってガラテア級七番機を、鹵ろ獲かく対象から破壊対象へと変更！　私が今いる空域に向けて〈アダマスの鎌〉を発射しなさい！』

「な、ん……!?」

　果たして、予想どおりだったその狙いに、今度はリフレインが顎あごを落とした。

「しょ、正気ですか!?　そんなことをすれば貴女あなたも──」

『結構なことじゃない！　どのみち私の願いは何一つ叶かなわない！　ならせめて、お前たちの願いも摘み取って幕引きとさせてもらうわ！』

　泥沼に首まで浸つかった者は、得てして道連れを欲ほつする。鋼虫のなかに潜ひそむ敵の、救いようがない悪意が、ぞろりと舌を伸ばしていた。それに絡からめ取られてなるものかと、リフレインがタスクを抱かかえて踵きびすを返かえそうとするが、この期ごに及んでもアデールの凶悪さは一級品だ。

『別に逃げたっていいけど、射角ちゃんと分かってるぅ？　このままだと他にも色んなものが巻き添えになっちゃうわよ！』

「……ッ、リフレイン！　計測を！」

「はい！」

　リフレインが阿あ吽うんの呼吸でセンサーを広域にまで拡大。しかし周囲に視線をひと巡りさせるや、そのまま表情を引ひき攣つらせて固まった。

「射線上に街が……っ！　それも、大都市を含めて四箇所以上も！」

　タスクは案の定の結果に怒ど髪はつ天てんを衝つきそうになる。なぜもっと早く気づかなかったのかと。

　アデールとの戦闘中、一度、急下降する場面があった。あれで自分たちの高度がだいぶ下がったのだ。ゆえに、遠方にいるグランドネスト号から放たれた〈アダマスの鎌〉は、たとえタスクたちがこの空域から遠ざかっても地表を穿うがつ。途上にある街々も広範囲の次元断層で吞のみ込こむ。アデールの自信から察するに、数百キロ単位の有効射程距離を優に持つはずだ。

『よしんば直接的な被害を免まぬがれたとしても、次元兵器って空間を生半可じゃなく汚すんでしょう？　下手したら辺り一帯、人が住めなくなるんじゃないの！　あはは！』

「ッ、ドイツにも被害が行くかもしれないんだぞ!?」

　けれど、アデールは既にまともな返答を寄越さなかった。ひきつけを起こしたような、ぶつ切りの笑い声を垂れ流し、邪じや悪あくたっぷりに一言だけ吐き捨てる。

『ざまあ見ろ』

　そして、拡声器から轟とどろく──一発の銃声。

　それっきりだ。あとには地獄のような静寂だけが残された。

　次いでハエ型のインセクタロスがぐらりと平衡を失い、けれどすぐに持ち直してゆるゆる地上に降りてゆく。パイロットの生命反応が消え、自動操縦に切り替わったのだろう。

　タスクはもはや言葉もなかった。

　やるだけやって逃げたアデールのこともそうだが、じきに放たれるだろう〈アダマスの鎌〉についても、既に語るべき舌も抗すべき策も持たない。

　自分とリフレインが助かるので精一杯、他の命を救う時間など残されていなかった。

　今度こそ……万ばん事じ休きゆうすだ。

　けれど。

「タスクさん、わたしを信じてくださいますか？」

「……？　リフレイン？」

　次の瞬間、リフレインが爆発的なスタートダッシュを切った。

　歪わい曲きよくフィールドを十全に展開し、慣性も中和しながらタスクを連れ、なんとグランドネスト号が存在する方角へと。

「リフレイン!?」

「ごめんなさい、タスクさん！　ごめんなさい！　ほんとはタスクさんの安全を優先しなきゃいけないのに……わたし、やっぱりどうしても嫌なんです！」

　逆さかしまに流れる箒ほうき星ぼしの如ごとく、傾斜を保ってまっしぐらに死地へ飛ぶ彼女は、タスクを抱き締めながら震えていた。鼓動を持たない心臓ジエネレーターは、代わりに激しい内部弾奏の振動で、小刻みに脈打っている。体表面に影響が出るほどシリンダーが高速回転しているのだ。

「無関係な人たちが大勢犠牲になるのは……三〇〇年前みたいなことになるのは、もうたくさんなんです！　だから、ごめんなさいタスクさん！　賭けさせてください！」

「……リフレイン」

「そして、わたしを信じてください！　タスクさんも、他の人たちも、みんな救えると！」

　彼女と触れ合っている部分が、火傷やけどしそうなくらい熱かった。

　歌唱人形オルドールなのだからムーブメントを酷使すれば当然？　いや、そんな無ぶ粋すいな話がしたいわけじゃない。これは繫つながった互いの心が熱を持っているのだ。きっとそうに違いない。

　エンジニア志望らしからぬ、そんな感傷的な理屈でタスクは首肯し、

「ああ、分かった！　リフレインがしたいようにすればいい！　それが僕の最大の望みなんだから、僕の心もきみが言ったとおり護まもってくれ！」

「──はい！」

　リフレインが嬉うれしそうに頷うなずく。そして、眦まなじりを決して前を見据えた。

　来たとき以上のスピードで空を取って返せば、グランドネスト号の威容はもう目め路じに留とまる距離。周辺の空域にいた航空艦が今まさに、蜘く蛛もの子を散らすように方々へ逃げてゆく。

　長球状の船体の中心に、一度、画像越しに見たあのスパークが、蜷局とぐろを巻くように収束していた。〈ＡＭＰ〉を壊滅させたときよりチャージ時間が長いのは、おそらく〈ガラテアの娘〉のスペックを警戒して、臨りん界かい点てんまで引き上げた一射を目もく論ろんでいるため。

　だが、リフレインはなおも前進をやめなかった。

　最小範囲に被害を留とどめようとしてか、なるべく近間で〈アダマスの鎌〉とぶつかる気だ。

　何をするつもりかは不明。そもそも次元の狭間はざまにすべてを平らげる滅びの矢を、どうすれば安全に退しりぞけられるのかその理論さえ浮かばない。それこそブラックドーン事件並みの重力特異点を作り出しても、あとにやって来る二次被害で辺りが焦土と化すはずだ。

　ならば、リフレインは本当にいったい何を──

「タスクさん、いただきます！」

「……へ？」

　という状況にそぐわぬ間の抜けた呼びかけ＆返事が為なされるやいなや、

「む、ぐっ!?」

　タスクの頰ほおにやおら手が添えられ、唇にしっとりと柔らかなものが触れた。次いで歯がガチンとぶつかり合う痛みがあって、口内に拙つたない動きで分け入ってくるのは……舌？

　リフレインの顔が、これ以上、迫りようがないほど間近にあった。

　そこでやっとタスクは、自分が何をされたのか悟る。突然過ぎる相手の行為の意味も。

　おそらく、こちらの唾液と血液からＤＮＡを採取して──

「……っぷは！　ガ、ガラテア・シスターズ[image: №]Ⅶより『第一の問い』の解答を！」

　次いで、リフレインが唇を離し、天を振り仰いで叫んだ。

　天──即ち、今いる高度よりも更に高み。成層圏に浮かぶ、あの〈スフィア〉を。

「我思うのみで我たりえじ、誰たれ思うゆえに我たりえり！　[image: №]Ⅶはこの者を己おのがマスターとし、花嫁としての誓いを今果たさん！　我らが繫つながりは如い何かに!?」

　古風な言い回し。その意味はまったく分からない。

　ただ、一拍後に訪れた変化は劇げき的てきだった。

　リフレインの胸の奥、そこから伝わっていた振動が、確かくとその種類を変えたのである。

　オルゴール・ジェネレーターが、これまでと比してすら尋常ならざる速度、そして複雑さで超ちよう弦げん奏そう曲きよくを奏かなで始めていた。

　刹せつ那な、タスクは未いまだかつて憶おぼえのない感覚を得る。

「────っ!?」

　その巨大さから常に視界に入ってはいても、あまりにも距離が隔たり過ぎているため、今まで一度もタスクの『特技』が働かなかった〈スフィア〉。リフレインの頭脳部とメイン・ジェネレーターが保管されているという、同一の起源を持つとおぼしき超高度オルゴール機械。

　そこから波は濤とうのように『何か』が降り注いでいた。

　目に見える類のものではない。けれど、タスクはやはりソレを弦げんのように知覚する。

　第二の太陽から、視覚化された紫外線や他の宇宙線の如ごとく、放射状に地表へ向けて枝し垂だれ落ちる、数えるだに馬鹿らしい量のまやかしの弦げん。

　それらが一斉に震え、共鳴し、連弾し、抜きつ追われつ、なべて溶け合い──ある一点に向けて束ねられてゆく。

　迷い子のようだった旋律が、寄る辺を見つけてはしゃいだ。指向性を伴ってより活力を漲みなぎらせ、桜色の髪を持つ機械仕掛けの乙女マシンナリー・マドモアゼルの元へ、カタチなき音が我先にと馳はせ参さんじた。

「リフ、レイン……？」

　世界を覆う音色を律する指揮者コンダクターが、ほどなく歌唱者シンガーとしての本領を発揮する。

　彼女の薄うす桃もも色いろの唇が開かれ、右の掌てのひらがスッと前方に掲げられた。

　そして、遂ついにグランドネストが咆ほう哮こうする。下位次元の遍あまねく物質を、上位次元の彼方かなたに葬ほうむり去さる〈アダマスの鎌〉が、至近距離からこちらへと放たれた。




「────────────────────────────────────────────────────────────ッッッッッッッ!!」




　リフレインの玲れい瓏ろうなる絶唱は、ほぼ同時。

　迫る破滅の調べに、堂々たる歌い上げで、正面から立ち向かう。

　ぶつかり合ったエネルギーは、相乗効果で天文学的な数値に跳ね上がり、次元が裂け、時空が歪ゆがみ、タスクの知覚できるすべてを彼方かなたに洗い流した。

　光と闇。

　音──のように感じられるもの。

　そして、不ふ可か説せつ不ふ可か説せつ転てんを軽く凌りよう駕がする本数の弦げん。

　それらが渾こん然ぜん一いつ体たいとなって、地球も太陽系も飛び出し、無限に膨ぼう張ちようを続ける宇宙の、更に先のそのまた先まで、タスクの全感覚を押し広げてゆく。

　狂おしいまでの万能感。

　身の毛もよだつ多幸感。

　視みてはいけないモノを視みている。聴いてはならないモノを聴いている。

　未いまだ人が識しってはいけない領域を、ただ一人、ズルをして先に識しろうとしている。

　だから──ごく当たり前に怒られた。

『こら！　やんちゃは駄目ですよ、タスクさん！』

　リフレインの声と口調。

　けれど違う。これは似て非なる誰かだ。そんな気がした。

『いくら随時〈スフィア〉とデータリンクしているからって、まだ人類がここにやって来るのは早過ぎます！　正規の手順を踏まないと、頭が変になっちゃいますからね！』

　……データリンク？　僕が〈スフィア〉と？

『タスクさんの「特技」の正体です。今はまだ無自覚みたいですが、それでも〈共鳴種ストリンガルド〉には違いありません。これは、いよいよ人類の夜明けが見えてきましたね！　──ただ、今回はそっちのわたしが「第一の鍵」を解錠して、ジェネレーターの上限を取っ払ったせいで起きた偶発的なアクセスなので、長居し過ぎるとほんとに危ないと思います』

　ごめん、ギブアップ。今までで一番イミフかも。

『ふふ。大丈夫、いずれちゃんと分かりますよ。嫌でもみんな、遠くない未来に』

　そうなの？

『はい。〈共鳴種ストリンガルド〉のタスクさんが生まれたこの時代に、ガラテア級全機が既に起動していることがその確かな証あかしです。わたしはこれを、〈ハルモノフィア〉形成のための土台が、十全に整った先触れと判断しています』

　……………………。

『だから、タスクさん。集めてください。貴方あなたの隣にいるそのわたしと、〈最果ての旋律〉を一つ残らず。そうすれば、今度は皆さんと一緒に、ここに来れますから』

　なので、今はさようならです。

　リフレインに似た誰かは、弾むような口振りでそう締しめ括くくって。

　間もなく、垣かい間ま見みた■■から意識が締め出される。たちまち現実感が戻ってくる。

　しかし、正気の残り香がその寸前、弦げんを伝う人々の想おもいを捉えていた。

　ハイジャック事件に携わっていた者たちだけでなく、映像でリアルタイムに事件を視聴していた者たちまで、そのときばかりは皆、まったく同じ感情を抱いだいていたから。

　歓喜。祝福。奇跡に捧ささぐ、割れんばかりの拍手喝かつ采さい。

　だから、瞼まぶたを開ければそこには。




「文句なしの大団円ハツピー・ウエディングですよ、タスクさん！」




　屈託のない彼女の笑みと、穏やかに凪ないだ空があって。

「……あぁ、そうみたいだね」

　繰り返すモノ。

　終わりに二度訪れるモノ。

　リフレイン。

　カーテンコール。
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　　　Outroduction







　事件が解決してからの数日間は、それはもう慌ただしい限りだった。

　早くも各メディアで『六・一四事件』などと呼ばれ始めている、グランドネスト号ハイジャック事件は、その内容に反して人的被害こそ驚くほど小規模で収まったものの、事後処理として由々しき問題──否、爪つめ痕あとと呼んでも差し支えないしこりを各方面に残したためである。

　まず『グランドネスト号に禁止兵器を搭載し、それを隠いん蔽ぺいしていたＢ＆Ｅディファレンス・インターナショナルの不義』。

　及び『一定サイズ以上の飛行艦かんの管理・登録を行おこなう、国際検査機構の杜ず撰さんな仕事ぶり』。

　これらの二点に関しては、やはり大した騒ぎには発展しなかった。せいぜいネットで一部に叩たたかれた程度である。

　ボティザーク総裁などは未いまだに「厳しく追及するつもりだ」と連日のように語っているが、本人もそれが叶かなわないことを理解したうえでの発言だろう。

　世界的にもっとも影響が大きかったのは、やはり『ハイジャック犯たちの正体』だ。

　アデールたちが〈遙けき彼方の境会ウルテイマ・トウーレ〉であることは、語るべきでないと判断したのか情報が公開されなかったものの、「ドイツへ向かう」という声明や、事件時グランドネスト号が実際にそのような針路を取ったことなどは、もはや隠しようがなかったからである。

〈ＡＭＰ〉にスパイが紛れ込んでいた点も含めて、ヘルヴェティア共和国ならびに国際連合が再三に渡る回答要求を行おこなうも、非加盟国であるドイツ連邦は「事実無根」「言いがかりも甚はなはだしい」「テロリストに踊らされるな」とシラを切るばかり。国連はとうとう「制せい裁さい措そ置ちを取る」と脅しにまで踏み切っているが、もしそれで大銀行を多く擁ようするヘルヴェティアに『個人資産の凍結』などが求められれば、隣国である点も加味して怒り心頭したドイツの脅威に真っ先に晒さらされるのは、やはり永世中立を謳うたうこのヘルヴェティア共和国である。いよいよ抜き差しならない状況になってきていた。

　そして。

　斯かく言うタスク個人もまた、そういった諸もろ々もろの変化と、無縁ではいられなかった一人だ。




「──ま、しょうがないわよ」

　ある日の昼下がり。最近では密談の定位置となりつつある、学園のカフェテラス隅に置かれた二人掛けの席で、対面に腰を下ろしたミーネがあっけらかんと言った。

「何しろあんた、今じゃ『六・一四事件の解決に大きく貢献したヒーロー』だもんね。そりゃ周りの見る目も違ってくるでしょ」

「……それはミーネだって同じはずだろ。僕がヒーローなら、きみはヒロインだ」

「馬鹿ね。あたしは『総裁の一人娘フアースト・レデイ』なのよ？　国に貢献するのは当然──って意識が少なくとも民衆にはあるもの。ただの留学生が大おお事ごとを為なしたから美談になるんじゃない」

　タスクはテーブルに突っ伏して嘆息する。今こうして喋しゃべっているあいだも、周囲から無数に突き刺さる好奇の視線。このあいだまでは、目の前のミーネだけが対象だったはずなのに、今ではその大半がタスクにも注そそがれている。まったく、見事な掌てのひら返しだった。

「……事件前までは僕のこと、変人って扱いだったくせにさ」

「今日も朝から、男女問わずに言い寄られてたしねー、あんた。なんだったらいっそ、お父様に頼んで表彰でもしてあげよっか？　更に人気が出るわよ」

「やめてくれ！　人気って言っても、どうせ一過性のものだろ!?」

　明らかにこちらの境遇を楽しんでいるミーネが、腕に巻いた端末の立体画像をスクロールさせながら笑う。映し出されているのは、ネットで配信されているニュースの類だった。

「……リフレインについて何か書かれてる？」

「な～んにも。相変わらず『次元兵器を相そう殺さいした謎の現象！』って惹じゃっ句くが並ぶばっかり」

「一応、情報規制を掛けてくれてるんだっけ？」

「そりゃね。衛星写真なんかには、あんたたちの姿がバッチリ映ってたもの。現場に一般のメディアがいなかったのは幸いだけど、データの流出にはえっらい気を遣ったわよ」

　タスクが現在ちょっとした『ときの人』になっているのは、あくまでボルティザーク総裁が事件のあらましを会見で語った折、「学生のなかに功こう労ろう者しやがいる」という旨むねを仄ほのめかしたからに過ぎない。人質となった生徒の証言も合わせれば、消去法でそれが誰かはすぐに割れる。

　ただ、人ではない隠れた功労者の存在は、未いまだ匂わされてすらいなかった。

「けど、さすがにもうあちこちにバレただろうなぁ……ヘルヴェティアうちが〈ガラテアの娘〉を保有してるって」

「だろうね。畢ひっ竟きょう、今回の騒ぎの発端も、事じ情じよう通つうには丸分かりだ」

　ヘルヴェティア政府が、自国内でドイツにやりたい放題され、国連から強引な情報提供や調査を要求されて、その板挟みのなかで喘あえいでいる理由もそこにあった。

〈ガラテアの娘〉の脅威。反応弾さえ凌しのぐといわれるその真しん骨こつ頂ちよう。

　リフレインが〈アダマスの鎌〉を完全に打ち消し、空間の汚染さえ残さなかったあの謎の魔弾テルミナイズを目にしたあとでは、確かに周りが「中立国が自衛のために持つには過剰な兵器」と抗議しても仕方がない話だとは思う。言い訳を用意するのはさぞや骨だろう。

「そういった意味じゃ、あんたにとっての試練も、寧むしろこれからが本番なのかもね」

「リフレインを狙う厄介者がわんさかって？　他ひ人と事ごとみたいに言ってくれるよなぁ……そういうミーネはどうなのさ？　僕からマスター権を取り戻すこと諦めたの？」

　差し向かいのミーネが暫しばし沈黙する。頼んだカフェラテで軽く唇を湿しめらせたのち、

「──確かめたいことが色々できた。それまでは、あんたに預けておくわ」

「それは、ミーネ個人の意見？」

「お父様もよ。っていうか、あたし以上にあんたに関心を持ってる。さっきの表彰する云うん々ぬんはジョークにしても、近々、本気で顔を合わせることになると思うから、覚悟しといて」

「……りょーかい。総裁のお目に留とまったんじゃ是非もないね」

「まあ、これはちょっとした予言なんだけどさ」

　ミーネが開いていた端末の画像を閉じ、やおら軽く伸びをしながら言った。

「あんたとはたぶん、長いつき合いになると思うのよね。つーわけで、今後ともせいぜいよろしくね、タスク♪」

「…………………………」

「まさかの無言!?　あんた、あたしへの対応しょっぱ過ぎない!?」

「だって胸取っちゃったアマゾネスだしなぁ……ぱんつぐらいしか見どころが……」

「あ!?　そう、それよ！　グランドネスト号で、スカートのなか覗のぞかれた件！　あれの天てん誅ちゅうがまだだったじゃない！　頭出せ、このっ！」

　テーブル越しに放たれる拳げん骨こつを躱かわしつつ、タスクはふと気になったことを尋ねてみる。

「そういえばイヴリンは？　暫しばらく学校に来てないみたいだけど」

「あぁン!?　しゃーないでしょ、不始末やらかしたＢ＆Ｅの関係者なんだから！　事件解決に貢献した一人、ってだけの扱いじゃ済まないのよ、アイツは！　くぬっ、くぬっ！」

「……そっか。確かに今は登校しづらいかもね」

「そーよ！　あの高慢ちき、もしかしたらこのまま、退学するんじゃないの!?」

　あり得ない話ではなかった。何しろイギリスに本社を置くＢ＆Ｅの令嬢が、商売敵がたきであるマニフィック社の根ホ拠ー地ムに、留学していたことがそもそも異例なわけだし。

「ってか、あんた！　なんであたしには塩しお対たい応おうのくせに、あのテンプレお嬢のことになると途端に難易度下げんのよ!?　事件のときも妙に肩入れしてたし！」

「別に肩入れなんてしてないよ。ただ、実際に本人に会うまでは、興味なかったんだけど……う～ん、なんだろ？　彼女の義眼を見てからかな？　ちょっと気になるっていうか」

　納得できないのか、遂ついにはテーブルを乗り越えて、こちらの頭を叩たたこうとするミーネ。その途中、バランスを崩して倒れかかってきたので、仕方なく支えてやると、制服越しにふにょりと頰ほおに押しつけられる感触があった。あまりにも慎つつまし過ぎて涙を誘う。

　と、そのときだ。

「……ん？　何よこの音？」

「飛行艦かんじゃない？　ほら、あれ」

　風の音にミーネが眉を顰ひそめ、タスクがひょいと空を指差す。どこかの大金持ちの自家用か何かだろう。今しも小型の飛行艦かん艇ていが、頭上から降りてくるところだった。

　学園のポートにではなく、なぜかタスクたちの眼前に。

「へ？　う、うわわっ」

　着陸する際に生まれた風圧で、カフェ前のテーブルや椅い子すが薙なぎ倒たおされ、それにビビったミーネがこちらの首っ玉にしがみつく。ますますぺたんこを顔に押しつけられていい迷惑だ。

　そうこうするうちに、小型艇ていのタラップが展開し、艦かん内ないから誰かが降りてきた。

　衆人環視のなか、馥ふく郁いくと金髪を波打たせ、宝石みたいな少女が一人。

「──ごきげんよう、タスク。騒がせてしまって申し訳ありませんわね」

「や、やあ……ひさしぶりだね、イヴリン」

　自家用の飛行艦で、タスクたちの面前に直接乗りつけたＢ＆Ｅのご令嬢は、心配などすべて杞き憂ゆうだったかと思うほどに変わりなし。下々を睥へい睨げいする様がとても板についていた。

「あれから全然会えなかったけど、何してたの？」

「事件の後始末ですわ。会社の都合であちこち引っ張り回されて、なかなか学校に来られませんでしたの。──ですけどまあ、登校して早々に貴方あなたの顔を見られたので、終わり良ければということにしておきましょうか」

「僕？」

「ええ。タスクに早く会いたくて、せめて午後の授業だけでもと、急ぎ空を翔かけて来たんですのよ？　このわたくしに、一いち日じつ千せん秋しゆうの想おもいを抱いだかせたのだから、光栄に思いなさいな」

　はて？　なんか今さらりと変なことを言われた気が。

「ところで──」

　派手な登場で周囲をドン引かせていたイヴリンが、そこでタスクから微かすかに下へ視線を移動させる。生来の琥こ珀はくと、機械の青。不ふ揃ぞろいの瞳が一瞬、冷たく尖とがったように思われた。

「タスク。そのミニゴリラをいつまで、膝の上に乗せているつもりですの？」

「「……？」」

　びしっと苛いら立だたしげに指弾されて、そのミニゴリラと顔を見合わせる。

　タスクの腕のなかにちんまく収まっていたゴリラが、面おも輪わを真っ赤に染めてミニはおろかキングもびっくりのアッパーカットを繰り出すまで──あと、もう間もなく。

　避けられるタイミングではなかったと思う。




「痛てて……ミーネの奴やつ、こういうことするかなぁ？」

「女の子の身体をべたべた触る、タスクさんも悪いと思いますっ」

　その日の放課後。アトリエ・デフュールで普段どおり店の手伝いをしながら、タスクが学園で起きたことを語り聞かせれば、リフレインは大層ぷんすかしたものである。

　早くも店の看板娘として話題を呼び始めている彼女は、私服にエプロンという所帯じみた格好でさえ最高に可愛かわいらしい。カウンターの席に腰掛けながら、ぴんっと人差し指を立てて、とても大切な訓くん戒かいを述べるように、お説教モードに入る姿もふつくしい。

「あ、また変なこと考えてますね!?　怒られてるんだから妄もう想そう禁止っ！」

「……はいはい」

「いいですか、タスクさん！　タスクさんが他の女性の方と仲良くしてると、わたしはなんだかとっても不愉快です！　以後、気をつけてください！」

「うん。リフレイン、やきもちの焼き方がだんだん、ストレートになってきたよね？」

「そ、そこは論点じゃありません！　乙女のプライドの話をしてるんです！」

「いやいや、僕的にはかなりポイント高いよ？　やきもち焼き・下着は純白・トロション──ほら、ヒロインの三種の神器じゃないか」

「どんな神器ですか!?　特に最後のは絶対に違います！」

　あの事件以降、リフレインは思考ルーチンを切り替えることをやめた。

　更にいえば、タスクの前で『なんちゃって不気味の谷』を演じることもなくなった。

　良い意味で心境の変化があったのだろう。彼女が、素の自分を重んじてくれるのは、タスクにとっても喜ばしい限りだった。

「でもまあ、そのぶん親方とか商店街の人たちは、急にキャラが変わったせいで少し戸惑ってたけどね。『なんか清せい楚そさが減った？』とか『アホの子っぽくなった？』とか」

「皆さん、ほんとに失礼です……ッ！」

　正しい認識だと思うが。「前より可愛かわいい」という意見も多いわけだし。

「──ごほん」

　次いでリフレインがわざとらしく咳せき払ばらいをした。

「それで、タスクさん？　他に学校で何か変わったことはありませんでしたか？」

「ううん。今日のところは特に何も。あとは、せいぜいクールヴェ先生に、でっかく『Ａ』って書かれたコピー用紙を、無言で押しつけられたぐらいだし」

　なぜコピー用紙なんぞくれたのか、その意図するところはさっぱりである。

「そうですか。でも、油断は禁物ですよ？　このアトリエの周辺にだって、今も出で歯ば亀がめさんたちが、うようよしてるんですから」

「どうせミーネのとこの監視でしょ？　結構じゃない。警備代わりだと思えば悪くない」

「もぉ……プライバシーの侵害とか気にしないんですか、タスクさんは？」

　そういうリフレインだが、毎日毎日、アトリエ周辺を見張る彼らがしんどそうに思われたのか、先刻、お茶とお菓子を差し入れに行ったばかりである。ある意味すごい嫌がらせだ。

「……わたしも少し驕おごっていました。グランドネスト号の一件で、何度か不意を衝つかれる場面がありましたから。ああいったことが、これから先も起きないとは限りません」

「まあね。リフレインの場合、まだ現代の兵器とか技術に関する知識が、足りていなかったからってのも理由としてあったと思うけど」

「それでも警戒はするべきです。近々わたしもアントワーヌ学園に、正式に生徒として入学する予定ですが……タスクさん、もう暫しばらく登校の際にはあの子を連れて行ってください」

　リフレインの台詞せりふに応じて、工房の隅でバウッという鳴き声がした。最近、アトリエ・デフュールに野の良ら犬いぬみたく居つくようになったランパスである。ここ数日、タスクが学校にいるあいだの護衛役は、あの忠実なアニマドールが務めてくれているのだ。

　あれだけの大事件があった直後から、密ひそかに話題のリフレインがほいほい外出しては、事情を知る方々の物欲センサーを刺激するだろう──そんな考えから、現在、タスクの護衛とアトリエの警備が、リフレインとランパスで入れ代わっているのである。

　おかげでタスクも、ランパスと随分仲良くなった。

　床に伏せっている犬型アニマドールの、温ぬくもりのない背中を撫なでてやりながら、タスクは僅かに表情を曇らせる。

「やっぱり、いつまでもこのまま平へい穏おん無事に、ってわけにはいかないよな」

「……はい。わたしの存在が知られてしまった以上は」

　神妙に相あい槌づちを打つリフレインから、タスクは意識的に目を逸そらしながら思う。

　実のところタスクは、リフレインが〈アダマスの鎌〉を退けた瞬間に体験した、夢か現うつつかも分からないあの出来事を、まだ何一つ彼女に語っていないのである。

　なぜ？　と問われても困る。明確な答えなどない。

　ただ、強いて言えばやはり、『ズル』という気がするからか。

　あのリフレインと言葉を交わしたという事実を、このリフレインに明かすことがなぜか無性に憚はばかられるのだ。それをしてしまったが最後、目の前にいるリフレインに何か変化が──それも決定的な変化が、起こってしまう予感がして。

　あと戻りの利きかない道。

　そんなことはもう、とっくに分かっていたはずなのに。

「おう、オメエら。ちょっと用事を頼まれてくれ」

「……？　親方？」

　なんとはなしにお互い黙り込んでいると、店の奥からジェロームがぬっと顔を出した。

　倉庫に行って部品を探してくると言っていたのだが、またぞろ足りない物なりが出てきたらしい。大方、どこかの店に発注して来い、といったような用件だろう。

　タスクがジェロームから話を聞いているあいだに、リフレインは二階の自室に支度を済ませに行った。歌唱人形オルドールにもやはり余よ所そ行いきの格好というものがあるらしい。

　なので、彼女がいなくなったのを幸いにと、

「あの、親方」

「ん？」

「前に親方が言っていた質問の……答えが出ました」

　そんなふうに、ちょっとだけジェロームに内心を打ち明けてみることにした。

「僕は、人間と人形が同時に助けを求めていたら、ぎりぎりまでどっちも助けようって頑張るけど……でも、最後はやっぱり人形のほうを取るロクデナシだったみたいです」

「………………」

　こちらの言をどう捉えたか、暫しばらくむっつり顔で黙っていた商店街のドワーフが、ほどなくタスクの頭をぐりぐり乱暴に撫なでてみせた。

「そうか。辛かったな」

「……っ」

「なら、せめてオメエが選んだその人形のことを、うんと大事にしてやれ。それが道どう義ぎに反した真ま似ねをした野郎が、最低限、負うべきケジメってもんだ」

　一瞬、不覚にも涙るい腺せんが緩みかける。いつもは厳しい人だから、優しさの落差が胸に染しみた。

　本当にあらゆる面で、まだまだ親方には敵かなわないな、と痛感した瞬間である。




　それから、少しすっきりした気分で、リフレインと共に店を出た。

　夕暮れどき。オルゴールと、歌う人形たちが織り成す新しん古こが同居した景観を、ヒトとモノ、ありそうで滅多にない関係の二人が、ごく当たり前に流れに沿って進んでゆく。

　こうして自分たちが今、街に紛れ込めている事実が、とても奇跡的なことに思えた。

　けれど、この奇跡とていずれは普通になる日が来る。それはたぶん、誰にも止めようがない時じ流りゆうの力だ。

　人間は感情の生き物だから、理性で弁わきまえている事実も、ときには揺らぐし霞かすみもする。

　人に阿おもねるばかりの今の歌唱人形オルドールに満足している社会のなかにも、やがては作り物ではない笑顔を望むタスクのような者が増え始めるだろう。

　けれど、それが果たして本当に良いことかは分からない。

　いつかすべての歌唱人形オルドールがガラテア級と同等になり、労働も、感情も、責任さえも、人形に押しつけられると悟ったとき──人類が最終的に、心を持つヒトガタを『新たな隣人』として受うけ容いれるか、『機械の侵略』として排はい斥せきに動くか、まるで予測がつかないからだ。

　機械を機械のまま、人のように扱えてしまう自分は、やはり稀け有うな例なのだろうと思う。

「リフレイン」

「はい、なんでしょう？」

　爽やかな色合いのブラウスに装よそおいを改め、髪をポニーテールに纏まとめた彼女が振り返る。

　雑踏のなか、ヒトとモノの中間に立って、自然な立ち居振る舞いで。

「手、繫つなごうか」

「？」

「その……良かったらで、いいんだけどさ」

　リフレインが小さく驚き、けれどすぐに花のように微笑ほほえんで、こちらが伸ばした手を取ってくれる。グランドネスト号では、結局、届き損ねた指先が、今ようやくしかと絡からみ合あう。

「よし、行こう」

「ふふ。変なタスクさんですね」

　そして、二人で一緒に歩調を揃そろえて歩き出した。

　往来の流れは不規則だから、取り残されないように、飛び出し過ぎないように、ペースを調整しながら道を進む。周りに淘とう汰たされないために、必死で表面上だけ取り繕いながら。

　それはたぶん、自分たちだけではない。

　今の時代、驚くほど多くのものが、何かの『フリ』をしている。

　本質を化かし、意味を拗こじらせ、在り方を見失ったものが、そこらじゅうに溢あふれている。

　悪いことではないはずだ。そうやって何事にも『らしさ』を被かぶせることで、社会は普遍的な価値観を作って円えん滑かつに回るのだから。

　けれど、タスク・リンドウはそれが我慢できなかった。

　ただ、笑えないだけで「古い」と棄すてられたカナエ。人間からどんな仕打ちを受けても笑顔を浮かべるしかない大多数の歌唱人形オルドールたち。そこに人の欺ぎ瞞まんを見たからだ。

　だから、誰の言いなりにもならない人形を欲ほっした。

　己が『らしさ』を手放してでも、と。

「──リフレイン、僕は『ヒトでなし』かな？」

「また藪やぶから棒ぼうですね。それなら、わたしは『モノでなし』ですか？」

　どっこいの一人と一機が、軽やかに言葉を交わす。そうしながら徐々に歩速を上げて、いつしか周囲の流れを振り切る。

　出る杭くいは必ず打たれるもの。いずれやって来るかもしれない未来を、待ち切れずに走り出した自分たちへ、おそらく世界は容赦なく牙を剝むくだろう。

　どこまで行けるか分からない。この関係が正しいのかも定さだかではない。

　それでも、自分たちの心は今、確かに響き合っている。

「なら、今はこの感覚に従っておくさ！」

　オルゴール仕じ掛かけの少女が「はい！」と憂いなく頷うなずいた。

　タスクは、そんな彼女と自分のあいだに、一本の赤い弦いとを幻視する。

　人間と機械の魂を結びつけ、心地良い震えを齎もたらすそれは、増えればやがて楽譜スコアを描えがいて、両者の往く手を指し示すだろう。

　その果てに待つ旋律が、どのようなものか──今はまだ誰も知らない。





〈Ｆｉｎ〉












　　　あとがき




　ヒーホウ、なんやかんやで生きてます！　物もの草ぐさです！

　はい、すみません。ハイテンションに挨拶してる場合じゃありませんね？

　前作『超ちよう飽ほう和わセカンドブレイヴズ』にて、次はもうちょい早めに本を出す！　とか言っていたのに蓋ふたを開けてみればこの体たらく。結局またしても一年以上もあいだが空いてしまいました。拙作を待っていてくれた皆様には大変申し訳なく思っております……いやね？　色々とあったんですよ、色々と。

　さて、今回は前からずっとやってみたかった『自じ動どう人にん形ぎようもの』。ヒトのモノと関係やら在り方やらを語りつつ、いつもよりＳＦ成分多めな感じでお送りします。

　毎度の如く後半から展開がやたら大きくなりまずが、テーマは一貫してボーイ・ミーツ・ドール。それと並行して、今回は『オルゴール』も非常に重要なファクターになっており、ゼンマイやら歯車やらの原始的な機構が織り成す、あの独特の旋律をＢＧＭに、レトロフューチャーな世界観を楽しんで頂けたらなと。

　一応、続きものになってはおりますが、主人公たちが直面するおおよその問題は、この巻だけでもきちんとケリがついています。続刊できたら御の字だけれど……うん、駄目でも僕に心残りはないかなー。読者様にも満足して頂けたら幸いです。

　つーか、これで駄目なら次はナニ書こう？

　まあ、たぶんまたバトルものだとは思うんですよ。ただ、今回ちょっと設定で凝こり過ぎたので、次はもうちょい単純な作風に戻るかも……あとは、そろそろロリ？　ロリの出番!?

　ほいほい、そんなわけで流れも何もなく、いきなり謝しや辞じです。

　イラストを担当してくださった、藤ふじちょこ先生。ありがとうごさいます、そしておひさしぶりです。ファーブル以来のタッグですが、毎度面倒な世界観でごめんなさい！　口下手なせいで、忘年会でお会いしても、あまり話題が出てこない僕を許してください（実話）。

　担当の清きよ瀬せさん、また出版に携わってくださった方々にも、心の底からサンキューを。

　そして何より読者の皆様！　次こそはもっと早めに本を出しますので、見切りをつけずに待っていてくださいまし！

　では、恒例の挨拶をば──せ～の、力の限りヒーホウ！








二〇一六年　一二月某日　　　　　物もの草ぐさ純じゆん平ぺい
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物もの草ぐさ純じゅん平ぺい

オルゴール豆知識その１。実は『オルゴール』ってオルガンから派生した日本独自の単語で、英語とかだと『ミュージックボックス』って呼ぶって皆さん知ってました？　……ええ、なんか後者だとイメージ違くなりますよね。
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千葉県出身、東京都在住のイラストレーター。

書籍の挿絵やソーシャルゲーム、ＴＣＧをメインに活動しています。
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